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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　１







　小さな家の扉が開け放してあるのが見えて《蜥蜴とかげ》のベラフォードはほっとした。

　都会では不用心でも、この森ではこれが普通である。

　天気のいい日の日中は、住人は滅多なことでは扉を閉めない。

　それは住人が在宅している証あかしでもあったから、ランナーバードの鞍あん上じようから連れを振り返って、励はげましの声を掛ける。

「しっかりしなさい。もう少しで賢者さまのお茶が飲めるわよ」

　こんな言葉遣いのベラフォードは二十歳前後、すらりとした細身で、肌はだは白く、誰が見ても目鼻立ちが整っていると言うに違いない器量よしだが、れっきとした男性である。

　そのベラフォードほど眼の利かない《役立たず》のヴィンセントはかろうじて答えてきた。

「ほんとに？　よかったあ……」

　こちらは十三、四くらいか、金髪碧へき眼がんの美少年だ。見るからに疲れ切っていて、へとへとの様子である。前へ進むのは完全に足ランナーバード任せだ。

　二人は久しぶりに故郷のフォレスの森に戻ってきたところだった。

　異種アナザー人類レイスの領域には鉄道など通っていない。下手をすると道路すらない。

　長距離飛行を得意とする《鶴》や《白鳥》なら大陸西部まで飛んで帰ることも可能だろうが、地を行くしかないものには、ちょっと気楽に里帰りというわけにはいかないのだ。

　混イン血シードのベラフォードは翼を持っているが、やはり純血の異種人類とは違う。

　完全な鳥の姿になることはできない。ましてヴィンセントという足手まといを連れていては、大陸中南部にあるフォレスの森まで『空を飛んで』帰ることなど到底無理だ。

　そこで二人は人間社会の最西端の街であるチェスタムコートまで汽車で行き、そこから先はランナーバードに乗り換えた。

　ランナーバードはその名の通り鳥ではあるが、羽は退化して飛ぶことはできない。

　体重は四百キロにも達しようかという巨体であり、二本の足で大地を疾しつ駆くする。走ることに特化した鳥であり、荒野の便利な乗り物であった。

　二人はランナーバードを駆って西を目指し、いくつもの川を渡り、さらに草原と山を越えて、ようやくフォレスの森までたどり着いたのである。

　小さな家は最後に見た時と少しも変わっていなかった。

　屋根はこんもりと丸い盛り土をして、草が茂り、そこから煙突が覗のぞいている。

《蜥蜴》のベラフォードは久しぶりに見る家に思わず微笑し、《役立たず》のヴィンセントは長旅の終わりに心からほっとした表情になった。

　ランナーバードをつなぎ、荷物を下ろして、扉をくぐりながら声を掛ける。

「ただいま、賢者さま」

「お邪魔するわね」

　入ってみると中は意外に広く、開け放した窓から光が差し込んでいた。

　書棚には古い書物や巻物がぎっしりと並び、床には所狭しと薬壺つぼや道具が並べられているが、雑然とした様子はない。きちんと整理整せい頓とんされている。

　衣きぬ擦ずれの音がして、しわがれた声とともに奥から人が現れた。

「おお、お帰り。待っとったよ」

　老いた優しい声であるが、声の主は何とも独特な、奇怪とすら言える容姿の人だった。

　大きな茶色の布を身体に巻きつけるように着ており、剝むき出しの肩も腕も、もちろん顔も、すべてが緑がかった灰色をして、その皮膚全体に罅ひびが入っている。

　顔は全体が前に突き出し、眼がん窩かはぎょろりと盛り上がり、口はその眼と眼を結ぶほど大きく、鼻先には人間の顔には有りえない小さな突起がある。明らかに爬は虫ちゆう類るい独特の顔だ。

　一応、二本の足で立って歩いているが、その足はまるで怪獣のそれだ。

　とどめに衣服の後ろから太い尾が長く伸びて身体を支えている。

　人間が見たら悲鳴を上げて逃げ出すか、腰を抜かしたに違いないが、ベラフォードは笑顔でその恐ろしい姿の人に挨あい拶さつした。

「お久しぶり。お元気そうね」

「おかげさまでな。おまえたちも変わりないようで何よりじゃ」

　この人は《蜥蜴》のモーガン。

　しかし、ほとんどの人は尊敬を込めて、彼を『賢者モーガン』と呼ぶ。

　それは百歳をとうに過ぎているという年齢を称たたえて贈られた呼び名でもあり、優れた人格と博識に与えられた称号でもあるが、それにしてもこの姿は少々変わっていた。

　変身能力は異種人類の大いなる特徴ではあるが、通常、変化しっぱなしということはない。

　生まれた時も死ぬ時も人間ひとの姿だし、日常生活も基本的に人の姿で過ごしている。

　動物の姿への形態トランス変化フオームは彼らにとってあくまで付加能力に過ぎないのだ。

　モーガンも若い時分は人の姿で過ごしていたらしいが、いつの頃からかこの中途半端な姿で過ごすのを好むようになり、以来ずっとこの姿形で通している。

　昔から知っているベラフォードでさえ、この人の『人間の顔』を見たことは一度もない。

　そんな恐ろしげな姿でいても日常生活に特に支障はないようで、人を殺せそうな爪の生えた手で器用に薬草も摘むし、葉を揉もんで茶もつくる。

　二本足の巨大蜥蜴がのそのそと家の中を動き回る様子は、ベラフォードにとって微笑ましいものであると同時に、少しばかり心配な眺めでもあった。何と言っても歳が歳だ。
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「アタシにも何か手伝わせてよ、賢者さま」

「なあに、かまうな。あとで働いてもらうから今は座っとれ」

　モーガンは小さな台所で二人のために香草のお茶を淹いれてくれた。

　香りの高い熱いお茶には疲労回復効果がある。

　長旅の末にようやく居心地のいい家にたどり着いたのだから、ありがたさもひとしおだった。

「ああ、おいしい。やっと帰ってきたっていう気持ちになるわ」

　ベラフォードも思わず安あん堵どの息を吐き、ヴィンセントはあっという間に吞のみ干してしまって勢いよく叫んでいる。

「おかわり！」

　蜥蜴とかげの老人はお茶のおかわりと一緒に、干し棗なつめの実を持ってきてくれた。

　もっちりとした食感の干し棗は甘くて滋養があり、疲れた身体にはこれまたありがたい。

「人心地ついたら身体を洗っておいで。それからご飯にしよう」

　気候のいいフォレスの森では住人は滅多に湯ゆ浴あみなどしない。泉や川で身体を洗う。

　二人とも裸になって旅の埃ほこりをきれいに洗い流して、モーガンが用意してくれた着替えを身に着けた。モーガンも着ている一枚布を身体に巻きつける衣服で、多少寸法が違っても調整して着ることができる。今までのくたびれた服は後で自ら洗濯だ。

　晩ばん餐さんにはモーガンが腕を振るった料理が並んだ。

　山菜料理ならぬ森の恵みを調理した料理の数々に舌鼓を打ちながら、ベラフォードは最近の自分たちの仕事ぶりについて話したのである。

「ダムーはひたすら食欲、ケイティはひたすら金銭欲優先なのが困りものだけど、アタシたち結構うまくやってると思うわ」

　ヴィンセントも便乗して頷うなずいた。

「うん。うまくやってるよ」

　ひとしきり話に花が咲いた後、ベラフォードは思い出したように手を打った。

「そうだ、賢者さま。おみやげがあるのよ」

　荷物の中から取り出したのは革製の細長い筒である。受け取ったモーガンが蓋ふたを開けると、油紙にくるんだ丸めた紙が出てきた。

「ほほう、こりゃあ何やら秘密の地図のようじゃの」

「もっといいものよ。開けてみて」

　楽しげなベラフォードの口調にモーガンも笑顔で油紙を取り除き、中身を広げた。

　そこに描かれていたのは地図ではなく、絵だった。

　大きな翼を持つ人を描いた水彩画だ。

　背中の翼つばさは鮮やかな青と緑、上半身は赤、オレンジ、薔ば薇ら色いろ、黄色の華やかな羽毛に覆われ、肩には薄茶の斑はん紋もんの入った飾り羽をなびかせている。

　他ならぬベラフォード自身の変化した姿を描いたものだ。

　モーガンは絵を広げた手を止めて、豊かな色彩にじっと見入っていた。

　顔面から大きく飛び出した両眼はまたたきもしない。

「気に入らなかった？　アタシは結構うまく描けてると思ってもらってきたんだけど……」

「いいや、じょうずに描けとる。おまえの羽の特徴をよく摑つかんどるよ」

　そう言いながらも、モーガンはひび割れた蜥蜴の顔に苦笑を浮かべた。

「じゃがのう、ちとお説教めいたことを言わせてもらうが、混血の身で飛べるというだけでも無形種たちは眼の色を変えるはずじゃ。まして、おまえのこの羽う翼よくはひときわ目立つものじゃ。誰が描いたかは知らんが、あまりこの姿を見せびらかすのはよいこととは思えんのじゃがの」

「わかってるわ」

　素直に頷いたベラフォードだった。

「アタシだってむやみやたらと飛んで見せてるわけじゃないのよ。だけど、向こうにいると、どうしても翼が必要なことが多いの。実際それで助かったことも一度や二度じゃないんだから。それに、この絵を描いてくれた子なら大丈夫。無形種だけど、すごく正義感の強い子なのよ」

「ならばよい。おまえが信用できると判断した人なら結構なことじゃ」

　ひとまず安心したらしいが、《蜥蜴》の賢者は深い吐息を洩もらした。

「……しかし、何とも妙な符合じゃの」

「何が？」

　尋ねながらも、ベラフォードにも見当はついていた。

　今回の里帰りは久しく会っていないモーガンが手紙を寄こしたことに発している。

　形態変化した《白鳥》が届けてくれた至急便だったので、何事かと思いきや、文面は意外と平凡なものだった。

「たまさかには顔を見せに戻ってこんか」

　拍子抜けしたが、言われてみればずいぶん会っていないのは確かだった。

　親のないベラフォードとヴィンセントはモーガンに育てられたようなものである。

　幸い差しせまった仕事もなかったので、用心棒稼業はひとまず休業することにして、二人はフォレスの森へ戻ってきたのだ。

　仲間のダムーとケイティも今頃はそれぞれの故郷に顔を出しているはずである。

　しかし、モーガンは単に顔が見たくなったからという理由で呼び戻したのではないらしい。

　表情の見分けがつかない蜥蜴の顔でも、ベラフォードには今の賢者が何か憂うれいを感じていることがよくわかった。

　モーガンは丁寧な手つきで絵をしまうと、あらたまった様子で切りだしたのである。

「ベラフォードよ。母のことを覚えておるか？」

「──お母さん？　いいえ。アタシが小さい時に死んだでしょ」

　あっさりした口調だった。

　彼には母の記憶はほとんどない。《鳥》の混血だったと聞かされているが、種族も知らない。

　母が亡くなったのはベラフォードが二歳か三歳の頃だろう。やがて父も亡くなり、身よりのなかったベラフォードはモーガンに引き取られることになったのだ。

　その時、この家には既に先客としてヴィンセントがいた。

「おまえを呼び戻したのはな、母の里から連絡があったからじゃ」

「お母さんの？」

　きょとんとなったベラフォードだった。

　母に比べてまだ記憶に残っている父からも、母の故郷の話など聞いた覚えがない。

　モーガン自身、そんなことは今まで一度も言わなかったはずだ。

「おまえの母はな、純血種の《鳥》じゃった。数ある《鳥》の中でも非常に珍しい種族じゃ。正式な種族名を《南なん天てん極ごく楽らく鳥ちよう》という」

　ベラフォードは眼を丸くした。

　母が純血種だというのも初耳なら、その種族名も初耳だ。

「……そんな《鳥》、聞いたことないけど？」

「じゃろうな。西大陸でもこの名を知っているものは珍しい。彼らは極めて排他的な種族じゃ。彼らに比べれば内気で知られる《犀さい》のほうがまだしも友好的と言えるくらいでな。わしとて、わしのお師匠さまから話を聞いたことがあるだけじゃった。単なる伝説の中に登場する種族で、実在するとは思っておらなんだ。──おまえの母に会うまでは」

　モーガンの口調は感慨深げだった。

「彼らが極めて珍しい種族であるという所以ゆえんはな。滅多に人前に姿を見せないからではない。最大の特徴は彼らの形態トランス変化フオームにある」

「どういうこと？」

「それはおまえのほうがよく知っておるはずじゃ。彼らは形態変化しても完全な鳥の姿になることは決してない。人型の背に翼を生やし、上半身を羽毛で覆う。そこまでの変化しかしない。もっとも、これだけなら《隼はやぶさ》にも同じことが言える。《隼》も完全変態をしない種族として有名じゃがな、《南天極楽鳥》には他の《鳥》にはない大きな特徴がある。──それが彼らの羽の色じゃ」

「色？」

「さよう。野生の鳥には雌雄で色の違う種類も珍しくないが、異種人類にはそのようなものはまずいない。《犬いぬ鷲わし》ならば茶色、白鳥ならば《白》、《隼》や《熊くま鷹たか》ならば暗褐色と、種族ごとに羽色は決まっておるものだが、《南天極楽鳥》は違う。男女の別なく、実にさまざまな色合いの羽が現れるらしい。現におまえの母親もおまえとはまったく違う色の翼を持っていた。わしも一度だけ見せてもらったことがあるが、雪のように真っ白に輝きながら、風かざ切きり羽ばねだけが薄桃色をしておった。それは美しい羽じゃったよ」

　呆あつ気けにとられていたベラフォードはようやくまともな言葉を発した。

「じゃあ、アタシ、混血だから完全変態できないわけじゃなくて……」

「逆なんじゃよ。おまえは混血の身でありながら《南天極楽鳥》の特徴を見事に体現しておる。他部族とは接触を持たないはずの《南天極楽鳥》の母とおまえの父がどんな経いき緯さつで知りあい、結婚するに到いたったのか……それはわしも知らぬ。二人とも語ろうとはしなかったからな」

　その《南天極楽鳥》の一人が先日モーガンを訪ねてきたという。

「まだ若い男じゃったが、おまえの母とわしが顔見知りとは知らずに、今言った羽色の、完全変態をしない《鳥》の女性を知らないかと訊ききに来た。わしはこの森に腰を据えて長いのでな、何か聞いたことがないかと思ったらしい。なぜそんなことを知りたがるのかと尋ねてみると、その男は、その女性は自分の仲間だと言うんじゃ」

　賢者モーガンは《蜥蜴とかげ》だけでなく、フォレスの森を住すみ処かとする《鹿》や《熊》、さらには渡りをする《鳥》たちの治療を引き受けてやることもしばしばだった。

　そうなれば自然と他の種族の言葉にも詳しくなり、顔も広くなる。

　しかし、モーガンはその女性がとうに亡くなっているとは言わなかった。

　息子がいることも黙っていた。

　その上で、その女性を捜す理由を尋ねてみた。

「その男はな、今年は自分たちの里で大きな祭りが催されるのだと言った。何でも、二十年に一度の重要な祭さい祀しで、住民は全員参加するしきたりになっているのだとな」

「それでアタシのお母さんを捜してるっていうの？　お祭りに参加するようにって？」

「その男はそう言っておった」

「何だか変な話ねえ……」

　ベラフォードが感じたことは、まさにモーガンが感じたことでもあった。

　いくら住人の全員参加が慣例とはいえ、ベラフォードの母が故郷を出たのは二十年以上前の話になるはずだ。

　しかも、顔の広いモーガンを頼ってきたということは、ベラフォードの母は自分の居場所を故郷の誰にも知らせなかったことになる。

「賢者さまはお母さんから故郷ふるさとの話を聞いたことがある？」

「いんや。おまえの母は自分のことはほとんど何も話そうとしなかったからの。羽を見たのも《南天極楽鳥》の種族名を聞いたのも、ずっと後になってからじゃよ」

「お父さんは？　お母さんが死んだ時アタシはまだ小さかったから覚えてないのは当然だけど、お父さんからもお母さんの故郷の話なんか聞いたことないわ」

「わしも聞いた覚えはない。何しろ、彼らの里がどこにあるかは絶対の秘密らしいのでな」

「よそ者には場所を教えられないってこと？」

「恐らくはな」

「それなのに、その男の人はわざわざお祭りがあるって賢者さまに言いに来たわけ？」

「さよう。おかしいのは今になっておまえの母を捜している仲間のほうじゃよ」

　ベラフォードもまったく同感だった。

「二十年ごとのお祭りなら、今から二十年前にもあったわけでしょう？　お母さん、その時は参加したのかしら？」

「わからん。おまえの両親がこの森にやってきたのは、おまえが歩き始めた頃じゃったからな。じゃがのう、知らぬと断ったにもかかわらず、その男はまた近いうちに訪ねると言うておった。おまえの羽はちらほらと人の噂に上のぼっておるようじゃしな。遅かれ早かれ、その男はおまえの存在を知ることになるじゃろう」

「アタシのことを知ったら、今度はその人、アタシに話を持ってくるっていうの？」

「わしはそう思った。じゃから戻ってきてもらったんじゃよ。──どうする？　ベラフォード。母の里を訪ねてみる気はあるか」

　ベラフォードはちょっと考えた。

　今のところ、ダムーたちとは二ヶ月後に落ち合う約束になっている。

「そこって遠いのかしらね？」

「その男が具体的な場所を言うはすがない。わしも聞かなんだ」

「だったらやめとくわ」

　ベラフォードはあっさり言った。

　見たこともない土地に積極的に行ってみたいとは思えなかったし、母親の故郷と言われても実感が湧かない。薄情なようだが『面倒はごめん』という気持ちのほうが強かったのだ。

「お母さんならともかく、アタシが行っても場違いでしょ」

　モーガンもあっさり頷うなずいた。

「ならば、早めに引き上げたほうがよいじゃろな」

「そうするわ。賢者さまがお元気なのもわかったしね」

　男はまた来るとは言ったが、いつとは言わなかったという。たいていの異種人類は気が長く、一度訪れた家を再び訪問するには半月くらい間を開けるはずである。

　その前にここを離れてしまえばいいと、モーガンもベラフォードも楽観的に考えていた。

　ところが、翌日、その男は再び現れたのである。

　しかも今度は二人だった。

　モーガンが以前に会った若い男はレドヴィーン。

　もう一人はずっと年上の精せい悍かんな風ふう貌ぼうの男でライガスと名乗った。

　レドヴィーンは他の森で取れたという珍しい果物をみやげに差し出して言った。

「たびたびお邪魔して申しわけありません。しかしながら、この近くの森を訪ねてみたところ、おもしろい話を耳にしたものですから」

「ほう、どんなお話じゃな？」

「十数年前、フォレスの森には確かに種類のわからない《鳥》の女性が住んでいたが、彼女は息子を一人残して死んだというのです」

　この時、ベラフォードもヴィンセントも家にいた。

　ベラフォードは二人を戸口で出迎えたが、何食わぬ顔で中に通し、ヴィンセントも不器用な手つきで茶を出すと、素知らぬふりで家の片隅の台所に引き下がった。

　そこからはモーガンと話している客たちの様子がよく見える。

　第一印象は悪くなかった。二人とも前で合わせるゆったりした上着とズボンを身につけて、礼儀正しく、感じがよく、通された丸い敷物の上に座る姿勢も端然としている。

　レドヴィーンは目鼻立ちの整った、細身の色白の青年だった。

　ライガスは筋骨たくましく、陽に焼けた顔に思慮深い表情をたたえている。

　奇妙なのは、この間近で見ても種族が判別できないことだった。

　鳥類だろうということまでは何となくわかるが、その先がはっきりしない。

　ダムーならその抜群の嗅きゆう覚かくで、相手が《梟ふくろう》か《隼はやぶさ》か《白はく頭とう鷲わし》かまで一瞬で見抜くが、そこまでの嗅覚を持たない者にとっては、レドヴィーンが自分で言ったように『種類の不明な鳥』として認識されるらしい。

「亡くなっていたとは知りませんでした。残念ですが、彼女がもういないのであれば、我々はその息子を招待したいと思うのです。居場所をご存じでしたら教えていただけませんか」

　熱心にモーガンに話し掛けているのはレドヴィーンだけで、ライガスはこの家に入ってからずっと黙っていたが、不意に口を開いた。

「その必要はない」

　姿に似つかわしい、重厚な響きの声だった。

　いつの間にかライガスの視線は台所のベラフォードに注がれている。

「一目見てわかりました。そこにいるのがヴァーサの息子でしょう。里を出た頃のヴァーサに生き写しだ」

　あらあら……とベラフォードは思った。自分が女性めいた顔立ちであるという自覚はあるが、母親に生き写しと言われたのは初めてだ。

（だけどあなたはアタシを見ても表情一つ変えなかったわね？）

　レドヴィーンは軽い驚きを浮かべてベラフォードを見つめている。

　モーガンが小さな吐息を漏らして、巨大なイグアナの眼をベラフォードに向けた。

「仕方がないな。ベラフォード。後はおまえが決めることじゃ」

　ベラフォードは多少の居心地の悪さを感じながらも、立ち上がって座に加わった。

　ライガスは依然として無表情のままだったが、レドヴィーンは好奇心を覗のぞかせる明るい眼でベラフォードを見つめている。

　短い自己紹介の後、ベラフォードは躊躇ためらいがちに言った。

「確かにアタシのお母さんの名前はヴァーサですけど、アタシ、お母さんのことは全然覚えてないんです。お父さんもあんまり話してくれなかったから」

　ベラフォードの口調は若い男の話し言葉としては奇妙きてれつなものだが、レドヴィーンもライガスもその点にはいっさい触れようとしなかった。

　ライガスがゆっくりと言う。

「お父上は確か、スタンリーと言ったと思ったが、今はどちらに？」

「亡くなりました。やっぱり、アタシが子どもの頃に」

　レドヴィーンが頭を下げた。

「お気の毒です。──しかし、あなたがここにいてくれてよかった。時間の節約ができました。わたしの話は聞こえたと思いますが……」

「ええ、まあ。小さい家ですから、確かに聞こえてましたけど……」

「小さいは余計じゃ」

　表情も変えずにモーガンが抗議する。

　ヴィンセントがあらためて香草のお茶を運んできた。

　本人もその場にちょこんと腰を下ろして、成りゆきを見守っている。

　ベラフォードが気まずそうな顔で眼をそらしているのとは対照的に、レドヴィーンは熱心に身を乗り出して言った。

「いかがでしょう？　あなたのお母さまの生まれ故郷をその眼で見てみませんか」

「そう言われても……困ります。そこはお母さんの故郷かもしれないけど、アタシにとっては知らない土地でしょう？」

「ごもっともです」

「《南天極楽鳥》の里なんて聞いたことないんだけど、どのくらい遠いの？」

「それは言えません」

「なのにアタシにそこまで来いって言うのは矛盾してません？」

「おっしゃるとおりです」

　レドヴィーンはさもありなんとばかりに頷うなずいた。

「そのために我々が来たのです。場所は言えませんが、間違いなく送り迎えすると約束します。どうか一緒に来てくれませんか？」

「だけどそれって、途中で目隠しか何かされるってことなんでしょ？」

　あんまりありがたくないわとベラフォードが肩をすくめると、レドヴィーンは声をひそめて、何やら秘密を打ち明ける顔つきになった。

「不快に思うのは無理もありませんが、我々が故郷の場所を秘密にするのには理由があります。こういうものが取れるのです」

　彼が懐から取り出したのは革の小袋だった。

　その中から転がり出たのは色とりどりの宝石だった。数十個はある。

　青みがかったものは薄い水色から濃い青、緑、紫。赤みを帯びたものは薄い桃色から薔薇色、オレンジ、もちろん血のような深紅もある。黄色もある。ないのは真珠と金剛石くらいだ。

　光りものには目がないベラフォードはたちまち相好を崩したのである。

「すごいわ！」

　横で見ていたヴィンセントもモーガンも眼を見張った。

「きれいだあ……！」

「こりゃあ、たいした値打ちものじゃの」

　ライガスが言った。

「賢者どの。申し上げるまでもないが、このことはご内聞に願いたい」

「念を押さんでも吹ふい聴ちようなどせんよ。そもそも、わしはおまえさんたちの里を知らん。それでは言いふらしようがないじゃろ」

「かたじけない」

　ライガスは軽く頭を下げた。

　レドヴィーンは燦さん然ぜんと輝く宝物を懐紙の上にざらりとあけて、自分とベラフォードとの間の床に置いた。

　さすがに手を伸ばすような不作法はしなかったが、ベラフォードはきらきら光る小さな山に完全に魅了されて、うっとりと見入っている。

「宝石はお好きですか？」

「もちろんよ！　大好き！　嫌いな人なんていないでしょ！」

「よかった。あなたは間違いなく我々の同族です」

　レドヴィーンはにっこり笑った。

「わたしたちは伝統的に美しいものを愛する種族なんです。ここにあるのはみんな裸石ルースですが、里では装飾品への加工も盛んに行われています。もちろん金銀細工もね」

「んまああ！　なんてすてきなの！」

　歓声を上げたベラフォードとは対照的に、モーガンがぼそりと言った。

「珍しいことをするもんじゃ。無形種のようじゃの」

　異種人類の間では、金属加工された宝飾品はあまり一般的ではない。

　ライガスが咳せき払ばらいして言ったものだ。

「賢者どの。一緒にされては困る。無形種は宝石の希少性に価値を見み出いだして値段をつけるが、我々は違う。石の持つ美しさそのものを評価し、その美にふさわしい芸術品に仕立てることに意義を見出しているのだ」

「その通りです。無形種は時に美しさよりも希少性を重んじて高値を付ける傾向がありますが、その感覚は我々には理解しかねます」

　レドヴィーンも同意して、あらためてベラフォードに話しかけた。

「わたしも今度の祭りについては年長者の話で聞いたことしかありませんが、ずいぶん盛大なものだそうですよ。里を上げた宴うたげが何日も続きますし、この時しか味わえない特別なご馳ち走そうも出されます。村人たちはいくつもの組に分かれて、祭りで披露する踊りや出し物を猛練習しているところですが、こうした宝石いしを使った細工もたくさん出品されるんです。祭りが終わると、それらの作品は希望者に振る舞われます」

　ベラフォードの眼がきらりと輝いたのは言うまでもない。

「もらえるの、それ？」

「もちろんです。ただし、特に出来のいい作品には希望者が殺到しますから、その時は作者が譲る相手を決めるんです。誰が一番、自分の作品が似合うかをね」

「本当にただであげちゃうの!?」

「ええ。作者の眼にかなう相手であればね」

　レドヴィーンは笑顔で頷うなずいた。

「宝飾家は我々の里が誇る芸術家ですから、選ばれた人のほうが光栄に思うものなんですよ。杯さかずきや宝剣の類はともかく、装身具はあくまで身につける人があってのものです。大事なのはその品物がその人に似合うか似合わないかです」

「そうよね！　すばらしい考え方だわ！」

　母親の故郷に対するベラフォードの考え方は、現金なことに、短い間に一変していた。

「行きましょ！　ぜひ行きましょう！　アタシのお母さんの生まれ故郷だものね！」

　ヴィンセントも眼を輝かせて割り込んだ。

「ぼくも行く！　ご馳走食べる！」

「あんたは留守番」

「やだ！　ベラ一人でご馳走食べるなんてずるい！　一緒に行く！」

　一度ごね始めるとヴィンセントは厄介である。

　泣き叫ぶヴィンセントを残されたら困ると思ったのか、モーガンがやんわりと言い出した。

「この子だけ置いていくのも不ふ憫びんじゃし、一緒に連れて行ってやってくれんかのう？」

　レドヴィーンとライガスはちょっと顔をしかめた。

　部外者には遠慮してほしいと思っているのだろうが、《蜥蜴とかげ》の賢者は笑って言った。

「どうせ途中で目隠しをするんじゃろ。それなら連れがいたってかまわない道理じゃろ？」

　ベラフォードもその提案に乗った。

「できればもう二人呼びたいところなんだけど、だめかしらね？」

　レドヴィーンとライガスは眼を見交わして、口々に尋ねてきた。

「ですが、そのお二人は遠方にいらっしゃるのでしょう？」

「ここまで呼び寄せるのにどのくらいかかる？」

「そうねえ。今から白鳥便で使いを出して、こっちへ来るように言ったとして……」

　一週間くらいはかかると言うと、ライガスもレドヴィーンも難しい顔で首を振った。

「そんなには待てない。それから出発したのでは祭りに間に合わなくなる」

「そうなんです。何より時間が問題です。この少年をお連れするのはかまいませんが、今回はそのお二人を呼ぶのは諦あきらめてもらえませんか？」

「だけど、アタシたち、二ヶ月後には彼らと合流する約束をしてるのよ。その時までに帰ってこれるのかしら？」

「もちろんです。祭りを楽しんでも充分間に合うと思いますよ」
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　話が決まると、レドヴィーンは懐紙にあけた宝物を小袋に戻して、姿勢をあらためた。

「ところで、あなたの羽は何色ですか？」

　一瞬、何を言われたかわからず、きょとんとなったベラフォードだった。

「羽の色？　アタシの？」

「そうです。正式に里にお招きする以上、それをお尋ねしなくては。──あなたの翼と羽毛はどんな色をしていますか？」

　ベラフォードはますます不思議そうに首を捻ひねったのである。

「変なこと訊きくのねえ。それとこれと何の関係があるの？」

　レドヴィーンとライガスが再び眼と眼を見交わした。

「そうですね。あなたは我々の習慣もしきたりもご存じない。そう思うのも無理はありません。わたしたちの種族は一人一人みんな違う色彩の羽を持っているんです。そして、我々は色彩というものをとても重んじるんですよ。もっとも単純に言うと、並び順の問題なんです」

「はあ？」

　頓とん狂きような声を発したベラフォードに、レドヴィーンは丁寧に言い聞かせた。

「今度の祭りはみんな『正装』で出席するのが決まりです。我々の正装とは翼を現した状態を言うのですが、住民がいっせいに翼を見せたところはちょっとした見物ですよ。色とりどりの花が咲き乱れているようでね。ですが、そうなりますと、青系統の羽と赤系統の羽は区別して配置したほうがきれいでしょう？」

「……そういうもんなの？」

「ええ。青系、赤系の他に黄色を基調にした羽もありますし、紫や緑もあります。一口に赤系、青系と言っても、それぞれ微細なニユア差異ンスがありますからね。薄い赤から濃い赤へと順番に並んだところはまさに壮観です。一見の価値はありますよ」

　レドヴィーンが熱心に言えば、ライガスも難しい顔で頷うなずいた。

「そこに一人だけ違う配色がまざるのは好ましくないのだ。何より美しくない」

　おぼろげながらも何となく理解して、ベラフォードは曖あい昧まいに言ってみた。

「……えーっと、要するにアタシの立ち位置が問題なのね？」

「そうなんですよ。──ですから、あなたの羽の色は？」

　訊かれて何色と答えられれば苦労はしない。

　よく言えば極彩色、ケイティの言葉を借りれば『無駄に派手』な羽だ。

　ダムーは初めて形態トランス変化フオームしたベラフォードの羽う翼よくを見た時、

「色塗ってんのか？」

　と真顔で訊いたくらいである。

　もっともベラフォードも形態変化したダムーを初めて見た時は、

「あんたの身体いったいどうなってんのよ？」

　と堂々と失礼な言葉を吐いたのでお互い様だが、あの複雑な色彩を一口には説明できないし、かといって人に見せるためにわざわざ形態変化するのも変な話である。

　考え込んだベラフォードの横で、ヴィンセントが言った。

「ねえ、あの絵を持ってきたら？」

「あんた、たまにはいいことを言うじゃない」

　問題の絵を見せられたレドヴィーンとライガスは軽い驚きを示した。

　彼らの種族でもここまで色彩豊かな翼と羽毛は珍しいのか、じっと絵に見入っている。

「これは……華やかですね」

「賢者どの、この絵はあなたが？」

「いいや。それはわしがもらったみやげものじゃよ」

「では、これを描いたのは誰なんです？」

「アタシの女友達よ」

「それは無ノン形フオー種マーのお友達ですか？」

　尋ねて、レドヴィーンは絵に視線を戻した。

「これは彼らの使う絵の具でしょう。しかも決して安くない」

「絵の具の値段は知らないけど、そうかもしれないわ。その子、お嬢さまだから」

　ベラフォードが苦笑して肩をすくめ、ヴィンセントが楽しそうな口調で言う。

「キャサリンさんのお父さんはバナディスのえらい人なんだよ。ええっとね、外務大臣」

「違うでしょ。確か外務補佐官よ」

「そうだっけ？　とにかくそのエリオット・ウィンスロウ卿きよう──まだ会ったことないけど」

「そんなご令嬢とお知り合いなんですか？」

「まあね。いい子よ。アタシの羽が気に入って描いてくれたの。上手でしょ？」

「確かに……よく描けています。とても参考になりますが……」

　言葉を濁したレドヴィーンに対し、ライガスはもっと核心に迫る質問をした。

「しかし、この絵はどのくらい原物に忠実なのかな？」

　ヴィンセントが無邪気に答える。

「そっくりだよ。でも本物はもっとぴかぴか光ってるよね？　ベラ」

「油を塗ったみたいにね。おかげで目立ってしょうがないわ。──これでいいかしら？」

「ええ、充分です」

　レドヴィーンが頷けば、ライガスも言った。

「なるべく早く発たちたいのだ。急せかすようですまないが、いつ出発できる？」

「すぐ出られるけど、問題は食料よ。どのくらい持てばいいのかしら」

　異種人類の領域にはホテルも旅館もない。

　遠出する際は食料持参で行くのが常識だった。

「とりあえず五日分でしょうか。そこまで行けば次の食料を手に入れられます」

「賢者さま。少し保存の利くものを分けてもらってもいい？」

「かまわんよ。持ってお行き」

　フォレスの森では冬ごもりの必要はないが、モーガンは心がけのよい人で、干し肉や堅パン、胡桃くるみや干し葡ぶ萄どう、干し棗なつめなどを常備している。

　旅に慣れている彼らは素早かった。

　たちまち身支度を調えて、出発となった。

　モーガンは他にも香草を持たせてくれて、二人を見送りながら苦笑して言ったものだ。

「昨日戻ってきたばかりじゃというのに忙せわしいことじゃな」

「ごめんなさい。またおみやげ持って帰ってくるわ」

「きらきらしたものはいらんよ。みやげ話を楽しみにしとる」

「任せて。戻ってきたら、その時は今度こそ二、三日ゆっくりさせてもらうわね」

　レドヴィーンとライガスもランナーバードで来ていたので、四人はモーガンに別れを告げて、フォレスの森を早足で走って行ったのである。

　広い森を抜けると、先導する二人は南へ向かった。

　ベラフォードは余計な詮せん索さくはせず、案内役の二人についていった。

　もちろんヴィンセントも後に続く。

　ライガスは最初の印象どおり無口な男だったが、レドヴィーンはなかなか話し上手な男で、二人を退屈させなかった。

　三日もひたすら走り続けると、明らかに景色が変わってくる。

　普段は滅多にフォレスの森を離れることはないので、この辺りまで来るのはベラフォードもヴィンセントも初めてだった。

　西大陸にはさまざまな地形がある。

　フォレスの森のような緑豊かな土地もあれば荒野もある。砂漠地帯も亜熱帯樹林もある。

　二人の目の前に迫って来たのは壁のようにそびえ立つ巨大な山脈だった。

　頂いただきに雪を残す急きゆう峻しゆんな山が見渡す限りに連なっている。

　ヴィンセントが無邪気に声を上げて尋ねた。

「あれ、なんて山？」

「ウルム山脈です。一番手前に見えているのがアロワ山。──アロワの奥、右手に見える高い山がチェルト山です。チェルトの向こうに我々の里があります」

「あら、部外者にそんなこと話していいの？」

　ベラフォードが茶化すと、ライガスが珍しく目元をほころばせて言ってきた。

「ウルムの広さを知らないな。我々の里にはチェルトを越えてもそう簡単には着けないぞ」

「まだまだ先は長いってことね」

　西大陸の広さは承知しているので苦にならないが、ちょっと警戒する口調でベラフォードは言った。

「もしかして、あなたたちの里には空を飛ばないと行けないのかしら？　里の近くまで行って、やっぱりヴィンスは置いていくなんて言うのはなしよ」

「そんなことはしない」

「羽がないと苦労するのは確かですが、そのための方法もありますから」

　その翌日、一日がかりでアロワ山さん麓ろくを通り過ぎ、さらに翌日の夕方には、チェルトを間近に望めるところまで進んだ。

　そこには《山羊やぎ》の村があった。

　食料を手に入れられる当てとは、この村のことを言っていたらしい。

　レドヴィーンとライガスは馴な染じみの顔のようで、《山羊》の男と共通語で話している。

　他部族と接触することの多い種族はたいてい共通語を理解する。

　ベラフォードも二人から離れたところで《山羊》の一人を捕まえて訊きいてみた。

「あの人たち、よくここに来るの？」

「ああ、年に何度か顔を出してるよ」

　のんびりと答えた《山羊》の男はもの珍しそうな眼でベラフォードを見た。

「あんたは混こん血けつみたいだが、あの連中のお仲間かい？」

「ええ、お察しの通り半分だけね。あなたたちが食料を提供するなら、代わりにあの人たちは何を持ってくるの？」

「そうさなあ、主に山で採れる薬草かな。それと染めた布地やら飾りものやらだ」

　ベラフォードは驚きに眼を見張った。

「《山羊》のあなたたちが知らない薬草を彼らが持ってくるの？　山のことならあなたたちが一番詳しいと思ってたけど」

《山羊》の男は苦笑して、周囲の山脈に眼をやった。

「チェルトに関してならその通りさ。チェルトだけじゃない。あそこに見えるのがパスティオ、その隣がベレト、エレッザル、一番向こうがオルタ山。ここからは見えないが、エレッザルの向こうにはアリステ、カロン、キムリン。チェルトの向こうにもボヴァ、グラスディンがある。これらの山に関してなら俺たちの知らないことなんか何もないが、これだってウルムのほんの一部に過ぎないんだ。南にも東にも西にも、まだまだ俺たちの知らない山が連なっている」

「あの人たち、そんなに遠くから来てるの？」

「そうらしい。里の場所は絶対に言わないが、俺たちの足と連中の翼、どっちが速いかは言うまでもないからな。俺たちの手の届かないところにも手が届くんだろうよ」

「あの人たちの羽を見たことある？」

「いんや、妙な連中だよな。《鳥》のくせに絶対に飛ぼうとしない。種族もはっきりしないが、《鳥》だってことくらいはわかるよ」

《山羊》の男にとってはそれで充分らしい。

「薬草の他に持ってくる布地っていうのは、あの人たちの仲間が織ったもの？」

「ああ。この村では絹は採れないし、ここの染料ではどうやってもああいう色は出ないからな。若い娘たちはこぞって連中の布で花嫁衣裳をつくりたがる。頼めば刺し繡しゆうも引き受けてくれる」

　異種人類は異種人類で、なかなかおしゃれなのである。

　しかし、刺繡なら《山羊》の娘たちだって器用にこなすはずだ。

「わざわざ外注に出すってことは何か特別な糸を使ってるの。それとも技術が違うの？」

「両方だな。うちのかみさんも感心してたが、糸自体の色が違う。俺が見ても光沢があって、色が深くってね。他にもこう小さな、きらきら光る飾り玉みたいなやつ、ビーズってのかね？　そういうのを縫いつけてるよ。ああいう飾り玉をこさえるのは俺たち《山羊》にはできないし、その小さな飾り玉を隙間なくきっちり縫いつけるのも《山羊》の娘たちの得意じゃない。俺が見てもそりゃあ見事だと思うくらいだから、若い娘たちが眼の色を変えるのも無理はないのさ。難点を言うなら、あんまり煌きらびやかすぎるんで結婚式にしか使えないってことかな」

「それはそうよ。花嫁衣裳と普段着を一緒にはできないでしょ？」

「ところがだ。俺たちにとっての晴れ着が連中にとっては普段着らしいぞ」

《山羊》の男は声を低めながらもおもしろそうに笑っていた。

「きれい好きって言葉があるけどな、あの連中ときたらちょっと異常なくらいの『美しいもの好き』なんだよ。美しくなければ値打ちがないとでも考えてるんじゃないか」

「あら、趣味が合いそうだわ。それって悪いことじゃないでしょ？」

　ベラフォード自身、醜い男には生きる価値を認めないという確固たる信念の持ち主なので、平然と言ったが、《山羊》の男は笑いながら首を振った。

「度が過ぎるんだよ。あの連中ときたら、身につけるものはもちろん、眼に入るものは何でも飾り立てなきゃ気が済まないんだ。近頃はあの連中も里の娘たちの好みをわかってきてるからそれほど派手な仕事はよこさないんだが、親父の代には何度か返品騒ぎがあったらしい」

「返品？　使えなかったの？」

「ああ。婚礼衣裳なんでできるだけ華やかな刺繡をって頼んだら、全身これでもかってくらい派手な極彩色の刺繡で埋め尽くした上に飾り玉をびっしりと縫いつけた、けたたましいとしか言いようがない衣裳が届けられたとかでね。びっくり仰天して突っ返したってさ」

「へえ……」

「いくら結婚式でも《山羊》の里でそんなものを着たら頭がおかしくなったかと思われちまう。ところが、連中にはそれがわからないのさ。とにかくきらきらしてないと物足らないらしい」

　レドヴィーンがベラフォードを呼んだので、ここで話はおしまいになった。

「どうもありがとう。おもしろかったわ」

　ベラフォードとヴィンセントは再びランナーバードにまたがり、彼らについて出発した。

　レドヴィーンとライガスは慣れた手綱さばきでチェルト山麓から峠を目差している。

　次第に山腹へと分け入る景色を眺めながら、ベラフォードはレドヴィーンに話しかけた。

「あなたたちと《山羊》の人たちとでは美的感覚にかなりの差があるみたいね」

　レドヴィーンは苦笑を浮かべた。

「前にも言ったように、わたしたちは色彩をとても重んじるんです。種族ごとの習慣の違いも、美しさの基準に違いがあるのもわかっているつもりですが、《山羊》の娘たちが好む真っ白な衣裳では、正直な話、あまり晴れやかに見えないのは確かですね」

「そうなの？」

「もちろん金糸銀糸で縫取りがしてあれば別ですよ。白地に金銀なら最高の礼装なんですが、我々の感覚ではそこまでやってしまうと、あまりにも高貴な印象になってしまうんです」

　真剣に悩む様子がおかしくて、ベラフォードは真面目な顔で茶々を入れた。

「だから親切のつもりでたくさん色を入れたのに、評価してもらえないなんて残念ね」

「本当にそうですよ。刺繡を引き受けた里の女たちがこぼしているのを聞いたことがあります。真っ白な生地の裾すそや襟に薄い色を少し入れるだけだなんて、いくら何でもあまりに寂しすぎる。若い娘にとっては人生最大の晴れ舞台なのに、《山羊やぎ》の娘たちは本当にこんな貧相な衣裳で結婚式を挙げるのかってね」

　これには思わず笑ってしまったベラフォードだった。

「そこまで言われると《南天極楽鳥》の女性たちはどんな衣裳で結婚式に出るのか、ちょっと興味があるわね」

　ライガスが請け負った。

「近いうちに見られるだろう。今度の祭りに合わせて結婚する若者は何組もいるからな」

「そうですとも。里の娘にとっても針仕事の腕を見せつける格好の機会ですからね。それこそ一世一代の仕事をしてきますよ。彼女たちが精魂込めた衣裳をぜひご覧になってください」

　その日は峠の手前で野宿し、翌日は早朝から歩き始めて、昼前には峠を越えた。

　眼の前には《山羊》の男が話していた新たな山々が連なっている。

「そろそろ昼食にしよう」

「水を汲くんできます。ここを動かないでください」

　レドヴィーンとライガスが言って、二人から離れていった。

《鳥》はみんな耳がいい。ベラフォードは混血だが、その血を色濃く継いでいる。

《鳥》の中でも格別耳みみ利ききの《梟ふくろう》には一歩を譲るとしても、たいていの鳥類と同じ程度には音を聞き分けられるが、そのベラフォードが耳を澄ましても水音が聞こえなかった。

　何度もこの辺りに来ている二人は川の場所を知っているのだろう。

　ランナーバードを木につないだヴィンセントが食料を下ろしながら話しかけてきた。

「ねえ、ベラ。ほんとにダムーとケイティを待ってなくてよかったの？」

「向こうが時間がないって言うんだから仕方がないじゃない」

　肩をすくめてベラフォードは答えた。

「第一あの守銭奴と食いしんぼが来たら、アタシの手元に入るはずの宝石は全部取られるし、あんたのお腹に入るご馳ち走そうもだいぶ少なくなるわよ」

「それは困るよ。すごく困るんだけど……」

　ヴィンセントは躊躇ためらいがちに《蜥蜴とかげ》の青年の表情を窺うかがった。

「何かさ、やな感じがしない？」

「あんたもだいぶ勘が働くようになってきたみたいね」

　ベラフォードの疑問は──モーガンの疑問も同じだろうが、なぜあの二人がこうまで熱心にベラフォードを自分たちの里に連れて行きたがるのかということだった。

　住民の全員参加がしきたりだと言っているが、それだけではないことくらいお見通しである。

　これまでの道中に尋ねてみても、ライガスは黙だんまりで押し通しているし、レドヴィーンも言葉巧みに躱かわして言おうとしない。

「何か裏があるのは間違いないでしょうけど、あの人たち、里に着くまではどうしても目的を言わないつもりみたいだしね。だったらつきあうしかないわ」

「でも、ダムーがいないと……これも取れないよ」

　ヴィンセントは自分の首に巻きついているものを軽く引っ張ってみせた。

　黒天鵞絨びろうどに七色の宝石を嵌はめ込んだそれは一見したところ装飾品のチョーカーのようであり、少年の秘められた能力を解放する鍵かぎでもあったが、つなぎ目もなければ鍵穴もない。

　本人にさえ外せないこのチョーカーを外せるのは、今のところダムー一人だ。

「どうしちゃったのよ？　あんたいつもそれ外されるのすごくいやがるくせに」

「やだよ！　そりゃあ、やだけどさ……。やっぱり何かあったら……」

「大丈夫だってば。それを取らなきゃならないような事態にはならないから」

　たぶんね──と、ベラフォードは心の中だけでつけ加えた。

　隠し事をしているのは間違いないとしても、彼らの自分に対する態度は丁寧なものだったし、里に招待したいという熱意も本物に見える。

　異種人類は総じて勘がいい。

　ベラフォードも純血種でこそないが、勘働きには自信があった。

　二人が自分を騙だまし討うちにするつもりでいるなら察知できないはずはない。

　たいした危険はないだろうと吞のん気きに考えていたが、そうは問屋が卸さなかったのである。

　突然、大きな鳥の羽ばたきが迫った。大型鳥にしては考えられないくらいの低空飛行だから二人が思わず空を見上げると、その視界を遮るように、何人もの《鳥》が舞い降りてきた。

　ヴィンセントが反射的に悲鳴を上げたが、同時にぽかんと眼を見開いた。

　ベラフォードも咄とつ嗟さに腰の黒くろ蛇へび鞭むちに手を掛けたが、やはり絶句して相手の姿に見入った。

　空から降ってきたのはみんな男性で、全部で五人いた。

　若い者から壮年まで年齢はまちまちだが、総じて背が高く、険しいながらも端整な顔立ちで、手にはそれぞれ槍やりや弓を握っている。

　だが、そんなものより何より仰天したのは彼らの出いで立たちだった。

　裸の上半身は羽毛で覆われ、背中には大きな翼を生やしている。形態変化したベラフォードそっくりの姿だが、決定的に色が違った。

　五人の中でももっとも年とし嵩かさに見える男は、胸元に燃えるようなオレンジ色の羽毛をたくわえ、両腕はそのオレンジを引き立てる金糸雀かなりあの羽のような冴さえた黄色。

　おまけに背中に広がる大きな翼は紅薔ば薇らも顔負けするほどの鮮烈な赤だ。

　赤、黄、オレンジの強烈な配色は南国にしか咲かない艶あでやかな花を思わせる。

　別の一人は胴体部分と腕は若草のような明るい黄緑、翼はひまわりを思わせる鬱う金こん色という二色の配色で、こちらは高原を彩るさわやかな野の花のようだ。

　残る三人は羽毛も翼も同系色の一色で、全体的に色が薄く、ところどころ白がまざっており、それぞれが浅緑、空色、薄紫と、やはり花が咲いているように美しい。

　ベラフォードは初めて見る母の同族の姿に素直に感心した。

　なるほど、見事なまでの色の差ヴアリエ異ーシヨンだった。

　同じ種族であろうに、ここまで色が違うとは感嘆せざるを得ない。

　これほどの変化があるなら、色彩にこだわる種族だという理由もよくわかる。

　五人とも武器を手にして何やら剣けん吞のんな雰囲気だが、獲物か何か追っていたのだろうと思って、ベラフォードは気にも止めなかった。むしろ楽しげに、他にはどんな羽の人がいるのかしらと空想をたくましくしていたのだが、男たちがベラフォードを見る眼はなぜか険しかった。

　深紅の翼の男が頭かしらのようで、一歩前に進み出ると、威圧的な共通語で言ってきた。

「トランスフォームだ」

「は？」

「ぐずぐずするな。形態変化してみせろ」

「何ですって？」

　ベラフォードが耳を疑ったのも当然の反応だった。

　異種アナザー人類レイスには異種人類がわかる。鼻の利かない《鳥》でもベラフォードが無ノン形フオー種マーの血を引く混イン血シードであることくらいは一目で見抜く。

　そして通常、混血は形態トランス変化フオームなどしない。

　その常識はあらゆる種族の間で今も根強く信じられているはずだった。

　百歩譲って、ベラフォードが例外的に形態変化を可能にしているという驚きよう愕がくの事実を知っていたとしても、初対面の相手に名乗ろうともせず、喧けん嘩か腰で形態変化してみせろと言う。

　異種人類の間ではどちらも極めて失礼な、断じてやってはならないことである。

　こんなことを平気で言い放つのは異種人類の礼儀に疎い無形種にんげんだけだ。

　ベラフォードは自ら争いごとを買って出るような攻撃的な性格ではないが、これほど露骨に喧嘩を売られて黙っているほど軟弱でもない。眉まゆを吊つり上げて憤然と言い返した。

「冗談じゃないわよ。あんた誰？」

「答える必要はない」

「じゃあ、あんたに用はないわ。目障りだからさっさと消えてくれない？」

「俺もおまえに用などない。用があるのはおまえの羽だけだ。さっさと見せろ」

「あんたがそのえらそうな物言いをやめるのが先よ」

　黒蛇鞭の柄を握った手に力を籠こめながら、ベラフォードはきっぱりと言った。

　すると赤い翼の男はますます剣吞な雰囲気で槍を構え、黄色の翼の男もそれに倣ならった。

　残る一色の羽色の三人は矢をつがえて、まっすぐベラフォードに狙いを定めたのである。

　さすがに顔を強こわ張ばらせて、ベラフォードはそっと少年に囁ささやいた。

「……ヴィンス。矢を何とかできる？」

「わ、わかんないけど……」

　やってみる、とヴィンセントは健けな気げにも頷うなずいた。

　そこへライガスとレドヴィーンが駆け戻ってきたのである。

「イザーク！　これはいったい何の真似だ!?」

　ライガスが血相を変えて吠ほえると、赤い翼の男が忌々しげに言い返した。

「俺の台詞せりふだ。こんなものを本当に連れてきたのか？」

　こんなものとはどんなものだとよほど言いたかったベラフォードだが、それは後回しだ。

「知り合いならこの礼儀知らずを何とかしてよ！」

　レドヴィーンも声を荒らげて黄色い翼の男に叫んでいる。

「タイレル！　やめろ！　こんなことをしてどう弁明するつもりだ！」

　さらにライガスが厳しい顔で五人を睨ねめ回した。

「彼を迎えることは里の正式な決定だぞ。その決定に背く気か？」

　タイレルと呼ばれた黄色い翼の男はまだ若かった。

　二人の見幕を見て明らかに怯ひるんだようで、弁解がましい口調で言ってきた。

「違う。我々はただ……確かめに来ただけだ」

「それならまず武器を収めろ」

　落ち着き払ったライガスの言葉には重みがあった。その態度は威厳と説得力に満ちていたが、イザークと呼ばれた赤い翼の男は露骨に馬鹿にした顔つきで嘲あざ笑わらった。

「無色のおまえが三色の俺に命令する気か、ライガス。いつからそんなに偉くなった？」

「おまえこそ状況をわきまえろ。俺の立場を言っているのではない」

　言い返しはしたものの、ライガスは正面切ってイザークと争うつもりはないらしい。

　いきり立つ相手をなだめ、説得する調子で訴えた。

「彼はたいせつな客人だ。武器をもって脅しつける必要などない」

「だめだ。本当に資格があるのか確かめるのが先だ。おまえたちはそいつの羽を見たのか？」

「いや、まだだ。実際には見ていないが……」

「話にならんな。聞けばそいつは雪ゆき雲ぐもの子だというではないか。どうせろくなものではないに決まっている。この場で確かめて追い払うべきだ」

　鼻息を荒くするイザークに、ライガスは辛抱強く言い聞かせたのである。

「話は最後まで聞け。実際には見ていないが、絵姿で確認した」

「絵姿だと？」

　イザークはもとより、他の色とりどりの男たちもなぜかどよめいた。

「なぜそんなものが存在する？　職業絵師に描かせたものか？」

「いや、女友達だそうだ」

「どこの女だ。同族ではないのだろう？」

「無形種の娘だ。名前はキャサリン・ウィンスロウ」

「身元は？」

「バナディスのエリオット・ウィンスロウ外務補佐官の娘だそうだ」

「その娘は確保したのか？」

「馬鹿なことを言うな。我々の務めは彼を里まで案内することだ」

「確かに。名前と身元がはっきりしているなら女はいつでも押さえられる。やはり確認が先だ。──そこのおまえ、わかったらさっさと羽を見せろ」

「アタシに言ってるの、それ？」

　とことん蔑さげすむ目つきと口調でベラフォードは言った。

「さっきから全然話がわかんないんだけど、あんた今、聞き捨てならないことを言ったわね。あの絵を描いてくれた女の子をどうしようっての？」

「ベラフォード、待ってください」

　レドヴィーンが慌てて割って入った。

「彼の言うことは気にしないでください。我々はその少女に危害を加えるつもりはありません。どうかあなたの羽を彼らに見せてください。そうすれば彼らは武器を収めますから」

「いやよ」

　嫌悪もあらわにベラフォードは言った。

「見世物じゃないわ。命令されるのもまっぴら御免よ。こんな不愉快な人たちがいるようじゃ、あなたたちの里へ行くのもやめたほうがよさそうね。──ヴィンス、帰るわよ」

　ヴィンセントはおろおろしながらも頷いて、木につないだランナーバードを外すために背を向けて小走りに走り出した。

　後に続きながら、ベラフォードはライガスとレドヴィーンに釘くぎを刺した。

「そこの失礼な人たちを見張っててちょうだい。アタシたちの背中を射たりしないように」

　レドヴィーンは困惑の眼をライガスに向け、ライガスは諦あきらめの吐息を洩もらして訴えた。

「気分を害するのはもっともだが、俺からも頼む。おまえの羽を彼らに見せてやってほしい。それですべて解決するはずだ」

「お断りったらお断りよ。だいたいねえ、羽ならあなたたちだって自分で持ってるでしょう。なんだってそこまで他人ひとの羽なんか見たいわけ？」

「ですから、既に申し上げたように色が問題なのです」

　懸命に訴えるレドヴィーンに、ベラフォードは苛いら々いらと言い返した。

「だから、そこがそもそもわかんないのよ。羽の色なんか何色だろうと関係ないでしょ」

　この言葉が《南天極楽鳥》の面々に与えた衝撃は相当なものだった。

　レドヴィーンとライガスが驚きよう愕がくに息を吞のみ、イザークを筆頭に武装した男たちは一人残らず自分の耳を疑う顔つきになった。

　その表情を顔に張り付けたまま、黄色い翼のタイレルが茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「羽の色なんか……関係ない？」

　深紅の翼のイザークはおぞましいものを見るような眼をベラフォードに向けて、忌々しげに吐き捨てた。

「思った通りだ。こんなものを本気で里に入れる気か？」

「おあいにくさま。頼まれても入らないわよ」

　綱を解き、ランナーバードにまたがったベラフォードとヴィンセントが走り出そうとした時、イザークが仲間たちに向かって何か叫んだ。

　ベラフォードにもヴィンセントにも理解できない言語だった。

　どの種族にもその種族間だけで使われている言葉がある。

　いわば《狼》語、《虎》語といった具合にだ。今のは間違いなく《南天極楽鳥》語だろうが、幼い頃に母親と死に別れたベラフォードはそれを知らない。

　言葉の意味は理解できなかったが、イザークたち五人は華やかな翼を広げて空に舞い上がり、二人の行く手を遮るように再び着地したのである。

　ベラフォードは舌打ちした。

　開けた場所で空を飛ぶ相手と戦う不利を、実のところ彼はよく知っていた。

　翼を持つ相手と戦う時は屋内か、木立が邪魔して飛びにくい森の中に誘う必要があるのだが、ここから一番近い森まで素直に駆け戻らせてはくれない雰囲気である。

　自分も空中に飛んで逃げるという選択肢は今は使えない。既に形態変化している五人に対し、ベラフォードは未変化のままだ。服を脱いで翼を広げるには、わずかだが時間がかかる。

　その間に五人は悠々と槍やりを投じ、矢を射るだろう。

　それでは飛行能力や速度を競う以前の問題で、話にならない。

　赤い翼のイザークは顔をしかめながらも槍を構え、再び共通語で言ってきた。

「俺としても不本意だが、おまえを帰すわけにはいかん。どうでも我らと一緒に来てもらう」

「よしてよね！」

　こちらも共通語で叫び返し、ベラフォードは《蜥蜴》の言葉で隣のヴィンセントに囁ささやいた。

「二手に別れるわよ。そうすればこの連中、アタシを追うわ」

「で、で、でも……！」

「あんたは逃げてこのことをダムーに知らせるの。聞いたでしょ？　こいつらあのお嬢さまに何かする気よ。異種アナザー人類レイスの揉もめ事に無ノン形フオー種マーを巻きこむなんて恥さらしもいいとこだわ」

「だけど！」

「いいから行って！」

　少年の乗ったランナーバードに鞭むちを入れて走らせると、ベラフォードは反対方向に向かって全速力で走り出した。

　思った通り、五人分の羽ばたきは全部こちらに向かってくる。

　その眼の前に今度はライガスとレドヴィーンが両手を広げて立ちふさがった。

「止まって！　止まってください！」

　レドヴィーンが叫んでいたが、そんなものはもちろん無視して横手の茂みに飛び込んだ。

　空を飛ぶ連中の眼を眩くらますには高さが足らないが、鞍あん上じように伏せてなるべく身体を低くする。

　ランナーバードの足に任せて走るベラフォードの耳に角笛の音が飛び込んできた。

　しかもそれは頭の上から聞こえた。

　イザークたちが吹いているなら、この近くに仲間がいるという意味になる。

　危険を察したベラフォードは咄とつ嗟さに手綱を絞ったが、遅かった。茂みの中から突き出された棒がランナーバードの足を引っかけ、ベラフォードは鞍くらから投げ出された。

　彼も並の混血ではない。特に身の軽さには定評がある。

　走り続ける乗りランナー物バードから地面に投げ出されても、間違っても大怪我などしない。

　しかし、受け身を取って素早く立ち上がろうとしたベラフォードの頭上に何かが投じられ、漁師が使う投と網あみのようなものがベラフォードの身体に絡みついた。

　それだけならまだ脱出は可能だったろうが、次の瞬間、その網が大きく動いたのだ。

「なっ……!?」

　足下を思い切りすくわれて、ベラフォードはその場に倒れ込んだのである。

　同時に、茂みの中から別の男たちが飛び出してきた。

　手に手に握った縄は網の口を引き絞るものに他ならない。その結果、ベラフォードは完全に網の中に閉じこめられてしまったのだ。

　男たちは網の口が緩まないようにご丁寧に南京錠を掛け、縄を握って飛び上がった。

　もっと正確に言うなら空に舞い上がったのだ。

　当然、網にくるまれたベラフォードの身体も宙に浮くことになったのである。

「ちょっと！　荷物じゃないわよ！」

　もがきながら叫んでみたが、男たちは耳を貸さない。

　頭上に見える男たちも五人だった。やはり一人ずつ羽の色が違っている。

　一人は胴体と腕は薄い紫、翼は濃い紫という同系色の濃淡で、別の一人は胴体と腕は薄い赤、翼は薄い空色という対照的な配色である。

　他の三人はやはり一色ずつで、それぞれが淡いオレンジ、黄色、明るい青。

　さらに空中でイザークたちが合流した。

　ベラフォードを包んだ網に次々に鉤かぎ縄なわを引っかけて荷物の重さを分散すると、彼らは大きく空に広がって存分に翼を使い始めたのである。

　十人がかりで空中を運ばれることになったベラフォードは観念して、網の中で力を抜いた。

　仲間のケイティやダムーと違って、彼は刃物は持っていない。

　その代わりベラフォードは錠じよう前まえ外しという特技を持っている。網の口を閉じている南京錠を外すこと自体は難しくはないが、問題はその後だ。

　自分が網から抜け出すのを、頭上の彼らが黙って見ているとも思えない。

　ベラフォードも翼を持つ人であるから、頭上の様子を見ればわかる。

　この羽ばたきは明らかに長距離を飛ぶ時の翼の使い方だ。

　どこまで連れて行く気か知らないが、こうなったからにはじたばたしても仕方がない。

　今は少しでも居心地のいい体勢を取ることを心がけるべきだった。

　分散して縄を握ってくれているおかげで網の中は広く、余裕で身体を伸ばせる。

　空中を運ばれているので違和感は拭ぬぐえないが、この感触はハンモックと思えなくもない。

（自分で飛ばなくていい分、楽かもね……）

　後はもう野となれ山となれだと開き直ったベラフォードは、ひとまず頭上を飛ぶ美しい翼の乱舞を楽しむことにした。




　ヴィンセントは充分離れたところまで逃げてから、ランナーバードの手綱を絞って足を止め、背後を振り返った。

　ライガスもレドヴィーンも追ってこない。

　南の空に眼をやってみると、かなり小さくなっていたが、美しい羽を持つ人たちがたくさん飛んで行く様子がはっきり見えた。

　その一団から少し低いところに網にくるまった荷物がぶら下がっている。

　荷物の中身が何であるかは言うまでもない。

「ど、どうしよう……」

　眼の前で仲間が攫さらわれたのだ。浮世離れした少年もさすがに青くなっていた。

　ほとんど泣きそうになったが、今は立ちつくしている場合ではない。このことを一刻も早く仲間たちに知らせるべく、ヴィンセントは必死にランナーバードを走らせた。
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　十人の男たちは休みも取らずに、太陽が傾くまで飛び続けた。

　その間ずっと、網の中のベラフォードは時々姿勢を変えながら地上の様子を見ていた。

　里の場所を部外者に知られないようにするため、途中から目隠しをするという話だったのに、これでいいのかと疑問に思ったが、視界をふさがれないのは正直ありがたい。

　空中を運ばれる間に、眼下の景色は大きく変化していた。

　海が迫せまっていた。複雑に入り組んだ海岸線が見えるが、砂浜はどこにもない。

　大小の奇岩が彫像のように延々とそびえ立ち、その岩壁に白い浪が激しく打ち寄せている、猛たけ々だけしい景勝の地である。

　岩の形にも大きさにも一つとして同じものはない。

　特に目立つのは、そそり立って並ぶ三さん角かく錐すいのような奇岩だった。

　その合間に、三角錐が途中でぽっきり折れて平らになった岩の群れが連なっている。

　天然の岩でつくった特大の櫓やぐらか、恐ろしく高い舞台のような風情である。

　日暮れ前、十人はその中でももっとも大きな岩の上に舞い降りた。

　先に荷物のベラフォードが下ろされたが、すぐに他の男たちも着地してきたので、逃げるに逃げられない。どのみち十人に取り囲まれていては逃げ切れるものではない。

　平らな岩の中央には焚たき火びの跡があった。周囲には折れ残った岩が突き出ていて、その陰に鎧よろい戸どの物置がつくられ、物置の横には鎖で縛られた薪まきの束も見える。

　定期的に使われている野営地のようだった。

　なるほど、こんな岩の上なら野生動物に荒らされることはない。

　物置にしまっておけば、海鳥に食料を奪われる心配もしなくていいのだろう。

　男たちの何人かは薪を一抱え持ってきて手際よく火を熾おこし、物置の中から食料を取り出して食事の支度に取りかかった。

　別の何人かは革の水筒を取って岩から飛び降り、水筒を一杯にして戻ってきた。

　真下の海に舞い降りて再び飛び上がってきたとしか思えないのだが、戻ってきた男の一人はその水筒を網越しにベラフォードに差し出した。

「飲め」

　まさか海水を汲くんできたのかと思ったが、恐る恐る口をつけてみると、ちゃんと真水だった。

「もしかして、海の中に真水が湧いてるの？」

「そうだ」

　つくづく西大陸は広いと実感するのはこんな時だ。

　荷物扱いされて運ばれるのもなかなか疲れるもので、ベラフォードが身体を休ませていると、ライガスとレドヴィーンが追いついて来た。

　ヴィンセントを置き去りにして、持てるだけの荷物を持ってきたらしい。

　ベラフォードはこの時初めて二人の羽を見た。

　レドヴィーンは上半身が淡いクリーム色、腕は栗色の羽毛で、翼はチョコレート色だった。

　ライガスは胸元も腕も真っ白だった。翼が少し変わっている。つけ根から途中まで白いのに、その先には濃い黄色が端から端まで帯のように広がり、一番外側の風かざ切きり羽ばねは真っ黒だ。

　彼が大きく翼を広げたところは、先端部を黒に、その内側に幅広の黄を塗った白い扇を上下逆にして広げたように見えて、ベラフォードは網の中で眼を見張っていた。

　哀しいかな、どんな時でも美しいものが気になる性分なのである。一風変わったその翼は、色とりどりの翼を持つ男たちの中でも間違いなく眼を引くものだった。

　岩場に降りたライガスは独特の美しさを誇るその羽をしまって、イザークに詰め寄った。

「手荒なことはしていないだろうな？」

「俺に指図する気か？　無色のくせに」

　イザークは依然としてライガスに高圧的な態度を取っている。

　レドヴィーンも羽をしまい、網の中のベラフォードに申し訳なさそうに話しかけてきた。

「こんなことになってしまったのは本当にすまないと思っています。ですが、決してあなたに危害は加えませんから」

「ああら、そう？」

　ベラフォードが白い眼でレドヴィーンを見たのは言うまでもない。

「アタシの常識ではね、人を網で捕まえて拉ら致ちするのは立派に危害を加えているっていうのよ。あなたたちは違うわけ？」

　レドヴィーンは答えられず、黙ってうつむいてしまった。

「アタシを捕まえたんだからもういいでしょ。いい加減に話したらどうなのよ。あんたたちの本当の目的はいったい何なの？」

　レドヴィーンも難しい立場のようで、苦しげに言ってきた。

「それは……明日、里に着いたらお話しします」

　捕虜のベラフォードを含めて総勢十三人になった彼らは岩場の上で夕食を摂とった。

　ベラフォードはこの時だけは網から出してもらえたが、食事が終わると再び網の中である。

　男たちは焚き火の傍で一晩を過ごし、翌朝はまだ暗いうちに起き出して、腹ごしらえと火の始末を済ませ、日の出と同時に岩場を飛び立った。

　これまでまっすぐ南を目差してきた彼らは、ここで少し西に方向を変えた。

　海岸を出発してから見えるものは果てしない大海原と、どこまでも続く水平線だけだ。

　こんなところからあの《山羊やぎ》の里まで通うなんてご苦労なことだわねと、他人ひと事ごとのように考えながら、ベラフォードは少しうとうとしたらしい。

　ふと異変を感じて下を見ると、いつの間にか海は消え、見渡す限りの森林が広がっていた。

　さらに視線を上げると前方に山が見えた。

　ベラフォードは網の中で姿勢を正して、その山を見つめたのである。

　不思議な形の山だった。頂上がほぼ真っ平らに広く、頂上から裾すそ野のまで切り落としたような、無形種の子どもたちが好むお菓子──プリンを思わせる姿をしている。

　巨大な岩でつくられた塔か要よう塞さいのようにも見えるが、大きさが違いすぎる。山頂部分が雲に霞かすんでいることからしても、少なくとも三千メートル級の高さがあるのは間違いない。

《山羊》でも登れないのではないかと思うほど、険しい断だん崖がい絶壁の岩山だった。

　これほどの高山なら普通は連なった大山脈の一部としてあるはずなのに、それが樹海の中にただ一座だけ、辺りを睥へい睨げいするようにそそり立っている。何とも奇異な眺めだった。

　男たちはその岩山に向かって直進している。岩肌が徐々に迫り、そろそろ迂う回かいしないと崖がけに突っ込みそうなところまで接近した時、彼らはいっせいに上昇に移った。

　まさかこのまま山頂を目差すつもりかとベラフォードは呆あきれた。

　無茶にもほどがある。ベラフォードも翼を持つ者の一人だからよくわかるのだ。

　高度を上げれば上げるほど気温は下がり、空気も薄くなる。そうなると、百メートル以下の高度における上昇とは比較にならないほどの筋力と肺活量が必要になる。

　平地から雲に届くほどの山頂まで一気に高度を上げるなど、高地を得意とする《犬いぬ鷲わし》でもやろうとしないはずである。

　どんな高度でも苦にせず悠々と飛んでしまうのはベラフォードの知る限り、仲間のダムーとヴィンセントの二人だけだ。

　それなのに、色とりどりの男たちはベラフォードという荷物をぶら下げたまま、山の周囲をぐるりと回るようにして少しずつ上昇を続けている。

　山の中腹まで来ると、十二人の羽ばたきは急に勢いを増し、一気に高度が上がった。

　異種人類の《鳥》の翼は野生の鳥類に比べて遥かに強力だが、いくら何でも翼の力だけではこれほどの速度は生み出せない。

　ベラフォード自身、急激に身体が浮きあがるような力を感じていた。ここには下から頂上へ向かう風が吹いていて、彼らはその風を利用することを知っているのだ。

　上昇するに連れて、無機質だった山肌に奇妙なものが現れた。

　赤や青、緑や黄色に塗られた扉や窓枠だ。それが不規則に、いくつも崖に並んでいる。

　窓にはちゃんと硝子がらすもはまっていて、奥にちらほらと人が動くのが見える。

　これがレドヴィーンの言っていた里かと思ったら、十二人の上昇はさらに続いた。

　切り立った岩壁は次第に姿を消して、緩やかな斜面が現れた。

　真っ先に見えたのはよく手入れされた段々畑である。

　小麦畑の他に野菜畑や果樹園もある。蚕を育てるための桑の木も見える。

　こんなところでよく作物が実ると感心しているうちに畑は通り過ぎて、今度は小さいながら草原が登場した。羊や山羊が何頭も放牧されて草を食はんでいる。

　なるほど住民はみんなあの不毛な崖の中に住み、こうした限られた地面を農作や放牧に利用することで暮らしているのだなとベラフォードは考えた。

　あまり余裕のある生活ではなさそうだとも思った。

　ところが、その上の山頂には完全な別世界が待っていたのである。

　その風景を見たベラフォードは思わず感嘆の声を発した。

　今まで見たこともないような美しい谷が一面に広がっていた。

　周囲を高い峰に囲まれ、谷全体が緑に覆われ、木々がしなやかな枝を広げている。

　小川が流れ、花が咲き乱れ、その風景に見事に調和する優美な建物が点在している。

　厳しい下の世界を見てきた眼には、まさしく天上の光景のようだった。

　ベラフォードは正直、感心した。間違いなくここが『里』だろうに、男たちはなぜか地上に降りようとはしなかった。

　逆にますます羽ばたきを強め、風に乗って高度を上げていく。

　何をするつもりかとベラフォードが疑問に思っている間にも、足下の家は遥はるかに小さくなり、周囲にたなびく雲がその里の姿すら霞ませる。

　五百メートルは上昇したはずだが、男たちはそこで予想外の行動に出た。

　一人がベラフォードを包んだ網の南京錠を外し、半数が同時に網を手放したのだ。

　網の口が大きく開き、当然ながらベラフォードの身体は空中に投げ出され、地上に向かって真っ逆さまに落下し始めたのである。

「何すんのよ！」

　風を切り裂いて落ちながら金切り声で叫んだベラフォードだった。

　空中という場所は彼にとって恐怖の対象にはならないが、今は服を着たままだ。

「落とすなら落とすって一言断ったらどう！」

　瞬く間に遠く小さくなる男たちに悪態を吐きながらベラフォードは不自由な姿勢でベストを脱ぎ捨て、ネッカチーフをむしり取り、シャツに手を掛けた。

　猛烈な風と落下速度が邪魔をして指がうまく動かない。

　焦る間にも地上が迫る。やっとのことで邪魔な衣類を取り除いて意識を集中した。

　途端、細身のベラフォードの胸きよう郭かくがふっくらと盛り上がって、いわゆる鳩はと胸むねの状態になる。

　その胸を中心に胴体と両腕が見る間に分厚い羽毛に覆われ、寒さを遮断する。

　同時に背中に新たな感覚が生まれる。

　今まで眠っていた、感知していなかった器官がたちまち活動を始め、ベラフォードの意思で自在に動かせる差し渡し五メートルはあろうかという翼がそこに出現する。

　その翼の能力を最大限に発揮して、ベラフォードは自分の身体を引力から取り戻した。

　間一髪だった。墜落死をまぬがれた時は地上は既に眼の前だったが、ベラフォードは大きく羽ばたきすると、巧みに風をつかまえて一気に高度を上げた。

　男たちは逆に高度を下げていたので、両者はすぐに空中で出くわした。

　これだけは言ってやらなくては気が済まなかったベラフォードは、自分を網から放り出した連中に向かって眉まゆを吊つり上げて叫んだのである。

「あんたたち！　いい加減にしなさいよね！　一つ間違ったら殺人よ！」

　ベラフォードの姿はそこにいる誰よりも鮮烈な色彩を誇っていた。

　濃い緑と青の翼はまるで油を刷はいたような金属質の光沢を放ち、上体を覆う羽毛は鮮やかな緋ひ色から薔ば薇ら色、橙オレンジ、黄へと変化する見事なグラデーション、両腕は背中の翼に映える澄んだ檸檬れもん色。両手首の羽毛は手の甲に掛かってひらめくほど長く、少し黄の濃い蒲公英たんぽぽ色をして、しゃれた袖カフスをつけたように見える。それ以上に豊かに両肩にたっぷりと翻って、光に反射して煌きらめくのは茶色の斑はん紋もんの入った黄金の飾り羽だ。

　この姿が男たちに与えた影響は、計り知れないものがあった。

　キャサリンの絵を見ていたレドヴィーンとライガスでさえ息を吞のんだ。

　他の男たちに至っては自分の眼が到底信じられない様子だった。まさに絶句だ。
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　完全に度肝を抜かれた表情で、茫ぼう然ぜんとベラフォードの姿に見入っている。

「なに間抜けな顔してるのよ。アタシが飛べるの承知で落っことしたんでしょ」

　棘とげを含んだ目つきのベラフォードに、レドヴィーンが羽ばたきながら丁重に話しかけた。

「ベラフォード。今までの失礼はあらためてお詫わびします。どうかこのまま降りてください。下では長老たちがあなたを待っているはずです」

　よく言うものだと呆あきれ返った。ここに至るまでの一連の出来事にベラフォードは本気で腹を立てていたし、この連中を信用もしていなかったが、それでも我を忘れたりはしていなかった。

　ここは連中の地元で、自分はそこにたった一人でいるのである。

　まさしく孤立無援だが、そのことに恐れを成したわけではない。このくらいの窮地は何度も経験しているし、その都度、切り抜けてきた自信もある。

　ただし、それはこの翼に依よるところが大きいのだ。

　無形種にんげん社会なら空を飛べる能力は有効な切り札になりえるが、ここではそうはいかない。

　周りにいるのは自分と同じく飛べる人間ばかりだからだ。

　翼を使いながらベラフォードはおもむろに腕を組み、考え込む素振りをしてみせた。

「そうね。お腹もすいてるし、お昼ご飯くらいは出してくれるのかしら？」

「もちろんです。ただちに用意させます。──どうぞ」

　レドヴィーンの案内に従って、ベラフォードは足下の里を目差して降下した。

　崖がけの途中で見た窓枠や扉は赤や青に塗られていたのに、ここの建物はみんな白っぽかった。

　屋根の大きさはまちまちだが、どれも白い壁を引き立てる緑ろく青しように統一され、優美な放物線を描いている。どの建物も三階建て以上、大きなものでは五階以上の高さがあり、上から見ると、階層ごとに広いテラスがつくられているのがわかる。

　テラスには花壇や東あずま屋やが設置されている家も多く、東屋の屋根一つとっても技巧を凝らしてあるのは、こうして上から見下ろすのがここでは当たり前だからだろう。

　さらにはどの家にも手入れの行き届いた中庭があり、その庭には美術品のような彫像が並び、美しい噴水が軽やかな音を立てている。

　これほど洗練された建物を、こんな不便な場所によくぞこれだけ建てたものだ。

　異常なまでに美しいもの好きという《山羊やぎ》の男の言葉はこんなところにも現れている。

　二階や三階に設けられた広すぎるほどのテラスは明らかに出入口を兼ねるものであった。

　ここにいるのは羽を持つ人間ばかりのはずだから、玄関から歩いて出るより上の階から飛び立ったほうが早い場合もあるのだろう。

　レドヴィーンはひときわ大きな家の三階のテラスにベラフォードを案内した。

　テラスの床には白い大理石が敷き詰められ、同じ材質の手すりには彫刻が施されている。

　上空を飛んでいる時から思っていたことだが、高山に相当する標高のはずなのに、この里は意外なほど空気が暖かく、飛んでいても息苦しさを覚えない。

　そのせいか、家自体も開放的なつくりである。

　テラスには出迎えと思われる人々がずらりと並んでいた。

　半分が老人で、残る半分は壮年の男性だった。

　全員、ゆったりした紫の衣い裳しようを着ており、一目で位くらいの高い実力者たちだとわかる。

　彼らはベラフォードを見ると、揃って静かに頭を下げてきた。

（見るからに厄介ごとの雰囲気だわね……）

　背後にイザークたちが舞い降りて来る。完全に取り囲まれた格好のベラフォードがここから逃げるのはちょっと大変そうだと思っていると、老人の一人が前に進み出た。

　何か話しかけてきたが、ベラフォードには理解できない言葉である。

「共通語を話せる人はいないの？」

　すると、老人は言葉を切り替えて再び言ってきた。

「ようこそいらした、お客人。紫し雲うんの里を代表して歓迎します」

「なんだ。話せるんなら最初からそうしてよ」

「申し訳ありません。とにかく、まずはこちらへ……」

　家の中へ入るように身振りで示したが、ベラフォードは片手の親指で背後を示した。

「その前に服を拾ってきてもいいかしら？」

　羽をしまうとベラフォードは上半身裸である。恥ずかしいわけではないが、眼の前の相手がきちんとした身なりでいるのに、自分が無防備に肌を見せているのは公平フエアとは言えない。

　壮年の一人が四角い盆のようなものを捧ささげて進み出た。

　盆の上には彼らが身につけているのと同じ紫の衣がたたまれて置かれている。

「どうぞ、お召しください」

「とりあえず借りるけど、アタシの服は？」

「すぐに回収して届けさせます」

　別の一人が上着を取り上げて、ベラフォードの背後に回った。

　ずいぶんと袖そでがゆったりして、前で交差させて腰帯で締めるようになっている。

　理由は明白だった。腕を袖の中に引っ込めて諸もろ肌はだを脱げば、すぐに翼を広げられるからだ。

　さらに別の一人が話しかけてくる。

「お腰のものをお預かり致します」

　ベラフォードは逆らわなかった。素直に黒くろ蛇へび鞭むちを渡して上着を着せかけてもらったが、帯を持った別の男が腰に手を回そうとするのを見て、驚いてやめさせた。

「よしてよ。自分でやるわ」

　親切にしても度が過ぎる。無形種にんげんの衣料店でも、客に上着を着せかけてくれる店員はいても、ベルトまで巻いてくれようとする店員は普通いないはずである。

　加えて、盆を持った男、上着を着せ掛けた男、鞭を受け取った男、今、帯を回そうとした男、自分一人の身支度を調えさせるのに四人がかりとは、居心地が悪いとしか言いようがない。

　拒絶された男たちは戸惑った様子を見せたが、妙に恭しく一礼して引き下がった。

　ベラフォードはテラスを入った奥にある天井の高い広間に通された。

　陽の光が燦さん々さんと差し込んでいる明るい部屋だった。中央に大きなドーナツ形の円卓があり、周囲には床に固定された石造りの丸い椅子が並んでいる。

　真っ白な床とは対照的に、机と椅子は高価な薔ば薇ら色大理石だ。

　レドヴィーンに勧められてベラフォードが椅子に腰を下ろすと、老人五人がベラフォードと向かい合うように円卓の反対側に並んで座った。

　他の男たちは立ったままである。

　レドヴィーンとライガスがベラフォードの傍に、イザークたちが長老たちの背後に控えると、ベラフォードの正面に座った老人がおもむろに口を開いた。

「紫雲の里の長を務めておりますヨランダと申します。こちらの四人も里の長老たちでして、そちらが……」

　一人ずつ紹介しようとしたヨランダを遮って、ベラフォードは言った。

「お食事は？　アタシ、お腹空いてるのよ」

　横にいたレドヴィーンが慌ててたしなめてくる。

「ベラフォード！　長老たちに失礼ですよ」

「失礼なのはどっちよ。この状況でなんで長ったらしい挨あい拶さつなんか聞かなきゃいけないわけ？　だいたいアタシが機嫌良く自己紹介できるとでも思ってるの？」

　冷ややかな視線に、ヨランダ老人がやんわりと言う。

「何か、お気に障ることがございましたかな？」

「あなたのその言いぐさが既に充分失礼ね。ここまでどうやって連れてこられたと思ってるの。アタシが網にくるまってたのを見なかったとは言わせないわよ」

《鳥》類は総じて眼がいい。年を取っても人間のように視力が衰えることはまずない。

　ベラフォード自身、上空から、この家のテラスに紫の衣裳を着た人が何人も立っていたのを見届けている。同様に彼らにもベラフォードの姿が見えたはずだ。

「それはたいへん申し訳ないことを致しました」

　軽く頭を下げて、ヨランダはレドヴィーンに眼をやった。

「どういうことじゃな？　礼を尽くしてお迎えするようにと言い渡したはずじゃぞ」

「違うでしょ。何でこの人たちのせいになるわけ？　こっちの二人には親切にしてもらったわ。アタシを問答無用で荷物扱いしたのはそっちの人のほうよ」

　長老たちの背後に控えたイザークを示すと、老人は頷うなずいて振り返った。

「勝手に飛び出した上に何たることじゃ。客人に謝罪しなさい」

　イザークがこんな言葉に素直に従うはずがない。当然、激しく抵抗するだろうと思ったのに、彼は一歩進み出ると、ベラフォードに頭を下げたのである。

「これまでの非礼をお詫わびする。許してほしい」

　ベラフォードは表情一つ変えずに黙っていたが、内心ではさすがに驚いていた。

　仲間のダムーやケイティからは、おかまだ優やさ男おとこだとさんざん言われているベラフォードだが、彼はダムーとは別の意味で勘がいい。

　この連中がベラフォードのことをどう思っているのか探るつもりで、わざとつっけんどんに振る舞っていたのだが、完全に風向きが変わってしまっている。

　自分は単なる捕虜ではなく、彼らにとって確かにたいせつな『客人』らしい。

　今ならベラフォードがどんな無茶な要求をしても、端から吞のみかねない雰囲気だが、理由がわからないだけに不気味である。

　ここで調子に乗るような真似は危険だと彼は判断した。

　もう少し様子を探るべく、あくまで素っ気ない口調で言った。

「アタシに何の用があるの？」

「レドヴィーンは説明しませんでしたかな？」

「二十年に一度のお祭りを見に来ませんかって。アタシが聞いたのはそれだけよ」

「そなたはその祭りの重要性を母親から聞いてはおらんのですか？」

「お母さんはアタシが小さい頃に死んだわ。だからアタシはあなたたちの言葉がわからない」

　長老たちがちょっとざわついた。ベラフォードには理解できない言葉で、何やらひそひそと囁ささやき合っている。

「なるほど……そういうことでしたか」

　ヨランダは共通語で言い、少し考え込んだ。

「どこからお話ししましょうかな。今回の祭りは我々にとって、もっとも重要な祭さい祀しでしてな。正式な名称を降臨飛ひ翔しよう祭と言います」

「神さまでも降りてきたの？」

「その通りです。遠い遠い昔、我々の祖先である現あら人ひと神がみがこの地にご降臨なさいました。その奇跡を忘れぬために、また神の偉業を称たたえるために執り行われる祭りなのです」

　ベラフォードは眉まゆをひそめて呟つぶやいた。

「ご先祖が神さま？　ずいぶん変わってるのね」

　異種人類はそもそも無形種のような宗教は持たない。

　信仰の心を知らないわけではない。厳しい大自然を生き抜いてきた祖先に対する尊敬の念は幼い頃から身につけているし、人智を超えた神秘を信じる心も無形種以上に持っている。

　ただし、それは通常、種族ごとの伝承や儀式という形で伝えられている。

　異種人類にとって神聖なもの、畏い敬けいすべきものは人によって考え出された神などではない。

　もっと彼らの身近に存在しているものだ。彼らを照らす太陽であり、恵みをもたらす大地や森であり、彼らを鍛える山や谷であり、雨風なのだ。

　種族によってはそうした明確な対象すら持たず、自らの『精霊』を重んじるものもいる。

　異種人類の信仰とはそういう性質のもののはずだが、《南天極楽鳥》は違うらしい。

　祖先を神として崇あがめ奉たてまつるだなんて無形種にんげんみたいだとベラフォードが呆あきれているとも知らず、ヨランダ老人は大真面目に彼らの創世神話を話し聞かせてくれた。

　およそ二千六百年前、この地に一人の神が降り立った。

　虹にじ色いろに輝く羽を持つ、世にも美しい神だった。

　神はこの地に水を蓄え、緑を植え、花を咲かせ、動物を放った。最後に人をつくり、人々が里を築くのを見届けると再び去っていった。

　よって、すべての《南天極楽鳥》は神の子であり、神のつくりし芸術作品なのだという。

「口を挟むようだけど、それって生物学的にありえない事象だと思うわ」

　ベラフォードが茶々を入れてもヨランダの表情は変わらなかった。

　ヨランダの脇に二人ずつ控えた長老たちも真剣そのもので、口々に言ってきた。

「降臨飛翔祭はその名の通り、神がこの地に降り立った様子を再現する意味を持つものです。二十年に一度の秘儀でもあります」

「ところが、今回は少々、問題が生じましてな」

「さよう。このままでは降臨祭の長い歴史が途絶えてしまうと危ぶまれておりました」

「まったく、一時はどうなることかと思ったが……」

　四人の長老たちは何やらしきりと頷うなずき合い、再び話し手がヨランダに移った。

「この祭りでもっとも重要な役割を演ずるのが『神かみ代しろ』と呼ばれる若者です。その名の通り、神の代役として降臨祭の中心となる者です。神代を決めないことには降臨祭は始まりません。今回はなかなかふさわしい者が見つからず、困り果てておりましたが、助かりました」

　五人の視線がいっせいにベラフォードに集中する。

　ベラフォードは当然ながら眼を剝むいた。

「アタシが!?」

「もちろんですとも」

「ちょっと待ちなさいよ！　何でアタシが!?」

　机を叩たたいて抗議すると、ヨランダは不思議そうに言ってきた。

「当然でしょう。そなたはその資格をお持ちなのです」

「はあ？」

　ベラフォードの眉が吊つり上がったが、長老たちも頷うなずいている。

「いかにも。そなたこそまさに神代にふさわしい」

「さよう。先程しかと見せてもらいました」

「ありがたや。久々の眼福でしたぞ」

「実に見事な《虹の羽》じゃ」

　意味の通じない話を当然と言われるのは不愉快でしかない。

「あんたたち、いったい何言ってるの？」

　顔をしかめて詰問したが、長老たちには逆にベラフォードが何を訝いぶかっているのかわからない。

　口を開いたのは、レドヴィーンとともにベラフォードの背後に控えていたライガスだった。

「前にも話したが、我らの羽翼はみな色が違う」

　見ればわかるとベラフォードが言うより先に、ヨランダが重々しく言葉を続けた。

「中でも虹の十と色いろを持つものは最高位に位置するとされております」

「虹が十じゆつ色しよく？　そんなにないでしょ。アタシには七色にしか見えないわよ」

　長老たちも、その背後に控えたイザークたちも、世にも哀れなものを見る眼になった。

　虹の十と色いろとは赤、薔薇色、橙オレンジ、黄色、黄緑、緑、浅あさ葱ぎ（水色）、青、藍あい、紫。

　ベラフォードの翼と羽毛はこれらの色をすべて備えているというのだが、本人は首を捻ひねった。

「アタシの羽、紫なんか入ってた？」

「入っておりましたとも。翼に」

「そなたの羽翼は色彩の数はもちろんですが、色の濃さといい発色の鮮やかさといい、どれをとっても申し分がない。よもやこれほどのものとは想像もしておりませんでした」

「陽光を浴びた時、翼の表は緑、黄緑、さらには黄金こがねに輝き、裏は浅葱、青、藍、紫に光り、上体にはすべての暖色が鮮やかに揃っている。しかも手首と肩には飾り羽まで備えている」

「それだけでも充分すぎるほど美しいというのに、肩の飾り羽は金こん色じきに輝いておりましたな。絵のごとしとはまさしくそなたの羽翼のことを言うのでしょう。いや、実にすばらしい」

「ごもっとも。非の打ちどころがありません。これはもう奇跡と言っていいものです」

「我らはこれまでに三度、歳のいったものなら四度の降臨祭を見てきたが、そなたほど美しい《虹の羽》を持つものは一人もおらなんだ。そなたの羽こそもっとも高貴な、もっとも優れた羽なんじゃ」

　長老たちは口々にベラフォードの羽を絶賛し、ヨランダが得意顔で締めくくった。

「お聞きの通りです。そなたの他に神代を務められるものはおりませぬ」

　ベラフォードは円卓に頰ほお杖づえをつき、緑の眼を物騒に煌きらめかせながら笑ってみせた。

「──ねえ、長老さん。あなたもしかして、これはとっても名誉ある光栄な役目なんだから、その幸運をありがたく感謝して、謹んで引き受けなさいって言いたいのかしら？」

　この場にケイティがいたら、こんな穏やかな言い方では到底すまなかっただろう。

《南天極楽鳥》の面々が血相を変えるような辛しん辣らつな言葉を浴びせたに違いないが、ヨランダはベラフォードの皮肉には少しも気づいていないようで、鷹おう揚ように頷いた。

「降臨祭の神代に選ばれることは里の若者たちすべてが夢見る誉れなのですよ」

「ああら、残念でした。アタシは里の若者じゃないわよ。他を当たってちょうだい」

「とんでもないことをおっしゃるものです。あの羽を見てしまった以上、そなたを差し置いて他のものを選ぶなど、できるはずもありません」

　四人の長老たちもここぞとばかりに言ってくる。

「羽の色ばかりではありませんぞ。年頃もちょうどぴったりです」

「さよう。神代は十代半ばから二十代半ばの若者が務めるものですからな」

「神代の礼装を纏まとったそなたはそれは神々しく美しくおわすはず。降臨祭では我らのすべてがそなたを神として尊たつとび、そなたの前にひれ伏すことじゃろう」

「それがどのような意味を持つかはおわかりでしょう。資格のないものにはどんなに望んでも決して与えられることのない、最高の栄誉ですぞ」

　老人たちが熱心に並べたてる美辞麗句はさっぱりベラフォードの心に響かなかった。

　知ったことかと鼻で笑っていたが、背後から聞こえた低い声には気を取られた。

「おまえの代わりはいない」

　ライガスだった。

「降臨した神は《虹にじの羽》を持っていた。当然、神代も《虹の羽》が望ましいとされているが、我らの中でも《虹の羽》を持って生まれてくるものは極めて稀まれだ。《虹の羽》がいない時にはなるべく色数の多いものが務めることになっているが、少なくとも七色は必要だ」

　ヨランダが苦しげに後を続ける。

「しかしながら、現在この里には条件を満たす者がおりません。もっとも色彩豊かなものでも赤と黄を基調とした五色しかいないのです」

　ベラフォードはライガスを振り返り、呆あきれ返って言った。

「五色だろうが三色だろうがかまわないじゃないの──ってわけにはいかないのね？」

「そうだ」

　ライガスが頷けば、ヨランダも真剣そのものの表情で訴えてきた。

「神の代役を務めるからこその神代です。発色が鮮やかで色数が多ければ多いほど神に近いと示すことになるのです。それを考えれば五色はもちろん三色のものになど、間違っても神代を務めさせるわけには参りません。そなたの羽は近来稀に見るほど見事な羽ですから、降臨祭の長い歴史の中でもとりわけ優れた神代として永久にその名を刻むことでしょう」

「よしてちょうだい。ばかばかしい」

　吐き捨てるようなベラフォードの口調に、ヨランダが驚いて眉まゆをひそめた。

「代々守り伝えられてきた重要な神事ですぞ。それをばかばかしいとは……」

「だってそうじゃない。他の里には資格を持つ人がいるんでしょ？」

「おりません。みな七色です」

　釣られて答えたヨランダは訝しげな表情を浮かべた。

「なぜ、他の里にはいると？」

「あなたが今自分で言ったのよ。『この里には』ってね。つまり他にも里があるんでしょ？　『みな』って言うからには三人以上よね。だったら話は簡単だわ。七色あれば条件を満たしていることになるんだから、そのうちの一人を神代に選べばいいじゃないの」

「それはできない」

　再びライガスが言う。

「なぜなら彼らは他の里の代表。長老たちが求めているのは紫雲の里の代表だ」

　ベラフォードは丸い椅子の上で、くるりと身体の向きを変えた。

　ヨランダに背を向けて、まっすぐライガスを見つめて言った。

「あなたの口から聞かせてもらったほうが早そうね。ここの他にもいくつも《南天極楽鳥》の里があって、里ごとに代表を出しているわけね？」

「そうだ」

「神代ってそんなに何人も必要なの？」

「最終的には無論一人に絞られる。その最後の一人が正式な神代だ」

「選ばれる基準は？」

「俺は知らん。祭りの宮ぐう司じが決めることだが、羽の美しさが重視されるのは間違いない」

「──で？　他の候補者はみんな七色なんだからアタシが選ばれるだろうって？」

「そのとおりだ」

　やっと事態が飲み込めた。

　しかし、理解すると同時に頭が痛くなってきた。

　ベラフォードは長老たちに向き直り、露骨にうんざりした顔をして見せたのである。

「アタシはそんなくだらない理由のために連れてこられたわけ？」

　長老たちがざわりとどよめいた。

「くだらないですと？」

「そうよ。神さまを称たたえるのが目的のお祭りなんでしょ？　だったら、誰が神代をやったってかまわない理屈じゃないの」

「とんでもないことです。今も申し上げたとおり、他の里が立てた候補者は七色でしかない。それでは到底、真の神代とは申せません」

　ベラフォードは再び背後のライガスを振り仰いだ。

「自分の里から神代を出すと、どんないいことがあるの？」

「他の里から一目置かれることになる」

「それから？」

「次の祭りまで──つまり今後二十年、他の里に対して強い発言権を得られる」

「訊きくまでもない気がするけど、一応確認しておくわ。前回の神代は紫雲の里の人かしら？」

「そうだ」

　ベラフォードは完全に馬鹿にした表情で肩をすくめたのである。

「やっぱりね。要するにこれって一種の選挙で、つまるところは権力争いなんでしょ？」

　西大陸には多種多様な異種アナザー人類レイスが暮らしている。

　種族が違えば考え方も違ってくる。掟おきても違えば価値観も違う。

　顔を覚えている父親からも、育ての親であるモーガンからも、繰り返し教わったことだ。

　どんなに変わった習慣や禁忌タブーに出くわそうと、そこに生きているその種族にとってはそれが当たり前であり、長年信じられてきた常識なのだと。

　他種族の自分たちがとやかく言う筋合いではない、迂う闊かつな介入は軋あつ轢れきを招くだけだと。

　その言葉に従って今までどんな種族とも平淡につきあってきたベラフォードだが、さすがに羽の色などに一喜一憂する《南天極楽鳥》の民族性には眉をひそめざるを得なかった。

　しかも、その羽の色次第で社会的地位が決まるらしいとあっては理解の範はん疇ちゆうを超えている。

　同時に思い出したのは、つい先日、自分たちが巻きこまれた騒ぎのことだ。

　母親の違う五人の子どもたちの中から一人を選んで王座につける。そのため母親の実家では他の家の子どもを蹴け落おとして、自分の家の子どもを選ばせようとする醜い争いが常習化している。

　いかにも無ステ形ロタ種イプのやることだと冷ややかに笑っていたのに、自分の母親の同族が、まったく似たようなことをやっているとは、自分まで卑いやしめられたような気持ちがするではないか。

「悪いけどアタシ、政治には興味ないの。権力争いならなおさらよ。辞退させてもらうわ」

　四人の長老はベラフォードが何か言うたびに表情を厳しくしていた。

　身に余る光栄と感謝されてしかるべきところを、嫌悪と嘲ちよう罵ばで応こたえられているのだ。

「そなたは本気でそのようなことを申すのか？」

「それが仮にも《虹にじの羽》を持つ者の言うことか？」

　言葉こそ冷静でも強く責めなじる調子である。

　ベラフォードはそれ以上に冷たい視線と口調で応じた。

「そっちこそ勘違いしないでほしいわね。アタシはあんたたちの仲間でもなければ紫雲の里の人間でもない。アタシは《蜥蜴とかげ》よ。《蜥蜴》のベラフォード。それがアタシの名前なの」

「…………」

「アタシはあんたたちの神さまを知らない。信じてもいない。無ノン形フオー種マーふうに言うなら異教徒よ。こっちが訊きたいわ。そんなに大事なお祭りの主役を異教徒にやらせるってどういうことよ？　立派な背信行為じゃないの。あんたたちの神さまが聞いたらかんかんになって怒るわよ」

　四人の長老たちは苦り切った顔になり、中心のヨランダに眼を向けた。

　その視線に応える形で、ヨランダは唸うなるように言った。

「そなたは何もわかっておらぬ」

　口調が変わっていた。

「降臨飛ひ翔しよう祭が我らにとってどれほど重要な意味を持つか、神代役を立てることが里にとってどれほど誇らしく、どれほどの栄誉であるか、それどころか《虹の羽》を持って生まれた者の立場も使命も、果たすべき責任すらも、何一つわかっておらぬ」

「当たり前でしょ。さっきも言ったけどアタシは《蜥蜴》よ。ずっと《蜥蜴》として育ったの。そんなものがわかると思うほうがどうかしてるわ」

「いいや、わからねばならぬ。そなたは《虹の羽》を持っているのじゃから」

　ベラフォードはうんざりしながら言い返した。

「アタシはね！　好きでそんな羽を選んで生まれたわけじゃないのよ！」

　長老たちと背後の男たちは、申し合わせたように盛大な吐息を洩もらした。

　彼らにとっては絶対的な、こんな当たり前の真理がなぜ通じないのかという苦い嘆息であり、どうしようもないと呆あきれ果てた意思表示でもあった。

　イザークがぽつりと言う。

「生まれながらにして持つ者だけが口にできる傲ごう慢まんな台詞せりふだな」

　ベラフォードを見つめるその眼には抑えきれない羨せん望ぼうと諦あきらめがあった。

　そればかりか、畏い敬けいの念と、密ひそかな妬ねたみと、小さな悲しみさえ混ざっていた。

「おまえには自らがどれほど恵まれているかわかるまい。我らの誰もがおまえの羽を望むのだ。一色でも多くの色。可能な限りの艶つやと発色。何より少しでも美しくと」

「あのねえ……」

　ほとほと頭を抱えながら、ベラフォードはイザークに眼をやったのである。

「これ、お世辞でなしに言うんだけど、アタシはあなたの羽もきれいだと思うわ。ほんとよ」

　心の底からベラフォードは言ったのだ。

　燃えるようなオレンジの羽毛に覆われた胸、明るい黄色の羽毛に包まれた両腕、そしてあの紅薔ば薇らの花びらのような翼の取り合わせは本当に華やかで、ベラフォードには素直に美しいと感じられるものなのに、イザークは蔑さげすむような眼で応えてきた。

「我らの誰もそんなふうには考えない──三色しかない上に光沢もない羽を美しいなどとは。もちろん俺も思えない」

　ベラフォードは絶望的な気分に襲われた。

　考えてみれば、白い婚礼衣裳を地味で寂しい、貧相だと言い放つ人々である。

　民族性による美的感覚の違いはどうしようもないと言うしかないが、皮肉な話だ。

　彼らの眼にベラフォードの羽は神々しいほど至高の美に映るのに、ベラフォードにとってはそれは空中を移動するための便利な手段に過ぎず、色などどうでもいいのだから。

　レドヴィーンが熱心に話しかけてきた。

「何も難しく考える必要はないと思います。我々の歴史や神のことはこれから知ってもらえばいいのですから。祭りの間だけ神代を演じていただきたいのです。祭りが終わったら約束通り、お望みの宝石や金銀をいくらでもおみやげに差し上げます」

「いいえ。信じてもいない神さまの代役をするなんてお断りよ。帰らせてもらうわ」

　頑固なベラフォードの態度を見て、ヨランダはじんわりと笑った。

　不気味な笑いだった。

「お帰り願うわけにはいかんのう」

　合図を受けてイザークたちが無言で進み出る。大理石の机をぐるりと回って近づいた彼らはライガスとレドヴィーンを追い払うようにしてベラフォードを取り囲んだ。

　予想通りの展開である。ベラフォードは慌てず騒がず、ただ肩をすくめて見せた。

　今ここで彼らと争ったところで勝ち目がないのはわかりきっていたからだ。

「アタシの意思は関係ないってことかしら？」

「そのとおりじゃよ」

　勝ち誇ったように頷うなずいたヨランダに、イザークはベラフォードを見下ろしながら言った。

「ヨランダさま。もう一つ問題があります。この《虹の羽》には既に絵姿を描かせた無形種の娘がいるそうです」

「何じゃと？」

　ヨランダが顔色を変えた。

　他の長老たちもざわざわとどよめいている。

「その娘は、そなたとはどのような間柄なのじゃ？」

「あんたたちの言うことってほんとにわからないわ。どのようなってどういう意味？」

「どのくらい親しいのかと訊きいているのじゃ」

　ベラフォードは沈黙した。その女性的な優しい顔にはまったく表情が浮かんでいなかったが、頭の中はめまぐるしく回転していた。

　現時点で、ここから脱出するのはほぼ不可能と見極めがついている。

　どうしても仲間たちにここまで来てもらわなければならない。

　しかし、彼らはこの場所を知らない。

　知らせる手段は一つしかなかった。この連中をキャサリンと接触させることだ。

　あくまでヴィンセント次第だが、この連中がキャサリンと接触した時点で、急を告げられた仲間たちがキャサリンと合流していさえすれば、彼らは間違いなくここまでやってくる。

　問題は、いかにしてこの連中をキャサリンのもとまで向かわせるかだった。

　よそ者には決して里の場所を明らかにしないという人々である。

　連れてきてほしいと素直に頼んだところで恐らく無駄だ。

　どう言えば怪しまれずにこの連中を動かせるか、どんな口実を使うのがもっとも効果的か、無表情の裏で懸命に頭を絞ったが、適当な文句が思い浮かばない。

　そうしたら、ヨランダのほうが水を向けてきた。

「絵姿を描かせるくらいじゃ。そなたにとって特別な娘だと思ってもよいのかな？」

　ここは乗るしかなかった。

　キャサリンを巻きこむのは不本意だが、背に腹は代えられない。

「さあ、どうかしら。答えられないわね。あんたたち、あの子に何をするかわからないもの」

　こんな思わせぶりな態度では『特別な関係』という問いかけを肯定したも同然だった。

　長老たちは妙に深刻な表情になって、ひそひそと囁ささやき合ったのである。

「やむをえん。その娘も……」

「しかし、無形種の娘じゃぞ。祭りの後はどうする？」

「いや、だからこそ却かえって安全ではないか……？」

　ベラフォードは内心ひやひやしながら、そのやり取りを聞いていた。

　混血とはいえ、彼は純血の《鳥》並の聴力を持っている。この距離なら容易に声を拾える。

　気が気ではなかったが、長老たちの結論が出る前にイザークがベラフォードを促した。

「我々と一緒に来てもらおう。時間がないんだ。紫雲の里の代表として覚えてもらわなければならないことが山ほどある」

　ベラフォードは逆らわず、素直に立ち上がった。

　後はヴィンセントがうまくやってくれることを祈るばかりだった。
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　翌日、レドヴィーンはキャサリンを迎えに飛んだ。

　文字通り『飛んだ』のである。

　ベラフォードを迎えに行く時は陸路を取ったが、今回は時間がない。

　レドヴィーンに同行したのはライガスではなく、黄色い翼のタイレルだった。

　ライガスでは姿形が厳いかめしすぎて、若い娘の迎えには不適切だという理由からだ。

　他の異種人類とほとんど関わろうとしない排他的な《南天極楽鳥》だが、無形種の社会には頻繁に顔を出している。そのための拠点も各地に持っている。

　二人は着替えも持たずに空高く舞い上がり、翼の能力を最大限に使って東を目差した。

　他の《鳥》の集落を巧みに避けて北東を目差し、四日後にはバナディスの大玄関である港町ボランまで二百キロというところまで到着したが、ここから先は陸路で行くしかない。

《南天極楽鳥》は《鷲わし》や《白鳥》のように完全な鳥の姿になることはできないからだ。

　背中に翼を生やした『鳥人間』が人間の住む町の空を飛んだりしたら、たちまち注目の的になってしまう。

　ボランは港町だが、海岸から二百キロも離れると海の気配はない。見渡す限りの田園風景が広がっており、その緑の合間に、ぽつんぽつんと赤や茶色の煉れん瓦がの家が点在している。

　この辺の住人はほとんど農業を営んでおり、広い畑や牧場を持っているので、隣人の家まで少なくとも二キロは離れているのが普通だった。

　その中の一軒にジャック・ジャービスの家があった。

　祖父の代からこの土地に住み着いているジャービスだが、彼自身も屋敷の使用人も、すべて純血の《南天極楽鳥》であることを近隣の住人は誰も知らない。

　そこで一晩を過ごした二人は、翌朝、まだ暗いうちに、申し分のない身なりの紳士となって、ジャービスの小作人が手綱を取る馬車で家を出て、ボランから都会に向かう汽車に乗り、その日の夕刻にはバナディスの首都グレンフィールドの土を踏んでいた。

　エリオット・ウィンスロウはバナディスの上流階級ではちょっとした有名人だから、住所を調べるのはたやすかった。

　卿きようの屋敷はグレンフィールド郊外のフォートイースにあるという。

　しかし、今回、用があるのは卿本人ではなく娘のほうだ。今からでは若い娘を訪問するのにふさわしいとは言えないので、二人は市内に一泊し、翌朝、エリオット卿の屋敷に向かった。

　紹介状も持たずに見ず知らずの人間が訪ねてきたわけだが、顔の広いエリオット卿にとって、こうしたことは珍しくはないのだろう。もの慣れた様子の執事が丁重に応対してくれた。

　二十代の男二人がお嬢さまにお会いしたいという申し出には、執事はさすがに訝いぶかしげな顔になったが、二人は如才なく、自分たちの身内の娘がキャサリンと旅先で知り合って親しくしていたことがあるのだと、今回、バナディスまで来る用があったので、挨あい拶さつがてらキャサリンに会いに立ち寄ったのだと説明した。

　執事は納得して微笑すると、申し訳なさそうに言ってきた。

「お嬢さまはこちらにはいらっしゃいません。夏休みですので、別荘においでです」

「エリオット卿もご一緒にですか？」

「いえ。主は今週末に合流する予定になっております。お嬢さまだけ一足先に行かれました」

　好都合だった。レドヴィーンは逸はやる気持ちを抑えて、努めて何気なく問いかけた。

「その別荘はどちらにあるのでしょう？　我々はしばらくバナディスに滞在する予定ですので、できれば寄らせていただきたいと思います」

「それはそれは……お嬢さまもきっとお喜びになるでしょう。ブレア湖の畔ほとりにあるテイタム・パークという屋敷がその別荘でございます」

　ブレア湖はフォートイースから馬車で三時間ほどのところにあるという。

　レドヴィーンとタイレルは丁重に礼を言って屋敷を後にし、午後にはブレア湖に到着した。

　木の枝を刈っていた農民に聞いてみると、テイタム・パークはすぐにわかった。

　この辺りでも古い屋敷の一つで、二百年以上の歴史があるという。

　訪ねてみると、とても別荘とは思えない立派な屋敷だった。

　フォートイースの屋敷は頑丈な石造りだったが、こちらは素朴な木造建築である。家全体を縦横に走る真っ黒な太い柱に、白壁の対比が目立って美しい。

　二人を出迎えてくれたのは執事ではなく年配の家政婦だった。

　気難しそうな女に見えたが、自分たちはベラフォードの知人で、お嬢さまにお会いしたいとレドヴィーンが告げると、すぐに中に通してくれた。

　通された応接間の内装はかなり年季が入ったもので、調度品もよく使い込まれている。

　どれも上等な品なのは間違いなくても、新しいものや華美なものは一つもない。

　これは少々意外だった。同じ貴族でも、ゲルスタンやヴィルドナの貴族はもっと派手好みで、豪華絢けん爛らんな装飾を競っているからだ。

　さらに驚いたのは、現れたキャサリンが予想よりずっと若かったことだ。

「初めまして。キャサリン・ウィンスロウです。ベラフォードさんのお友達と伺いましたが、ベラフォードさんはお元気ですか？」

　にこやかに言う口調も物腰もしとやかだが、とても年頃の娘とは言えない。

　そう呼ぶには少なくともあと二、三年は待たなければなるまい。

　しかし、なかなか素直そうな可愛らしい少女である。

　これも好都合だった。

　レドヴィーンの役目はキャサリンを紫雲の里まで連れて行くことである。

　それも、できれば父親に相談などさせることなく、今この場で出発を決意させたいのだ。

　その行き先が前人未踏の西大陸の奥地であるなどとは、もちろん言うつもりはない。

　こんな女の子にそんなことを言ったら、怯おびえて尻しり込ごみするに決まっている。

　詳しいことは何も知らせずに誘い出すのが最善の方法だった。

　そのためにも、まずは何としてもキャサリンの気持ちを動かすことが肝心である。

　最初はベラフォードにしたように宝石を見せようかと考えていたが、これほど幼い少女ならどうとでも言いくるめられる。

　大いに気を楽にしたレドヴィーンは自己紹介の後、単刀直入に切り出した。

「突然お邪魔して申し訳ありません。ベラフォードから伝言を頼まれて参りました。彼は今、わたしの里に滞在しているのですが、ぜひあなたに来てほしいと言っているのです」

　キャサリンの青い眼が驚きに見開かれる。

「ずいぶん急なお話ですが、どういうことでしょう？」

「詳しいことは言えませんが、彼からこの手紙を預かってきました。どうぞ、ご覧ください」

　レドヴィーンは用意の手紙をキャサリンに差し出した。

　もちろんベラフォード自身に書かせたものだ。

　文面は次の通りである。




　事情があって、アタシ自身が迎えに行くことができません。この手紙を持っている人たちは信用できる人です。彼らと一緒に急いでこちらに来てください。お願いします。

　あなたが来てくださるのを一日千秋の思いで待っています。


《鳥》のベラフォード　



　親愛なるキャサリン・ウィンスロウ嬢




　キャサリンはこの短い手紙を読んで、気遣わしげな眼をレドヴィーンに向けた。

「何か大変なことが起きたようですけれど、ベラフォードさんはご無事なのですか？」

「ご心配なく。もちろん無事ですとも。ただし、急がねばなりません。我々が彼のところまでご案内致しますから、詳しいことは彼の口から直接お聞きになってください」

　キャサリンが何か言おうとするのをさりげなく遮って、レドヴィーンは続けた。

「しばらくお家を留守にしていただくことになりますが、ちょうど夏休みだと伺いましたから、ちょっと遊びに来るくらいのつもりで訪ねていただけたらと思いますよ。わたしの里はそれはきれいなところです。里の近くにはこのブレア湖にも引けを取らない美しい湖もありますし、散歩をするのに最適な森もあります。バナディスでは見られないきれいな花も咲いていまして、今の季節はまるで花の伽が藍らんです。珍しくて可愛い生き物もたくさんいるんですよ」

　キャサリンは大いに心を動かされた様子で眼を輝かせ、身を乗り出した。

「まあ、なんてすてきなんでしょう。わたし、自然が大好きなんです」

「それはよかった。もう一つ、とっておきがあります」

「あら、何なんでしょう？　焦じらさないで教えてくださいな」

「里では近いうちに大きな祭りがあるんです。二十年に一度の特別なお祭りでね。外部の方をお招きするのはあなたが初めてです。あなたはベラフォードと親しい人ですから、特別ですよ。きっと楽しい夏休みになると思います」

　キャサリンはにっこり笑って頷うなずいた。

「そうですわよね。ベラフォードさんが向こうで待っていらっしゃるんですもの。父と一緒に休みを過ごせないのはちょっと残念ですけど、わけを話せば父もきっと許してくれるでしょう。──喜んでお二人とご一緒しますわ」

　レドヴィーンはほっとして胸を撫なで下ろした。

　上流階級の令嬢だけあって、この少女は人を疑うことを知らないらしい。

　キャサリンがどうしても出発を渋るようなら、最悪の場合、屋敷から拉ら致ちしなければとまで案じていたので（ただし、できればそんな真似は避けたかったので）キャサリンが自分で家を出てくれるなら大助かりだった。

「それで？　いつ出発するんですの？」

「あなたさえよろしければ、今すぐにでも」

　笑顔で頷き、レドヴィーンは思案しながら言い添えた。

「わたしの里までは五日ほどかかりますから、なるべく身軽な格好でお願い致します。食料はお持ちにならなくて結構ですよ。こちらで用意しますから。ただし、言うまでもありませんが、しばらく家を空けると、お父上に伝言を残すことを忘れないでください」

　娘が誘拐されたと騒ぎ立てられでもしたら、面倒なことになるのは必至である。

「わかりました。少しお待ちいただけますか？　すぐに支度を調えますわ」

　キャサリンがうきうきと軽やかな足取りで応接間を出ていくと、やはり安あん堵どしたタイレルが仲間の言葉でそっと囁ささやいてきた。

「扱いやすい娘でよかったな」

「まったくだ。──だが、気を抜くなよ。ここからが肝心なのだからな」

　一応は釘くぎを刺しながらも、レドヴィーンも自分たちの務めは果たしたも同然と思っていたが、それは少々考えが甘かった。

　かなり長い時間を待たされた後、キャサリンは乗馬服に身を包んで再び応接間に現れた。

「お待たせしました。──今、荷物を運ばせますわ。急なお話ですので支度が大変でしたの。最低限、必要なものだけを詰めてみましたのよ」

　ところが、その『必要最低限の旅支度』は大小のトランク合わせて十五個もあったのだ。

　当然、それらを運ぶ召使いも家から呼び寄せて五人連れて行くという。

　レドヴィーンもさすがに二の句が継げなかった。上流階級の女性が旅行する際には大荷物を持っていくことは知っていたが、これではまるで家中のトランクをかき集めたかのようだ。

　レドヴィーンほど無形種の習慣に詳しくないタイレルは眼を白黒させている。

　食料を持たずにこの大荷物とはいったい中に何が入っているのだろうと、ありありと疑問に思っている顔だった。レドヴィーンもまったく同感だったが、この大荷物も、召使いを五人も連れて行くというのもいかにも具合が悪い。大いに困惑した表情で懇願した。

「ミス・ウィンスロウ。申し上げにくいのですが、自分たちの故郷は──少々辺へん鄙ぴなところにあるのです。せめて、荷物も人も半分にしていただけませんか？」

　キャサリンは無邪気に眼を丸くした。

「半分ですか？　まあ、困ったわ。だって何日もそちらに滞在することになるのでしょう？　お洋服も、お帽子だって、毎日同じものというわけにはいきませんのに……」

　いかにも女の子らしい言い分だとレドヴィーンは呆あきれたが、顔では優しく微笑んだ。

「お願いします。道中はともかく、里につけば着替えはいくらでもご用意できるはずですから。あなたに不自由な思いはさせないと約束しますよ」

「そう言われましても……困りましたわねえ。どれを減らせばいいのかしら？」

　途方にくれた顔つきで、キャサリンはあらためて荷造りに取りかかった。

　再び長い時間を待たされた後、トランクは何とか七個まで減った。連れて行く召使いも若いメイドの二人になった。

　キャサリンはこれ以上は絶対に譲れないという決意を籠めて明言したのである。

「荷物を運ぶ男手はそちらにお願いしますけど、この二人を置いていくなんてできませんわ」

　レドヴィーンもタイレルも、ほっとして頷いたのである。

　屈強な男を連れてこられるより、若い女のほうが遥はるかにありがたい。

　一人は二十歳くらいの温順そうな女だった。こんなに急に旅に出るなんてと、キャサリンをたしなめるような、少々非難するような眼を向けている。レドヴィーンとタイレルに対しても、見知らぬ二人を警戒しているのか、頭を下げる仕草が何やらぎこちない。

　もう一人はもっと若かった。キャサリンとせいぜい二つか三つしか違わないように見える。

　こちらもしとやかに眼を伏せながら頭を下げてきたが、態度はずっとくつろいでいて、赤い口元も大胆に微笑している。

　あまり物もの怖おじする娘ではなさそうだった。

　その少女が眼を上げた時、レドヴィーンは『おや？』と思った。

　瞳どう孔こうが縦にまっすぐ長い。猫特有の眼だが、純血種の《猫》ではない。

「これは珍しい」
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　思わず声にすると、言われ慣れているのか少女は困ったように微笑み、キャサリンが二人をそれぞれ紹介した。

「二人とも子どもの頃からわたしに仕えてくれている大事な友達なんですの。こちらがニーナ。混イン血シードの彼女はケイティです」




　ヴィンセントは確かに『うまくやった』のだった。

　ベラフォードが網にくるまれて連れて行かれるのを見た彼は、慌てふためきながらも懸命に《山羊やぎ》の里に駆け戻り、危急を告げて助けを求めたのである。

「すぐにフォレスの森まで帰りたいんです！　近くに飛べる人はいませんか!?」

　ヴィンセントの話を聞いた《山羊》の人々も驚いて協力してくれた。

《南天極楽鳥》は極力他の種族と関かかわらないように努めているが、現在の異種人類の中では、そういう種族は少数派になっていると言っていい。

　どの種族も多少は他種族と親しくしているし、自分たちにない能力を補いあっている。

　この村の《山羊》たちも急ぎの手紙を届けたり、緊急の荷物や人を運ぶ必要に迫られた際は、山の向こうに住む《犬いぬ鷲わし》の力を借りているという。

　その代わり《山羊》たちは《犬鷲》の欲しがる毛織物や乳製品を提供しているのだ。

《山羊》たちはすぐに『至急の大荷物あり』の合図だという狼煙のろしを上げてくれた。

　やがて空の彼方かなたから飛んで来た《犬鷲》は全部で七人。

　男が四人、女が三人だった。大荷物を運ぶというので全員が人型の背中に翼を生やした姿で、ベラフォードが捕らえられたような丈夫な網を持っていた。

　完全変態すれば金褐色の《犬鷲》は人型の背中に生やす羽も恐ろしく大きくて強い。

　彼らが七人も集まれば農具の一つくらいは充分空中を運んでいける。ヴィンセントのような少年一人ならそれこそ『軽いもの』だ。

　遠く離れたフォレスの森まで大至急連れて行ってくれという注文に最初は難色を示したが、行き先に待っている人の名前をヴィンセントが言うと《犬鷲》たちは顔を見合わせた。

「モーガン？　《蜥蜴とかげ》の賢者モーガンか？」

「そういうことなら力を貸そう。父が世話になった人だ」

「わたしもよ。祖母が助けてもらったことがあるはず」

「俺もだ。友達の命の恩人だ」

「あ、ありがとうございますう！」

　持つべきものは顔の広い、人徳のある保護者である。

　広げた網の上に腹はら這ばいになった姿勢でヴィンセントは大空に運ばれ、《犬鷲》たちの強力な翼で故郷の森まで送り届けられ、モーガンの家に駆け込んだのだ。

　温厚な蜥蜴の賢者も、話を聞いてさすがに顔色を変えた。

「何じゃと!?」

　弓矢を向け、槍やりで脅し、網で拉ら致ちする。他種族に対してそんな振る舞いに及ぶということはその種族に対する宣戦布告と受け取られてもおかしくない行為である。

　モーガンの驚きも怒りも当然だった。

　ヴィンセントは泣きじゃくりながら、ベラフォードの言葉を伝えたのである。

「この人たちはキャサリンさんに何をするかわからないって、急いでダムーに知らせろって」

「もっともじゃ」

　モーガンはヴィンセントを運んできてくれた《犬鷲》たちに丁重に礼を言い、謝礼代わりに貴重な薬草を持たせて返すと、今度はフォレスの森の《白鳥》たちに仕事を頼んだ。

　急いでしたためた自分の手紙を預けて各地に飛んでもらったのだ。

　この時、ケイティは《猫》の村で家族とくつろいでいた。

　ダムーは気候のいい森でごろごろしていた。

　そこに《白鳥》が飛来したのである。

　モーガンの手紙を読んだ二人も驚いた。

　舌打ちしながらも、二人ともただちに行動に移った。

　ダムーは自前の翼で、ケイティは《白鳥》の翼を借りて東を目差し、三日後にはチェスタムコートでヴィンセントと合流し、すぐさまグレンフィールドに向かったのである。

　フォートイースの屋敷に転がり込んだ時は既に夜だった。

　再会の挨あい拶さつも抜きにしてヴィンセントは慌ただしく事情を語り──といってもこの時点では詳しい事情は何もわからなかったが──危険が迫っていることを必死に伝えたのである。

　キャサリンは少年の話にじっと耳を傾けていたが、驚くべき早さで決断を下した。

「わかりました。その人たちの目的がわたしなら狙いやすいようにしてあげましょう」

「お嬢さま！」

　例によって傍にいたニーナが悲鳴を上げたが、キャサリンの決意は固かった。

「なぜわたしが狙われるのかさっぱりわからないけど、ベラフォードさんを拉致した男たちがここまでやってくるなら好都合というものよ。皆さんがこうして来てくださったんですもの。何としてもその男たちを摑つかまえて、ベラフォードさんの居所を聞き出さなくてはならないわ」

「そうしてくれると助かる」

　ぶっきらぼうにダムーが言い、ケイティも苦い顔でニーナに話しかけた。

「あたしらだって、お嬢さんに危険な役目を引き受けてもらうのは申し訳ないと思ってるよ。だけど、あんな変態の飛びカマ蜥蜴でも一応あたしらの仲間で、立派な《蜥蜴》の一員なんだ。それを勝手に持って行かれて黙って引き下がるわけにはいかないんだよ」

　キャサリンも頷うなずいた。

「そのとおりですわ。それに……その人たちはわたしの絵のことを話していたのでしょう？　わたしで役に立つなら喜んで囮おとりになります。せっかく皆さんに来ていただいたのに、父に紹介する暇もないのが残念ですけど」

　既に深夜に近かったが、決断同様、彼女の行動は素早かった。

　ただちに用心棒たちとニーナを連れてテイタム・パークに移動したのである。

　その不届きものがのこのこやってきたら、身体に一発ぶちこんででもベラフォードの居所を白状させるつもりだった。

　ところが、翌日、レドヴィーンとタイレルは玄関から堂々と訪ねてきたのである。

　これは予想外だった。キャサリンは驚き、密ひそかな緊張を覚えながら二人を迎え入れたのだ。

　相手の出方を見るつもりで、素直な口調と態度を装いながら話を合わせていたら、意外にも彼ら自身がベラフォードのところまで連れて行ってくれるという。

　まさに願ったりかなったりだ。

　内心の興奮を微み塵じんも表に出さず、キャサリンはレドヴィーンの話を鵜う吞のみにしたふりをして、別室に待たせていたダムーたちと素早く相談して今後の方針を決めたのである。

　ケイティはメイドになりすまして、キャサリンと行動を共にする。

　ダムーとヴィンセントは気づかれないようにその跡をつける。

　単純な作戦だが、現時点ではもっとも効果的だった。

　レドヴィーンもタイレルもそんなこととは予想もしていないのだろう。キャサリンの態度を微塵も疑っていないのは明らかだった。キャサリンが素直に旅行を承知したことにほっとした様子で、いそいそとトランクを運ぶのを手伝った。

　上流階級の少女が旅行に大荷物を持っていくのも、メイドを同行するのも普通のことだし、そのメイドが混イン血シードであるのも無形種の社会では珍しくないことだ。

　出発支度がすっかり調うと、レドヴィーンは馬車に乗ろうとするキャサリンに言った。

「我々が先に行きますから、後からついてきてください」

「わかりましたわ。ですけど、とりあえずの行き先も教えてもらえませんの？」

　ちょっと甘えるようにキャサリンが言うと、レドヴィーンは笑って頭を下げた。

「これは失礼。まずはグレンフィールド駅です。そこから汽車でボランを目差します」

　レドヴィーンとタイレルは自分たちの馬車で先を走り、キャサリンと二人のメイドは荷物を満載した大型馬車でその後をついていった。

　その大型馬車の床にヴィンセントが這はい蹲つくばり、馬車の後ろに括くくり付けた荷物の陰にダムーが張り付いていることなど、前を行く馬車からは見えはしない。

　グレンフィールド駅で一行は最終の汽車に乗った。

　キャサリンたちをここまで乗せてきた馬車は屋敷に引き返したが、その際、馭ぎよ者しやは二人分の切符を買って、そっとダムーとヴィンセントに渡したのである。

　三等車両の切符だから、一等車両のキャサリンたちと顔を合わせることはまずない。

　翌早朝、汽車はボランに到着した。

　フォートイースでは人も鳥もまだ寝静まっているような時間だから、駅舎もひんやりとした朝あさ靄もやに霞かすんでいる。しかし、その静けさの中、蒸気機関車はまだ稼働の名残に熱く震えており、キャサリンたちと同じように寝ぼけ眼をこすりながら汽車を降りる人の姿が目立つ。

　個室から出ると、レドヴィーンがやってきて笑顔で挨拶した。

「おはようございます。ミス・ウィンスロウ。よく眠れましたか？」

「それが、興奮してしまって、あんまり眠れませんでしたわ」

　キャサリンも笑顔で応こたえた。

　馭者の服装をした二人の男がやってきて、キャサリンたちの荷物を汽車から降ろしてくれ、レドヴィーンはその二人をキャサリンたちに紹介した。

「ここから先は彼らも同行します。ディータとアリアンです」

　二人ともまだ若かった。アリアンは二十そこそこ、ディータは十七、八に見える。どちらも眉び目もく秀麗な、好感の持てる若者で、メイドのニーナやケイティにも礼儀正しく挨拶してきたが、この二人が馭者の服装をしているということは、これからまた馬車に乗るわけだ。

「ここは港町ですのに、船に乗るのではないんですの？」

「それでは時間が掛かりすぎますからね。我々の移動手段はもっと速いのです」

「まあ、楽しみですわ。どんな方法なのかしら？」

　わくわくした様子で言ったキャサリンだったが、見当はついている。

　彼らの正体は『鳥の人』である。ならば、その翼を生かさない手はないが、街中では人目を惹ひきすぎる。

　簡単に腹ごしらえをすませると、迎えに来た馬車の一台にレドヴィーンとタイレルが乗り、キャサリンとニーナとケイティはもう一台に乗せられた。手綱を取るのはディータである。

　馬車は港とは正反対の方向に走り出し、みるみる街を離れていった。

　空はよく晴れている。窓の外には気持ちのいい田園風景が広がっていて、キャサリンはまだ景色を楽しむ余裕があったが、ニーナはひどく居心地が悪そうに身体を縮めていた。

「お嬢さま。わたしたち、飛んで火に入る夏の虫なんじゃ……」

「しっ！　だめよ、ニーナ。外で手綱を取っているのは『鳥の人』だということを忘れないで。ベラフォードさんの無事を確認するまでは何も知らないふりをするのよ」

「お嬢さんの言うとおりだよ」

　メイドの格好のケイティも、聞き取れるか聞き取れないかくらいに声をひそめて言う。

「あいつらは抜群に眼と耳がいいからね。迂う闊かつなことは言っちゃいけない」

「わ、わかりました」

　箱形の馬車の中で、キャサリンはほとんど他の二人と顔をつきあわせるようにして囁ささやいた。

「ですけど、ケイティさん。あの人たちはいったい何が狙いなんだと思います？　今のところ、わたしたちに危害を加えるような様子は感じませんけど……」

「それはあたしもそう思う。──だけど、ベラのあの手紙、見ただろ？」

「ええ。《鳥》の、と署名していらっしゃいましたね」

　これだけでも無理に書かされた手紙だとわかる。

　自らの意思で書いたのなら、彼は間違いなく《蜥蜴とかげ》のと署名するはずだからである。

　あれは自分に宛てたベラフォードの合図サインだと、キャサリンは確信していた。

　恐らくは衆人環視の中、書いた手紙の文面も確認される状況で、この手紙を持ってくる人を決して信用してはいけないと、彼らに気づかれないように警告して寄越したのだ。

「ヴィンスも言ってたけど、やっぱりたいした危険はなさそうだと思ったらしいよ。最初はね。だけど、連中は仲間割れの末、無理やりベラを持っていった。何が狙いなんだか……」

「ダムーさんとヴィンセントさんは大丈夫でしょうか？」

　二人はこの馬車の後からついてきているはずだった。

　正確にはヴィンセントを背負ったダムーがだ。普段のヴィンセントはまったくの役立たずで、一人で走らせたら、たちまち置いて行かれてしまうからである。

　馬車の中からその様子を窺うかがい知ることはできないが、ケイティは自信ありげに頷うなずいた。

「心配ないよ。無駄飯食らいに見えるけど、ダムーもやる時はやるからね」

「ですわね」

　馬車は西を目差して走り続け、昼時には丘の上に建つ大きな農家に立ち寄った。

　レドヴィーンの知り合いの家のようで、家の中から出てきた人たちの手によって、丘の上に食卓と椅子が用意され、真っ白なテーブルクロスが広げられた。

　豪勢な昼食をご馳ち走そうになった後、馬車は再び西を目差して走り出した。何度か休憩しながら相当な距離を走り続け、やがて陽が暮れる頃、馬車は野原の真ん中で止まったのである。

　まだバナディスの国境内なのは確かだが、もうどこにも人家は見えない。

　灯あかりを持ったレドヴィーンがやってきて言った。

「お疲れさまでした。そろそろ晩御飯にしましょう。今夜はここで泊まります」

「ここでですか？　どこにも家が見えないようですけど……」

「今夜の寝床はあちらにご用意しました」

　レドヴィーンが示したのは大きな幌ほろ馬ば車しやだった。

　中を覗のぞいてみると、長いクッションをシーツでくるんだ簡易の寝床ができている。

「まあ、かわいいこと。気に入りましたわ。──お風ふ呂ろはどこですの？」

「すみません。さすがにそれは用意できなくて……。里に着くまでご辛抱ください」

「そんな……困りましたわ。しばらくお風呂に入ることもできないんですか」

　世間知らずのお嬢さまを装ってがっかりして見せながら、キャサリンはまったく違うことを考えていた。

　野原の真ん中に幌馬車だけが忽こつ然ぜんと出現するわけがない。

　これを引いてきた馬、それを御してきた人間がいなければならない。

　訊きいてみるべきか否か迷っていたら、向こうから現れた。

　馬が二頭、男が四人である。アリアンやディータに比べるとずっと年とし嵩かさの男たちだ。

「こちらがミス・キャサリン・ウィンスロウ。お二人はお供のニーナさんとケイティさん」

　レドヴィーンが三人を紹介すると、四人の男たちは無言で頭を下げた。

　ひときわ筋骨たくましい人がレドヴィーンに向かって言う。

「食事の支度ができたぞ」

「彼はライガス。それからギュンター、アルゴ、グルーノです」

　キャサリンも自己紹介して、躊躇ためらいがちにつけ加えた。

「ずいぶんな大人数なんですのね？」

「明日はもっと増えますよ、ミス・ウィンスロウ。我々の旅には人手が要りますから」

　草原の焚たき火びを囲んで腰を下ろし、男たちは手際よく足つきのフライパンでベーコンを焼き、湯を沸かして珈琲コーヒーを入れ、シチューを煮込み、堅焼きパンを手渡してくれた。

　キャサリンはこういう食事は初めてではない。地面に直じかに座るのは楽しいくらいだったし、焼きたてのベーコンも熱いシチューも実に美お味いしかったが、あくまでぎこちなく振る舞った。

　明日は早いとのことで、食事の後、キャサリンたち三人は早々に幌馬車に引き上げた。

　男たちはそのすぐ傍に二台の馬車をつけて、その中で寝るという。

「我々が番をしていますから、安心してお休みください」

「ありがとうございます。そのお気持ちは本当に嬉うれしく思いますし、頼もしいと思いますけど、こんなことを申し上げてもお怒りにならないでくださいね、レドヴィーンさん。できましたら……もう少し馬車を遠ざけてくださいません？」

　レドヴィーンが不思議そうな顔になり、キャサリンはもじもじしながら言いわけした。

「本当にごめんなさい。ご親切に言ってくださっていますのに。ですけど、ここには壁も扉も屋根もありませんでしょう？　これほど開放的な空間で男の方にあんまり近くにいられますと……落ち着かないんです」

「これは、わたしのほうが気が利きませんでした。お許しください」

　ぴったりと寄り添うように止められていた馬車が、二十メートルほど距離を取って離れる。

　キャサリンはほんの少し、レドヴィーンに対して申し訳ない気持ちを覚えた。

　彼はとても礼儀正しい紳士に見えるからだが、油断してはいけないと自分に言い聞かせる。

　幌を降ろした馬車の中で、キャサリンとニーナは寝間着に着替え、眠る支度を調えた。

　ケイティも同様にしたが、彼女は紐ひもで縛ったトランクの一つをほどき、中から目的のものを取り出して小さく呟つぶやいた。

「連中が鼻の利かない種族でよかったよ」

　七個に減らしたトランクのうち、三個には食料がぎっしり詰めてある。

　ダムーは足も速く、力も強い。泳ぎも得意で空を飛ぶこともできる。用心棒としてはまさに万能選手と言っていいが、欠点もある。

　恐ろしく燃費が悪いことだ。

　こうした事態を予想して、キャサリンはフォートイースの屋敷から、ありったけの干し肉や薫製、ベーコン、ソーセージなどを持ち出しておいたのである。

　ダムーにはかなりの量の食料を渡してあるが、既に一日走り続けている。この辺で食べ物を補給してやらないと危険である。

　ケイティは男たちが寝入るのを待って、そっと馬車を抜け出した。

　闇に紛れて動くその姿は《猫》の面目躍如たるものだった。混血でも《猫》を名乗る彼女は純血種同様、夜でも眼が見える。足音を立てずに歩くのも御手のものだ。

　野原の真ん中でもまるっきり平らということはない。男たちの馬車から充分離れたところにちょうどいい窪くぼみを見つけたケイティは、そこに大きなハムの塊を置いて、馬車に引き返した。

　キャサリンもまだ眠っていなかった。神経をとぎすましていたので、真っ暗闇でも反対側の寝床にケイティがもぐり込む気配を感じて、囁ささやき声で話し掛けた。

「ダムーさんには会えました？」

「いや、見えなかったよ」

　ケイティは言って、キャサリンの不安をなだめるように続けた。

「心配しなくていいよ。あの食いしん坊がハムの塊を見逃すはずはないからね」

　はたして、翌朝確認してみると、ハムはきれいになくなっていた。

　その時には男たちも起き出して朝食の準備を始めていた。

　レドヴィーンが昨日話したように、人の数が倍どころか三倍に増えている。

　さらに、広い野原に見慣れないものが置いてあった。

　気球の籠バスケツトのように見えるものが三つだ。

　三、四人が楽に入れる大きさだが、肝心の風船部分が見当たらない。

　朝食を済ませ、荷造りを終えると、男たちはキャサリンのトランクと自分たちの荷物をその籠の一つに入れた。籠には何本もの丈夫な縄が結びつけてあり、それを摑つかんで重さを確かめ、自分たちの荷物を別の籠に移すと、レドヴィーンはキャサリンに向かって言った。

「どなたかお一人、こちらに入ってもらえますか？」

　キャサリンは断固としてこの要求を退けた。

「レドヴィーンさん。そのおっしゃりようは無茶というものですわ。これは気球でしょう？　ベラフォードさんが待っているのだし、先を急ぐためにはこれに乗るのも仕方ありませんが、こんな不安定な危ないもの、わたしたちは三人一緒でなければ絶対に乗りません」

「気球ではありませんよ。ミス・ウィンスロウ。わたしたちが運びます」

「どういう意味ですの？」

「あなたはベラフォードと親しい方だ。彼が空を飛べることはご存じでしょう」

「ええ」

「わたしたちも彼の同族なんですよ。ですから、ここにいる全員で皆さんを運びます。気球と違って自らの意思で飛ぶのですから、決して皆さんを落としたりは致しません」

「いいえ、なんと言われましょうといやです。分ぶん乗じようはお断り致します」

　あくまで突っぱねたキャサリンだったが、普段の毅き然ぜんとした態度で言うのではない。

　今にも泣き出しそうな顔で怯おびえてみせながら、子どものように駄々をこねたのである。

「だって、空を飛ぶなんて急に言われても……足下に地面がないのに一人きりでいるなんて、そんなこと恐ろしくて心細くて、とても耐えられませんわ。気を失ってしまうかもしれません。ニーナやケイティをそんな眼に遭わせるなんて、考えただけでもぞっとしますわ。──ねえ、あなたたちだってそんな恐いことは死んでもいやでしょう？」

　ニーナは嘆息しながら頷うなずき、ケイティは気づかれないように笑いを嚙かみ殺している。

　最後にはレドヴィーンが折れた。

　一つの籠にキャサリンたちが、もう一つの籠に七個のトランクが、最後の籠に男たち自身の荷物が入れられて、出発の準備が整うと、レドヴィーンは何やらあらたまった態度で籠の中のキャサリンに話しかけてきた。

「ミス・ウィンスロウ。あなたはもちろんベラフォードの翼を見たことがありますね？」

　キャサリンは肯定も否定もしなかった。視線だけで「なぜそんなことを？」と問い返すと、レドヴィーンは複雑な顔になった。

「彼の虹にじの羽に比べたら、わたしたちのそれはとても粗末でお見苦しいものなので、がっかりさせてしまうかもしれませんが……お許しください」

　そうして彼らは揃って上半身裸となり、持って生まれた翼をあらわにしたのである。

　突如として行われた色の競演にキャサリンは眼を見張った。二十数人もいる人たちの中で、まったく同じ色合いの羽を持つ人は一人もいない。まるで緑の草原に華麗な色とりどりの花が咲き開いたようで、こんなものを見せられてがっかりするだなんて、とんでもない話だった。

　興奮と感動に顔を輝かせて、キャサリンは素直な感嘆の声を発したのである。

「皆さん、なんてきれいなんでしょう！」

　本当にそう思ったのに、レドヴィーンは深いため息を吐いて首を振った。

「ミス・ウィンスロウ。お気遣いは無用です。あの羽を見慣れているあなたには我らの羽など、眼に留まるようなものではないとわかっていますから」

　キャサリンは思わず瞬まばたきして首を捻ひねってしまった。

　レドヴィーンが何を言っているのか意味がわからなかったのだ。

　しかし、問い返す暇はなかった。まず彼らの荷物を載せた籠、続いてトランクを入れた籠が大きな羽ばたきとともに空に運ばれる。

　最後に今までで一番力強い羽ばたきの中、三人を乗せた籠は見事に宙に舞い上がったのだ。

　しゃがみ込んだニーナが大絶叫を張り上げた。

「きゃ──────────っ!!　いや────────っ!!」

　心の底からの悲鳴だった。彼女にとってはどうしても慣れない感覚らしい。

　キャサリンは思わず『お見事！』と賞賛を贈ったが、ここは自分も怯えてみせる場面である。

　ケイティと眼を見交わしたのを合図に、しっかと抱き合った。

「ああ、どうしよう！　ケイティ、怖いわ！」

「大丈夫です、お嬢さま！　わたしがついてます！」

　どちらも少々わざとらしい台詞せりふになったが、男たちはその不自然さには気づかなかった。




　人が見たら大騒ぎになりそうな華やかな一団が空の彼方かなたに小さくなってから、野原の窪くぼみに巧妙に隠れていたダムーはのそりと身体を起こした。

《ごちゃまぜ》の彼は優に鳥類に匹敵する眼を持っている。南西の空に、人間の視力では既に視認するのも難しい一団をしっかりと捕らえながら、小さく呟つぶやいた。

「あの様子だと、奴ら、そうとう長距離を飛ぶみたいだな」

　同じく隠れていたヴィンセントが不安そうに尋ねる。

「……追いかけられる？」

「追うっきゃねえだろ。おまえの首輪を外しちまえば簡単なんだが……」

　それではどんなに離れていようと一発で彼らに気づかれてしまう。

　衣服を脱ぎ捨てて黒い下着一枚になると、ダムーは両手を地面について形態変化に入った。

　その身体は見る間にふくれあがり、白い体毛に覆われ、背中には巨大な翼が出現する。

　ダムーの脱いだ服や靴、短刀をまとめて、ヴィンセントがその背中に乗る。

　白い獣は翼を広げ、美しい鳥の一団を追って宙に舞い上がった。
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　人間には翼がない。従って、空を飛んだことがある人は極めて少ない。

　気球は発明されてまだ間がない上に、あまり一般的とは言えないものだからだ。

　その存在を知ってはいても、身体が宙に浮き上がる未知の感覚を恐れる人間は多く、まして若い女性となれば『あんなものはまっぴら』と怖がって普通は乗りたがらない。

　しかし、キャサリンは違った。飛ぶのは大好きだった。

　空中に運ばれると、いつも歌い出したいくらい気分が高揚する。

　そもそもキャサリンは人間の中では珍しい例外で、何度も空を飛んだことがある。

　白い獣の背中にまたがって風を切って飛んだこともあれば、竜りゆうのたてがみにしがみついて、空中を木の葉のように振り回されたこともある。

　それを思えば、今はこんな頑丈な籠かごの中にいるのだ。

　高度も安定してほとんど揺れることもない。快適と言ってもいいくらいだが、世間知らずのお嬢さまがこの状況にはしゃいで歓声を上げるわけもない。

　ケイティやニーナと一緒に籠の中に蹲うずくまり、恐怖に眼を開けていられない様子を装いながら、キャサリンは時折そっと上空を飛ぶ人たちの様子を窺うかがっていた。

　ほれぼれするほど見事な翼の乱舞だった。

　籠に結ばれた縄の先は短い棒の中央に結びつけられている。八人は両手にその棒をしっかり握って、空中に大きく広がって力強く翼を使っている。

　何度か盗み見ている間に、一人一人の翼と羽毛の特徴はすっかり頭に入ってしまった。

　レドヴィーンはカスタードクリームとチョコレートのよう、タイレルは緑の葉と黄色い花だ。アリアンは上体は石せき竹ちくのような淡紅色ピンク、翼は赤い花水木の花びらのよう。ギュンターの上体は淡い象アイ牙ボリ色ー、翼は濃い薔ば薇ら色だ。アルゴの上体は金きん盞せん花かのような赤みを帯びた黄色をしていて、翼は灰色がかった緑だろうか。グルーノは上体は藤色で翼は桜色という気品のある色合いだ。

　ディータは風切羽だけがさわやかな薄ペパー荷ミント緑グリーンで、翼も上体も真っ白。

　ライガスの上体も真っ白だ。その翼は丹頂鶴の白黒の翼に黄色を足したようにも見えるが、丹頂鶴の風切羽はこんなふうに端から端まで黒くはない。

　ほんの少し身体を起こして先に行った人たちを探してみる。ずいぶん距離が離れているので一人一人を鮮明に見分けることはできなかったが、やはり見み惚ほれるほど美しかった。

　この距離から見ても、きれいな花束が空を飛んでいるようである。

　華やかな羽ならベラフォードで見慣れているが、これほど多彩な色合いの彼らが大空に翼を広げて飛んでいるところはすばらしい眺めだった。

　二時間ほど飛び続けた後、彼らは休憩のために地上に降りた。

　やっと籠が地面につくと、ニーナは這ほう々ほうの体で籠から出て安あん堵どの息を吐いたのである。

「ああ、怖かった！」

　キャサリンもすかさず調子を合わせた。

「本当！　生きた心地がしませんでしたわ！　ずいぶん飛んだようですわね？」

　羽をしまったレドヴィーンが答える。

「はい。ですが、まだ先は長いので、もうしばらくご辛抱ください」

　ニーナが何とも言えない顔になった。

　その間ずっと空中を運ばれるなんて、ニーナには考えただけで憂ゆう鬱うつなことなのだ。

　逆にキャサリンにとっては夢のような話である。快かい哉さいを叫びたいくらいだったが、もちろんそんなことを言ったりしない。ここでも調子を合わせてため息を吐いておいた。

　しばらく休憩した後、荷物を運ぶ人たちが先に出発した。

　その後を追う形で、キャサリンたちを乗せた籠も再び空に舞い上がった。

　三度目の休憩で昼食を摂とる。午後になると、キャサリンは少し余裕の出てきたふりをして、空中を移動する籠の中で膝ひざ立ちになって下を覗のぞいてみた。

　見渡す限りの野原だった。昨日のような緑の草原ではなく、乾いた短い草と茶色の土が入り交じっている。ところどころに低木も点在している。

　その景色が風のように流れ去っていく。

　正確な速度はわからないが、この様子からすると、汽車と同じくらいは出ているようだ。

　竜に乗って飛んだ時と違って、地上はすぐ近くに見える。手が届きそうに感じるが、実際は十メートル以上の高度があるだろう。

　もし、頭上で縄を握っている人たちが手を放したら、

（わたしたちは一巻の終わりだわね……）

　身震いして籠の中に頭を引っ込めると、ケイティと眼が合った。

　彼女も同じことを考えていたらしい。頭を伏せて、頭上にいる人たちに聞き取れないように囁ささやいてきた。

「乗り心地なら、こっちのほうが断然いいんだけどね」

「わたしもそう思います」

「うちの役立たずや大食らいなら安心だけど……見ず知らずの連中に命を握られているのって、あんまり気持ちのいいもんじゃないね」

「ええ。それでも、今は我慢しなければなりませんものね」

「そういうこと。──うちの変態が迷惑掛けるけど、ありがとね、お嬢さん」

　やがて陽が傾き、この日は森の中に泊まった。

　先に荷物を運んだ人たちが食事の支度を調えていたようで、上空にいたキャサリンの眼にも立ち上る炊事の煙が見えた。

　レドヴィーンたちはその煙を目印に舞い降りた。

　そこは森の中の開けた空き地で、男の人たちは何班かに分かれて炊事をしていた。

　空き地の端には見事な枝振りの大木が立っている。高さはそれほどでもないが、幹の太さは相当なものだった。これで本当に木かと啞あ然ぜんとするくらいだ。

　人間社会ではまず見られない巨木である。

　その立派な木の上にキャサリンたちの今夜の寝床があった。

　高い枝の間に板と布を張り巡らして、即席の部屋がつくられているのである。

　問題は、彼らなら枝の上に飛び上がるのも造作ないが、翼を持たないキャサリンたち三人は枝の上までたどり着くことも容易ではないということだ。

　そこで先行隊はキャサリンたちのために梯子はしごをつくってくれていた。

　木に固定して倒れないようにしてある。その梯子をおっかなびっくり登ってみると、部屋の中には小さいながらも寝台があり、手作りの戸棚もあった。その上には油のランプが置かれて、きれいな水を満たした大きな水差しがある。洗面道具まで列ならべてある。

　床は板を張ってあるが、天井は単に布を張り巡らしてあり、入口の仕切りも布だ。

　それも見たところ天幕テント用の防水布ではなく、ごく普通の生地である。

　これで充分ということは、滅多に雨が降らないらしい。

　こんな空間が大木の枝のあちこちにつくられ、短い階段で結ばれているのだ。

　一番大きな部屋には七個のトランクがちゃんと置いてあった。

　キャサリンはすっかり感心して言ったのである。

「ここは以前からあるお部屋のようですけど、皆さんがお使いなんですか？」

　枝の上まで案内してくれたレドヴィーンが、申し訳なさそうに答えてきた。

「はい。わたしたちが街までの往復に使っているところです。ご覧の通りの粗末な寝床でして、ご不自由をお掛けすると思いますが……」

「いいえ。木の上で寝るなんて滅多にできない経験ですもの。空を飛ぶのはやっぱりちょっと怖いですけど、こんな旅行は初めてですから、とても楽しいですわ」

　レドヴィーンはほっとしたようだった。

「そう言っていただけると嬉うれしく思います。明日も夜明けと同時に出発ですから、暗いうちにお起こしすることになるでしょう。今夜は早めにお休みください」

　キャサリンは急いで言った。

「一つだけ心配なことがあるんですけど、この森には人を襲うような獣はいますか？」

「いいえ、肉食の獣はいません。いたとしてもこの木の上までは登ってこられませんよ」

「それを聞いて安心しましたわ」

　キャサリンはもちろん別の意味で安心したのである。

　ダムーのための食べ物を獣に横取りされたのでは洒落しやれにならないからだ。

　その夜、キャサリンたちは特大のベーコンの塊をどこに残しておくかを相談した。

　自分たちがここにいることはダムーにも見えているはずである。この木の上のほうに吊つるしておくのがいいんじゃないかとキャサリンとケイティは言ったが、ニーナが反対した。

　ニーナは主人に仕え、身の回りの世話をするのが仕事である。その経験から、従僕としての行動は予測できると主張した。

「わたしならお嬢さまがお発たちになった後のお部屋はお忘れ物がないかどうか確認しますよ。あの人たちは二十人以上もいるんです。空も飛べるんですから、わたしたちが籠かごに乗せられて出発した後、一人か二人はここの後片づけに残るんじゃないかと思います。その時、頭の上にベーコンがぶら下がっていたらいくら何でも気がつきますよ」

　ケイティも頷うなずいた。

「夜の間にダムーが取っていってくれればいいけど、ダムーは連中がいなくなるまで用心して動かないかもしれないし、あの連中、お嬢さんに対する態度もずいぶん丁寧なもんだからね」

　自分で言って、ケイティは肩をすくめた。

「何だかおかしな雲行きだよね。ベラの手紙を使って、お嬢さんを騙だまして誘い出したんだから、誘拐には違いないけど、危害を加えるどころか、連中はやけにお嬢さんを大切にしてる」

「そうなんですよね」

　ニーナも頷いたが、こちらもやはり首を傾げている。

「わたしが見ても、あの男の人たちは甲か斐い甲が斐いしいと言いますか、本心からキャサリンさまにお仕えしているように見えるんですけど、どうしてなんでしょうね？」

　キャサリンもそれは感じていた。

　レドヴィーンは最初から、この旅が少しでも快適になるように気を配ってくれている。

　他の男の人たちも妙にキャサリンに遠慮して、敬うような態度を取っている。

　たとえば籠を地面に降ろす時だ。少しくらい乱暴に落としたとしてもキャサリンは文句など言わないつもりなのに、硝子がらすの壊れものが乗っているかのように慎重に降ろしてくれる。

　問題はベラフォードを拉ら致ちした彼らがなぜそんなことをするのかだ。

「それもたぶん、うちの変態に会ってみればわかるよ」

　ケイティは今夜も、男たちが寝静まるのを待って、ベーコンを抱えてそっと木を下りた。

《猫》の彼女にとっては深夜の木登りも何のそのだ。もちろん梯子はしごなど使わない。本物の猫と違って下りる時は足から下りるが、重い荷物を抱えていてもまったく気配を立てない。

　眠っている男たちの様子を窺うかがい、少し離れた高い木に登り、ベーコンを置いて引き返した。

　ケイティは姿の見えないダムーに声を掛けたり、その姿を探したりはしなかった。

　すぐ近くに《鳥》の群れがいる以上、そんな真似は危険だからである。

　ところが、戻ってきた時、大きな人影にばったり出くわした。

　ライガスだった。

「あら、こんばんは。ちょっと用足しに下りたんですのよ」

　作り声で咄とつ嗟さにごまかして、ケイティはそそくさと梯子を登った。

　その自分の背中に、じっと視線が注がれているのを感じる。気づかれたかとひやっとしたが、ライガスはケイティが部屋の中に入ったのを確認すると、自分のねぐらに引き返した。

　翌朝、ライガスも含めた八人は何も言わず、当たり前のように縄を握ったので、ケイティは昨夜のことをキャサリンにも話さなかった。

　それから三日というもの、男たちは西を目差して飛び続けた。

　眼下に見える光景は日ごとに変わっていった。曲がりくねった渓谷を飛んだこともあれば、遥はるか彼方かなたに海が見えたこともある。

　道中、キャサリンはあくまで旅慣れないお嬢さまを装っていた。

　彼らに見つからないように夜間に食べ物を残していくのも毎日のことだった。

　おかげで三つのトランクはみるみる軽くなった。レドヴィーンたちに変に思われないように、ケイティは減った重量分の石や土を用意の新聞紙でくるみ、トランクに詰め込んでおいた。

　そうして四日目、樹海の中にそびえ立つ山を見た時、キャサリンもケイティもニーナでさえ思わず声を上げたのである。

「ずいぶん変わった形の山ですねえ！」

「本当！　まるでプリンみたい！」

「大きさが桁けた違ちがいだけどね」

　上昇気流に乗って山頂に向かう途中、ベラフォードが見たものと同じものを彼女たちも見た。

　崖がけを掘ってつくられた色とりどりの窓枠と扉に、キャサリンは歓声を上げた。

「かわいい！　羽のある人たちでなければ暮らせないお家ね」

「喜んでいる場合じゃありませんよ。わたしたちはどうやって出入りするんです？」

　ニーナは憂ゆう鬱うつそうな顔で身震いしているが、そんな必要はなかった。

　一同は崖に並ぶ家を素通りして山頂部に向かい、そこに待っていたのは、幽玄とさえ言える美しい里だった。

　洗練された建物や自然の造形を生かした絶妙な庭園の様子に、ニーナも眼を丸くしている。

　キャサリンも同様だったが、ケイティは眼下の景色を鋭い眼で見つめていた。

「あのテラスの大理石、無あん形たた種ちの技術だね」

「えっ？」

「今はどこの種族でも多少は無形種の道具や雑貨を使ってるけど、ここまで多いのは珍しいよ。こんな僻へき地ちにあれだけ運ぶのは楽じゃないだろうに。なんでそんなことするのかね？」

　キャサリンはあらためて眼下の里を見下ろし、頭上の人たちを見上げてみた。

　こうやって運べば、大荷物でも陸路で運ぶよりは早いが、確かに大変な手間である。

　問題の大理石の中でもとりわけ立派なテラスが見る間に近づいて、キャサリンたちを乗せた籠かごはようやく目的地に降ろされた。

　そこには紫の衣い裳しようを着た人たちが大勢並んでいた。

　その中から小柄な老人が進み出て、キャサリンたちに対して恭しく一礼してくる。

　レドヴィーンがその老人を紹介した。

「この紫雲の里の長老、ヨランダさまです」

「初めまして、長老さま。キャサリン・ウィンスロウと申します」

「遠いところをようこそいらした。歓迎しますぞ。まずはおくつろぎください」

　長旅の後である。身体は確かに疲れていたが、とうとう目的地に着いたのだ。キャサリンは逆に気力が充実するのを感じていた。

「それよりベラフォードさんに会わせてくださいな。そのためにここまで来たのですから」

「おやおや……これはせっかちな。そんなに焦らなくとも今夜の宴うたげで会えますとも」

「今夜？　そんなには待てませんわ。今すぐお会いしたいんです」

「あらまあ、お嬢さま。ちょっとお待ちになってくださいな」

　妙な言葉遣いで割って入ったのはケイティである。

「すぐにお昼ですし、わたしたちは何日もお風ふ呂ろに入っていないんですよ。まずは汗を流して、お昼ご飯を食べて、一休みしてからでもいいじゃありませんか」

　ケイティの目配せの意味をキャサリンは正確に理解した。

　ダムーと合流して、支度を整える時間が必要だという意味だ。

「そうね。ひどく汚れているから、お風呂を先にしたほうがいいわね。ですけど、これだけは聞かせてくださいな。ベラフォードさんはこの家にいるんですの？」

　ヨランダは笑って首を振った。

「いえいえ、あちらにおいでです」

　彼が指し示したのは、里の中でも一番高いところにあると一目でわかる塔だった。

　今立っているテラスから見上げる位置にある。やはり羽がなくてはたどり着けそうにないが、ベラフォードの居場所をあっさり教えてくれたのはありがたかった。

　キャサリンたちが下りたこの建物は一種の迎賓館で、他の里の代表をもてなしたり、時には長老たちによる会議が開かれる重要な場所だという。

　それなのにベラフォードはここにはいない。一人だけ隔離されているのだ。

　いったいどんな扱いを受けているのかと、キャサリンはますます危機感を強めたが、彼らは少なくともキャサリンのことは（今のところ）客人として扱うつもりらしい。

　その証拠に、案内された部屋は眼を見張るほどの豪華さだった。

　建物の最上階にある広い続き部屋で、召使い用の部屋も備えつけられている。壁紙は白地に金きん箔ぱくの蔓つる草くさ模様、主寝室の寝台には豪ごう奢しやな刺し繡しゆうを施した絹の寝具が使われている。

「すごいですねえ。バナディスの一流ホテルのスイートみたいですね」

　螺ら鈿でんで飾られた高級木材の家具に感心しながら、ニーナが窓に近寄った。

　外の空気を入れようとしたのである。その際、吊つるしてあるレースのカーテンに眼をやって、ニーナは驚きの声を上げた。

「ヴィルドナ製の最高級レースですよ、これ。旦だん那なさまのお屋敷にもない品です」

「この戸棚もよ。骨アン董テイ品ークじゃないかしら。それにこのティーセット、ロイヤルランベスだわ」

　王室御用達にも選ばれているバナディスの最高級茶器製造業者メーカーである。

　最初にケイティが感じたように、この里の人たちは遥はるか東方の人間社会と頻繁に接触を持ち、人間社会の技術や製品を好んで取り入れているらしい。

　それから待望のお風呂をもらった。

　主メイン・客ゲスト用の浴室と召使い用の浴室は別になっている。ニーナとケイティの部屋にある浴室は比較的普通だったが、キャサリンの寝室から続く浴室はちょっとした芸術品だった。

　床も浴槽も大理石で、洗面台の鏡は華やかな色硝子がらすの額に飾られている。置いてある石せつ鹼けんもヴィルドナの最高級品、しかも浴室の壁には金糸銀糸を織り込んだ天鵞絨びろうどが使われている。

　こんな恐ろしい浴室では間違っても泡を飛ばしたり、水を撥はねかしたりはできない。

　キャサリンは浴槽の中で精いっぱいお行儀よく湯を使った。

　さっぱりした後は昼食を振る舞われた。

　繊細な料理は見た目も美しく、味も申し分なかった。熟練した給仕は食後に甘くて美お味いしいフルーツサラダと香ばしいお茶を出してくれると、一礼して言った。

「お疲れでしょうから、しばらくこちらでお休みください。何かご用がありましたら、すぐに参りますので、遠慮なくお呼びくださいませ」

「ありがとうございます」

　礼を言ったキャサリンだが、休むつもりはさらさら無い。

　ケイティはメイドの衣服を脱ぎ捨てていつもの軽快な服装になり、ベストの内側に仕込んだナイフを点検して窓辺に立った。自分の姿が外から見えるようにするためだ。

　キャサリンも四十四口径の拳けん銃じゆうと実包を挿したガンベルトを取り出して乗馬服の腰に巻き、窓の外を窺うかがった。

　しばらくすると、開け放たれた窓枠に人の手が掛かった。

　その手に続いて人の顔が現れた。五日ぶりに見るダムーの顔だった。

　キャサリンは空ばかり見ていたが、里の端に着地したダムーは形態変化を解いて、ここまで自分の足で登ってきたらしい。その首にはヴィンセントがしっかりしがみついていた。

　二人ともかなり疲れた様子だった。摑つかまっていただけのヴィンセントでさえそうなのだから、見つからないように神経を遣いながら飛び続けたダムーの疲労は想像に難くない。

「食い物は？」

「これが最後だよ」

　ケイティがトランクの中に残っていた一巻きのソーセージを差し出した。

　ダムーはほんの一部をヴィンセントに譲り、手品のような早さで最後の食料を平らげたが、今までの運動量を考えるとこれでは到底足らないのだろう。

　腹の足し程度にもならないようで、ほとんど回復したようには見えなかった。

　へとへとのダムーには気の毒だが、彼にはまだ仕事が残っていた。

　ベラフォードがいる塔まで、ここにいる全員を連れて行ってもらわなくてはならないのだ。

　外は明るい昼下がりである。人に見られる危険はあったが、これ以上時間を掛けるつもりはキャサリンにも用心棒たちにもなかった。

　形態変化したダムーは最後の力を振り絞って両脇に二人を抱え、わずか二回の往復で全員を問題の塔まで運んだのである。

　しかし、そこは捕虜を捕らえてあるにしてはずいぶん立派なつくりの建物だった。

　遠目に見た時は気づかなかったが、近くで見ると凝っていて、神殿のような壮麗な雰囲気で、入口にも見張りはいないし、扉に鍵かぎも掛かっていない。

「……何かの罠わな？」

　ケイティが眉まゆをひそめて、そっと囁ささやいたくらいである。

　ダムーも訝いぶかしげな顔だったが、ここまで来て帰れるはずもない。何しろ、二度も堂々と里の上空を飛んでしまったのだ。もうじき人が駆けつけてくると思って間違いない。

「行けばわかるだろ」

　唸うなるように言って、人の姿に戻ったダムーは真っ先に中に入った。

　彼は服を着ようとはしなかった。成行き次第では再び形態変化する必要に迫られるからだ。

　黒いパンツ一枚に短刀を握った何とも珍妙な姿だが、表情は真剣そのものである。

　キャサリンたちも緊張の面持ちでダムーの後に続いた。

　ダムーの脱いだ服は最後尾のニーナがしっかり抱えている。

　塔の中には美しい空間が広がっていた。塵ちり一つないほど掃き清められ、ほのかにいい匂いが漂っている。香水コロンや香草ハーブの類たぐいではない。香を薫たき込めているようだ。

　高貴な芳かぐわしい香りだが、ダムーは顔をしかめて呟つぶやいた。

「鼻が曲がりそうだぜ……」

　犬科なみの嗅きゆう覚かくを持つ彼には煩わしく感じるらしい。

　入口を入ったところは広いホールになっていた。人の気配を求めて左手の階段を上がると、艶なまめかしい香の匂いがもっとはっきり感じられるようになった。

　何やら音楽も聞こえてくる。吹奏ではなく、弦げんを爪つま弾びいているような響きだ。典雅な曲調の心地良い調べである。奏者はよほどの巧者のようで、艶つやのある美しい音色だった。

　ダムーはその音を目差して進み、すぐ後ろにケイティとキャサリンが続く。

　油断なく銃を構えながらも、キャサリンは非常な違和感を覚えていた。

　ここはとても捕虜を閉じこめておく場所とは思えないのだ。しかし、躊躇ためらいのないダムーの足取りを見る限り、この先にベラフォードがいるのは間違いない。

　通路の突き当たりに、ずっしりと重そうな紫の垂れ幕があった。

　一面に金糸銀糸で縫取りをしてある、金の房飾りの付いた立派な垂れ幕である。

　単に手が込んで美しいだけではない。部外者の立入りはならぬと無言で威圧しているような荘重さを感じさせるが、ダムーは委細かまわず、ばさりと垂れ幕を払いのけた。

　人の想像力でかなう限りの装飾を施した、華麗にして豪ごう奢しやな部屋がそこにあった。

　床には孔く雀じやくの羽模様の絨じゆう毯たんが敷かれ、壁一面にあらゆる色彩の草花が描かれ、天井は木彫の象眼細工だ。調度品はすべて黄金と螺ら鈿でん、色とりどりの宝石で飾られている。

　黄金細工の脚と手て摺すりのついた、恐ろしく大きな絹張りの長椅子が正面に見えた。

　その上に紫の衣い裳しようを着たベラフォードが寝そべっていた。

　緋ひ色のクッションをいくつも身体の下に敷き、傍らに置いてある卓から葡ぶ萄どうの粒をつまんで優雅に口に運んでいる。

　おまけに彼の横には羽はね扇おうぎを持った女が座って、ゆっくりと扇を使って香りのいい微風を送り、反対側には別の女が慎つつましく控えて楽器を爪弾き、彼の前には二人の女が跪ひざまずいている。
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　何をしているのかと思ったら、一人はベラフォードの足を神に捧ささげるものであるかのように恭しく支えており、もう一人はその爪先にペディキュアを塗っているのである。

　どう見ても囚とらわれの捕虜という様子ではなかった。

　最低でも王様の扱いだ。

　キャサリンもニーナも用心棒たちもこの光景には絶句した。それこそ我が眼を疑って茫ぼう然ぜんと立ちつくしたが、ベラフォードは笑顔で話しかけてきたのである。

「あら、早かったのね」




　最初に我に返ったのはケイティだった。

　つかつかと歩み寄ると、眼にも留まらぬ早さでベラフォードの腹を蹴けり飛ばした。

　容赦のない一撃に本人が「ぎゃっ！」と叫んだのはもちろん、女たちが悲鳴を上げる。

「尊みことさま！」

「ぶ、無礼者！　尊さまに何をする!?」

　血相を変えて詰めよる女たちにケイティは無造作にナイフを放った。当てこそしなかったが、彼女らの顔のすぐ傍を鋭い刃物がかすめ、女たちはさらに悲鳴を上げて後ずさった。

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめるベラフォードに、ケイティが氷のような声を掛ける。

「ミコトさま？　あんたいつから名前変わったのさ」

「ちょっと……話を聞きなさいってば」

「これが黙っていられるかい。あたしらはねえ、あんたを助けに来たんだよ！　助けに！」

　完全に逆上している。猫の眼は爛らん々らんと光り、口元が耳まで裂け、今にも顔だけの形態変化を起こしそうな有様だ。

　こんなケイティは極めて珍しい。よほど腹に据えかねているらしい。

　ダムーもこの言い分に全面的に賛成だったようで、まだ呻うめいているベラフォードの頭を拳こぶしでぽかりと殴りつけた。

「痛い！　ちょっと加減してよ」

「うるさい。何だこの様ざまは？　変態の分際で女を侍はべらしやがって」

「よしてよ！　そんなんじゃないんだったら！」

　弁解に必死のベラフォードだが、この状況ではいかんせん説得力がない。

　侍っていた女性たちはみんな若く美しく、入念に化粧して、装いも華やかなのである。

　キャサリンも呆あつ気けにとられていたが、背後から迫るけたたましい気配に咄とつ嗟さに振り返った。

「動かないで！」

　ベラフォードと自分たちの間に仁王立ちに立ちはだかり、大の男でももてあますような大型拳けん銃じゆうを構えるキャサリンに、駆けつけた男たちが絶句して立ち止まった。

　中でもレドヴィーンとタイレルは茫然と眼を見張っている。

「ミ、ミス・ウィンスロウ、これはいったい……」

「言いわけは無用です。あなたたちはベラフォードさんを力ずくで拉ら致ちしたのですから、同じやり方で返してもらいます」

　そのベラフォードが頭を抱えながら慌てて言ってくる。

「お嬢さま、違うのよ。無理やり連れてこられたのは本当だけど──」

　しかし、キャサリンはともかく、ケイティは聞いていなかった。

　両手指の間にずらりとナイフを構えると、怒りもあらわに言い放った。

「ダムー！　もうこんなところに用はないからね！　役立たずの首輪をとっちまいな！」

「おうよ」

　散々苦労させられて腹ぺこのダムーも物騒に応じた。

　空腹のダムーは、実は首輪を取ったヴィンセントと同じくらい危険である。この塔はおろか紫雲の里のすべてを壊滅させることくらい平気でやる。

　戦力外のニーナが小さな悲鳴を上げてキャサリンに寄り添った。

　キャサリンも身構えた。ダムーは到底収まりそうにないと思ったのだ。

　ところが、ここでベラフォードが動いた。果敢にもダムーとヴィンセントの間に割って入り、不機嫌に唸うなるダムーを懸命になだめたのである。

「すぐに山ほどご馳ち走そう食べさせてあげるから、ちょっと落ちつきなさいってば！　ケイティ！　あんたも少し頭を冷やしなさいよ！　絶対に損はさせない話なんだから！」

　この最後の言葉はたちまちケイティの理性を呼び覚ました。

　しかし、その時には男たちのほうが剣けん吞のんな雰囲気を纏まとっていたのである。

　レドヴィーンとタイレル以外はみんな身体の大きなたくましい男たちで、それぞれ剣や槍やりといった武器を握っている。明らかな戦闘要員である。

　銃を向けられても屈することなく、侵入者のキャサリンたちに襲いかかる隙を窺うかがっていたが、扇を持っていた女がそんな彼らの感情を煽あおるように叫んだのだ。

「その者たちを早く捕らえよ！　恐れ多くも尊さまを足あし蹴げにした重罪人だ！」

　二十二、三くらいか、いかにも気の強そうな美女である。

　彼女の言葉には男たちを強烈に刺激する効果があった。訓練された動きで瞬時に武器を構え、その敵意にすかさず反応してダムーが短刀を抜き払う。

　一触即発の両者をベラフォードが身振りで抑え、女に向かってうんざりと言った。

「あんたも黙りなさい。これ以上話をややこしくしないでよ」

「なりませぬ！　その者どもは尊さまを侮辱し、尊さまのお身体を害したのです！」

「ティタニア。アタシの言うことが聞けないの？」

　勝ち気そうな女が途端に怯おびえた顔になり、ぴたりと口をつぐむ。

　自分もまだ銃を構えながら、キャサリンは呆気にとられてその様子を見ていた。

　ベラフォードの立場は想像していたものとはまったく違うらしい。

　理由はわからないが、彼はこの里の人たちに強い支配力を発揮している。

　事実、ベラフォードは戦闘要員の男たちに対しても厳しい口調で告げたのだ。

「この人たちはアタシの大切な友達よ。その彼らに武器を向けようっていうの？」

　男たちもたじろいだ。見るからに困惑し、狼ろう狽ばいして、互いの顔を見合わせている。

　ここでもベラフォードの言葉に逆らうわけにはいかないという強い意志が見て取れる。

　同時に、その彼を侮辱した不届き者を見逃していいのかという葛かつ藤とうが窺える。

　男たちの中から一人が進み出た。

　とりわけ厳いかつい顔つきの屈強な壮年の男で、彼がこの集団を率いている責任者のようだった。

　間違ってもベラフォードに刃を向けないよう、槍の穂先を後ろに握りなおしている。

　その男はベラフォードに向かって一礼すると、低い声で言った。

「尊みことさまのご命令とあれば我らは喜んで従いましょう。しかしながら、そのご友人が尊さまを足蹴にしたというのはまことでありましょうか？　まことであれば、恐れながら……ご友人の罪を問わぬわけには参りませぬ」

「あんたって、とことん頭固いわね。彼らは《南天極楽鳥》でも、紫雲の里の人間でもない。彼らにとってアタシは尊さまなんかじゃない。そのくらいのこともわからないわけ？」

「しかし、ここは紫雲の里です。──しかもここは『下しもの宮』ですぞ！」

「知らないんだからしょうがないじゃないの。ティタニア、あんたもよ。アタシたちの間では仲のいい友達をこづいたりこづかれたりするのは普通のことなんだから、大げさに騒がないで。あんなの、ちょっとふざけただけよ。そうよね？」

　ベラフォードに同意を求められたケイティはぬけぬけと言い放った。

「そうだよ。あんたたち、他の種族とつきあわないからそんなことも知らないんだね。あれは《猫》流の挨あい拶さつだよ」

　ティタニアと呼ばれた女も、他の女たちも、露骨な不審の眼まな差ざしをケイティに向けていたが、ベラフォードは苛いら立だたしげに手を打って彼らを急せかしたのだ。

「そんなことより食事が先よ。ありったけのご馳ち走そうを用意するように下に言ってちょうだい。──里の壊滅を防ぎたかったらね」

　悄しよう然ぜんと佇たたずむ《役立たず》のヴィンセントの傍で（滅多にないことだが）ダムーがその首輪をいつでも引き剝はがしてやるとばかりに手ぐすね引いている。

　里を破壊されたくなかったらというベラフォードの言葉は掛け値なしの真実だった。
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　残念ながら、すぐに食事というわけにはいかなかった。

　ヨランダを始めとする長老たちが駆けつけてきたのである。

「尊さま！　これはいったい何事でございますか!?」

　彼らは血相を変えていた。この塔に侵入者があったということがよほど衝撃だったらしいが、ベラフォードはそんな長老たちに向かって悠然と言った。

「ずいぶん変なこと言うのねえ。何事も何もないでしょ。アタシの友達が遠いところを訪ねて来てくれたんじゃないの。早く歓迎の支度をしたらどうなの」

　実力者の彼らもベラフォードの言葉には逆らえないようで、長老たちは恭しく頭を下げたが、さっきの男たちのように素直に引き下がりはしなかった。

「もちろん、おもてなしは致します。ですが、その前に場所を移していただきませぬと……」

　この建物は『下しもの宮』と言い、神の坐ます神聖な場所だとヨランダは説明した。

　一般の人間が立ち入ることはもちろん、飲食など許されるところではないのだと力説したが、ダムーはその言い分を鼻で笑った。

「その神聖な場所で崇あがめているのがこの変態かよ？　ちっとも説得力がないぜ」

　ケイティも頷うなずいて、ダムーとベラフォードを見た。

「同感だね。場所を移すって簡単に言うけど、この二人を除いて、あたしらには羽がないんだ。あんたらがあたしらを落っことさないっていう保証がない以上、この『尊さま』にあたしらを一人ずつ運んでもらうことになるけど？　それでもいいなら場所を変えてやるよ」

　この挑発に長老たちはものの見事に顔色を変えた。

「め、滅相もない！」

「尊さまに人を運ばせるなど！」

「とんでもないことじゃ！　そんな無体は許されぬぞ！」

「ばっかじゃないの？　許すも許さないもあるもんか。それがベラの役目だからね。いっつもあたしやヴィンスを抱えて飛んでるよ」

《猫》のケイティも《南天極楽鳥》の長老たちの言い分を嘲あざ笑わらった。

　ダムーが苛いら々いらとベラフォードに向かって尋ねる。

「おい。どうなってんのか、さっさと説明しろ」

　一方、長老たちはダムーの握った抜き身の刃、ケイティのナイフに胡う乱ろんな眼を向けていた。

　それ以上に彼らが警戒心を剝むき出しにしたのはキャサリンの四十四口径だった。

「ミス・ウィンスロウ。申し上げましたとおり、この下の宮は我らにとってもっとも神聖な、侵すべからざる場所なのです。護衛役ならばいざ知らず、その宮に武器を持って立ち入るなどもってのほかです。その物騒なものをすみやかにこちらに渡していただきたい」

「お断りします」

　キャサリンはきっぱりと言って、ガンベルトに銃を戻した。

「郷に入いっては郷に従えということわざは知っていますが、この場合それは当てはまりません。こうしてベラフォードさんとお会いできましたので、あらためてお尋ねします。あなたたちはベラフォードさんとヴィンセントさんを弓と槍やりで脅した上、ベラフォードさんを網で捕らえて拉ら致ちしたと聞きました。これは事実ですか？」

　ベラフォードに仕えていた女たち、武装した男たちがざわりとどよめいた。

　長老たちはさすがに平然として顔色も変えなかったが、ヨランダがやんわりと問いかけた。

「なぜそのようなことをお尋ねになるのです？」

「質問に答えてもらいましょう。事実ですか？　それとも間違いですか？」

　答えたのは当のベラフォードだった。

「間違ってないわよ。アタシはこの人たちに網で捕まえられて連れてこられたの」

　キャサリンは青い眼を険しくしてヨランダに向き直った。

「もしわたしが誰かにそんな手段で自由を奪われたとしたら、到底黙っていられないでしょう。ましてあなたたち異種アナザー人類レイスにとって檻おりや網というものは、わたしが思う以上に屈辱的なものであるはずです。わたしから見れば──いいえ、異種人類の掟おきてと法に照らしても、あなたたちは非合法な手段でベラフォードさんを拉致した犯罪者以外の何者でもありません。その犯罪者のあなたたちがどんな権利と資格を持って、ベラフォードさんを救うためにここまでやって来たわたしに向かって武器を渡せなどと言えるのです？　厚かましいにも程があります」

「……ごもっともでございます。ミス・ウィンスロウ。ですが、どうかお聞きください」

「あなたがわたしの言葉に最後まで耳を傾けるのが先です。ベラフォードさんは見たところ、あなたたちに虐待されている様子はないようですが、本人の意思を無視して、この人をここに拘束しているのであれば、それもれっきとした犯罪です」

　旅の途中は一度も見せなかった毅き然ぜんとした態度と厳しい口調に、レドヴィーンとタイレルが眼を白黒させている。これが本当に同じ少女かと呆あつ気けにとられている様子だった。

　さらに意外なことに、網で捕らえてきたという言葉を聞いて、女たちと戦闘要員の男たちの半分が驚いている。長老たちの前だから言葉にはしないが、明らかに動揺してざわついている。

　ただし、男たちの残り半分は苦渋に満ちた表情を浮かべている。

　恐らくこの男たちがベラフォードの拉致に関わっているのだろうと思ったが、キャサリンはそんな素振りを顔に出しはしなかった。にっこり笑ってベラフォードに話しかけた。

「お元気そうで本当によかった。安心しましたわ。早くここから帰りましょう」

「それがねえ。そういうわけにもいかないのよ。確かにアタシは無理やり攫さらわれてきたわけで、そのせいでここから動けなかったんだけど……」

　予想していた言葉ではあったが、キャサリンがちょっと非難めいた表情と口調になったのは、《南天極楽鳥》の面々に見せつけるためだ。

「ベラフォードさん。他人ひと事ごとのようにおっしゃっている場合ではありません。あなたの育ての親でもある賢者さまは、あなたの身をとても心配されています。わたしはその方に直接お目にかかったことはありませんが、お手紙を預かって参りました」

「あら、嬉うれしい。賢者さまから？」

「こんな時に喜ばないでくださいな。わたしは《蜥蜴とかげ》でも《南天極楽鳥》でもありません。異種アナザー人類レイスですらありません。交渉役としては適任だと賢者さまがおっしゃったそうです」

　キャサリンはヨランダの前に進み出て、用意の手紙を開き、はっきりした声で読み上げた。

「《南天極楽鳥》に申し上げる。スタンリーとヴァーサの子、フォレスの森のベラフォードは半ばあなた方の血を引く者であるが、我ら《蜥蜴》の血を引く者でもある。その我らの仲間に大勢で武器を向け、網を用いて身柄を拘束するとは、《蜥蜴》に対する著しい侮辱行為であるのみならず、攻撃の意思表示と受け取られても致し方ない行為である。汝なんじら《南天極楽鳥》が《蜥蜴》との衝突及び関係悪化を強く望むのであればいざ知らず、敵対意思がないと明らかにするおつもりなれば、ただちに汝らが捕虜としているベラフォードを解放するよう《蜥蜴》を代表してここに求めるものである。槐えんじゆ月づきの十二日に記す。フォレスの森の《蜥蜴》モーガン。《南天極楽鳥》の代表者どの」

　読み終えた手紙をたたんで差し出すと、ヨランダが恭しく押しいただいて受け取った。

「……しかと承うけたまわりました。《蜥蜴》の賢者には深くお詫わび申し上げます」

「言葉だけの謝罪では意味がありません。真実そのようにお思いなら行動で示してください」

「ごもっともでございます」

　ヨランダは再び一礼して頭を上げると、まっすぐキャサリンを見据えて言ってきた。

「まず最初にお断り致しますが、我らにはこの方を害する意思など、かけらもございませぬ。この方をお連れ致しましたのも、里にとどまってもらっておりますのも、やむを得ない事情があってのことでございます。決して決して《蜥蜴》に対する敵意からなどではございません。この方をお連れする際の不手際につきましては、身内の恥を申すことになってしまいますが、我らの中に先走った者がおりまして、あのような仕儀に至ってしまった次第なのです」

「一部の人の独走で、あなたたちの本意ではないと言うのですか？」

「おっしゃるとおりです。──イザーク」

　呼ばれて進み出たのは、先程ベラフォードに話しかけた屈強な男だった。

「この者が独断で図ったことです。処分は《蜥蜴》の方々にいかようにもお任せ致します」

　キャサリンはそんな言葉に騙だまされたりはしなかった。独走したと言いながら、この男が今も戦闘集団を率いている長リーダーなのは間違いないからだ。

　つまり、長老たちはイザークの独走を黙認したことになる。

「さらに、この方を拘束しているというご指摘についてですが、我々は決してこの方の意思を無視したわけではございません。ご滞在をお願いしているのは事実ですが、既に当方の事情はこの方にもご説明申し上げ、その上でご理解とご承諾をいただいておるのでございます」

「ベラフォードさん。何かおっしゃりたいことは？」

「今さらイザークを責めるつもりはないわ。アタシが納得したかどうかは別として、ちょっと厄介な頼みごとをされたのもほんとよ。──ただし、期限つきでね」

　なるほど──とキャサリンは思った。

　ベラフォードの態度の理由がそれで吞のみ込めた。

　用心棒たちも瞬時に悟ったに違いない。ケイティがすうっと眼を細めた。ダムーも苛いら々いらした態度をひとまず引っ込めたが、ヴィンセントだけがわからない様子できょとんとしている。

　ベラフォードはあらためて長老たちに向かって厳しく言い渡した。

「この人たちはみんなアタシの大切な友達なの。ほとんど羽を持たない人たちだから誰か人をつけてやって、自由に動けるようにしてあげてちょうだい。彼らがどこへ行きたいと言っても、何をしたいと言ってもよ。それはアタシの言うことだと思って黙って聞いてあげること。もしこの人たちにちょっとでも無礼な振る舞いがあったらその時は覚悟しなさいよ。あんたたちが何を言っても、どんなに邪魔しても、アタシはここから飛んで帰りますからね」

　これは何より強烈な脅し文句だったらしい。

　長老たちはひれ伏さんばかりに深々と頭を下げたのである。

「尊さまのお友達とあれば、無論、心からのおもてなしをさせていただきます」

「お友達がご不快に思われることは致しませぬ。それはお約束致します。ですが……」

「何とぞ、この宮での飲食だけは……それだけはお許しくださいませぬか」

「下に正式な宴席を用意させますので……」

　ベラフォードは『あなたが決めてちょうだい』という眼でキャサリンを見た。

　そのキャサリンはすかさずダムーを振り返った。

「どうなさいますか、ダムーさん。この人たちに運んでもらってもかまいませんか？」

　ダムーが一番それをいやがりそうだと思ったのと、疲れ切っている彼は既に自分で飛ぶのも億おつ劫くうだろうと思って確認を取ったのである。

　ダムーは苦笑して短刀を鞘さやに収めた。

「あんたが俺たちの仲間に入ってくれればいいのにな。金勘定しか能のない守銭奴と違って、すこぶる役に立ってくれそうだ」

「大食らいの能なしが言うじゃないのさ」

　すかさずケイティがやり返したが、言いながら彼女もベストの内側にナイフを戻している。

　やっといつもの調子になったと安あん堵どして、キャサリンはヨランダに言った。

「それでは案内をお願い致します。もちろんベラフォードさんもご一緒に」




　一行は、キャサリンたちが部屋をあてがわれた建物に通された。

　大勢が集まるのに使われているのだろう。里の景観が一望できる広い部屋である。

　ダムーは猛烈な勢いで、眼の前に盛られたご馳ち走そうを片っ端から平らげている。

　ヴィンセントは食べ物より休息が必要なようで、長椅子に横になって一息ついている。

　キャサリン、ケイティ、ニーナは昼食をすませたばかりなので、お茶にしていた。

　ベラフォードも同席してお茶につきあっている。

　広い室内に里の人間は誰もいなかった。

　久しぶりに人目を気にせず、親しい人たちと自由に話せるのだ。キャサリンも緊張から解放されてくつろいでいたが、こうなるまでがまた大変だった。

　さっきの女性たちの他にも、今のベラフォードには何人もの世話係がいる。

　尊みことさまのお傍を離れるわけにはいかないとしぶとく粘る彼らをベラフォードがなだめすかし、最後はほとんど叱りつけて、やっとのことで出て行かせたのである。

　そもそも、この建物に移動するだけでも大騒ぎだった。

　ここまで活躍したあの籠かごが運ばれてきて、一つにキャサリンたち三人、もう一つにダムーとヴィンセントが乗ったのは当然としても、ベラフォードまでが乗り物に乗せられたのだ。

　しかも、その『乗り物』はキャサリンたちのような籠ではない。

　彼のために用意されたのは天井に花の飾りがついた、四方を紗うすぎぬの垂れ幕で囲った屋や形かたに担ぎ棒を何本も渡してある優雅な輿こしだった。

　ベラフォードがそれに乗ると、体格のいい男たちが八人で担ぎ棒を抱えたのである。

　ケイティが露骨に呆あきれた顔で『あんた何やってんの？』と眼で問いかけると、輿に収まったベラフォードは肩をすくめて『後で話すわ』と仕草で答えてきた。

　そして人を遠ざけて、仲間たちだけでこの部屋に落ちつくと、ベラフォードは自分もお茶を飲みながら、これまでのことを洗いざらい語ったのである。

《南天極楽鳥》が羽の色にこだわることはヴィンセントのたどたどしい説明で知ってはいたが、あらためて話を聞かされて、食事に熱中しているダムー以外、みんな眼を丸くした。

　長椅子に身体を起こしたヴィンセントが感心したように言う。

「ベラって、神さまなんだ？」

「ここではそういうことみたいよ。アタシが《虹にじの羽》を持っているからっていう理由でね。逃げ出そうにも多勢に無勢でしょ。だから、あんたたちが来るのを待ってたわけ」

　ケイティが首を傾げる。

「けどさ、あんたさっき、期限つきの頼まれごとだって言わなかった？」

「そうなのよ。降臨飛ひ翔しよう祭の手順は、まず神かみ代しろが『上かみの宮』に舞い降りるところから始まって、神み輿こしとして各地の里を回って、再び『上の宮』を飛び去ることで終わるんですって」

「その後はどうすんのさ？」

「どうもしないのよ」

「はあ？」

　ケイティもキャサリンもニーナも疑問の表情を浮かべた。

「長老たちが言うにはね、祭りが終わったら二度と里には戻らないでほしい──それどころか断じて戻ってきてもらっては困るんですって」

「えええ!?」

　女性陣がいっせいに非難の声を上げたのは当然としても、この言い分には浮世離れしているヴィンセント少年までが顔をしかめて異を唱えた。

「それってなんか、なんていうか、ものすごく自分勝手な話に聞こえるんだけど……」

「アタシにだってそう聞こえるわよ。一方的に連れて来といてよく言うもんだと思ったけど、神さまとして里に残れっていうならともかく、お祭りさえ終わればお役御免だって言うんでね。それならまあいいかと思ってのんびりしてたのよ」

　ケイティが肩をすくめて皮肉った。

「どう見てものんびりしすぎだと思うけど？　ばかばかしい。やっぱり、こんな遠くまで来る必要はなかったね。骨折り損のくたびれ儲もうけもいいところだ」

　ベラフォードは緑の眼を悪戯いたずらっぽく煌きらめかせた。

「ずいぶん欲のないこと言うのねえ。ヴィンスから聞かなかったの？　この辺りではいろんな宝石や金銀が山ほど採れるのよ」

　途端にケイティの眼の色が変わる。

「金銀宝石？」

「そうよ。この建物やさっきの下の宮を見てもわかるでしょ。はるばる東まで出掛けて行って無形種の贅ぜい沢たく品を山ほど買い込んでるくらいなんだから、彼らは相当なお金持ちよ。おまけに彼らにとって自分の里から神代を出すことはたいへんな名誉だときてる。アタシにも、神代を引き受けてくれたら、いくらでも宝石をくれるって約束したくらいですからね」

　ケイティは完全に仕事の顔になって身を乗り出した。

「向こうは具体的に金額を提示したわけ？」

「いいえ」

「わかった。任せときな。あたしが交渉するから。仕事を頼むにしたって網で拉ら致ちするなんて非常識な真似をしてくれたんだからね。こっちの言い値を吞のませてやる」

「それは止めたほうがいいと思うわ」

　ゆっくりとベラフォードは言った。妙な口調だった。

「ケイティ。あんたから見れば、アタシは仕事でこの役を引き受けただけなのはわかってる。だけど、ここの人たちは違う。彼らにとってアタシは本当に信仰の対象なのよ」

「変態の飛びカマ蜥蜴とかげがなんでそんなにありがたいのか、あたしにはわかんないんだけど？」

「アタシにだってわからないわよ。そりゃあアタシの羽は派手だし、彼らの言う神代の条件を満たしているのは間違いないけど……」

　ヴィンセントが唐突に口を開いた。

「あの怖い人、全然感じが違ったね。すごく丁寧にしゃべってた」

「イザークでしょ。そうよ。アタシと初めて会った時は『そこのおまえ』呼ばわりだったのに。アタシが羽を広げてみせて下の宮に入ったら、途端に『尊みことさま』よ」

　ベラフォードは決してそれをよしとしているわけではない。

　胸のうちを表しているかのように彼の表情は苦々しい。

「馬鹿げた話だけど、向こうは真剣なのよ。どうせそんなに長い間のことじゃないんだから、アタシが仕事で──お金で神代を引き受けたんだっていうところは見せないほうがいいと思う。それよりは長老たちに口説かれて仕方なくやってると思わせといたほうがいいわ」

「ふうん……わかった」

　ケイティはあっさり引き下がった。

　変態だ何だと罵ののしっても、ケイティはベラフォードの観察力も状況分析能力も確かなものだと知っているし、信用もしている。やって来たばかりの自分と違って、ベラフォードは十日以上この里で暮らしているのだ。ここは彼の判断を重んじるべきだった。

　それでもただでは起きないのがケイティである。

「それじゃあ、ここから引き上げる直前に、あんたは神さま役で忙しいだろうから、あんたの代わりに謝礼を受け取りに来たとでも言ってみようか？」

「ええ、ぜひそうしてちょうだい。その時はせいぜいふんだくってやんなさいよ」

「当たり前じゃん。こんな僻へき地ちまで飛ばされたんだよ。元を取らずに帰れるもんか」

　相変わらずの人たちだとキャサリンは感心した。

　安心もしたが、そうなると別の疑問が湧き上がってくる。

「ですけど、ベラフォードさん。わたしは何のために呼ばれたんでしょう？」

「それがねえ……」

　ベラフォードは途端に複雑な顔になった。まずいものを吞み込んだような、有り体に言えば『しくじった』と後悔しているような顔だった。

「申し訳ないんだけど、やっぱりあの絵がいけなかったみたいなのよ」

「えっ？」

　ぎくっとしたキャサリンだった。あの絵には苦い思い出がある。

　だからこそ、ベラフォードの育ての親だという《蜥蜴》の賢者に贈ったのに。

「さっきも言ったけど、ここの人たちにとって羽の色っていうのは──その人のすべてなのよ。人格そのものっていうか、魂そのものらしいのね」

　ケイティと、食事中のダムーまでが露骨に馬鹿にした顔になる。

　そんなものが人の値打ちに何の関係があると言いたいのだろうが、ベラフォードにも彼らの言いたいことは充分わかっている。その上で《南天極楽鳥》の性質について説明した。

「お嬢さま。こんな話、知ってる？　無あな形たた種ちの間で写真機が発明された頃、この機械は人間の魂を吸い取る悪魔の仕掛けだって怖がられて、みんな自分の写真を撮られるのを敬遠したって。彼らにとって自分の姿を絵に描かれるのはそれと同じくらいの大問題みたいなのよ」

「わたしのような素人が描いた絵でも魂を吸い取られることになるんですか？」

　キャサリンは驚いた。見ればすぐにわかることだが、あの絵は肖像画というほど細密に描き込んであるわけではない。不思議に思っていると、ケイティが顔をしかめた。

「もしかして、肖像画まで羽重視なわけ？」

「ご名答。あの絵を見たのはレドヴィーンとライガスなんだけど、レドヴィーンは長老たちにこんなふうに説明してたわ。『その絵は鮮やかな絵の具を十色以上使い分けて描かれており、実際の色彩にかなり似せてあります』──これでもう雰囲気が一気に深刻になっちゃって」

「頭どうかしてるんじゃないの、ここの連中？」

「アタシもほんとにそう思う」

　ベラフォードはほとほと疲れたような顔である。

「彼らの理屈で言うとね、こうなるのよ。『自分の姿を描かせるということは、自分の魂まで写し取らせるということだ。赤の他人にそんな真似を許せるはずがない』ですって」

　だいたい満足するまで食べたダムーがぼそりと呟つぶやいた。

「つきあってらんねえな」

　キャサリンも同感だったが、やはりベラフォードが何を言いたいのかわからない。

　首を捻ひねっていると、またケイティが訊きいた。

「赤の他人に許せないってことは──身内ならいいわけ？」

「というより、最初から公開するのが目的の絵ならいいみたい。つまり、公共の作品ならね。アタシも神代に選ばれたら専任の絵師に描いてもらうことになるらしいわ」

「それ以外で、個人的に絵姿を描かせることは滅多にない？」

「ええ。羽のきれいな人は特に肖像権にはやかましいみたいよ」

「お嬢さんはもちろんあんたとは赤の他人だよね？　だけど、お嬢さんはあんたの絵を描いた。──要するに、あんたたちは他人じゃない関係だろうってことなわけ？」

　これには到底黙っていられず、キャサリンは慌てて言った。

「誤解ですわ！　あれはわたしが勝手に描いた絵です！」

「アタシも最初はそう言ったんだけど、それが余計にまずかったのよね」

「どういう意味ですか？」

　ベラフォードは気まずそうな顔で黙り込み、その様子を見たケイティがキャサリンに視線を移して、至極のんびりと言葉をつくった。

「ここの連中のいかれた脳のう味み噌そで考えそうなことっていうと──あんたがこの飛びカマ蜥蜴に一方的に懸け想そうして、無理やり既成事実をつくっちまったってところじゃない？」

「ケイティ。あんた、ほんっと鋭いわ」

　感心するベラフォードとは逆に、キャサリンは真っ赤になって憤然と声を荒らげたのである。

「冗談じゃありませんわ！　ベラフォードさん！　すぐに訂正してくださいな！」

「言っても無駄なんだってば。それに、下手に訂正なんかすると余計にまずいのよ。その場合、本当にあなたを危険な目に遭わせることになったかもしれないわ」

　ケイティがすかさず吞のみ込んで頷うなずいた。

「ああ、そりゃあ当然そういう話になるよね。恐れ多くも尊さまを陵りよう辱じよくして汚けがした女なんかを生かしておくわけには……」

「ケイティさん!!」

　激しい怒りに燃える青い眼に鋭く睨にらまれて、さすがにケイティも慌てて首を引っ込めた。

　本物の猫だったら神妙に耳を伏せて上目遣いに小さくなっている場面である。

　ベラフォードがキャサリンに向かって真しん摯しな口調で言った。

「あなたには悪いことしたと思ってる。だけどケイティの言うとおりなのよ。そのくらいなら合意の上で描いてもらった絵なんだって──アタシもあなたを憎からず思っているんだって、そう言うしかなかったの。そうしたら、ここの人たちはアタシに──『言い交わした女性ひと』がいるって知って急に焦りだしてね。祭りが近い、丁重にお迎えしなくてはって言い出したのよ。あなたがいないと何かまずいことがあるみたいなんだけど、それが何かはアタシも知らない。訊いてもごまかして話そうとしないのよ」

　ヴィンセントが首を傾げながら言った。

「お祭りの最後に、ベラと一緒に飛んで行くのかな？」

　ケイティはキャサリンに睨まれてまだ小さくなっていたので、ダムーが代わりに言った。

「一番ありそうなのは、祭りの間におまえとお嬢さんを結婚させようってことじゃないか」

「そんなことになったら、それこそヴィンスの首輪を取ってくれってあんたに頼むわ。謝礼をふいにすることになってもね。いくらお芝居でも、お嬢さまは噓の結婚なんかできないでしょ。だいたいねえ、アタシだっていやよ。女の子と結婚式なんかするの」

　切実なベラフォードの口調に、キャサリンは憤慨していたのも忘れて笑ってしまった。

「わかりましたわ。確かに偽りの結婚の誓いはできません。そんなことになったら、わたしもヴィンセントさんの出番をお願いするでしょうが、そうした事態にならない限りは、なるべくベラフォードさんの婚約者らしく振る舞うことにします。それがわたしの身の安全を保証することになるなら仕方ありませんものね」

「ありがと、お嬢さま。──残念だわ。あなたは頭もいいし、可愛いし、度胸も据わってる。男の子だったら絶対アタシの好みなのに」

　少々余計な一言をつけ加えて、ベラフォードはほっとしたように言った。

「それにね、来てもらいたかったのもほんとなの。アタシ今、禁きん翼よく令が出てるのよ」

　不思議な言葉にキャサリンはきょとんとなった。

　禁足なら外出禁止という意味である。それが禁『翼』ということは……。

「飛んではいけない──という意味ですか？」

「そうなのよ。さっきの輿こし、見たでしょ？」

　気を取り直したケイティが頷いた。

「あれには驚いたよ。あたしらはわかるけど、何で飛べるあんたまで？」

「彼らが言うには《虹にじの羽》は非常に高貴なありがたいものなので、無闇に人目に晒さらすことはまかりならぬゆえ──ですって。ありがたいっていう言葉の語源は『有あり難がたし』──つまり、滅多にないものって意味よ。それなのにアタシが《虹の羽》でひょいひょい飛んだりしたら、せっかくのありがたみが薄れるってことらしいのよ」

　ダムーとケイティがうんざりした顔になる。

　キャサリンも呆あきれてしまったが、誰より呆れているのは当のベラフォードだろう。

「翼っていうのは空を飛ぶためにあるもんだと思ってたのにね。アタシ、普段はそんなに翼を当てにしてるわけじゃないんだけど、ここでは話は別。飛べないと何かと苦労するのよ」

「じゃあ何。あんた、ここへ来てから一度も飛んでないの？」

「それどころか、ほとんど下の宮に閉じこめられてたわよ。それでずっと、ここの言葉や里についてのお勉強よ。たまに外に出してもらえる時は必ずあの輿に乗せられてたわ。最初の日に、集められたお世話係の人たちの前で羽を見せるように言われてね。逆らっても仕方がないから言われたとおりに形態変化してみせたんだけど、そうしたらもう……」

　ベラフォードは何とも形容しがたい表情で深々と嘆息した。

「まるで何かのお芝居みたいだった。アタシの羽を見て人が眼を丸くすることはよくあるけど、あんなのは初めてよ。みんなして『ははーっ』とばかりにひれ伏して、ティタニアなんか膝ひざをついたまま、眼をうるうるさせてアタシを見つめてるんだもの。どうしようかと思ったわ」

　この年頃の男ならば、若くて美しい女性に熱っぽく見つめられたら普通は喜ぶところだが、ベラフォードには何の感慨も湧かないのだろう。

　ケイティがからかうように言った。

「いいじゃん。あれだけ尽くしてくれるんだから、今のうちに神さま気分を楽しんどけば？」

「よしてよ。あの人たちはアタシにじゃなくてアタシの羽に頭を下げてるだけなの。向こうは大真面目だけど、アタシ自身は拝まれることに納得してないんだもの。居心地悪いだけだわ」

　つややかな黒い頭を苛いら立だたしげに振って、ベラフォードはちょっと恨めしげな口調になった。

「あんたたちが来てくれるまでの辛抱だと思って、こっちは一生懸命おとなしくしてたのに、何なのよもう。あんたたちときたら話も聞かずに人を蹴けるわどつくわ……」

「そりゃあしょうがないでしょうが、あんた間違っても哀れな虜囚には見えなかったんだから。だいたい傷の一つや二つ、あんたなら何でもないでしょ」

　ケイティはにべもなく言い、ダムーが尋ねた。

「おまえ、お嬢さんと俺たちに何かやって欲しいことでもあるのか？」

「あんたってここ一番で察しがいいから好きよ。雪ゆき雲ぐもの里のことを調べて欲しいの」

　これも初めて聞く言葉だ。キャサリンは確認する意味で問い返した。

「雪雲の里、ですか？」

「そうよ。虹の十色になぞらえて《南天極楽鳥》の里は全部で十カ所あるんですって。そしてそれぞれの里の名前と象シン徴ボル色カラーが決まってる。この紫雲の里はもちろん紫ね。叢むら雲くもの里は藍あい色いろ。青せい雲うんの里は青。狐こ雲うんの里は浅あさ葱ぎ色。つまり水色ってことね。八や雲くもの里が緑。旗はた雲くもの里は黄緑。黄こう雲うんの里は黄色で、東雲しののめの里は橙だいだい。まあ、オレンジよね。夕ゆう雲ぐもの里が薔ば薇ら色。祥しよう雲うんの里は赤。他の里を訪ねる時は自分の里の色の衣い裳しようを着るか、右腕にその色の布を巻いていくらしいわ。それでどこの里の人間か一目でわかるってわけ」

　一息にしゃべったベラフォードにみんな眼を丸くした。

「よく覚えたね？」

「覚えさせられたのよ。里はこれで全部だって言うんだけど、この中に雪雲は入ってない」

「けどさ、雪雲って言うからには色は白だろう？　虹が十色っていうのもどうかと思うけど、いくら眼を凝らしても虹の中に白は入ってないよ」

　ケイティの疑問にはヴィンセントが答えた。

「ぼく覚えてるよ。それ、あの怖い人が言ったんだよね」

「そうよ。イザークはアタシを『雪雲の子』だって言ったわ。だから雪雲の里が存在するのも、アタシのお母さんがそこの出身だったのも間違いない。それなのに、雪雲の里はどうして里の一つとして数えられていないのか、どこにあるのかって尋ねても、ここの人たちは『尊さまのお耳に入れるようなことではございません』の一点張りで話にならないのよ」

「尊さまの言うことなら何でも聞いてくれるんじゃなかったわけ？」

「それどころか、聞いてもらえないことのほうが圧倒的に多いわよ。禁翼令もその一つ。今のアタシは宮出し前の御お神み輿こしだから、お祭りの前に神輿がふらふら出歩くのはまずいらしいわ」

　キャサリンが尋ねた。

「ベラフォードさんは亡くなったお母さまのことをお知りになりたいんですか？」

「それもあるけど、ちょっと違うわ、お嬢さま。──アタシが知りたいのはね、真実よ」

　口さえ開かなければ、もともと容姿は整っているベラフォードである。

　その彼がこんなふうに真剣な表情をつくると、意外にも凜り々りしくさえ見える。

「何度も言うけど、自分の里から神代を出すことは《南天極楽鳥》にとって大変な名誉なのよ。お祭りが近づくと、どこの里も自分のところでその栄誉を獲得しようと躍起になるらしいわ。アタシのお母さんが雪雲の里の人だったなら、息子のアタシは雪雲の里の代表になるはずよ。それなのにアタシを迎えに来たのは紫雲の里の人だった。──変だと思わない？」

　キャサリンと用心棒たちは顔を見合わせ、代表してダムーが訊きいた。

「連中はその理由を言わないのか？」

「訊いても答えは同じよ。『尊さまがお気になさることではございません』だそうよ」

　ベラフォードはちょっと息を吐いた。

「──アタシ、お母さんの顔は全然覚えてない。アタシがまだ二つか三つの頃に死んだから。お父さんもアタシが形態変化する前に死んだけど、小さいアタシに、お母さんは《鳥》の混血だったって話してくれたわ。だから初めて背中に羽が生えた時も、そりゃあ仰天したけど──混イン血シードのアタシが形態変化だもんね──それでも不思議には思わなかった。アタシはお母さんの血を引いているんだからくらいに考えていた。今になってみるとこれも変な話よ。お父さんは知っていたはずだわ。お母さんの本当の種族名をね。純血の《南天極楽鳥》だと知っていて、アタシに噓を教えたことになる。お母さんだってそうよ。雪雲の里にお母さんの両親や兄弟がいるのかどうか、アタシはそれすら知らないけど、お母さんはアタシが生まれたことを故郷の誰にも知らせなかったんだわ」

「おまえの両親は、おまえに《南天極楽鳥》と関わってほしくなかったってことか？」

「そう考えるのが妥当でしょうね。だけど、どうしてだと思う？」

　問いかけながらも、ベラフォードは依然として厳しい顔だった。

「ここの人たちって変なことだらけよ。さっき試してみたけど、里の人のほとんどはアタシが拉ら致ちされてきたことを知らされていない。ところが、捕まえたイザークも黙認した長老たちも、それはまるでなかったことみたいに掌てのひらを返して、ひたすらアタシを敬ってる。やってることがちぐはぐなのよ。おまけに祭りの詳しい手順も話そうとしない。『手て筈はずは万事我らが整えます。何も難しいことはありませんので、尊さまはどうぞお心安らかに、祭りを済ませることのみをお考えくださいませ』って言うんだけど、どんなに待遇がいいとしてもよ？　魚みたいに網で捕まえられて、あんたたちが来てくれるまでずっと軟禁されてて、素直に頷うなずけると思う？」

　まともな神経の持ち合わせがあれば、まず無理である。

　ケイティが独り言のように呟つぶやいた。

「連中にとって一大事の祭りなのは間違いなさそうだけどね。二十年に一度だっけ？」

「そうよ。しかもそれが二千六百年前から続いている」

「──で、祀まつるのは自分たちの祖先？　あたし結構いろんな種族を知ってるつもりだけどさ、そんなのは初めて聞いたよ」

「アタシだってそうよ。こんな変な話は聞いたことがない。ただ、向こうがどんな心づもりでいるにせよ、詳しいことを何も知らされずに踊らされるのなんかごめんだわ」

「賛成だね」

　ケイティが真顔で頷いた。

「あたしの意見は決まってる。向こうがなんと言おうと、連中はあんたに神代役を依頼して、あたしらはあんたを仕事で貸した、それだけだ。仕事として引き受ける以上、裏に何があるか全部話してもらわないとね。なのに連中は素直に教えようとしない。そういうことだろ？」

　ダムーが断言した。

「だったら、こっちで勝手に探すまでだ。ベラは拘束されて動けないが、ここの連中はベラの言うことなら素直に聞くみたいだから、俺たちは自由に嗅かぎ回れる」

「お嬢さまはどう？　やってくれるかしら？」

「もちろんですわ。それこそ乗りかかった船ですもの」

　キャサリンはにっこり笑って頷き、ベラフォードは嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「よかった！　お願いするわ。実のところ、アタシあなたを一番頼りにしてるのよね。うちの守銭奴と大食漢だけじゃあ心こころ許もとなくって」

　ダムーが露骨にしらけた顔になり、ケイティはぼそりと呟いた。

「やっぱり、ほっときゃよかったかもね」
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　キャサリンはまず紫雲の里の人との関係修復から始めることにした。

　特に長老ヨランダ、自分たちを案内してきたレドヴィーンとタイレルを含む人たちに対して、銃を向けたことをきちんと謝罪したのである。

「あなたたちはベラフォードさんを攫さらった悪者の一味だと思っていましたので……」

「いやいや、それはどうかお気になさらず」

　ヨランダが愛想よく言えば、レドヴィーンも頷いて、キャサリンの後ろで小さくなっているヴィンセントを見て嘆息した。

「彼から話を聞いたのでしょう？　あの様子を見られたのではそう思われても仕方ありません。お詫わびしなければならないのは我々のほうです」

「では、許してくださいますか？」

「ミス・ウィンスロウ。それはこちらが言わなければならないことです」

「レドヴィーンの言うとおりです。我々のほうこそ重ねてお詫び申し上げます」

　詳しい事情がわかると、里の人たちは前にも増して愛想がよくなった。

　招かれざる客のダムーとヴィンセントまで、下にも置かないもてなしようである。

　二人はキャサリンたちの隣に部屋を用意してもらったが、ベラフォードは再び輿こしに乗せられ、下の宮へ戻っていった。

　華麗な輿を見送って、キャサリンは傍に控えていたレドヴィーンに尋ねた。

「ベラフォードさんにお会いしたいと言ったら、すぐに連れて行ってくださいますか？」

「ええ。いつでもおっしゃってください。我々が文字通り皆さんの翼になります」

　キャサリンは注意深く確認を取った。

「面会が禁止されているわけではないのですね？」

「もちろんです」

「では、ベラフォードさんがわたしたちに会いたいと言った場合は？」

「世話係の者がすぐに取り次ぎます」

　この言葉をどこまで真に受けていいものかと、キャサリンは十四歳の少女らしからぬ疑惑を持った。レドヴィーンが本気で言っているとしても、世話係の人たちの心はわからないからだ。

　しかし、レドヴィーンはイザークの暴走を止められなかったことに責任を感じているようで、真しん摯しな表情で続けたのである。

「あなたにご心配をお掛けしたことも、詳しい事情を打ち明けずにここまでお連れしたことも、本当に申し訳なく思っていますが、これだけは信じてください。わたしたちはベラフォードを傷つける意思などないのです。それどころか、この里の者は皆、彼を迎えられたことを心から誇りに思っています。あれほど見事な《虹にじの羽》は類がありません。歴代の神代と見比べても一番でしょう」

「歴代？」

　降臨飛ひ翔しよう祭は二十年に一度の祭りのはずである。二十代前半のレドヴィーンは前の祭りすら知らないはずだが、怪け訝げんそうなキャサリンの表情を見た彼は笑って首を振った。

「里の人間なら歴代の神代の姿はすべて知っています。細密な絵姿が残されていて、中なかの宮の伽が藍らんで見ることができるんですよ。よろしかったらご覧になってください」

「見せていただけるのでしたら喜んで拝見させてもらいますわ」

「ええ、ぜひ見比べてみてください。一番すばらしいのがベラフォードの羽ですから。他にも見物してみたいところがあれば、何なりとおっしゃってください。出発前にお話ししたように、この辺りには見み応ごたえのある景色がたくさんあるんですよ」

　キャサリンはちょっと迷った。

　雪雲の里に行ってみたいと言うべきかと迷ったが、二兎とを追う者は一兎をも得ずである。

　とりあえず、その『中の宮』に行って歴代の神代の姿を見てみることにした。

　中の宮は彩さい湖こと呼ばれる湖の畔ほとりにあり、そこまでは彼らの翼でも数時間かかるという。

　今から出発したのでは夜になってしまう。今日は諦あきらめて、キャサリンは用心棒たちと一緒に夕食の時間まで里をあちこち見物して過ごした。

　来る途中に見た崖がけの中の家も訪ねてみたかったが、やんわりと拒否された。

　あれは労働者の住すみ処かで、正式な里の客人が訪れるような場所ではないというのだ。

「労働者──ですか？」

「はい。一色のもの、二色でも色の薄いものたちが暮らしています」

　ここでも羽の色である。ベラフォードの《虹の羽》がもっとも高貴な存在なら、対極にある一色二色の羽は無産階級と位置づけられるらしい。

　つまり三色以上でないと、この美しい里に住むこともできないわけだ。

　夕食時になると、ベラフォードも輿に乗ってやってきて、キャサリンたちと合流した。

　一同はさっきとは別の大広間に通された。こちらが正式な饗きよう応おうの席のようで、至るところに花が飾られ、心地良い音楽が流れている。

　入口の傍に慎つつましく座って楽器を奏でている女の人が、さっき下の宮で演奏していた人だとキャサリンは気がついた。

　ティタニアよりずっと若く、十七、八くらいに見える。驕きよう慢まんな雰囲気のティタニアと違って、たおやかで優しい印象の、きれいな人である。

　キャサリンの視線に気づいて、その人はそっと目礼してきた。

「ミリアムよ。上手でしょ」

　傍を通りすぎながらの何気ない一言だったが、ベラフォードに技巧を誉められたミリアムは息を吞み、頰を薔ば薇ら色に染めて、感動さめやらぬ様子で頭を下げた。

　やれやれとキャサリンは内心ため息を吐いた。

　この調子では、ベラフォードは迂う闊かつな誉め言葉も口にできそうにないと思ったのだ。

　給仕に就ついたのは中年の有能そうな女たちだった。しとやかに、てきぱきと手際よく動いて、入れ替わり立ち替わり料理を運び、飲み物を注いでくれる。

　召使いのニーナは普段なら給仕する側だが、ここでは彼女もお客さまだ。

　恐る恐るキャサリンの隣の席に着いて、どうにも居心地悪そうにもてなしを受けていた。

　料理はどれもすばらしいものだった。昼食も美お味いしかったが、この晩ばん餐さんは味も見た目も既に芸術品だ。みんなが相好を崩して舌鼓を打つ中、ベラフォードだけは別のことに喜んでいた。

「あんたたちが来てくれて助かった。やっと一人きりの寂しい食事から解放されたわ」

　今までずっと下の宮で、大勢に傅かしずかれながら一人で食べていたらしい。

　ダムーもケイティも遠慮には程遠い性格だから、出てくる皿を片っ端から空にしながらも、思ったことをはっきりと口にした。

「食ったらまた向こうに戻るのか？　面倒だな」

「そうだよ。ここで一緒に寝起きすればいいじゃん。それとも何？　下の宮から出るなとでも言われてるわけ？」

　すると、給仕の女たちがやんわりと言ってきた。

「恐れながら、尊みことさまの自由を妨げることなど、我らにできようはずもありません。御託宣があるまではなるべく下の宮にいらしていただきたいとお願いしているのでございます」

　またも耳慣れない言葉に、キャサリンが尋ねた。

「御託宣ですか？」

「さようでございます。十の里の尊が揃いますと中の宮の巫かんなぎのもとに御神託がくだされます。紫雲の里はもとより、他の九つの里にもそれぞれの下の宮があり、その里の尊がおわしますが、神はその中からもっとも神代にふさわしい方を選び、巫の口を借りてお告げになるのです」

「もちろん、我らの尊さまが選ばれるのは間違いありませんが、なるべく長く尊さまのお姿が神のお眼に触れるようにしなくてはなりませんので」

　どう見ても大真面目である。

　キャサリンは呆あつ気けにとられながら再び尋ねていた。

「誰が神代に選ばれるか……神さまのお告げで決まるんですか？」

「無論のことでございます」

　彼女たちは誇らしげに胸を張っているが、キャサリンには返す言葉がなかった。

　そっとベラフォードに眼をやると、彼も無言で軽く肩をすくめてみせた。

『ずっとこんな調子なのよ』と言いたいのだろう。

　その夜、最高級のリネンに包まれながら、キャサリンは複雑な気分を味わっていた。

　至れり尽くせりのもてなしなのにくつろげない。何とはなしに不安が募る。

　その不安の正体はまだキャサリンにもわからなかった。




　夜が明ける前、キャサリンたちは二手に分かれて籠かごに乗った。

　キャサリン、ニーナ、ケイティを乗せた籠は八人が綱を持ち、ダムーとヴィンセントの籠は六人が同じようにして空に飛び立ったのである。

　自力で飛べるダムーは少々居心地が悪そうだったが、おとなしく籠に収まっている。

　やがて陽が昇り、籠の中でキャサリンは思わず歓声を上げた。

　空中で見る日の出は格別で、何度見ても飽きなかった。

　眼下に広がるのは、人間が誰一人見たことのない西大陸奥地の風景である。

　見渡す限りの広葉樹林が続き、太陽が空に高くかかる頃、その樹海の中に湖が現れた。

　彩湖の名の通り、それは遠目から見ても美しい湖だった。

　いかなる自然の悪戯いたずらがこんな湖をつくったのか、その水は場所によって色が違う。透き通る水色であったり、濃い青であったり、緑であったり、時に群青や紫ですらある。

　この不思議な眺めには、ニーナまでが恐怖を忘れて声を上げた。

「まさか湖の水に色をつけてあるわけじゃないですよね？」

　ケイティも瞳どう孔こうの細い眼を丸くしている。

「あたしもこんなのは初めて見るよ」

　神秘の水をたたえた湖の中央に大きな平たい島が見えた。

　その島をほとんど占拠して、石造りの巨大な建造物がそびえ建っている。

　四し角かく錐すいの上を真っ平らに切った台形をして、組み上げた石は長年の雨風に晒さらされ、遠目から見ても苔こけむしているのがわかる。百年や二百年ではこんな風合いは生まれない。

　しかし、これはただの土台だった。

　地上から頂上まで続く幅広の階段が壁面に刻まれ、頂上には四角い建物が建てられている。

　土台と違って輝くような真っ白な石壁だ。さらに立派な石の柱がその壁を飾っている。

　この建物が何なのかは一目でわかる。荘厳な雰囲気の神殿だった。

　あの島に降りて神殿に上がるのだろうとキャサリンは期待していたが、レドヴィーンたちは湖の上まで行こうとしなかった。その手前で急に下降して、湖の畔に籠を降ろした。

「お疲れさまでした」

　神殿ばかり見ていて気がつかなかったが、湖の畔はきれいな芝になっている。

　芝の上にも石造りの立派な建物が建てられていた。島の神殿と違ってこちらは教会のように尖とがった塔を持ち、華麗な薔薇窓が使われている。

　振り返れば、湖の中央の島も、台形状の建物もはっきり見える。地上に降りると意外に遠く感じるが、彼らの翼なら一飛びのはずだ。

「レドヴィーンさん。あの島まで飛んでもらえませんか？」

「それは到底できません。あれは『上の宮』です。巫以外の立ち入りは許されていません」

「──あれって桟橋？」

　突然の声に驚いて、キャサリンも他の顔ぶれもケイティの視線の先を追った。

「あれはお迎え場ですよ。祭りの初日に巫の代表があそこから船を出して、神代を迎えに上の宮を登るんです」

「船で？　なんでまた？」

　ケイティが意外そうに問い返したのも当然だった。

　岸辺から湖に突き出ているものは確かに桟橋に見えるが、翼を持つ《南天極楽鳥》には船も階段も無用の長物のはずだ。

「この彩湖は──『上の宮』は二千六百年前、始祖神が舞い降りたと伝えられる聖なる湖です。何なん人ぴとたりとも彩湖の上空を飛ぶことは許されません。それが許されるのは神代だけです」

　上の宮を見つめるレドヴィーンの口調は畏い敬けいの念に満ちていて、その宗教的な戒律が強力に彼の心を支配していることがわかるが、、キャサリンは思わず尋ねていた。

「湖の向こうに用事がある時はどうするんですか？」

「もちろん迂う回かいします。我々の里は彩湖を中心にありまして、たとえば紫雲の里から東雲しののめの里、青雲の里から祥雲の里に行こうとすると、ちょうど彩湖が中間地点に現れることになりますが、誰もこの上空を飛ぼうなどとは考えません」

　しかし、彩湖の周囲は三十キロメートルはあるだろう。

　まっすぐ突っ切るのに比べて、これを迂回するのは相当な手間のはずだから、飛ぶ大変さを知っているダムーが茶化した。

「けどよ。誰も見てなかったら、みんなずるしてまっすぐ飛ぶんじゃねえか？」

「あり得ません。仮に飛ぼうとしても翼が硬直して動きません。墜落して溺おぼれるだけですよ。彩湖の上を飛ぶことがどれほど恐れ多いか里の者なら皆わきまえていますから」

　さらりと言って、レドヴィーンはキャサリンに笑いかけた。

「降臨飛ひ翔しよう祭は神代が中の宮の御殿を飛び立って、あの上の宮に舞い降りることで始まります。その姿を一目見ようと、すべての里から観衆が集まってこの岸を埋め尽くすんです。すばらしい眺めですよ。──こちらへどうぞ。中の宮をご案内します」

　中の宮はいくつかの建物に分かれているという。

　湖に面している教会のような建物は一般の参拝者が入れる伽が藍らんで、ここからは見えないが、奥の樹海の中に、一般市民は立入禁止の御殿があるとレドヴィーンは説明した。

「その御殿も巫かんなぎたちの住む表御殿と、神代の住すみ処かである奥御殿とに分かれているんですよ」

「巫というのはどんな人たちなんですか？」

「一般には黒くろ羽ば衆しゆうと呼ばれています」

「羽が黒いんですか？」

　開け放たれた伽藍の扉をくぐると、そこには高い丸天井の清浄な空間が広がっていて、壁も天井も石造りなのに内部は意外なほど明るかった。

　あちこちに天窓がつくられて、陽の光がふんだんに差し込んでいる。

　外から見た時はわからなかったが、この建物は恐ろしく奥が深かった。

　正面にまっすぐ伸びた長い通路があり、遥はるか彼方かなたに祭壇らしきものが見える。

　通路といっても幅は広く、天井も見上げるほどで、長ギヤ廊ラリ下ーと言ったほうがふさわしい趣だ。

　そう、そこはまさしくギャラリーだった。

　長い通路の壁一面を、巨大な絵がずらりと埋め尽くしている。一目見た途端、キャサリンは思わず声を上げそうになったが、宗教施設で大声を出すことは控えるべきだ。

　何より、長廊下にいるのはキャサリンたちだけではない。

　他にもちらほらと人の姿がある。それぞれ赤や緑、黄色、青やオレンジ、薔ば薇ら色、黄緑など、華やかな衣い裳しようを着た人たちだ。

　稀まれに地味な服装の人もいるが、そういう人は必ず右腕に色のついた布を巻いている。

　その人たちはみんな敬けい虔けんな表情で、壁に掛かった絵を熱心に見上げていた。

　キャサリンが声を上げそうになったのは、それらの絵があまりにも眩まばゆく華やかだったことと、もう一つは一枚残らず同じ構図の絵だったからだ。

　描かれているのは若い男性の全身像で、一人残らず同じ姿勢ポーズを取っている。

　身体をやや斜めにして立ち、顔の左側をこちらに向けて、豊かな羽を広げている。

　どの絵の人も右手に錫しやくを持ち、左手を軽く腰に当てている。右の翼は長く伸ばして裏がよく見えるようにして、左の翼は途中から手前に折り曲げて表の色がわかるようにしている。

　鳥類の翼がこんな不自然な曲がり方をするとは思えないから、これは歪デフオ形ルメだろう。

　神代を務めるには少なくとも七色の羽が必要だというとおり、どの人の羽も実に華やかだが、配色には大きな違いがあった。

　翼の表がオレンジで裏が黄色の人もいれば、胴体が真っ赤で両腕が真っ青の人、上半身に紫、藍あい、青、水色が集中した人、右の翼と左の翼で色が違う人までいる。

　絵に描かれた人たちは全員が同じ装束をしていた。

　黄金に宝石を嵌はめ込んだ大きな冠を被やぶり、黄金細工の見事な首飾りを掛けて、黄金の腕輪を嵌め、螺ら鈿でんで飾られた腰帯を締め、金きん鎖さで編んだ臑すね当てのようなものをつけている。

　鎧よろい具足の臑当てなら防御用だが、これは明らかな装飾品だ。

　色鮮やかな羽毛を誇る上半身はもちろん裸だ。下半身もズボンは穿はいていない。

　衣類らしいものといえば腰から下を隠す前まえ垂だれだけだ。ずっしりと分厚い錦にしきで織られており、膝ひざまで覆っている。その前垂れも極彩色の刺し繡しゆうで彩られ、たっぷりと金糸の房がついている。

　右手に握った錫しやく杖じようも眩まぶしいくらいの黄金色に輝いていた。頭部には巨大な紅玉が燦さん然ぜんと輝き、紅玉の周囲も重厚にして豪華な黄金細工でこれでもかとばかりに飾られている。

　このおびただしさにはさすがにダムーもヴィンセントも絶句した。

　ケイティは猫の眼を真ん丸にして茫ぼう然ぜんと呟つぶやいたのである。

「これって……本物？」

「はい。本物の金きん箔ぱくを使って描かれています」

「違うよ。この連中が身につけてる冠やら首飾りやら、前掛けだけは模様が違うみたいだけど、あの錫杖もみんな同じものだよね。鍍金メツキじゃなくて本物の金なわけ？」

「もちろんです。これらはただの宝飾品ではなく、ご神じん器ぎと呼ばれています。祭りの当初から代々伝えられてきたものです。冠や錫杖などは純金では強度が足りませんから多少は銀や銅を混ぜてありますが、金の純度は極めて高いはずです」

　キャサリンは母国バナディスの戴たい冠かん式しきの様子を描いた絵を美術館で見たことがある。

　国王の王冠はすばらしく立派だったが、それすらもこの冠の前では凡庸に見えてしまう。

　そのくらい麗々しくも重厚な宝冠だった。

「長い歴史の中で何度かつくり直されていますが、意匠デザインは変わりません。使われている宝石もすべて新しいご神器に受け継がれます。現在のご神器は約二百年前、当時の最高の職人たちが腕を振るって制作したものです」

　ダムーが呆あきれたように言う。

「これが全部本物の金なら、さぞかし重いだろうな」

「はい。錫杖を含めると、五十キロは超えるそうです」

　ヴィンセントがあんぐりと口を開けて呟いた。

「ベラもこれ全部つけて飛ぶの？」

「問題ないぜ。あいつはいつもケイティを抱えて飛んでる。五十キロなら軽いもんだ」

　一応場所柄をわきまえてダムーが小声で言うと、ケイティが負けじと小声で言い返した。

「聞き捨てならないね。あたしが五十キロもあるように見えるっての？」

「そんなこと言ったって、あいつがこれ持って飛べなかったらまずいんじゃねえのか？」

　レドヴィーンが恐ろしいくらいの真顔で頷うなずいた。

「まずいどころの騒ぎではありません」

　キャサリンはゆっくりした足取りで一枚一枚の絵を見て行った。

　廊下の手前ほど新しい絵が掛かっていて、奥へ進むごとに古くなっている。

　古いものは何百年も昔に描かれたはずなのに、未いまだにつややかな光沢と色彩を保っている。

　その秘密は絵全体に塗られた釉うわ薬ぐすりにあった。

　これは単に絵の具を塗った絵画ではない。琺瑯エナメルなのだ。

　キャサリンが知っている琺瑯はせいぜいが装アク飾セサ品リーか細ミニ密アチユ画ールである。

　こんなに巨大な琺瑯がつくれるとは驚きだった。

　もしかしたら琺瑯ではなく、何かまったく違う技術が使われているのかもしれない。

　二千六百年前から二十年ごとにこの絵が描かれているなら、壁の片側だけで六十五枚の絵が残っている計算になるが、およそ二十数枚を見たところで祭壇に行き当たった。

　これより古いものは描かれていないのか、もしくは残っていないのだろう。

　祭壇の前には跪ひざまずいて熱心に祈っている人の姿があるが、キャサリンは祈らなかった。

　ここに祀まつられているのはキャサリンの神ではないからだ。知らない神に祈りを捧ささげることはできない。軽く膝を折って敬意を示しただけで通り過ぎ、右側の廊下に移った。

　絵の中の男の人たちはみんな若く美しかった。

　羽重視の肖像画でも、顔も丁寧に描かれていて、まだあどけなさの残る十代の少年もいれば、たくましく成長した二十代の若者もいる。

　身につけている装束は同じでも、一人として同じ羽色の人はいない。レドヴィーンの言葉が噓ではなかった証拠に、ベラフォードより華やかな羽を持つ人も一人もいなかった。

　似たような配色の人なら何人かいたが、差は一目瞭りよう然ぜんである。

　発色の鮮やかさも翼の光沢も、比べものにならないと言っていい。

　羽の美しさにこだわる種族だから、その辺は厳密に表現していると思って間違いない。

　伽藍の入口近くまで戻って来た時には、キャサリンは大きな息を吐いていた。

　背中に翼を持つ人の上半身を約十色で、可能な限りの方法で塗り分けたらどうなるかという、数十枚の例を一気に見たのだ。さすがに眼がちかちかしている。

　レドヴィーンがそっと囁ささやいてきた。

「すばらしいものでしょう？」

「ええ。本当に。──これが前回の神代の方ですか？」

　もっとも新しい肖像画の人は二十歳くらいの青年で、翼の裏が藍あいと赤、表が水色とピンク、上体が紫とオレンジと、対照的な色同士が隣り合った配色である。

　それにもまして特徴的だったのは腕だった。

　両腕とも肩から二の腕の羽毛が青、肘ひじの辺りが薄い黄緑、その先の手首までは黄色。

　三色の腕なのだ。一度見たら忘れそうにない、華やかで風変わりな羽色の絵を見上げながらキャサリンは言った。

「この方は紫雲の里の方だと伺いましたが、お会いできますか？」

　レドヴィーンは苦笑して首を振った。

「祭りが終われば神代は里を去るものです。彼らは《渡らずの山》を越えるために飛び立ち、二度と戻りません」

　意味がわからずにきょとんとなったキャサリンを促して、レドヴィーンは外に出た。

　昼食まではまだ時間がある。ずっと籠かごの中にいた用心棒たちはそれまで少し身体をほぐしてくるわと言って、ふらりと森に足を向けた。もちろんキャサリンも同じことを希望した。

　レドヴィーンは案内すると申し出てくれたが、キャサリンは笑って辞退した。

「ご心配なく。方角くらいわかりますわ。お昼には戻ります」

　ニーナと二人連れだって森に入ると、キャサリンはたちまち景色に眼を奪われた。

　二人の短靴でもどうにか歩ける程度には道がつけられているから、原生林ではないようだが、密林と言ってもおかしくない植物層だ。

　むせかえるほど濃い緑に、人間社会では見たことのない花が咲き誇っている。

　枝を彩る花の房は人の手で色を乗せたのかと疑うほど鮮やかで、地上に群れ咲く花は自然の花とは思えない複雑な造形と手触りをしていて、どちらも芳かぐわしい。

　キャサリンは忙しく上下に眼をやり、花の香りを楽しみながら新たな景色を探していった。

　そのせいか、気がついた時にはずいぶん森の奥まで入り込んでいたらしい。ついさっきまで、隣でしきりと感嘆の声を漏らしていたニーナの気配がない。

　はぐれてしまったかと思ったキャサリンはちょっと焦って、来た道を引き返そうとしたが、その時、小鳥のさえずりとは違う音が耳に飛び込んできた。

　ほんの一瞬ではあったが、それは人の泣き声のように聞こえたのである。

　訝いぶかしみながらも無視もできず、キャサリンは泣き声のしたほうに足を向けてみた。

　こちらは道らしい道がない。足下は苔こけに覆われ、やわらかなクッションを踏んでいるようで、少々難儀したが、苔をかぶった倒木を苦心しながらまたいで進んでいくと、急に視界が開けて、空が明るくなった。

　自然にできたものか人為的なものか、木のない空間がそこにあった。

　草むらの中、切り株に座った人の背中が見える。何も着ていない裸の背中だった。

　大人の背中ではない。キャサリンと同い歳か少し年下だろう。まだ華きや奢しやな身体つきの少年が上半身裸ですすり泣いている。

「どうしたの？」

　思わず声をかけると、少年はびっくりしたように振り返って眼を見張った。まずいところを見られたと動揺もあらわな表情でキャサリンを見つめているが、口を開こうとはしない。

「あなたも迷子になったの？」

　キャサリンが少年に近寄ろうとした時、背後で「お嬢さまあ……！」と呼ぶ声が聞こえて、少年は慌てて立ち上がった。

「待って！」

　駆け出した背中を引き留めようと声を上げたが、遅かった。裸の背中に大きな翼が出現し、少年の細い身体は羽ばたきとともに空に舞い上がったのである。

　キャサリンは呆あつ気けにとられてしばらく空を見上げていた。

　形態変化した《南天極楽鳥》なら何人も見てきた。まして今日は絵に描かれた姿とはいえ、最高に煌きらびやかな羽の集団を見てきたばかりだ。

　それでも驚いたのは少年の翼が烏からすのように真っ黒だったからである。

　レドヴィーンの言っていた黒羽衆に間違いないだろうが、その少年がなぜこんな森の中で、一人で泣いていたのだろう。

　翼があれば追っていけるのにと歯がみする思いだったが、ニーナを放ってはおけない。

　元の道まで引き返すと、すぐにニーナと合流できた。

　忠実な彼女はほっとした顔をしながらも、キャサリンに文句を言うのは忘れなかった。

「脅かさないでくださいな。お嬢さまはちょっと眼を離すといなくなってしまうんですから」

「あら、それはわたしの台詞せりふよ。気がついたらニーナがいないから驚いたわ」

　二人が戻ると、ちょうどダムーとケイティも森から出てくるところだった。

　ヴィンセントはその場に残って昼寝していたが、むくりと起きあがって切実に訴えた。

「お腹減った……」

　他の顔ぶれも同意見だった。レドヴィーンは食事の席までご案内しますと言って歩き出し、キャサリンはその背中に追いついて言ってみた。

「さっき、森の中で翼の黒い少年を見ましたわ」

「黒羽衆でしょう。彼らの住すみ処かはこの近くにありますから」

「驚きました。本当に真っ黒で──ああいう黒い羽は珍しいんですの？」

「ええ。《虹にじの羽》ほどではありませんが、滅多に生まれません。──黒羽のものはその羽が出現した時から、生涯、巫かんなぎとして生きる定めと決まっています」

「それは神職に就くという意味ですか？」

「はい。彼らは神にその身を捧ささげ、一生を独身で過ごします」

　キャサリンはちょっと驚いた。

　あの少年が泣いていたのはもしかしたらそのせいかもしれないと思った。

　少し歩いただけで空を遮る高木は姿を消し、広々とした緑の草地が現れた。可愛らしい花が咲いている。小川のせせらぎも聞こえてくる。

　他の男の人たちがそこで昼食の仕度を調えていた。

　草の上に敷物を敷き、昼食を入れたバスケットが列ならべられ、どうやって沸かしたのか珈琲コーヒーのいい香りまで漂っている。

　そこにいたのはアリアン、ディータ、アルゴにギュンター、タイレルにライガス。

　馴な染じみの顔ぶれだが、彼らはキャサリンたちを見ると、頭を下げて離れようとした。彼らは彼らだけで食事をするのだろうが、キャサリンはその一人に声を掛けた。

「ライガスさん。こちらで一緒にお昼にしませんか？」

　彼はちょっと躊躇ためらったようだが、言われたとおりに残って、その場に座った。

　ライガスを引き留めたのは、ベラフォードとヴィンセントの話から、イザークがライガスを敵視していると聞いたからである。

　そのイザークは里の長老のおかかえだ。

　つまりこの人は、長老たちの思惑とは別の位置に立っているはずである。

　バスケットの中にはすてきなご馳ち走そうがぎっしり詰まっていた。

　冷肉やハムの塊、ソーセージ、胡桃くるみや干し葡ぶ萄どう入りのマフィン、具を挟んだサンドイッチにピクルス、彩りの豊かなテリーヌ、肉を挟んだパイ、他にキャサリンの知らない果実を挟んだ何種類ものパイがあった。ダムーの桁けた外はずれの食欲を考慮して、たっぷり用意してもらったので、一人増えても充分なだけの食べ物が行き渡った。

　少し遅めの昼食を取りながら、レドヴィーンは先程の続きを話してくれた。

「《渡らずの山》とは──正しくは山脈ですが、我々の翼でここから北西に一ヶ月ほど飛んだところにある山です。その山脈は西大陸の果てと言われており、どんな《鳥》にも越えられず、もちろん我々も越えることはできません。ただ、神代と神代の妻である姫にだけ、我らの神が力を貸し与えてくれますので、越えることができるのだと言われています。《渡らずの山》の向こうにはどんな種族も住んでいません。我々《南天極楽鳥》だけの約束の地があるのです」

　ケイティがおもしろそうに笑った。

「奥さん連れで新天地を目差して山越えってわけ？　優雅なもんだね」

「一緒に行くわけではありません。姫たちは祭りが終わった後に揃って出発します」

「揃って？」

「はい。姫はすべての里から一人ずつ選ばれますから」

　ヴィンセントが眼を丸くした。

「じゃあ、奥さんが十人？」

　ダムーが冷肉にかぶりつきながら冷静な評を述べる。

「早死には必至だな」

　キャサリンは身を乗り出して尋ねた。

「その人たちは本当に戻ってこないんですか？」

「もちろんです。それが神代の役目です。戻ってきた者など一人もいません」

　キャサリンと用心棒たちは素早く眼を見交わし、ケイティがわざと顔をしかめて言った。

「そりゃあ変だね。うちの変態はそんな山を越えるなんて言ってなかったよ」

　レドヴィーンは苦渋の表情で頷うなずいた。

「はい。ベラフォードは《上の宮》を飛び立っても《渡らずの山》には向かわないでしょう。我々もそれはよく承知していますが、皆さんにお願い致します。そのことは里の人間の前では口にしないでいただきたいのです」

　ダムーとケイティが再び視線を交わした。

「内緒にしといてくれってわけ？」

「つまり里の連中には、ベラが《渡らずの山》を越えたと思わせておきたいのか？」

「はい。さぞかし身勝手なことを言うとお思いでしょうが……」

「思うねえ。充分に」

　ケイティの猫の眼が爛らん々らんと光り始めている。

　何か気に入らないことがある時の彼女の癖だった。

「ヴィンスの話だと《南天極楽鳥》は自分たちの里の場所を決して教えないんだって？」

「はい」

「おかしな話じゃないか。じゃあ、なんであたしらは目隠しもされずに連れてこられたわけ？　最初から生かして返すつもりがないからとか？」

「とんでもない！　決してそんなことはありません。あなたたちは無形種社会の人ですから、再びこの土地を訪れるのは困難だろうと思ったまでです」

「だったらベラはどうなのさ？　あいつも目隠しはされなかったって言ってるよ」

「それは……彼自身がどう言おうとあれほど見事な《虹にじの羽》を持っているのですから、彼は紛れもなく我々の同族です。同族であれば我々の掟おきてを尊重してくれるはずです」

「同族なら網でとっつかまえてもいいっての？」

　ライガスはこの時まで会話に加わろうとはせず黙々と食事を続けていたが、ダムーがそんなライガスに眼をやって、ずばりと訊きいた。

「あんた、俺があんたたちの後をつけてたことに気づいてたよな？」

　ケイティの猫の眼が鋭くライガスを見る。彼女も疑っていたことだから無言で問いつめたが、ライガスは答えない。しかし、それはダムーの問いを肯定したも同然の沈黙だった。

　ダムーはライガスよりは攻略しやすそうなレドヴィーンに狙いを変えた。

「俺が混血だから無視しても平気だとでも思ったわけか。残念だったな、俺はここまでの道をちゃんと覚えてるし、また来ることもできるぜ。どうするんだい？」

　ことさら挑発的な言葉を並べたのは、彼らの本音を引き出そうと試みているからだ。

　キャサリンもこの辺が潮時だと判断した。腹をくくって、はっきり質問した。

「教えてくださいな。雪雲の里はどこにあるんですの？」

　レドヴィーンは複雑な顔になった。

「ミス・ウィンスロウ。それは……」

「ベラフォードさんのお母さまはそこのご出身だと伺いました」

「いえ、出身というわけでは……」

「違うというならお母さまはどこのご出身ですか？　紫雲の里ではないのでしょう？」

　レドヴィーンはますます困窮した様子で、ほとんど無意識にちらっとライガスを見た。

　当然、キャサリンと用心棒たちの視線もライガスに集中したが、ライガスは慌てず騒がず、咀そ嚼しやくしていた食べ物を吞のみ込んでから口を開いたのである。

「どうしてそんなことを知りたがる？」

「わたしたちには話せないことですか。そんなに重大な秘密ですか？」

「違う。何か誤解があるようだから言うが、レドヴィーンの反応が鈍いのは、他の種族に──特に無形種にその話をしても理解してもらえないだろうと懸念しているからだ」

「それは聞いてみなければわかりませんでしょう。雪雲の里はどこにあります？」

　再び尋ねると、今度はライガスも困ったような顔になった。

「わからないかな？　無形種の令嬢。その質問が既にレドヴィーンを混乱させている。そんなことを尋ねられても、我々の誰にも答えようがない」

　何が彼らを混乱させているというのか、それこそキャサリンにはわからない。

　しかし、キャサリンは並はずれて頭の回転の速い少女である。

　ライガスの表情を窺うかがいながら慎重に言葉をつくった。

「あなたはベラフォードさんのお母さまをご存じだと伺いました」

「ああ。よく知っている」

「では、お若い頃のお母さまがどこで暮らしていたのか教えてください」

　またはぐらかされるかと思ったら、ライガスはいともあっさりと答えたのである。

「ここから東南に五日ほど飛んだところだ」

「そこには今もお母さまの身内の方がお住まいですか？」

　返ってきたのはまたも沈黙だった。ごく当たり前の質問のはずなのに、彼にとってはやはり『答えようがない』ことらしい。

　埒らちがあかないと判断して、キャサリンは言った。

「明日にでもわたしたちをそこまで連れて行ってください」

「それはたやすいが、行って何をするつもりか訊いてもいいかな？」

「ライガスさん。ベラフォードさんは真実が知りたいのだと言いました」

「…………」

「わたしも同じ気持ちです。ベラフォードさんのお母さまが故郷と絶縁したのはなぜなのか、突き詰めればベラフォードさんのお母さまがお父さまと出会った頃にいったい何があったのか、誰も教えてくれないのなら、実際にそこへ行って、話してくださる人を自分で探します」

「ならば、そこまで遠出する必要はない。一時間で充分だ」

「どういうことですか？」

「ここから一時間ほど飛んだところに、子どもの時分のヴァーサが暮らしていた集落がある。まずそこへ行ってみるといい」
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　中の宮の表御殿は《南天極楽鳥》の代表が集まって重要な会議を行う場所でもある。

　今、そこにそれぞれの里の代表が深刻な表情で集まっていた。

　紫の布を右腕に巻いたヨランダが一同を見渡して問う。

「急な呼びかけだが、いったい何事かの？」

　緑の布を右腕にした八や雲くもの里の代表が答える。

「言うまでもない。審議をやり直す必要があるのではないかと思っての」

「どういうことじゃ？　それは既に決したはずじゃぞ」

　不満を示したヨランダに、黄色の布を巻いた黄こう雲うんの里の代表が咳せき払ばらいして注意を引いた。

「確かに。一度は我らも納得した。二度続けて同じ里から神かみ代しろを出すのは感心せぬが、紫雲の尊みことが《虹にじの羽》を持つというなら致し方ないと」

　オレンジの布を巻いた東雲しののめの里の代表が後を続ける。

「じゃが、ちと面めん妖ような噂を聞いたのでな」

　赤い布を巻いた祥しよう雲うんの里の代表が気色ばんでヨランダに詰め寄った。

「その尊は混血だというのはまことか？」

「いかにも、まことじゃ」

　他の里の代表の間に何とも言いがたいどよめきが広がった。

　藍あい色いろの布を巻いた叢むら雲くもの里の代表が顔をしかめ、吐き捨てるように言う。

「なんたることじゃ。それでは資格を持つとはとても言えぬではないか。降臨飛ひ翔しよう祭は我らの血筋の正しさを示すための祭りなのだぞ」

　水色の布を巻いた狐こ雲うんの里の代表、薔ば薇ら色の布を巻いた夕ゆう雲ぐもの里の代表も難しい表情だ。

「これは問題じゃな」

「そのような『まざりもの』を神代として掲げてよいものか？」

　残る旗はた雲ぐもの里の代表、青せい雲うんの里の代表も同意見らしい。

「さよう。降臨祭の本義にも拘かかわることじゃ」

「紫雲の。おぬし、そのことを故意に黙っておったのか」

　九人がひとしきり意見を述べるのを待って、ヨランダは静かに反論した。

「おのおのの言われることはもっともだが、我らの羽の見事さを称たたえるのが降臨祭であるはず。あの羽の比類なきことは一目見ればわかろうというもの。あれこそは正しく《虹の羽》じゃ。伽が藍らんに祀まつられた神代の中にもあれほど見事な《虹の羽》はお一ひと方かたもおわさぬぞ」

「しかし、紫雲の。血筋はどうなる？　いかに見事な羽を備えようと、それは上辺だけのこと。所しよ詮せんは紛いものではないのか」

　ヨランダは祥雲の里の代表に向かって、やんわりと言った。

「祥雲の。そなたの里の尊は七色に過ぎぬと聞いておる。上辺だけというが、七色では我らの尊に並び立つことは到底できぬぞ。我らの尊を不服とするなら、そなたが代わりに立てる尊は我らの尊を凌しのぐものでなくてはならぬ。それが道理というものではないか」

「たいした屁へ理り屈くつだの」

　祥雲の里の代表は鼻で笑った。

「我らは尊の血筋だけを懸念しているのではない。聞くところによると、その尊には無形種の縁者がおると言うではないか。降臨飛翔祭にそのような不浄の者を同席させるつもりか」

「我らの尊の縁者を不浄と申すか？」

　険悪になりつつある二人の間に、他の長老たちが割って入る。

「よせ。つまらぬ言い争いをしている場合か」

「祭りまでもう時間がないのだぞ」

　黄緑の布を巻いた旗雲の里の代表が、今まで黙っていた人物に話しかけた。

「──黒羽の意見はどうなのじゃ？」

　やかましかった長老たちの声がぴたりと止んだ。

　十人の里の代表以外にもこの会議に参加していた人がいる。

　黒羽衆の長である。

　現在の長はかなり高齢の老婆だった。

　瘦やせた身体に黒一色の長衣を纏まとい、真っ白な髪は長く垂らしている。

　黒羽衆は降臨飛翔祭を実際に執り行う責任者だから、この会議に列席するのは当然であるが、里の代表者がわざわざ意見を求めるのだ。

　黒羽衆は単なる祭司役ではなく、かなりの実権を握っていると思って間違いない。

　十の里の長老たちの視線を一身に浴びて、黒羽衆を束ねる老婆は重々しく口を開いた。

「紫雲の里の言い分が正しい。血筋か、羽か、どちらを取るかと言われれば、降臨祭の性質上、羽を取るべきであろうよ」

　異を唱えようとした祥雲の里の代表を、老婆は静かな視線を送ることで黙らせた。

「《虹の羽》と七色の羽。どちらを選ぶかは自明の理というもの。余計な者がついてくるのは確かに好ましいとは言えぬが……」

「何だというのじゃ？」

「紫雲の里から尊を迎えたと知らせを受けて、わしは祭司の一人を紫雲の里に密ひそかに派遣した。その祭司は紫雲の里の尊を見届けて戻ってくると、わしの前で感涙にむせび泣いた。あれこそ真の神代であると。歴代の主上おかみの中にもあれほどお美しいお方はおわさぬと」

「…………」

「黒羽の長として、それほどの羽を選ばずに祭りに臨むことなどできようものか。──いいや、ならぬ。わしが許しても神がお許しにならぬ。降臨飛翔祭の意義が問われる仕儀となる」

　長老たちは何となく押し黙ったが、八雲の里の代表が独り言のように呟つぶやいた。

「紫雲の尊はまこと、それほどの羽を持っておるのか？」

　老婆は無表情に八雲の里の代表を見つめた。

「我らの眼が曇っておるとでも？」

「いや、いや。滅相もない」

　八雲の里の代表は急いで言い、これで一応の決着がついた。

　最後まで反対の姿勢を示していた祥雲の里の代表も渋々引き下がったのである。

「致し方ない。今回は紫雲の顔を立てるとしよう」

　ヨランダは祥雲の里の代表に会釈して謝意を示し、会議は解散となった。




　一時間の空の旅の間、キャサリンはずっと厳しい顔をしていたが、慎重に籠かごを降ろされて、着いたと言われた時は呆あつ気けにとられた。

　ケイティも眼を丸くして辺りを見渡している。

「ずいぶん様子が違うね」

　そこは雲を突く高い山の上でもなければ、小川の流れる美しい谷でもなかった。

　見渡す限り、鬱うつ蒼そうとした原生林が続いている。キャサリンたちが今いるのは樹林をわずかに切り開いた広場だった。広場の真ん中に大きな高床式の家が建っている。

　地上から見ると、濃い葉陰を落とす大木たちに見下ろされているようだった。

　沿岸国家群では見たことのない木だ。大の大人が十人がかりでやっと囲めるような太い幹に、頑丈そうな太い枝が四方八方に広がっている。その樹上には、旅の途中で泊まったような家がいくつも見えたが、それらの家も、広場の高床式の家も、すべて植物でつくられている。

　立派な大理石のテラスも緑青の屋根もない。花壇も噴水も東あずま屋やもない。

　飛べない客人が珍しいのか、樹上の家から村人が何人も姿を見せ、広場のキャサリンたちに興味深そうな視線を向けてくる。

　ライガスが片手を上げて合図すると、その一人が不思議なことをした。

　枝葉に紛れてわかりにくかったが、巨木に旗はた竿ざおが紛れ込ませてあり、そこに高々と紫の旗を掲揚したのである。

　さらにもっと不思議なことが起きた。

　キャサリンが籠から出ようとするのをライガスが身振りで止め、レドヴィーンが「それではお帰りの際はお呼びください」と断ったかと思うと、ライガスとディータ以外の人たちは、皆、広場にあった大きな高床式の家に入っていってしまったのである。

　取り残されて呆気にとられていると、樹上から何人もの人たちが舞い降りてきて、縄を摑つかみ、キャサリンたちを樹上の家まで運んでくれた。

　旅の途中に泊まった部屋は屋根も入口も布だったが、ここにはちゃんと木の扉がついている。

　しかし、なんと言っても木の上の家だ。玄関はあっても籠を降ろす車寄せがない。

　この状態で籠をまたいで玄関前に降り立つのは、揺れる船から桟橋に移るより遥はるかに難しく、かなりの度胸が必要だった。迂う闊かつに下を見るのが恐ろしいような高さなのだ。

　ダムーとケイティ、それにキャサリンは難なく下りたが、ニーナとヴィンセントはすっかり足が竦すくんでしまって、ライガスの手を借りてやっとのことで玄関に立ったのである。

　家の中に入ると、キャサリンと同い年くらいの少年が出迎えた。

　林りん檎ごのような頰をした可愛い少年である。見慣れない風体の客たちに眼を丸くしていたが、ライガスの咎とがめるような視線を浴びて、慌ててお茶の支度に取りかかった。

　部屋の真ん中を極太の木の幹が貫いているが、それを除いても中は意外に広い。天井は高く、何か植物を編んだもので覆われており、片隅が小石を敷きつめた台所になっている。

　窓の下には大勢が座れる長い腰掛けがつくられていた。ライガスは五人にそこに座るように促し、自分は椅子を持ってきて、腰掛けに向き合うように腰を下ろした。

　座ってみると、さわやかな緑の風が吹き込んで気持ちがいい。里の華やかさとはまた違った、なかなか居心地のよさそうな家だった。

「ここは？」

「俺の家だ」

　キャサリンが眼を丸くしていると、あの少年がお茶を運んできて渡してくれた。

　顔を見る限り、全然共通点が見えないが、キャサリンは一応訊きいてみた。

「……息子さんですか？」

「ああ。下の息子のエルトンだ」

「上の息子さんは？」

「言わなかったか？　ディータがそうだ」

　とことん似ていない親子である。

「ではあの……奧さまもこちらに？」

「いや、末の娘と東の村落にいる。娘はまだ幼くて飛べないからな」

　ダムーが訊いた。

「あんたたちが初めて形態変化するのは何歳いくつくらいなんだ？」

「人によって差はあるが、平均して十二、三歳というところだろう」

「その辺は普通の鳥類と一緒だな」

　ライガスはお茶を淹いれてくれたエルトンに、席を外すように眼で促した。

　少年は素直に頷うなずいて玄関から出て行き、外で待っていた兄のディータと一緒に梯子はしごを昇っていくのが気配でわかった。ここよりもっと上の枝に、もう一つの小屋があるのだ。

　わざわざ梯子を使うのは、密集する葉や枝が邪魔で、翼を広げにくいからだろう。

　お茶は美お味いしかった。紫雲の里ではキャサリンもよく知っている最高級の紅茶が出てくるが、このお茶は普通の茶葉とは違う。砂糖が入っているわけでもないのに、ほのかに甘味があって、薄はつ荷かのような清すが々すがしい香りがする。

「俺とヴァーサは同じ年にこの集落に来た」

　唐突な言葉に、キャサリンは思わずライガスの顔を見返した。

「無形種の令嬢は昔のヴァーサの話が訊きたいと言った。一番詳しく話せるのは他でもない、この俺だろう。だからここへ案内した」

　ケイティが呆あきれたように言う。

「だったら、わざわざここまで来なくたって、さっき言えばよかったんじゃない？」

「この集落を見てどう思う。里に見えるか？」

「……まあ、少なくとも紫雲の里と同じには見えないよ」

「そういうことだ。俺たちの本当の住処は今も言ったように、遥はるか東に離れたところにあるが、その村落の家もこの家と似たようなつくりであることを断っておく。そこから飛んでくるのは何かと不便だから、この森にはこうした集落がいくつもつくられている。いわば分ぶん村そんだ」

　ここでライガスは窓の外に視線をやった。

「あの旗を見ただろう。この集落では里の人間が滞在している時は紫の旗を掲揚する決まりになっている。なぜだかわかるか？　ここは紫雲の里の出身者が集まった雪雲の分村だからだ」

「えっ？」

　今度こそ驚いて問い返すと、ライガスはあっさり言ったのである。

「雪雲というのは無色の羽を指して使われる。いわば蔑べつ称しようだ」

　キャサリンは愕がく然ぜんとした。他のみんなも同様だ。

　耳を疑っている一同の前で、ライガスは淡々と続けたのである。

「俺もヴァーサも紫雲の里の生まれだ。俺は十三、ヴァーサは十二の年まで里で暮らしたが、男でも女でも無色の羽であれば里にはいられない。ヴァーサは俺より一つ年下だったが、女のほうが形態変化が早いからな。俺たちはほとんど同時期に形態変化を可能にし、紫の衣を身につけることが許されないとわかったので、揃って里を追われた」

「どういうことですか？」

　うすうす察しはついていたが、キャサリンは声を荒らげた。

「あなたの羽が無色というのもわたしにはわかりません。白と黄色と黒でしょう。それ以前に里を追われるとはいったいどういう意味ですか!?」

「羽翼全体を見た時、白い部分が多ければそれは無色と判断される。従ってディータも無色だ。もちろんヴァーサも無色だった。無色の者に里の色を纏まとわせることはできない」

　それは恐らく仲間としても認められないという意味だ。

　キャサリンはほとんど怒りに身体を震わせながら、声だけは冷静に尋ねた。

「そんなことがどこの里でも行われているというのですか？」

「そうだ。どこの里でも無色は生まれるが、困ったことに、初のフアース形態ト・ト変化ランスを迎えるまで、その子どもがどんな羽を備えるかは誰にもわからない。親が多色でも子どもは無色の場合もある。現に俺もヴァーサもそうだった。どの親も自分の子どもが美しい羽に恵まれることを祈るが、現実に無色だったら、その子を手元に置こうとする親などいない。──目障りだからな」

　キャサリンがたまりかねて叫ぼうとしたが、衝撃的な話はまだ終わらなかった。

「逆に両親が無色でも多色の羽が生まれることもある。レドヴィーンもその一人だ」

　キャサリンは大きく深呼吸した。自分を落ち着かせるためだ。ここで逆上してはならない、冷静にならなければと懸命に言い聞かせながら質問した。

「その場合、お子さんはどうなるんです？」

「決まっている。両親から引き離される。レドヴィーンもそうだった。三色でも見てのとおりあまり美しいとは言えない羽だが、それでも多色には違いない。無色の親のところには置いておけないと里の人間が考えるのは当然だ」

　決意もむなしくキャサリンが怒声を張り上げようとした寸前、ケイティが疑問を述べた。

「ちょっと待ちなよ。あんたたちの本当の住すみ処かはここから五日も飛んだところにあるんだろう。形態変化した子どもの羽の色なんて、どうして里の連中にわかるのさ？」

「お目付役がいるからだ。子どもの羽の色は最重要事項だからな。定期的に報告している」

「で？　その報告を受け取って、里から『人さらい』がやってくるわけ？」

「そうだ」

「それで親は素直に子どもを渡すわけ？」

「拒否する親はまずいない。里の一員に認められるのは名誉なことだからな」

　要するに他の里の人間にとって雪雲とは、いらない子どもを捨て、必要な子どもを補充する、極めて都合のいい排斥階級なのである。

　ダムーが不快そうに眉み間けんに皺しわを寄せて言った。

「数はどうなってる？」

　端的なこの質問の意味はキャサリンにもわからなかった。

　当然ライガスも問い返した。

「里に送られる子どもの数のことか？」

「それもあるが、里の人間の数とあんたたちの人数だ。どっちがどのくらい多いんだ？」

「なぜそんなことを訊きく？」

「あんたたちは里の連中にいいように支配されてるが、なぜそんな真似を許すのかってことさ。人間社会では珍しくなくても、異種アナザー人類レイスの間でそんな話は滅多にない。少なくとも俺は一度も聞いたことがない。あんたたちはそんな扱いに甘んじなきゃならないほど数が少ないのか？」

「少数とは言えないだろうな。東の村落に捨て子がされるようになってから既に数百年になる。今では俺たち無色と里の人間の数とはほぼ同数だろう」

「わかんねえな。それでなんで里の言いなりになってる？」

「そうだよ。革命を起こそうとは考えないわけ？」

　ケイティの口からこんな政治的な言葉が出てくるとは驚きだが、キャサリンも同感だった。

　雪雲の立場は、支配階級の横暴と搾取を許す被支配階級そのものだからだ。

「里の連中も馬鹿ではない。彼らにとって雪雲は貴重な労働力だからな。離反させないように村落に学問所を構え、里から講師役を派遣して、多色の羽はおまえたち無色より遥はるかに優れた人種なのだと、だから誠心誠意仕えなければならないと、幼い子どもたちを教育している」

　到底納得できる理屈ではない。それがわかっていながらなぜ抵抗しないのかとキャサリンは疑問に思った。ダムーに至ってはもっとはっきり問題点を指摘した。

「そいつあ学問所じゃなくて洗脳所って言うんじゃないのか？」

「里の連中にとって都合のいい教えなのは確かだが、彼らはそれを善行と信じている。無色の羽と多色の羽は厳密に区別すべきもので、この両者を同列に並べることなどあり得ないとな」

「ライガスさんはどうなのです。そんな馬鹿げた言い分を本当に信じているんですか？」

　キャサリンの鋭い質問には答えず、ライガスは逆に問い返してきた。

「中の宮の伽が藍らんで、先代の神かみ代しろを見たか？」

「はい、見ました。腕が三色の方でしょう？」

「そうだ。あれはコクラン。──ヴァーサの兄だ」

　ケイティの猫の眼が丸くなる。ダムーも呆あきれたような顔になった。ニーナとヴィンセントは意外な言葉に息を吞のみ、キャサリンも青い眼を驚きよう愕がくに見開いて問い質ただした。

「それでは、あの方は──ベラフォードさんの伯お父じさまですか？」

「そうだ。《虹にじの羽》とは言えないが、立派な多色だ。数年後には降臨祭が迫っていたからな。コクランはその日のうちに下の宮に入り、尊と呼ばれる身になった」

「…………」

「子どもの頃の俺とコクランは、ヴァーサも交えて仲のいい友達だったと今でも思う。しかし、あの時からコクランは里の期待を一身に背負った寵ちよう児じとなり、俺はその奴隷になった」

「ライガスさん！」

「本当のことだ。俺は無色。彼は九色。この立場の違いは覆しようもない」

　淡々とした口調は当たり前のことを話しているように聞こえるが、ケイティは不愉快そうに鼻の両脇に皺を寄せているし、ダムーもひどい仏頂面だった。

　彼らにとってはまるで理解できない話だからだ。

　もちろんキャサリンにとってもだ。

「たかが羽の色くらいで……仲良しだった友達が主人と奴隷ですか？」

「無形種にも似たような習慣があるだろう。王族、貴族、平民。あれと同じことだ」

「一緒にされては迷惑です」

　キャサリンは毅き然ぜんと言い返した。

「それは単なる社会的な立場の違いを指しているに過ぎません。何より、わたしたちは自分の子どもを目障りだと言って捨てたりはしません」

「里の人間にも言い分がある。自分たちのもっとも大きな特徴である羽の美しさを称たたえること、優れた羽を確実に次の世代に残していくことだ。その目的のためには人為淘とう汰たもやむなしと、出来の悪いものは切り捨てなければならないと彼らは考えている」

「……あなたたちが日常的にそうした捨て子をしていることはよくわかりました。ですけど、皆さんは──特に捨てられた人たちは──本当にそれを変だと思わないのですか？」

「無形種の令嬢が我々の習慣を理解できないだろうことはわかっている」

「このお嬢さんだけじゃないよ」

　ケイティが苦い顔で言った。

「メイドさんも、あたしもダムーもヴィンスもだ。他の誰よりベラ本人がおっそろしく変だと思ってるよ」

「そのようだな」

　頷うなずいたライガスの顔に淡い微笑らしきものが広がった。

「ベラフォードは、羽の色なんか何色だろうと関係ないと、俺たちの前で言い放った。まさか、ヴァーサの息子からあの言葉を聞けるとはな……」

「…………」

「ヴァーサは自分の羽を嫌っていた。同世代の少女のほとんどは美しい多色の羽を備えたのに、どうして自分だけがこんなみすぼらしい粗末な羽だったのかと、ずいぶん嘆いていた」

「お言葉を返すようですが……」

　キャサリンは思わず口を挟んでいた。

「みすぼらしいとおっしゃいますが、ベラフォードさんのお母さまは実際にはどんな羽の色をなさっていたんですか？」

　するとライガスは無言で立ち上がり、玄関の扉を開けて声を上げた。

　誰かを呼んだようだった。その声に応こたえるように大きな羽音が近づいて、キャサリンたちをここまで運んでくれた若者の一人が翼を現したまま家の中に入って来た。

　ライガスはキャサリンを振り返って言った。

「これはムラト。偶然だが、ヴァーサとまったく同じ羽色だ」

　怪け訝げんそうな顔をしている若者の上半身は真っ白、翼も真っ白。

　白鳥の羽のようだが、大きな違いは羽毛も翼も新雪のように輝いていることだ。

　眩まぶしいくらいの純白の翼の中で、長い風切羽だけがほんのりと桃色に色づいている。

　桜色というほど薄くはなく、薔ば薇ら色というほど濃くはない、絶妙の薄桃色だ。眼を凝らすと、その桃色の風切羽も粉雪を刷はいたようにきらきら輝いているのがわかる。

　美しい羽だった。

　少なくともキャサリンはそう思った。

　キャサリンにはわからない言葉でライガスがムラトに話しかけ、ムラトが頷いて出て行くと、ヴィンセントとケイティが呆れたように言ったものだ。

「ぜんぜん粗末じゃないよね？」

「あれのどこがみすぼらしいのか、あたしにはわかんないけど？」

　ダムーも不思議そうに首を捻ひねっている。

「どんなぼろかと思ったけどよ、立派な羽じゃねえか」

「わたしも、とてもきれいなお姿だと思いますわ」

　キャサリンも同意したが、元通り椅子に座ったライガスは首を振った。

「ヴァーサはそうは思わなかった。ヴァーサの両親も、むろん紫雲の里の人間もだ」

「…………」

「無色だとわかった子どもたちはしばらくこの集落で暮らす。里から離れたがらないからだ。ヴァーサも俺もそうしたが、ここには里の知り合いが何人もやってくる。半年も経つと彼らと顔を合わせるのが居たたまれなくなってくるのが常らしい。俺たちもやがて東の村落に移った。そしてヴァーサが十七の時だ。羽を持たない男が東の村落に迷い込んできた」

「ベラフォードさんのお父さまですか？」

「そう、スタンリーだ」

「…………」

「スタンリーは、ヴァーサが自分の羽を卑下することが理解できなかった。こんなにきれいな羽なのにと、本当にすばらしいと心から賛美していた。──ヴァーサも俺も、初めはこの男は頭がおかしいのではないかと真剣に疑ったが……」

　おかしいのはそっちの頭のほうだと言いたかったが、キャサリンは黙って耳を傾けていた。

「今なら俺にもわかる。他種族には我々とは異なる美の基準が存在する。ヴァーサはなかなか彼の本気を信じようとはしなかったが、最後には、少なくともスタンリーの眼には自分の羽は美しく映っているらしいと理解して、スタンリーを愛するようになった」

　閉ざされた秘境に迷い込んだ若者と、その秘境の集落でひっそり暮らしていた娘の恋。

　まさしくロマンス・ノベルズの定番である。

「ここでは羽がなくては暮らせないが、スタンリーには羽がない。しかも、彼の故郷には羽を持たない種族が他にもたくさんいて、みんな仲良く暮らしているという。ヴァーサにとってはそれこそが理想郷だった。羽を使わなくても生きていける世界があるならそこで暮らしたいと、スタンリーと手を取り合って逃げた。無形種ふうに言うなら駆け落ちだ」

　ますますロマンス・ノベルズだわと思いながら、キャサリンはちょっと不思議に思った。

　普通、駆け落ちとは『親に反対されたから』するもののはずだが、ヴァーサは既に両親から見捨てられたも同然の身だったはずだ。

「お母さまはどうして逃げなければならなかったんです？」

「その必要があったからだ。ヴァーサは十七になっていたからな」

　ここの人たちの言葉は困ったことにしょっちゅう意味がわからなくなる。

　相手は遥はるかに目上の人ではあるが、キャサリンは苛いら立だたしげな顔で説明を求め、ライガスは頷うなずいて話を続けた。

「ヴァーサには自分で結婚相手を決めることは許されていなかった。ヴァーサ自身は無色だが、ヴァーサの父も兄も多色だからな。しかも兄は尊に選ばれている。そういう家系の娘は多色の子どもを産む確率が高い。他の里の若者に嫁ぐことはさすがに難しいだろうが、いずれ紫雲の里の長老たちが多色の若者との結婚話を持ってきただろう」

　ダムーとケイティが揃って低く唸うなった。

　猫科動物が不快感を覚えた時の物騒な唸り声だった。

「なんかさあ……、聞いてるだけでも耳の汚れって感じなんだけど」

「誰と結婚するかなんてことを何で他人ひとに決められなきゃならねえんだ？」

　キャサリンもまったくもって同感だった。胸がむかむかするが、あえて抑えて問いかけた。

「持ち込まれた話を断ったらどうなります？」

「無色の娘にとっては、多色の若者に縁づけられるのは喜ばしいことであり、大変な名誉だ。みんな喜んで話を受ける」

「それでは辻つじ褄つまが合いません。ベラフォードさんのお母さまは逃げたのでしょう？」

「そうだ。ヴァーサはスタンリーから外の世界の考え方を知り、そこに救いと希望を見み出いだした。ベラフォードがいみじくも口にした『羽の色なんか何色だろうと関係ない』という価値観にだ。──しかし、里ではそれは通用しない」

「そのようですね」

　口調こそ落ちついていてもキャサリンは猛烈に腹を立てていた。ライガスに対する怒りか、里に対する怒りか、《南天極楽鳥》という種族そのものに対する怒りか、それはわからないが、こんなところから逃げ出したベラフォードの母は正しいと心から思った。

「コクランさんはどうだったのです。仲のよかったあなたや妹さんとの立場が大きく変わってしまっても、自分は多色の羽だから当然と思っていらしたのですか？」

　ライガスは意外にも頷かなかった。

　おもしろそうに眼を見張ってキャサリンの顔を見返した。

「無形種の令嬢はなかなか鋭いところを突いてくるな。今までそんなことを尋ねた里の人間は一人もいないが、訊きかれたからには答えよう。コクランは自らの義務と責任を痛感しながらも、俺やヴァーサから引き離されたことを悲しんでいた。里の人間の前ではそんな素振りは決して見せないように努めていたが、なるべくならその義務から解放されたいと願っていた。しかし、里の期待は裏切れない。あの当時もっとも美しい羽を備えていたコクランが尊とならないのは問題外だった。やむなく下の宮に入ったものの、それから降臨祭までおよそ八年、紫雲の里に《虹にじの羽》が誕生することを誰より祈っていたのは当のコクランだろう。──皮肉なものだ。そのコクランの甥おいにあれほど見事な《虹の羽》が出るとはな」

　キャサリンは視線を険しくして詰問した。

「あなたたちは最初からベラフォードさんの羽が目当てだったのですか？」

「そうだ」

　少しは悪びれてもいいんじゃないかと呆あきれるくらい平然とした答えだった。

「俺たちは他の種族とはほとんど接触を持たないが、無形種の社会には頻繁に足を運んでいる。主に買い付けのためで長居はしないが、ある時、レドヴィーンが派手な羽の《鳥》の目撃談を耳にした。異種人類に数ある鳥類の中でも多色の羽を持つのは《南天極楽鳥》だけ。しかし、紫雲の里に限らず、どの里の人間も他種族の眼に触れる場所での形態変化を慎むしきたりだ。無形種の眼の前で多色の《鳥》が飛んでいるなら、それはヴァーサの子どもしか考えられない。とはいうものの、通常の混血が形態変化するはずがない。ましてや他種族との間に多色の羽が生まれたりするとは信じがたいことだったが、それが事実であれば捨て置けない。長老たちの間で議論になり、最終的に俺とレドヴィーンがその子を捜しに行くことになった」

　ケイティが冷ややかに言う。

「あんたたちの里で神代の権利を独り占めにするために？」

「それは違う。今も言ったように、どの里の人間も自分たちの羽に誇りを持っている。長老に到ってはできるだけ美しい羽を次世代に残すことを自らの使命としている。そこに存在意義を見出していると言ってもいい。他種族には理解してもらえないだろうが、彼らにとってそれは絶対的な掟おきてであり、誰もそこから逃れることはできない。──現にコクランもそうだった」

　ライガスの口調が明らかに変わった。

　沈ちん鬱うつな表情で太い息を吐き、それ以上に重いものを吐き出すように続けた。

「今まで誰にもこの話をしたことはない。口にできることでもなかった。尊に選ばれた後も、コクランは最後まで神代の選に洩もれるようにと願っていたが、二十年前、神代に選ばれたのは他の里の尊ではなくコクランだった。里にとっては大変な名誉であったし、俺も祝いの言葉を述べたが、降臨祭の直前のことだ。コクランは俺にそっと打ち明けてきた。祭りが終わっても《渡らずの山》を越えるつもりはないと」

「…………」

「俺は驚いた。それでは神代としての務めを放棄することになるからだ。許されない行動だと懸命に説得したが、コクランは聞かなかった。《渡らずの山》の向こうには既に何人も神代が到着している。今さら自分が加わる必要はない。それよりも妹を捜しに行きたいのだと言った。コクランとヴァーサは仲のいい兄妹だったからな」

「…………」

「コクランの決意は固いように見えた。最後には俺が折れて、祭りの後に落ち合う約束をした。俺は三日三晩約束の場所で待っていたが、コクランはついに来なかった。口ではああ言っても、いざとなったら、やはり神代の務めを果たさなくてはならないと心を変えたのだろう」

　少しばかり寂しそうな、それでいて毅き然ぜんとした口調だった。

　神代の務めとは──降臨飛ひ翔しよう祭とはそこまでして守らなければならないものなのか。

　キャサリンには理解できなかった。
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　空が夕焼けに染まる頃、一行は再び空を運ばれて紫雲の里に戻った。

　一日野外にいたので身体が埃ほこりっぽい。夕食の前に汗を流そうとして、キャサリンはいったん部屋に入ったが、すぐに慌ただしい気配が追いかけてきた。

　既に顔見知りの召使いで、何やら緊張の面持ちである。

「急ぎお越しくださいと長老が申しております」

　キャサリンは着替えをやめて、乗馬服のまま部屋を出た。

　もちろんケイティもニーナも、ダムーもヴィンセントもついてきた。

　案内されたのは今まで入ったことのない部屋だった。それほど広くはないが、格調の高さは一目でわかる。特別な時にだけ使われている部屋なのだろう。

　正面の壁が大きく切り取られていて、すぐ外は立派なモザイクのテラスになっている。

　そのテラスに五人の長老が並んで立っていた。鳥類の彼らはキャサリンたちが部屋に入ってきたことに気づいているはずなのに、振り返りもしない。ただ空を見上げている。

　大きな羽ばたきが迫って、モザイクのテラスに三人の人が降り立った。

　長老たちが一礼し、それぞれ何か言葉を掛けて、彼らを室内に招き入れ、その人たちは形態変化を解かずに、翼を背中に現した状態で入ってきた。

　キャサリンの傍にいたニーナが怯おびえた顔になって後ずさりした。

　なぜなら、その人たちの翼はキャサリンが森で見た少年同様、真っ黒だったからである。

　一人は壮年の男性、一人は若い男、もう一人は中年の女性だが、全員、特大の烏からすを思わせる翼をしている。

　しかも、少年を見た時は気がつかなかったが、この人たちの上半身には羽毛がない。

　首から吊つるす形の前掛けで上半身を覆っているが、胴体にも両腕にも羽毛が生えていないのは見ればわかる。まったくの素肌の背中に大きな黒い翼だけを生やしているのだ。

　この様子がニーナにはひどく過まが々まがしい姿に見えたのだろう。無理もなかった。人間社会なら、この人たちの姿は『悪魔』と呼ばれて忌み嫌われても少しもおかしくないものだ。

　再び羽ばたきが近づいてきた。今度はもっと大人数の羽音である。八人の男の人がテラスに丁重な仕草で特大の優雅な輿こしを下ろし、揃ってその場に跪ひざまずいて頭こうべを垂れた。

　輿から降りてきたのはもちろんベラフォードである。

　彼も形態変化して《虹にじの羽》を見せていた。この状態で乗り物に乗せられるばかばかしさを感じているに違いないが、黒い翼の三人の顔色が明らかに変わった。

　平静を保とうとしながらも、それができない様子だった。

　驚きに眼を見張って、西日に眩まぶしく照らされる色鮮やかな姿を見つめている。

　ヨランダが重々しい口調で言った。

「尊みことさま。ミス・ウィンスロウ。こちらへ……」

　なぜ自分まで呼ばれるのかわからなかったが、キャサリンは言われたとおり、部屋の右手に進んだ。そこは一段高くなっていて、促されるままベラフォードと一緒に上がった。

　黒い翼の三人が恭しく頭を下げてくる。

　同じ黒でもよくよく見ると差があるもので、壮年の男性と中年女性の翼は夕陽に照らされて、漆黒ながら油を刷はいたように虹色に光っている。

　それに比べて若者の羽は光らない。つや消しの黒だ。いわゆる墨すみ色いろである。

　壮年の男性が、キャサリンにも理解できるようにとの配慮だろう、流りゆう暢ちような共通語で言った。

「紫雲の里の尊に神かみ代しろの栄誉が授けられたことをお知らせ致します」

　ベラフォードは答えない。黙っているように言い含められているのかもしれなかった。

「なお、尊には既に契りを結んだ方がおられるとのこと。祭りも間近に迫っておりますので、慣例に則り、ご推挙をお願い致します」

　最後の言葉はキャサリンに言われたものだが、何を推薦しろというのかがわからない。

　かろうじて理解できたのは『契りを結ぶ』という部分である。やはりそういうことになっているのかと赤面する思いだったが、キャサリンは冷静さと沈黙を守っていた。

　三人は再び一礼して、それで用件は終わったらしい。

　長老の一人が進み出て三人に声をかけた。

「お役目、ご苦労様にございます。どうぞ、こちらへ……」

　三人は羽をしまって部屋から出ていった。

　もうじき暗くなるので今夜はここに一泊していくらしい。

　四人の長老が彼らとともに部屋を出て行き、一人残ったヨランダは深々と頭を下げて彼らを見送ると、段から下りたキャサリンに向かって言った。

「それではミス・ウィンスロウ。よろしくお願い致します」

「その前に、わたしが何をすればいいのか教えてくださいませんか？」

　言われて初めて、キャサリンが『慣例』を理解していないことに気づいたらしい。

　ヨランダは苦笑したが、その表情が『言わなければわかりませんか？』と言っているように見えたのはキャサリンの気のせいでも邪推でもないはずだ。

「ミス・ウィンスロウ。あなたは尊さまのご寵ちよう愛あい深い方ですが、我々の同族ではありません。それでは《渡らずの山》を越えることはできません。そこであなたのお役目ですが、尊さまに付き従う姫となる娘を一人、この紫雲の里の中から選んでいただきたいのでございます」

　キャサリンは愕がく然ぜんとした。

　それこそ二の句が継げなかった。

「そのためにわたしを呼んだのですか？」

「さようでございます。通常であれば、誰を姫とするかは里の長老が話し合って決めますが、尊が絵姿をお許しになった方が既にいらっしゃれば話は別です。二百二十年前に一度、東雲しののめの里で同様のことが起こりました。その時は尊の姉君であったと聞き及んでおりますが、姉君は弟尊が里を去ってしまうことを悲しみ、弟尊に対する敬意を表す意味で、尊のお姿を極彩色の見事な刺し繡しゆうに表あらわしました。その刺繡は今も東雲の里に残っております。東雲の里の尊も信頼と愛情の証あかしとして、姫の選別を姉君に一任されました。我らの里の尊が神代に選ばれた以上は、その先例に倣う必要があるのです」

　恋人同士でなくてもいいのかとキャサリンは思ったが、ベラフォードがここで訝いぶかしげに口を挟んできた。

「待ってよ。アタシが引き受けたのは上の宮を飛び立つところまでよ。後のことは知らないわ。何なのよ、その姫って？」

「喜びなよ。あんたには十人の花嫁さんがあてがわれるんだってさ」

「そのうちの一人をこのお嬢さんに選んでくれって言ってるらしいぜ」

　ケイティとダムーから《渡らずの山》や十人の姫たちの話を聞いて、ベラフォードは露骨に不愉快な顔になってヨランダを見返した。

「どういうつもり？　アタシはそんな山の話も聞いてないわよ」

　この部屋にはキャサリンたちとヨランダだけだったから、ヨランダも昼間のレドヴィーンと同じように苦渋の表情で頷うなずいた。

「お話ししなかったのは、お願いしても意味がないとわかっていたからです」

「そうよ。神代役は引き受けるけど、それはあくまでただのお芝居──そう断ったはずよね？　だったら奥さん役も必要ないでしょ」

「そうは参りません。そこまで致さねば祭りの型が整わないのです」

「ずいぶんおかしなことを言うじゃないの。それを言うならアタシがその山を越えない時点で、型もへったくれもないでしょうが」

「いいえ。そんなことはありません。上の宮を飛び立つ神代は衆人環視の的ですが、姫たちは違います。彼女らは祭りの後、ひっそりと旅立つのです。ですからあなたにはひたすら北西を目差して飛んでいただきたい。そしてミス・ウィンスロウには後ほど候補者に会わせますので、神代にふさわしい娘を一人選んでいただきたいのです。何も難しいことではないはずです」

　キャサリンは呆あきれながらも尋ねてみた。

「その人たちはベラフォードさんが《渡らずの山》を越えないことをご存じなんですか？」

「とんでもない。知らせられるものではありません」

「どうしてですか。その人たちも《渡らずの山》を目差すのでしょう？」

　ベラフォードと合流できないとも知らずにだ。

「それではあまりにお気の毒ではありませんか。その人たちには本当のことを話して、途中で何か理由をつけて引き返してもらうべきです」

「なりません。よろしいか、ミス・ウィンスロウ。それは断じてなりませんぞ」

　ヨランダは厳しい顔で釘くぎを刺してきた。

　黙っていれば丸く収まると言いたいらしいが、キャサリンも苛いら立だちを隠せなかった。

《南天極楽鳥》にとって神代が絶対的な存在であることは、これまでの経緯でいやというほど吞のみ込んでいる。その『花嫁』に選ばれるのは里の女性にとって最高の栄誉に違いない。

　自分こそが誉れある役目に選ばれたと誇りに思い、幸福の絶頂を味わいながら、《渡らずの山》を越えた後でベラフォードがいないとわかったら、その女性はいったいどうなる？

　紫雲の里だけではすまない。他の九つの里で選ばれた女性たちも同じことだ。

　ひどい衝撃と苦痛を受けて、それこそ絶望の淵ふちに突き落とされるだろう。

　しかし、ヨランダはそうしたことは単なる些さ事じだと考えている。それよりもベラフォードが《渡らずの山》を越えないという事実が大勢の人の耳に入ることを何より恐れている。

　両者の主張は平行線を辿たどったが、議論の無駄を悟ったのは意外にもダムーだった。

「諦あきらめろよ。お嬢さん。どうせ芝居なんだ。適当な女を指名してやればいいじゃねえか」

「ですけど！」

　そんな無責任なことはできないと言おうとして、キャサリンはダムーの視線に気がついた。

　キャサリン以上に苛立たしげな、それでいて意味ありげな表情を浮かべた眼だった。

　大きく呼吸して、キャサリンは努めて冷静さを取り戻したのである。

「……誰を選んでもよいのですね？」

「はい。我らが推薦する候補者であれば」

「わかりました。その人たちに会わせてください」

「かしこまりました。さっそく明日にでも手て筈はずを調えさせます」

　今し方の論争などどこ吹く風である。ヨランダは晴れ晴れとした表情で部屋を出て行ったが、残された面々は晴れやかとは程遠かった。

「ベラフォードさん。その候補者に誰が出てくるかわかりますか？」

「たぶん、下の宮でアタシの世話係をやってる人たちでしょうね。みんな若くて気位も高いの。ティタニアなんかイザークに対してもとっても威張ってるのよ。それに……」

　十人の花嫁をあてがわれると知ったベラフォードも苦い顔だった。

「やっとわかったわ。彼女たち、みんな妙にアタシを意識してるのよ。あれはアタシが《虹の羽》だからっていう理由だけじゃなかったのね。──自分たちの誰かがアタシの花嫁になると思ってるもんだから、自分を選んでもらいたいっていう色気を出してたんだわ」

「色気の無駄遣いだってことに気がつかねえのか？」

　大真面目なダムーの指摘はいやになるくらい正しい。

　ケイティが吐き捨てるような口調で言った。

「結局わかったのはベラの勘が正しかったってことだね。ここの連中ってほんっとに変なことばっかりだよ」

　キャサリンも額に深い皺しわを刻みながら頷いた。

「わたしもそう思います」




　紫し雲うんの里の人たちはさぞかし盛大にベラフォードの『当選』を祝うのかと思ったら、特別なことは何もしなかった。ただ、ベラフォードに対する態度がさらに仰ぎよう々ぎようしく、恭うやうやしくなった。

　中でも警備隊の隊長を務めるイザークはひれ伏さんばかりに頭こうべを垂れたのである。

「あなたさまはきっと主上おかみとなられるだろうと思っておりました」

「主上？　何それ」

「神代をお呼びする時に用いられる言葉です。降臨飛ひ翔しよう祭が始まれば、あなたさまは主上です。わたしなどはもはや、あなたさまと相対に口をきける立場にもありませんが、これだけは申し上げておきたく思いました。あらためて、以前のあなたさまに対する非礼をお詫わび致します。ならびに此こ度たびのご託宣、まことにおめでとうございます」

　羨うらやんだり妬ねたんだりしている言葉ではない。この人は自分とは違うのだと、遥はるかに身分の高い至高の存在なのだからと、ある意味、諦てい観かんしきった祝辞である。

　ため息をついてベラフォードは言った。

「イザーク」

「何でございましょう」

「アタシ、今でもあなたの羽をきれいだと思ってるのよ」

　イザークの顔色が微妙に変化したが、それは間違っても喜びにではない。

　ベラフォードをたしなめるような、責めるような、以前の彼なら舌打ちしていたに違いない苦々しい表情を浮かべて、精いっぱい厳いかめしい調子で言ってきた。

「恐れながら申し上げますが、今のご発言はお取り消しくださいませ。あなたさまのお言葉は我らにとっては既に神の声にも等しいものなのです」

「じゃあ、あなたはその神の声を信じないのね」

「お戯たわむれと心得ておりますれば」

　当然のように言って、イザークは再び頭を下げた。

　夕食後、一同はダムーとヴィンセントが泊まっている部屋に集まった。

　ベラフォードも一緒である。神代に選ばれてしまえば、ある程度、行動は自由になるようで、付き人たちもやかましいことは言わなかった。

　そこで自分の母と伯お父じに関する驚くべき話を仲間たちから聞かされて、彼はまたも、何とも言えない深い吐息を洩もらしたのである。

「伯父さんに同情するわ、アタシ……」

　キャサリンも用心棒たちも同感だったが、《猫》のケイティはただ同情したりはしない。

　ちょっと皮肉っぽく、しかし真面目な口調で言ったものだ。

「それでも結局、あんたの伯父さんは妹を捜すことより《渡らずの山》を越えるほうを選んだ。色とりどりの羽がそんなにありがたいもんかね？」

　ベラフォードは沈ちん鬱うつな表情で首を振った。

「アタシは伯父さんを責めるのは酷だと思う。アタシみたいに臨時で尊をやってるだけでも、ここの人たちの並々ならぬ意気込みが伝わってくるんだから」

「へえ、何？　やっぱり立派に神さまをやらなきゃって思うわけ？」

「そういうことを言ってるんじゃないのよ」

　ベラフォードは顔をしかめて、きれいにマニキュアを塗られた指先に眼をやった。

「ここまでするのはやりすぎだけど、アタシは人を判断する時、見てくれって大事だと思うの。顔かたちの美醜を言ってるんじゃないのよ。そりゃあ、もともとの顔立ちも多少はあるけど、本当に大事なのはそこじゃないわ。肝心なのは自分をよく見せようとする意識のほうよ」

　キャサリンは頷うなずいて言った。

「わかりますわ。背が低かったり肥ふとっていたりするのは個性ですけど、男の人の身だしなみが乱れていたり、不潔だったりするのは本当に見苦しい。そういうことですわね？」

「そうよ。服装がだらしないのは問題外だけど、ダムーみたいに髪はぼさぼさ、汗くさいのにろくに身体も洗わない、頭は雲脂ふけだらけなんて、どんな美男子もそれじゃあ台無しよ」

「俺はちゃんと身体を洗ってるし、雲脂もねえよ」

　ダムーの文句は無視してベラフォードは話を続けた。

「アタシは自分を磨く努力は惜しまないつもりだし、きれいって言われるのも嫌いじゃないの。だって嬉うれしいじゃない？」

　この人はこういうところが乙女である。

　頭から笑いとばすかと思いきや、意外にもケイティが賛同した。

「まあ、努力するのはいいことだよ。異種アナザー人類レイスの男にとって美しさは重要な要素だからね」

「そうなんですか？」

　不思議に思ってキャサリンが問い返すと、ケイティは笑って肩をすくめた。

「そりゃそうだよ。たいていの種族では女にもてるかどうか、まず見てくれで決まるんだから。この飛びカマ蜥蜴とかげだって、変態じゃなかったら女の子が放っておかないよ」

　その意見にはキャサリンもニーナも大いに賛成だった。

　ベラフォードが複雑な顔で言う。

「でもね、ここの人たちがきれいだって誉めて値打ちを認めてくれるのはアタシの羽だけなの。もちろん羽だってアタシの一部には違いないけど、何だか違うのよねえ……」

　キャサリンは再び頷いた。

「それもよくわかります。──同級生にとてもきれいな金髪の子がいるんです。友達もみんなその子の金髪を羨うらやましがって誉めるんですけど、本人は嬉しく思いながらも、自分の値打ちはこの髪だけなのかって、ちょっと不満に思っているみたいですから」

「うまいこと言うわ、お嬢さま。アタシが言いたいのもそういうことよ。でもね、それ以上にやってられないって思うのは……」

　ベラフォードはちょっと肩をすくめ、真面目な顔でキャサリンを見つめてきた。

「お嬢さま。ここの人たちの羽を見てどう思う？」

「皆さん、とてもきれいですわ。もちろんベラフォードさんの羽は別格ですけど」

「いちいち断らなくてもいいわ。アタシは混血だけど、その辺は異種アナザー人類レイスに近いつもりだから。誉めてもらって感じるのは『ありがとう』ってことと『気に入ってくれて嬉しいわ』だもん。見てくれ自慢の無形種の女の子みたいに『ふふん、当然よ』なんて鼻に掛けたりしないわよ」

「まあ、耳の痛いことをおっしゃる」

「本当のことだもの。アタシは自分の羽を気に入ってるし、きれいな色だとも思ってるけど、それだけよ。『アタシの羽は他のどんな《鳥》よりきれいでしょ』なんて自惚うぬぼれたりしないわ。ここの人たちを見ればなおさらよ」

「ええ。じろじろ見るのは失礼ですけど、見ずにはいられませんものね」

　キャサリンは思い出し笑いを浮かべて、

「特にレドヴィーンさん。失礼かもしれませんけど、初めて見た時からわたし、栗のお菓子を連想してました。だって、翼がチョコレートで、胸元は茹ゆでた栗、両腕は渋皮を入れて練った栗のペーストみたいでしょう？　なんてすてきな美お味いしそうな配色なのかしらって」

「そうなのよ。アタシもあの羽はすてきだと思った。アタシみたいな極彩色とはまた違って、落ちついた感じよね」

　ベラフォードも笑って頷いたが、すぐに苦い息を吐いた。

「だけど、アタシがあなたの羽はきれいねって誉めると……彼はね、笑うの」

「いい笑いではないんですのね？」

「最悪よ」

　ベラフォードのほうが顔をしかめている。

「彼らの感覚では羽翼というものはとことん色鮮やかで、光沢がなければいけないらしいわ。くすんだ色、濁った色、暗い色は好かれないのね。だから、レドヴィーンみたいな茶系の羽はここの人たちにはあんまり値打ちがない。もちろん、レドヴィーン本人にとってもね。だけどレドヴィーンはまだましよ。ライガスはもっとひどいわ」

　キャサリンは途方に暮れた様子で首を振った。

「わかりませんわ。ライガスさんの羽は、わたしにはここの人たちの中でも一、二を競うほど美しく見えますのに……」

　正直な気持ちだった。ライガスの羽にはベラフォードのような煌きらびやかな羽とはまた違った清すが々すがしいまでの端整な美しさがある。何よりあの羽は重厚なライガスによく似合っている。

　そう言うと、ベラフォードは力強く頷いた。

「その通りよ、お嬢さま。アタシもまったく同感。彼の羽はとてもきれいだわ」

「ご本人は、自分の羽は無色だからとおっしゃってましたけど……」

「まさにそれなのよ。ここの人たちにとって白は色のうちに入ってない。色として認められていないのね。白い羽はもっともよろしくない、みすぼらしい粗末な羽だっていうわけよ」

　さんざんライガスに聞かされたことだが、ダムーが冷静に指摘した。

「そんな台詞せりふ、《白鳥》連中に聞かれたら戦争になるぞ」

　ケイティも頷うなずいた。

「《丹頂鶴》もだよ。連中もほとんど白いんだ。立派な宣戦布告と受け取るだろうね」

「アタシだってそう思うわよ。だけどそれがここの常識なの。比べたらレドヴィーンのようなくすんだ羽でも、色があるだけまだましってことらしいのよ」

　キャサリンはすっかり驚き呆あきれて叫んだのである。

「どうかしてますわ。レドヴィーンさんの羽もライガスさんの羽もあんなにきれいなのに！」

「そうなのよ！　ここの人たちがアタシの羽をきれいだと誉めてくれるのは嬉しいわ。だけど、アタシがきれいだと思うものを頭から否定しないで欲しいのよね！」

　ベラフォードは珍しく拳こぶしを握りしめて吠ほえ、身を乗り出して熱心に話しかけてきた。

「ね、お嬢さま。あなた、ドーザを見たでしょう？」

　キャサリンも熱心に頷いた。

「本当にすてきでした。《白はく頭とう鷲わし》の姿でいる時も、背中に翼を生やした時も。なんて立派な方かと思いました。夜の森の王者が《島しま梟ふくろう》さんなら、あの方こそ昼の青空の王者です」

「あのドーザを見てよ？　茶色の羽なんてつまらない、美しくないなんて、あなた言える？」

　キャサリンは大いに呆れた顔になって反論した。

「ベラフォードさん。わたしはそこまで感性の鈍い人間ではないつもりですわ」

「ところが、ここの人たちは口を揃えてそう言うの。『あなたの《虹の羽》に比べたら、猛もう禽きん類るいの茶色の羽など一いち瞥べつをくれる値打ちもありません』ですって！　見たこともないくせに！」

　再びダムーが呟つぶやいた。

「そんな恐ろしいことを《白頭鷲》に聞かれたらやっぱり戦争だな」

　ケイティものんびりと同意した。

「《白頭鷲》だけじゃないね。《獅し子し》も黙っちゃいないよ」

　現在の《獅子》の族長シルヴァはドーザと極めて親しい間柄である。

　敬愛する友への侮辱は我が身への侮辱に等しいと、シルヴァなら言うはずだ。

　美しいものを愛する心が人一倍強いベラフォードは憤慨した口調で続けたのである。

「人にはそれぞれ美しさの基準と好みがあるわ。それはわかってる。──たとえば、アタシはちょっと丸顔でお腹がたぷたぷしている猫ってすっごく可愛いと思うんだけど、顔はほっそり逆三角形で、お腹は背中にくっつくくらい瘦やせてなきゃ猫じゃないって言う人もいる。それは仕方がないわ。その人の好みだもの。だけど、丸顔で肥ふとっている猫が可愛いって言うアタシを『それは猫の見方として間違っている』だの『あなたの眼はおかしい』だの──そんなことを言う権利は誰にもないはずだわ！　相手が人間ならなおさらよ！　レドヴィーンの茶色の羽もライガスの白い羽も、アタシには本当にとってもきれいに見えるんだから！」

　一同、揃って頷き、キャサリンは厳かに審判を下したのである。

「全面的にあなたが正しいと思いますわ、ベラフォードさん」

「当たり前よ。なのに、その当たり前がここでは通用しないのよ」

　母親の生まれ故郷だというのに、ここの人たちの常識も考え方も自分とは相あい容いれない。

　そのことに一番憤りを覚えているのは他でもないベラフォードのようだった。

「その考え方で言うと黒い羽はどうなるんでしょう？　さっきの様子だと、黒羽衆の人たちはずいぶん特別に扱われているようですけど」

　キャサリンの疑問にニーナが横から口を出した。

「わたしはちょっと恐かったです。まるで烏の羽みたいで。──こんなこと言ったら《烏》の皆さんも気を悪くされるかもしれませんけど」

「異種人類に《烏》はいないけどね」

　ケイティが笑った。

「恐いと思うのはあんたの頭に烏は不吉だっていう思い込みがあるからだよ。黒は葬式の色で、泣き声が気味悪くて、腐肉を食らうから──だっけ？　魔物の使いだっていう迷信もあるよね。同じようにここの連中の頭には白はみっともないっていう思い込みがこびりついてる」

「そうよ。ティタニアなんか色のない羽に生まれるくらいなら死んだほうがましだって本気で思ってるわよ」

「ですけど、それなら黒はどうなんです？」

「不思議よね。暗い色は嫌いな人たちなのに、黒だけは例外みたい。黒は全部の色を合わせた喜ばしい色だからっていうのがその理由らしいわ」

　問題になるのはあくまで色数らしい。

「黒羽衆をありがたがるのは、あの人たちが伝統的に司祭と決まっているせいもあるみたいね。あなたたちも神父さんや牧師さんはありがたがるでしょ。同じようなものよ」

　違う社会には違う理屈があるものだと、キャサリンはしみじみとニーナと頷き合った。

　さらに《渡らずの山》について詳しく話すと、ベラフォードは理解しかねる顔で首を捻ひねった。

「変ね？　ここから北西にアタシの翼でだいたい一ヶ月くらい飛んだ山？」

　西大陸の果てとはキャサリンには想像もできなかったので、思わず呟いた。

「空を飛んで一ヶ月なら、飛べないとどのくらい掛かるんでしょう？」

　ダムーとケイティが、実際に行ったことはないがと断った上で、それぞれ意見を述べた。

「真っ平らな道を行くのとはわけが違うからな。間違いなく一年以上は掛かると思うぜ」

「それどころか馬もランナーバードも使えない地形も多いんだから、もっとかもしれないよ。途中には本物の猛獣もいるからね」

　まったくの未開の土地で、旅館どころか人家もない。

　食料も水も現地で調達しながら進まなければならない。

　キャサリンには想像もできない過酷な旅だが、まだ考え込みながらベラフォードが呟いた。

「その山、もしかしたらグランエルバ山脈じゃないかしら？」

「あんた、行ったことあんの？」

「ないわ。そんなにぶっ通しで飛んだら肩けん胛こう骨こつがおかしくなっちゃうわよ。アタシは《鶴》や《白鳥》と違って完全変態できるわけじゃないんだから」

　ベラフォードはあっさり否定して、

「賢者さまから聞いたことがあるだけよ。賢者さまは今でこそフォレスの森を動かないけど、お若い頃は二、三十年掛けて大陸を旅した方だもの」

　キャサリンとニーナが眼を剝むいた。

「二、三十年!?」

「断っておくけど、それでも西大陸の全部を回り切れたわけじゃないのよ、お嬢さま。だけど、グランエルバが西大陸の果て？　そんな馬鹿な話ってないと思うわ」

「実際にはその山の向こうにも大陸が続いているんですか？」

「もちろんよ。それどころか、西大陸全体で言うなら、わりと東よりにある山脈だと思うわよ。賢者さまのお話だと、グランエルバの向こうにはいろんな珍しい種族が住んでるはずだもの。──でもね、その中に《南天極楽鳥》はいないはずよ」

「いない？」

　キャサリンはきょとんとなり、ダムーとケイティも問い返した。

「確かか？」

「行ったことないのに何でわかるのさ？」

「賢者さまがご存じなかったからよ。アタシ、西の地方の話は何度も聞かせてもらったけど、《南天極楽鳥》の話なんか一度も出てこなかったもの。──あれはあくまで伝説の中の種族で、アタシのお母さんに会うまで実在するとは思わなかったっておっしゃってたわ」

　ヴィンセントも頷うなずいた。

「ベラのお母さんしか見たことないって言ってたよね」

　ケイティが不思議そうに首を捻る。

「確かに変だね。何十年も西部にいたんなら噂くらい聞いてもよさそうなもんだ」

「けどよ、一口に山の向こうって言っても相当な広さだろう。たまたま《蜥蜴とかげ》のじいさんは奴らに出くわさなかっただけじゃないのか？」

　ダムーの言い分にはベラフォードが反論した。

「それは理屈に合わないわよ。ここの人たちはグランエルバが西の果てだと信じてるんだから。山を越えてもそう遠くへは行かないんじゃない？」

「わかんねえぞ。ここの連中は誰もその『約束の地』を自分の眼で確かめたわけじゃないんだ。実際に行ってみたら、もっと暮らしやすい土地が他にあったのかもしれない」

「まあねえ、確かにそういう可能性もあるけど……」

　ベラフォードはまだ納得できない様子だった。
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　翌日、朝食の後で、キャサリンは『姫』候補の女性たちに引き合わされた。

　予想通り、半分は知った顔だった。ティタニアとミリアム、ベラフォードにペディキュアを塗っていた二人もいる。他に初めて見る女性が四人いた。全部で八人だ。

　十代半ばから二十代半ばまで、年齢はさまざまだが、彼女たちはみんな同じ形に髪を結い、同じ化粧をして、足首まで隠れる紫のスカートを穿はいている。

　上半身には何も身につけていない。

　今の彼女たちは形態変化して翼を見せていたからである。

　それに伴って胸郭はふくらみ、上体はみっしり羽毛で覆われているので、一いち瞥べつしただけでは裸とは気づかない。かろうじて乳房の丸みがわかるくらいである。

　おかげで、キャサリンも恥ずかしい思いをせずに済んだ。もし眼の前に上半身裸の女の人を八人も列ならべられたら（しかも自分は服を着ているのに）居たたまれなかっただろう。

　安心すると同時に、少しばかり腹立たしくなった。

　こんなふうに羽翼を見せて一度に列べるなんて、まるで家畜の品定めでもしているようで、気に入らなかったが、不快に思っているのはキャサリンだけで、彼女たちは真剣そのものだ。

　立ち会っていた長老の一人が誇らしげにキャサリンに話しかけてくる。

「ご覧の通り、皆、神かみ代しろにふさわしい娘たちですぞ」

　確かに彼女たちの羽翼は華やかだった。五色以上はある。

　ベラフォードと歴代の神代の肖像画を除けば、これほど彩り豊かな羽を見るのは初めてだ。

　中でもティタニアの翼は一ひと際きわ眼を引くものだった。肩に近い雨あま覆おおい羽ばねは表が赤、裏が薔ば薇ら色、長い風切羽が黄緑と黄色、両腕が緑、上体の羽毛が藍あい、青、紫、水色。

　色はやや薄いし、光沢もないので《虹の羽》とは言えないが、ほぼ十色と言っていい。

　ミリアムの羽も美しかった。

　彼女はもっと淡いパステルカラーで、翼は薄いピンクと薔薇色、腕は明るい水色、上半身は薄い緑とやわらかなオレンジとクリームイエローという配色である。

　紫雲の里の不幸は男にこれほどの羽が出なかったことだ。

　キャサリンは女性たちの顔をぐるりと見渡して、長老に眼を移した。

「ミリアムさんにお願いしたいと思います」

「……よろしいのですか？　ミリアムは六色ですが」

　確かにティタニアが一番色数が多く、次がベラフォードにペディキュアを塗っていた二人で、七色か八色に見える（キャサリンの眼には青と藍が区別しにくいのだ）。

　初めて見る四人はだいたい五色だから、ミリアムは四番手の候補者ということになる。

「羽を重視するのがあなた方のやり方だということはわかっていますが、わたしが気に入った人を選んでかまわないのでしょう？　ミリアムさんの奏でる音楽はとてもすてきでしたから」

　すらすら言いながら、キャサリンはちょっと身構えて女性たちの様子を観察していた。

　特にティタニアをだ。本命と目もくされていた彼女は選から洩もれたことに愕がく然ぜんとして憤慨するか、盛大に抗議してくるだろう。それを警戒していたのだが、彼女は意外にも冷静で、この決定に素直に従うつもりのようだった。キャサリンに向かって丁重に一礼してくる。

　他の女性たちも同様で、騒いだりせずに落ちついている。

　驚きに顔色を変えているのは、むしろ選ばれたミリアムのほうだった。

　ミリアムを指名したのは、ベラフォードと打ち合わせた上でのことだった。

　ヨランダが何を言おうと、キャサリンは真実を黙っているつもりなどなかった。

　祭りを終えてここから帰る時には『姫』役の女性に洗いざらい暴露する決意をしていた。

　その時なるべくダメージを受けない人、はっきり言えば一番ベラフォードに興味のない人は誰かというキャサリンの質問に、当の本人はげんなりした顔で手を振ったものだ。

「いないわよ、そんな人。──どうせお芝居なんだから誰でもいいんじゃないの？」

「それはベラフォードさんらしくもない浅はかなお言葉ですわ。たとえば、ティタニアさんを選んだとしましょう。ベラフォードさんが《渡らずの山》を越えないと知ったあの人が『はい、わかりました』と素直に引き下がってくれると思いますか。わたしには到底無理に思えます。それどころか、里を離れたベラフォードさんをどこまでも追いかけてくるかもしれません」

　ベラフォードは鳥肌を立てて震え上がった。キャサリンの言葉は決して的はずれの脅しとは言えなかったからだ。

　あれでもない、これでもないと散々頭を捻ひねって、ようやくミリアムの名前を絞り出した。

　ベラフォードの言動に一喜一憂している点ではティタニアとそう変わらないように見えるが、日々傅かしずかれている本人には何か感じるものがあったらしい。

「今のあなたの質問、アタシの花嫁になれないってわかってもあんまりがっかりしない人って意味でいいのよね？　眼をきらきらさせてアタシを見てるのはみんな一緒だけど、その中ではミリアムが一番アタシに執着してないように思うのよ」

　あれで？　と思ったが、結果的にベラフォードの見立ては正しかった。

　ミリアムは躍り上がって喜ぶでもなく、誇らしげな笑みを浮かべて胸を張るでもなく、ただ責任の重さを嚙かみしめている表情で頭を下げたのである。

「……つつしんでお受け致します」

　その顔には一種の悲壮感すら漂っているように見えて、キャサリンのほうが驚いた。

　すんでのところで『気が進まないのですか？』と尋ねるところだったが、そんなはずはない。

　彼女たちにとって神代の姫に選ばれるのは最高の栄誉のはずなのだから。

　緊張しているせいだろうと思い直してみたが、ミリアムの表情は冴さえなかった。昼食の間も得意の演奏を披露してくれたが、その弦の音さえ何となく曇っているような気がする。

　その理由は意外なところから明らかになった。

　午後には、下の宮でベラフォードが祭りの練習をするところを見物した。

　宮の入口をくぐってまっすぐ奥に進むと、燦さん々さんと陽光の降り注ぐ吹き抜けがある。

　天井は見上げるほど高く、中の宮の伽が藍らんにも匹敵するほどだ。

　キャサリンたちが行ってみると、ちょうど男の人が四人がかりで大きな吊つり台を運んでくるところだった。

　吊り台には肖像画に描かれていたご神器の複製が乗せられていた。形はそっくり同じだが、純金製ではなく、真しん鍮ちゆう製のようだった。立ち会っていた長老の説明によると、本物のご神器は内部が空洞であるのに対し、こちらは中身を詰めることで同じ重さに調節してあるという。

　その中に一つ、絵には描かれていなかった装備品があった。

「何これ？」

　ケイティがひょいと取り上げたそれは真鍮製の仮面マスクに見えた。顔の上半分を覆い隠すもので、眼の部分がくりぬかれ、精せい緻ちな浮彫が施されている。

「神代は上の宮に降り立つ時まではこの仮面で顔を隠し、降り立った後、初めて仮面を外して、ご尊顔を見せながら上の宮の階段を下るのです」

　そうすることによって、他所よそから飛来した客まれびとの至高神が《南天極楽鳥》のもとまで天下り、人々と溶け込んだことを表すのだという。

　用心棒たちの中でもう一人、翼を持っているダムーが仮面を手に取り、その手て応ごたえに呆あきれて言ったものだ。

「結構な重さだぜ。視界も狭せばまる。こんなものをつけて飛ぶのかよ？」

　そこへ、ベラフォードがお供の人たちを引き連れてやってきた。

　上半身は裸で、歴代神代の肖像画と同じ前掛けをつけている。間近で見ると、それは腰まで深い切り込みの入ったスカートにも見えた。足元はサンダルだ。

　長老が深々と一礼して言う。

「それではお願い致します」

「はいはい。──お仕事ですもんね」

　後半は小声で呟つぶやき、ベラフォードは肩をすくめて形態変化に入った。

　色白の上体が見る間に色鮮やかな羽毛に覆われ、背中には輝かしい翼が出現する。

　いつ見ても見事なものだとキャサリンは感嘆したが、お供の人たちも、吊り台を運んできた人たちも、感極まったような吐息を洩らして、食い入るようにベラフォードを見つめている。

　それは単に目の保養と感じているキャサリンとは明らかに異質な眼まな差ざしだった。

　お供の人たちが恭しい手つきでベラフォードに仮面をつけ、ご神器の複製を嵌はめていく。

　複製でもなかなか見栄えがするが、冠を乗せられ、最後に錫しやく杖じようを持たされたベラフォードは、仮面越しでも露骨に顔をしかめていた。

「鎧よろいを着せられたようなもんだわ。これじゃあ、そう長くは飛べないわよ」

「長くはありません。中の宮から上の宮までですから、ほんの五百メートル程度です。まずは飛んでみてくださいませ」

「この状態で五百メートル？　気楽に言ってくれるわねえ……」

　文句を言いながらも、ベラフォードは錫を両手に握りなおし、大きく羽ばたきした。

　細身に見えても、彼はケイティを抱えて空を飛ぶだけの力がある。重い装備品で固められた身体を見事に宙に運び、天井を目差して高く舞い上がった。

　陽の光を浴びた翼が眩まぶしいほど輝いて、ニーナがため息を吐く。

「きれいですねえ……！」

　キャサリンもその点はまったく同感だった。

　里の人たちのような強烈な思いこみはなくても、彼の《虹の羽》は文句なしに美しい。

　しかし、今のベラフォードは飛行姿勢を維持するのにかなり苦労している。装備品の重さは半端なものではないのだろうが、下で見守る長老たちから容赦のない指導が飛ぶ。

「もっと背筋を伸ばして、お顔を上げて、胸を張ってくださいませ！」

「ご神器の重さを感じさせてはなりません。もっと舞うように軽やかにお願い致します！」

「無茶言わないでってば！」

　懸命に羽ばたきするベラフォードが悲鳴を上げるのを聞いて、ケイティが吹き出した。

　キャサリンも笑いをこぼした。五十キロもの装備を身につけて『軽やかに舞うように』とは無茶を言うものである。

　手伝えることは何もなさそうなので、一同は吹き抜けの部屋を後にした。

　ちょうどいい機会である。ベラフォードの練習が終わるまで、キャサリンはニーナと一緒に下の宮を見学することにした。

　この建物は里の中で一番高いところに立っている。そのせいで外から見るとわからないが、意外に広く、奥が深い。

　吹き抜けの空間を離れて少し進んだところに、扉のない広間があった。

　そこには姫候補の女性たちが集まっていた。今はもう普通に服を着ている。絨じゆう毯たんの敷かれた床に座り込んで、何やら華麗な生地を広げて熱心に針を使っている。

「ミリアムさんはいらっしゃいますか？」

　尋ねると、ティタニアが作業の手を止めて立ち上がった。

　彼女はここでも女性たちのリーダーらしい。他の女性たちには仕事を続けるよう眼で指示し、礼儀正しく頭を下げてきた。

「ミリアムでしたら、離れに行っております」

「離れ？　この裏手のことですか？」

「はい。わたしたちが寝起きしている建物です。ご案内致しましょうか」

「お気遣いなく。一人で行けますから。今は何をつくっていらっしゃるんですの？」

「主上おかみが──尊さまのことですが──降臨祭の初日にお召しになるご衣い裳しようです」

「まあ、それでこんなに念入りな縫取りをなさるんですね。すばらしい出来ですわ」

　決してお世辞ではなかった。作業は既に最終段階で、彼女たちの手元には眼も眩くらむほど絢けん爛らん豪華な生地が出来上がりつつあるが、ティタニアは笑って首を振った。

「まだまだですわ。こんなものを主上にお供えしては、他の里の女たちに笑われてしまいます。皆この時のために針糸の修行を積んでいるのですから」

「他の里の人たちもベラフォードさんの衣裳を？」

　ティタニアは苦笑した。優しい表情と品の良さで緩和されてはいるものの、ここでもやはり『そんなことも知らない』キャサリンを憐あわれむような微笑だった。

「もちろんですわ。それも降臨祭の見どころの一つです。どの里の女たちも、神代がもっとも美々しくお映りになるように、すべての技ぎ倆りようを注ぎ込んだ衣裳をお供えするはずです」

　キャサリンは礼を言ってその場を離れた。

　通路を歩きながら、ニーナが小さな息を吐いて首を振る。

「お嬢さま。わたし、郷に入っては郷に従えという諺ことわざは知ってるつもりなんですけど……」

「その先は言わなくてもいいわよ、ニーナ。実践するのは難しいわね」

　昨日のベラフォードのぼやきもそうだが、ここの人たちは自分たちの決まりや考え方こそが絶対であると堅く信じて疑わない部分がある。

　宮の裏口を出ると、そこには意外な光景が広がっていた。

　前方に高い峰が聳そびえ、眼の前には手入れの行き届いた畑がある。さまざまな野菜が育てられ、花も植えられている。規模は小さいが、家畜小屋まで見える。

　野菜畑では数人の中年の女性たちが働いていた。

「こんにちは。ご精が出ますね」

　キャサリンが話しかけても返事がない。面食らったように顔を見合わせている。

　どうやら言葉が通じないらしい。キャサリンも後が続けられなくて困っていると、ちょうど畑の向こうにある建物からミリアムが出てくるのが見えた。

「よかった、ミリアムさん。この人たちと話ができなくて。通訳してくださいませんか？」

　ミリアムは自分の説明も交えながら、女性たちとキャサリンの会話を取り持ってくれた。

　この人たちは畑の手入れや収穫を担当する係だという。乳搾りや卵集めなどの家畜の世話も任されている。

　言葉はわからなくても、女性たちの表情を見れば、彼女たちが下の宮で働けることを心から誇りに思い、自慢に思っているのは明らかだった。お宮勤めが許されるなんて夢のようだと、ずっと憧あこがれだったと話すのを訳してもらったキャサリンはミリアムに確認してみた。

「もしかして、この人たちは崖がけの途中の家にお住まいですか？」

「はい。普段はあそこに住んでいる人たちです」

　なるほど正しく労働力を提供している階級である。

「毎朝ここまで飛んでくるのは大変なので、今はこの人たちも離れに住み込みで働いています。わたしたちとは部屋は別ですけど……」

「そうだわ、せっかくですから離れも案内してくださいませんか？　ミリアムさんのお部屋も見てみたいんです」

　ミリアムは快く承知してくれた。

　畑の横の道を並んで歩きながら、キャサリンはあらためてミリアムを観察してみた。

　顔立ちも体つきもほっそりと優しげな人である。ティタニアのような居丈高なところはなく、さっきの女性たちもミリアムには打ち解けた笑顔を向けていたのが印象的だった。

　離れは学校の校舎のような長方形の建物だった。

　姫候補の女性には個室が与えられていて、全部で二十室もあるという。

　ただし、中は意外に狭い。寝台と書き物机があるだけの空間だが、ミリアムの机に共通語で書かれた書籍を見つけて、キャサリンは驚きの声を上げた。

「この本、ミリアムさんの持ちものですか？」

　ミリアムは恥ずかしそうに答えてきた。

「知り合いからいただいたものです。難しくて、なかなか進みませんけど……」

「当然ですわ。『失われた東大陸』と『豊かな社会』はわたしも授業で使ったことがあります。法律や社会学の初心者向けの、わかりやすくておもしろい教材ですけど、ベンジャミン教授の『東と西、二つの文化』、ゴア教授の『法の理論』──これは大学院レベルの文献ですもの」

　この段階になると独学で読み解くのは至難の業だ。誰か先生がいないと──と言い掛けて、キャサリンはふと思いついた疑問を口にした。

「この里にわたしたちの言葉を話せる人はどのくらいいるんですか？」

「男の人たちはあちらに渡ることも多いので、結構話せます」

「では、女の人は？」

　何気ない質問のはずなのに、ミリアムはなぜか眼を外して、慎重に答えてきた。

「わたしもその一人ですが……五色以上の娘だけです。多色の娘はいずれ尊さまにお仕えする栄誉を授かるかもしれませんから」

　意味がわからなかった。詳しく尋ねると、下の宮に滞在中、尊が東への旅行を希望するかもしれないからというのである。当然、付き従う者には共通語の素養が必要だというのだ。

「あるかないかわからない尊の外国旅行のために？　わざわざ言葉を学ぶのですか？」

「はい、尊さまにご不自由を感じさせないことがわたしどもの務めです。行ぎよう啓けいの最中もお側を離れるわけには参りません」

　少しも気負いのない、それが当たり前と思っている口調だった。キャサリンはもう何度目か覚えてもいられない複雑な気分に襲われたが、試すつもりで質問してみた。

「ミリアムさんはベラフォードさんのことをどう思っていらっしゃいます？」

　この時ミリアムの顔に広がった微笑は贋にせ物ものには見えなかった。

「すばらしい方です。あれほど見事な《虹の羽》が実在するなんて夢のようですわ」

「でしたら、ベラフォードさんをお嫌いではありませんのね？」

　ミリアムが息を吞のんだ。図星だったからではない。完全に予想外の問いだったからだ。

　恐怖さえ浮かべた眼でキャサリンを見返し、大きく喘あえぎながら震える声で言った。

「尊さまを嫌うなんて……とんでもないことでございます。どうしてそんな……？」

「違っていたならお詫わびしますわ。ただ、ミリアムさんを推挙したことを喜んでいただけると思いましたのに、あまり嬉うれしそうには見えなかったものですから」

　直球ど真ん中の言葉に、ミリアムは今度は躊躇ためらい顔になった。

「滅相もないことでございます。ただ……あの、尊さまのお供をして《渡らずの山》を越えてしまったら、もう二度とこの里に戻ることはできません。身に余る栄誉をいただいていながら、こんな私事で思い煩うのは許されないこととわかってはいるのですが、家族や親しい人たちと別れ別れになってしまうのが寂しくて……」

　なるほど、そっちか。

　キャサリンは大いに納得し、大いに気が楽になった。

　いっそのこと、今本当のことを話してしまおうかと思ったが、それは思いとどまる。

　ミリアムの浮かない表情の原因が家族との別れにあるなら、祭りが無事に終わりさえすれば、すべて丸く収まるのだ。ミリアムには気の毒だが、今は黙っているのが賢明である。

　そんなふうに自分を納得させて、キャサリンはミリアムと一緒に部屋を出た。

　廊下の途中で、角を曲がってやってきた人とぶつかりそうになった。

　ディータだった。

　ミリアムとばったり顔を合わせた彼は血相を変えて何か言おうとしたが、キャサリンの姿に気づいて反射的に口を閉ざし、キャサリンはほとんど無意識にミリアムの表情を窺うかがった。

　その反射神経のおかげで、ミリアムが目め顔がおで『黙って』と合図するのを見逃さずに済んだが、ミリアムはすぐさま感情を抑えて、事務的にディータに話しかけたのである。

「どうしました？　あなたは食材を届けるお役目のはずでしょう。台所以外の立入は許されていないはずですよ」

　ディータも立ち直って、礼儀正しく一礼した。

「お許しください。お台所にご検分役がどなたもいらっしゃらなかったものですから……」

「みんな畑に出ているのでしょう。わたしから伝えておきます。ご苦労さまでした」

　二人はそれきり眼を合わせることなく離れ、キャサリンは無邪気に尋ねた。

「ここには畑もあって、家畜もいるのに、食材を届けてもらうんですか？」

「あれは尊さまのためのものですから、わたしたちが口にすることは許されないんです」

　ここで働くお供の人やミリアムを含む姫候補の女性たち、それに下働きの女性たちの食事は別の食料がわざわざ下から運ばれてくるという。

　ミリアムは何事もなかったようにキャサリンとニーナと一緒に離れを出て、畑で働いていた女性たちの一人に何か話しかけた。その後はキャサリンとおしゃべりしながら宮に戻ったが、道の途中で急に思い出したように声を上げた。

「いけない。忘れるところでした。お宮に飾る花を摘んで帰らなくては……」

「あら、それならお手伝いしますわ。畑のお花でしょう？」

　キャサリンが明るく言うと、ミリアムは困ったような顔になった。

「申し訳ありません。ここの花ではなく、あの岩場の上に咲いている花なんです。眺めのいいところですから、ぜひお誘いしたいのですけど、キャサリンさまには……」

　峰の途中を振り仰いだミリアムに、キャサリンは苦笑して首を振った。

「残念ですわ。こんな時は翼がないのが悔やまれますね」

「先にお戻りください。わたしもすぐに参りますから」

　すまなそうに頭を下げて、ミリアムはゆったりした上着の諸もろ肌はだを脱いだ。

　下に着ているのは胸を覆い隠すホールターネックの肌着である。背中は剝むき出しだ。

　その背中にきれいなパステルカラーの翼が出現する。

　大きく羽ばたくと、ミリアムの身体はふわりと空に舞い上がった。

　飛び立ったミリアムを見送ると、キャサリンはくるりと身体の向きを変え、不自然ではない程度に精一杯急いで下の宮に戻ったのである。

「お嬢さま？　どうしたんです」

　後ろを歩くニーナが不審そうに尋ねても答えない。

　吹き抜けではベラフォードがまだ練習を続けていたが、それは無視して二階に駆け上がる。

　目当ての人は二階の端の部屋にいた。豪勢な長椅子の上で、うとうとしていた。

「ダムーさん、手を貸してください」

「何だ？」

　気怠そうに片眼を上げたダムーの頭の向こうに窓があった。

　ミリアムが飛んでいった岩場がそこから見える。

　その岩場を示してキャサリンは言った。

「下で働いている人たちに見られないように、あそこまで行けますか？」

　ダムーは長椅子の上に起きあがって窓の外を眺め、すぐに頷うなずいた。

　この窓のすぐ左手は切り立った崖がけになっている。ここから崖の下まで飛び降りて家畜小屋の裏を回っていけば、畑で働いている人たちにも里の人たちにも見られずに済む。

　そう説明して、ダムーは訊きいた。

「化けりゃああんたを乗せていけるが、何でだ？」

「盗み聞きをしに行きたいんです」

「お嬢さま！　そんな、はしたない！」

　ニーナが悲鳴を上げたが、キャサリンはかまわなかった。

「気づかれないようにそっと近づいてもらいたいんです。お願いします」

　無茶な頼みなのは百も承知だったが、せっぱ詰まった様子に何か感じるものがあったのか、それとも暇を持て余していたのか、ダムーはすぐに立ち上がってくれた。

　衣服もサンダルも脱ぎ捨てて形態変化に入る。

　中背の少年の身体は見る間に大型猫族の身体に変わり、真っ黒だった髪は白銀のたてがみに変化する。相変わらず脱ごうとしない腰の黒パンツが激しく邪魔だが、それさえ除けば、雪のような毛皮に淡いブルーの縞しまが入った姿は惚ほれ惚ぼれするほど立派だった。

　加えて、この獣はその背中に、立派な姿を覆い隠すほど巨大な翼を出現させた。

　純白でありながら真珠貝のような、乳白色に虹にじ色いろの光沢を放つ翼は身震いするほど美しい。

　白い羽には値打ちがないと固く信じて疑わないこの里の人たちにこの姿を見せてやりたいと心から賞賛していると、眼の色を薄青く変化させた獣が振り返って言った。

「乗りな、お嬢さん」

　キャサリンを乗せた獣は大きく羽を広げて、窓から飛び出した。

　左手の崖下まで一気に降下し、風に乗って旋回して岩場に迫る。キャサリンは反射的に下を見下ろしたが、そこにあるのは見事な断だん崖がい絶壁だ。思わず、ぎゅっと獣の首にしがみついた。

　幸い、この崖は里からは死角になっている。誰にも見られる心配はないが、このまま飛んで近づいたら、羽音を聞きつけられて、盗み聞きどころではなくなってしまう。

　滑空した白い獣は岩場の手前の崖にムササビのように飛びついた。

　羽をしまって、大きな手で岩を摑つかみ、獅し子しのような身体で、まるで猿のように楽々と岩場を登っていく。上に登るだけではない。横にも器用に移動した。

　首にしがみついているキャサリンの重みなど、まったく意に介していないように見える。

　桁けた外はずれの力強さに感嘆しながら、キャサリンは注意深く上を窺うかがっていたが、気がついたのはダムーのほうが早かった。

《ごちゃまぜ》の彼は五感の鋭さに掛けては野生動物並みの感覚を誇っている。ちらりと振り返った眼の色だけで『上にいるぜ』と示してきた。

　岩場の縁には茂みが密生していた。ダムーはその縁に両手で摑まり、顔だけをそっと覗のぞかせ、茂みの茎の隙間から岩場を窺った。

　もちろんキャサリンも白いたてがみ越しに同じことをした。

　地面すれすれの位置から覗いた二人の眼の前、茂みの向こうにミリアムが立っていた。

　思った通り、ディータの姿もあった。

　茂み越しとはいえ、二人との位置は極めて近い。話し声も聞こえたが、ここでキャサリンは根本的な失敗に気がついた。

　二人は彼らにとっての母国語──《南天極楽鳥》の言葉で話していた。何を言っているのか、もちろん一言も理解できない。

　しかし、ある意味、言葉は必要なかった。

　ディータが何やら悲壮な表情で切々とミリアムに訴えている。

　ディータの顔に浮かんでいるのは困惑であり、怒りであり、絶望だった。それでも諦あきらめず、彼は懸命に自分を制し、必死の様子でミリアムを搔かき口説いている。

　大いに心を動かされながらも、ミリアムは頷かない。

　どうしようもないという風情で、うつむいて首を振っている。

　焦じれたディータが語気を荒らげた。何か激しく詰なじったようだった。

　これにはミリアムも黙ってはいなかった。きっと顔を上げて、激しい口調で言い返したが、ディータを見つめたミリアムの眼には涙が光っていた。

　その剣幕に気圧されて、ディータも思わず口をつぐむ。

　たまりかねたのか、ミリアムが崩れるようにディータの胸に飛び込んだ。

　小さなすすり泣きが洩もれる。茫ぼう然ぜんとその身体を受け止めたディータの体たい軀くが悔しさと無念にわなないて、彼の腕がミリアムの華きや奢しやな身体をしっかりと搔き抱いだく。

　キャサリンと白い獣は真ん丸になった眼と眼を見交わしていた。
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「ありゃあ『姫役なんか受けるな、一緒に逃げよう』って誘ってたんだよな」

「ですけどミリアムさんは断ったんですよね。『いいえ、だめよ。これはわたしの務めなの』それとも『拒否することは許されないのよ』でしょうか？」

「それで『俺よりあいつがいいのか、あいつを選ぶのか？』だよな」

「いくら恋敵でもディータさんはそんな言い方はしないと思いますわ。──『俺より尊みことさまが好きなのか、俺を捨てて尊さまについていくのか』──そんな感じじゃありませんかしら？」

「だけど、彼女のほうは心変わりしたわけじゃない。今でもあいつが好きなんだ」

「間違いありませんわ。だからディータさんに怒って言い返した」

　下の宮でも、部屋のある建物に戻ってきても、人目があるから迂う闊かつなことは言えない。

　晩ばん餐さんを済ませて、自分の部屋に引き上げたキャサリンはダムーとヴィンセントを招き入れて、昼間のことをあらためて語り、ケイティが笑いながら感想を述べた。

「よかったじゃないか。彼女に好きな相手がいるなら、ベラの嫁さんになれなくてもがっかりしないだろうし、祭りの後は本命の彼氏とくっつけばいい。めでたしめでたしだ」

　キャサリンは懐疑的な表情で首を振った。

「そううまくいきますかどうか。あれは明らかに秘密の恋のようでしたわよ」

　ヴィンセントが同意した。

「そうだよ。だってさ、ミリアムさんは六色でディータは無色でしょ？　それって、ここでは身分違いって言うんじゃないのかな」

「ええ。お二人のやりとりを見ても間違いないでしょうね」

　直接の主人と家来ではないだろうが、明らかに二人の階級は違う。ミリアムは命令する側で、ディータはその命令に従わなければならない立場だ。

「愛し合う二人には悪いけど、それはあたしらの考える問題じゃないからね。ちゃんと謝礼を払ってもらうことが肝心なんだ。祭りが終わるまで、こっちの本意は黙ってたほうがいい」

　いかにも利益最優先のケイティらしい言い分である。

　そのほうがいいかとキャサリンも一度は思ったが、意外にもニーナが口を挟んだ。

「わたしは、ディータさんにだけは話しておいたほうがいいと思いますけど……」

「どうしてそう思うの、ニーナ？」

「お二人はヴィンセントさんの言うように、身分違いの許されない関係なんですよね。しかもミリアムさんは神かみ代しろの花嫁に選ばれた。ディータさんにしてみれば、決して手の届かない遠い人になってしまったわけでしょう。思いつめた若い人は何をするかわかりませんから。恋人を取られるくらいならいっそのこと──なんて無理心中を図るかも……」

　ニーナの考え過ぎと言い切る自信はキャサリンにはなかった。

　ヴィンセントも心配そうな顔でダムーを窺うかがい、ダムーも頷うなずいた。

「人死にが出るのはありがたくねえな」

「そりゃあ、あたしだってそんなのは遠慮したいけどさ。あの彼氏に本当のことを話すとして、彼氏はそれを顔に出さないでいられるわけ？」

　彼女が里に残ると知って、躍り上がって喜ばれたりしたら何もかも水の泡だ。

　不自然な演技もまずい。ベラフォードの神代が芝居だと里の人にばれてしまう恐れがある。

　ケイティはそう主張したが、キャサリンは首を振った。

「ディータさんはそこまで愚かな人ではないと思いますわ。機会を見つけて話してみましょう。わたしとしても話してしまったほうが気が楽です。そうすれば後はお祭りを無事に終わらせて、皆さんはたっぷり謝礼をいただいて、ここから帰ればいいんですものね」

　もっともな話なので、ケイティも肩をすくめて笑みを浮かべた。

「ま、貧乏くじを引いたベラにだけはもうちょっと頑張ってもらわなきゃならないけどね」

　その後、ダムーたちは隣の部屋に戻って行き、キャサリンたちは寝る支度を調えた。

　窓には既に鍵かぎを掛けてある。扉も同様にしてニーナとケイティは召使い用の部屋に引き上げ、キャサリンも寝間着に着替え、灯あかりを消して寝具にもぐり込んだ。

　室内は暗く、静けさに包まれている。寝台はふかふかで心地良く、枕元の卓からはほのかなラベンダーの香りが漂っている。

　眠りに入るには充分すぎる環境である。気持ちよく身体を伸ばして、さあ眠ろうとした時、すぐ近くで物音がした。

　真っ暗な部屋の中で、キャサリンは驚いて上体を起こした。

　気のせいではない。誰かが寝室の外から窓を叩たたいている。

　この部屋は建物の最上階だが、この里の住人はみんな翼を持っている。窓の外に人がいてもおかしくはないが、時間といい場所といい、人を訪問するには大きく礼儀に外れている。

　用心しながらもキャサリンは寝台を抜け出し、手て燭しよくに明かりを灯ともした。

　同時に、断りも入れずに寝室の扉が開いて、足音を殺したケイティが入って来た。

　彼女も寝間着を着ていたが、手にはナイフを握っている。

《猫》の彼女は敏感に気配を聞きつけたに違いない。

　キャサリンはケイティに眼で合図しておいて、窓を覆っている垂れ幕を押しのけた。

　窓にしがみつくように狭い張り出しに立っていたのは、いやというほど見慣れた人の姿で、キャサリンは驚き、慌てて窓の鍵を開けてやったのである。

「ベラフォードさん！　どうしたんですか？」

「ごめんなさい。ちょっとお邪魔するわ」

　窓から入って来たベラフォードは疲れたように翼をしまうと、上半身裸のまま、ぐったりと近くの長椅子に倒れ込んだ。

「悪いけど、今夜はここに泊めて」

　寝間着姿のケイティが呆あきれ顔になる。

「馬鹿言うんじゃないよ。あんたはおかまだから、女の部屋に泊めても安全かもしれないけど、お嬢さんには世間体ってものがあるんだからね。そういう用なら隣に行きな」

「だめなのよ」

「何がさ？」

「とにかく、隣じゃだめなの」

　表情といい、口調といい、疲労困こん憊ぱいしている様子だった。

　キャサリンとケイティが顔を見合わせて、詳しいことを聞こうとした時だ。

　寝室の扉をそっと叩く音がして、ニーナが顔を覗のぞかせた。

「お嬢さま。外にどなたかいらしてますけど……」

　召使い用の部屋は廊下につながる扉の近くにある。ニーナの役目は主人であるキャサリンと外部との取り次ぎだから、こんな時間ではあるが知らせに来たのだ。

　キャサリンが答える前にベラフォードが舌打ちした。

　身体を起こし、恐ろしく真剣な顔つきでキャサリンを見つめ、両手を合わせて拝んだ。

「お嬢さま、一生のお願い！　今だけアタシの用心棒やってちょうだい」

「はあ？」

「何を言われても絶対中に入れないで、追い返して。お願いよ」

　本人は必死の様子だが、これでは埒らちがあかない。

　キャサリンはひとまずガウンを引っかけて寝室を出た。

　この客間の入口は二重扉になっている。高級ホテルさながらのつくりだ。

　ニーナを従えたキャサリンが外側の扉まで出て訪問者と会い、内扉の陰にケイティが潜んで、万一の事態に備えることにした。

　廊下には手燭を持った女性が立っていた。姫候補の一人だったが、この女性はただのお供で、実際の来訪者はティタニアだった。手燭の灯りに浮かび上がるその顔は固く強張っている。

　キャサリンに向かって深々と一礼すると、ティタニアは眼を伏せたまま言った。

「夜分遅くお騒がせして申し訳ありません。尊さまをお迎えに参りました」

　と言われて通してしまったのでは用心棒失格である。

　キャサリンは困惑しながら問い質ただした。

「ティタニアさん。どういうことなんですか？」

「キャサリンさま。どうぞ何もお訊ききにならずにわたしどもを通してくださいませ。こちらのお部屋にはキャサリンさまと側仕えの女たちの寝台しかご用意がないはず。それでは尊さまをお泊めするわけには参らぬはずです」
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　キャサリンとしても（いくらおかまでも）男の人を自分の寝室に泊める気にはなれないが、ベラフォードのあの様子を見ると、ティタニアの言葉に素直に従うわけにはいかなかった。

　第一、この状況で何も訊くなとは言うほうが無茶である。

「何がなんだかわかりませんわ。いったい何があったんです？」

　ティタニアは眼を伏せたまま、キャサリンの顔を見ようとはせずに低い声で言った。

「それは内々のことですので申し上げかねます。尊さまにはたいせつなお役目がございます。ただちにお宮にお戻りいただき、ご自身のお勤めに戻っていただきたいのです」

「お勤め？　こんな夜半にお仕事ですか？」

　こうも無邪気に尋ねられたのは十四歳というキャサリンの年齢故だろうが、話を聞くまではここを通すつもりはないという意思は伝わったのだろう。

　ティタニアは感情のない声で言った。

「……紫雲の里の尊として最後のお役目です。わたしどもにお子を授けるというお役目をまだ果たしていただいておりません」

　キャサリンは一瞬、きょとんとなった。

　意味を理解した途端、その顔がみるみる真っ赤になる。

「何を言うんです！　それは……それはミリアムさんの役目でしょう!?」

「いいえ、違います。ミリアムの役目は主上おかみのお供をして《渡らずの山》を越えることです。飛び立った神代は二度とこの土地にはお戻りになりません。だからこそ、わたしどもにお子を授けてくださらなくてはなりません。あの方が旅立たれた後、あの見事な羽を受け継ぐお子がこの里で一人も誕生しなかったとなれば、それは取り返しのつかない紫雲の里の大失態です。そんな恥さらしな事態だけは断じて避けねばならないのです」

　キャサリンは茫ぼう然ぜんと突っ立っていた。

　正気で言っているのかと疑ったが、相手はどう見ても真剣である。

　押し殺した声で、それはベラフォードの『聖なる義務』であると断言した。

「尊さまの──今はもう主上ですが──あの方のもっとも重要なお役目は次の世代にその羽を残すことです。降臨祭も間近に迫り、あの方が里におわす時間は後わずか。その間に一人でも多くのものにお情けを掛けていただかなくてはなりません」

　ティタニアは顔を上げ、すがりつくような必死の表情でキャサリンに懇願してきた。

「お願いでございます。尊さまをお返しくださいませ。わたしの不手際は重々お詫わび致します。──今度は他のものにお相手をさせますから」

　キャサリンの顔がまたまた赤くなった。

　どうやらティタニアは、ベラフォードが逃げ出したのは、単に自分が到らなかったせいだと考えているらしい。自分の媚び態たいが尊さまのお気に召さなかったのは寂しいし、悔しい。不興を買ったのは無念だが、それなら他の女に相手をさせるから戻ってくれと言うのである。

　勘違いも甚だしいが、ティタニアは本気だった。本気でこの失態をつぐなわなければという一念で、こんな時間にキャサリンの部屋まで乗り込んできたのだ。

　キャサリンはまだ顔を紅潮させながら息を吸い込み、激しい苛いら立だちとともに吐き出した。

「ティタニアさん。わたしはバナディス人です。あなたたちとは違う良識の上に生きています。同じようにベラフォードさんにもベラフォードさんの良識があるのですわ。残念ですけど──それはあなたたちとは相あい容いれないものなんです」

　ティタニアは首を振って、そんなはずはございませんと言い切った。

「あの方は神代です。もっとも美しい《虹にじの羽》をお持ちの方です。務めを放棄することなど許されません。それはあの方もわかっておられるはずです。キャサリンさま、どうかあの方のお役目を──その重要性を理解してさしあげてくださいませ」

　切々としているが、まるっきり聞き分けのない子どもに言い聞かせるような口調である。

　キャサリンは精いっぱいの努力の末、かろうじて礼儀正しさを保ちながら言った。

「お引き取りください。ベラフォードさんは今夜はここでお休みになります」

　ところが、ティタニアはそれでも諦あきらめなかったのだ。

　しばらく黙考していたが、苦渋の表情でこんなことを言い出した。

「でしたら……他のものたちを呼んで参りますから、中へ入れてやってくださいませ」

「何ですって？」

「致し方ありません。場所はどこでもよいのです。お宮が尊さまのお気に召さないのであれば、こちらでもかまいません。──キャサリンさまにはすぐに他の部屋をご用意させますから」

　キャサリンの顔が別の意味で紅潮し、青い眼に正真正銘の怒りが閃ひらめいた。

　まだ十四歳の少女であるキャサリンだが、ここまで『女として』侮辱された覚えはない。

「勝手な真似は許しません」

　昂こう然ぜんと頭を上げて、自分より背の高いティタニアを正面から睨にらみ据える。

　自分が客の身であることも、相手が自分の家の召使いでないこともひとまず横に押しのけて、目下の人間に対する毅き然ぜんとした口調で命令した。

「ベラフォードさんは今夜はここにお泊めします。わたしの希望ではなく、あの人の意思です。神代の意思には絶対服従というのがあなた方のやり方でしょう。わかったら下がりなさい」

　有無を言わせぬキャサリンの態度に、さすがにティタニアもたじろいだ。それでも足あ搔がいて何か言おうとした彼女を、キャサリンは鋭い眼まな差ざしと厳然たる物腰で切り捨てた。

「わたしは下がれと言ったのです」

　ティタニアは反射的に頭を下げた。キャサリンを突破することも排除することもできないと思い知っただろうに、まだ未練たらしくぐずぐずしている。

　その時、廊下の先の扉からダムーが現れた。服を着たままだ。手には短刀も持っている。

　彼は抜群に耳がいい。事情はおおよそ察しているだろうに、何喰くわぬ顔で訊きいてきた。

「さっきから何の騒ぎだ？」

　キャサリンはまったく抑揚のない声で答えた。

「ベラフォードさんが泊まりにいらしたんです。お二人ともこちらにいらっしゃいませんか。おしゃべりは大勢でしたほうが楽しいですものね」

「おう、邪魔するぜ」

　ダムーも白々しいくらい平然と答えて、ヴィンセントと一緒にやってきた。

　ティタニアの前を堂々と通りすぎた二人を迎え入れて、キャサリンは扉を閉めた。

　しっかり鍵かぎを掛けて、内扉も同じようにする。

　ずっと聞き耳を立てていたケイティが猫の眼を真ん丸にしていた。

「たまげたねえ……」

　さすがの彼女にも他に言葉がない様子だった。

　キャサリンもまったく同感で、どっと疲れが襲ってきた。

　ベラフォードが寝室から出てきて、乾いた声で礼を言ってくる。

「ありがと、お嬢さま」

　キャサリンは首を振り、複雑な表情でベラフォードを見返した。

　声にならない言葉が伝わったのだろう。彼は苦い表情で疲れた息を吐いた。

「いやな役目を押し付けてごめんなさい。あの人たち、アタシが何を言っても聞きやしないし、相手が女性なだけにダムーじゃあの迫力に対抗できないでしょ。押し切られるのよ」

　そうかもしれないとキャサリンは思った。

　ニーナが上半身裸のベラフォードに服を差し出した。ベラフォード自身のシャツである。

　最初に里へ来た時、キャサリンが長老たちから返してもらい、ニーナが預かっていたものだ。

　さらに有能な召使いであるニーナは急いでお茶の支度をしてくれた。

　この部屋には口寂しくなった時のためにココアが置いてあり、里の人たちの心遣いで、毎日、新鮮な果物や焼き菓子も用意されている。

　キャサリンは熱いココアと焼き菓子で高ぶった気持ちを静めようと努めたが、常に現実的なケイティは呆あきれ果てた顔つきながらも、彼女たちを責められないよと言ったものだ。

「若い美人にお願いされて拒否する男は普通いないからね。もちろんベラは普通じゃないけど、男には違いない。『女に恥を搔かかせるなんて』って血相を変えるのも無理ないよ」

　ダムーも鷲わし摑づかみに果物を齧かじりながら同意する。

「お嬢さんをどかしてまでベラに迫ろうってんだ。気合い入ってるぜ。断られることなんか、最初から考えてなかったんじゃねえか」

「だろうねえ。男は所しよ詮せん、種たね蒔まき役だからね。ふつうは畑の選より好みはしないもんだ」

　キャサリンは赤面し、懸命に自分を抑えながら割って入った。

「ケイティさん。お言葉ですけど、それはお互いの気持ちが何より大切だと思います」

「そりゃあ女の言い分だよ、お嬢さん。女は自分が選んだ男以外はいらないし、欲しくもない。だけど男は違う。極端な話、顔と身体のきれいな若い女なら誰でもいい」

　身も蓋ふたもない。

「ましてやあんな肉グラ感マラ的スなお姉さんが向こうからお願いしますって身体を投げ出してくるんだ。お断りする理由なんかあるわけないよ」

　ダムーが馬鹿にしたように笑った。

「節操なしの《猫》らしい言い分だな。盛りのついた雄じゃねえんだぞ」

「あんただって大部分が猫科じゃないのさ。とにかく、お姉さんたちはそう考えたんだろうよ。用があるのはベラの下半身だけなんだから無理にでも押さえつけちまえば何とかなるってさ」

「よせやい。そこまで積極的に出られたら、まともな男でも萎なえるぜ」

「お二人とも──」

　口を挟んだのはニーナだった。

　顔は笑っているが、眼はちっとも笑っていない。

「お嬢さまの教育上悪いお話をそれ以上続ける気なら即刻出て行っていただきますよ」

　鶴の一声である。

　ケイティもダムーも小さくなって押し黙り、別の声がぼそりと呟つぶやいた。

「……誰でもいいわけがないでしょう」

　ベラフォードの白い肌が今はいっそう血の気を失って青白く見える。

　恐怖のせいでもない。衝撃のせいでもない。押し殺した怒りのためだった。

　懲りないケイティが、それでもいくらか遠慮がちな口調で言った。

「あのさ、ベラ。無理は承知で言うけど──人助けだと思って協力してやろうっていう気には……なれないよね？」

「冗談じゃないわよ。寝込みを襲われたのよ、アタシ。鳥肌が立ったわ」

　気づいた時はティタニアが寝化粧をして、悩ましげな薄着一枚で枕元に立っていたという。

　その状況で鳥肌が立つとは何て罰当たりなとたいていの男は言うだろうが、ベラフォードは驚きながらも取り乱しはしなかった。なるべく穏便にティタニアを説得しようとした。

　こうした事態は初めてではなかったからだ。

　自分は女性には興味を持てない種類の男だと言えば、どんな女性も態度を一変させる。

　一方的に迫ってきながら一方的にがっかりして、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしとともに去っていくものだが、この時ばかりはどう手を尽くしても無駄だった。

　ニーナを憚はばかりながらも、ケイティとダムーが事態を正確に把握するために質問する。

「あの姉さんたち、おかまってのがどういうもんか、わかってないのか？」

「男が好きでも、まるっきり女がだめってわけじゃないだろうとか？」

「そんな生やさしいもんじゃなかったわよ……」

　ティタニアはベラフォードが何を問題にしているのか本当に理解しなかった。

　それはそれ、これはこれと、まったく別物として捉とらえていた。『そのようなことは尊さまのお勤めには何の意味もございません』と、きっぱり断言したそうだ。

　これにはさすがにニーナもヴィンセントも眼を丸くした。

　ベラフォードの性的傾向は『関係ありません』でも『障害になりません』でもない。

　無意味だというのである。

　ベラフォードはココアの茶ちや碗わんを両手で持って手を温めていた。

　しかし、冷え切っているのは身体ではなく心であることは想像に難くない。

「こうまで徹底的に自分を否定されたのは初めてよ、アタシ。あれなら、おかまだ変態だって罵ののしられたほうがまだましだわ……」

　何事にも率直なダムーが遠慮せずに訊きく。

「じゃあどうする？　この芝居、やめにすんのか？」

　ケイティが同情の顔つきながらも、すかさず牽けん制せいする。

「だめだよ。ここで逃げ出したら謝礼がパアだからね」

「アタシだって逃げるつもりなんかないわよ」

　ベラフォードの口調は抑揚がなく、淡々として、何やら不気味だった。

　こんなことは珍しかった。感情が高ぶった時のベラフォードは、いつもならもっと高い声を張り上げて表情豊かに話すのに、今は違う。

　緑色の瞳ひとみに妙に凝こった得体の知れない光を浮かべて、独り言のように呟いた。

「思うんだけど、降臨祭なんてものがあるからいけないのよね。あれが諸悪の根元だわ」

　キャサリンは眼を丸くした。それは自分もうすうす感じていたことだが、だからといって、部外者の自分たちに何ができるかとやきもきしていたのだ。身を乗り出して尋ねた。

「おっしゃることはごもっともですけど、具体的にどうする気なんですか？」

「お嬢さまは『上の宮』を実際に見たのよね。どんな建物だった？」

「えっ？」

「祭りの手順は散々聞かされたけど、アタシまだ実物を見てないのよ。どんな建物だった？」

　近くで見ることはできなかったから、キャサリンにも詳しいことはわからない。

　湖の中央の島に建つ、石造りの台形の神殿で、見上げるほど立派な建物だったと説明すると、ベラフォードは得たりと頷うなずいた。

「そう。湖の真ん中ならちょうどいいかもね。派手にやっても問題ないでしょ。さっきまで、ご神器の本物を残らず盗むだけで済ませてやろうと思ってたんだけど……」

　ダムーが何とも言えない顔になる。

　ケイティも同様だったが、二人とも賢明にも言葉を飲み込んだ。

　ベラフォードは大まじめな顔で、自分に言い聞かせるように話し続けている。

「アタシも甘いわ。そんなんじゃぬるすぎるわよね。その建物を木っ端微み塵じんにぶっ壊してやる。どうせ次の祭りまでに新しいのをつくるだろうけど、少しは意趣返しになるでしょうよ」

　全員、呆あつ気けにとられた。

　大人しく耳を傾けていたヴィンセントが恐る恐る口を出す。

「ぶっ壊すって……誰がやるの？」

「あんたとダムー」

　ヴィンセントが泣きそうな顔でダムーを見る。

　そのダムーは血相を変えて喚わめいた。

「おい、いくら何でも限度ってもんがあるぜ！」

　ケイティも黙っていられずに異を唱えた。

「さすがにまずいよ。ここの連中にとってあの建物はかなり重要な神殿なんだから。この里の連中だけじゃない。《南天極楽鳥》全体にとっての聖地なんだよ。下手な真似したらそれこそ《蜥蜴とかげ》と《南天極楽鳥》の間で戦争なんてことになりかねない」

　もっともな正論である。

　しかし、緑の瞳がじろりと仲間たちを睨にらみ返した。

「あんたたち、ここまで虚こ仮けにされて、アタシに黙って引きさがれっての？」

　その迫力に、いつも強気の《ごちゃまぜ》と《猫》が小さくなる。

　今は逆らわないほうがいいと直感的に悟ったのだ。

　切れたおかまは無敵だった。
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　降臨飛ひ翔しよう祭は夜明けとともに始まった。

　キャサリンはニーナや用心棒たちと一緒に、前の夜は彩湖の畔ほとりの森に張った天幕に泊まって、翌朝──というよりまだ真っ暗なうちにレドヴィーンに起こされた。

　腹ごしらえをすませて、松たい明まつを頼りに湖まで歩く。

　暖かい陽気でも日の出前のこの時間は冷える。森の中ならなおさらだ。

　ニーナはぬかりなく肩掛けを用意してくれていたが、キャサリンはちょっと身震いした。

　湖の畔まで行ってみると、あちこちに篝かがり火びが点ともり、階段状の高い櫓やぐらが組まれていた。

「こちらへどうぞ」

　レドヴィーンが櫓の上の席に案内してくれる。ヴィンセントはまだ眠いのか、しきりと眼をこすりながら、おっかなびっくり即席の階段を上って、幅の広い段に並んで腰を下ろした。

　櫓のてっぺんには紫雲の里の長老たちが紫の衣を着て端座し、その下には里の中でも重要な役についている実力者たちが腰掛けている。

　キャサリンたちが座っているのは雛ひな壇だんのちょうど中間くらいだった。

　辺りを見渡してみると、同じような櫓が湖を取り囲むように建っているのがわかる。

　その櫓の上も足下の地面も人で埋め尽くされている。いつの間にこれほど集まって来たのか、背中に羽を生やした人たちが整然と岸辺に立ち並んでいる。

　五百人や千人どころではない。一万人はいるだろう。

　空は次第に黒から青へ変じていき、星はそろそろ姿を消そうとしている。周囲が明るくなり、高いところから見下ろして初めて気づいたが、彼らはきれいに色別に並んでいた。

　湖にもっとも近い最前列に位置するのは多色の羽の人たちである。

　湖から遠ざかるほど単色の色合いが強くなる。その単色にしても色の明るい人が前列を占め、暗い色の人は後列に位置している。

　さらに腰から下に身につけた衣服の色でも分かれていた。あそこにいるのが黄雲の里の人、あちらにいるのは祥雲の里の人と一目でわかる。

　眼を上げれば『上の宮』が見え、その向こうに中の宮が見えた。

　空はすっかり明るくなり、太陽の最初の光が湖にかかる。それを待ちかまえていたように、中の宮から飛び立った人影があった。

　大きく羽ばたきながら、上の宮に向かって近づいてくる。

　言わずと知れたベラフォードである。

　その姿を見ても、集まった人々は特に何の反応も示さなかった。

　不自然な沈黙と静寂にキャサリンは周囲に眼をやったが、すぐに視線を戻した。

　ベラフォードの翼は油を刷はいたかと思うほどの金属光沢が特徴で、陽光を浴びれば最高級の綾あや地じのように、玉虫の体のように、眩まぶしいくらい光り輝く。

　その様子は確かに《虹にじの羽》と表するのがふさわしかった。

　純金製のご神器の輝きが見事な色彩をいっそう際だたせている。

　誰も飛べない湖の上空を悠々と突っ切って、ベラフォードは上の宮の頂上に着地した。

　黄金の装身具を身につけ、黄金の冠をかぶり、黄金の錫しやくを持って神殿の頂に立った彼の姿はどんな王様の戴たい冠かん式しきより立派で、キャサリンの眼から見てもすばらしく美々しかった。

　皮肉屋のケイティでさえ、感心したように囁ささやいたくらいである。

「あんな格好してると、確かにちょっとはありがたく見えるよね」

「ちょっとどころではありませんわ」

　キャサリンも囁き返したが、ダムーは感心しない調子で呟つぶやいた。

「くだらねえな。金ぴかの飾りをつけて高いところに立てば神さまかよ」

　その気持ちもわからなくはない。

　距離が離れている上、黄金の仮面をつけたベラフォードの表情は窺うかがい知ることはできないが、仮面の奥では彼も顔をしかめているはずだった。

　それでも、今のベラフォードの姿が近寄り難いほど神々しく見えたのは間違いない。

　意外だったのは湖の畔に集まった人々のほうだ。

　念願の神かみ代しろを迎えたのに、誰も一言も言葉を発しない。異様なまでに静まりかえっている。

　自らの姿を存分に人々に見せつけると、ベラフォードは羽を広げたまま歩を進めた。

　その姿が徐々に建物の中に下がって行き、完全に見えなくなった。ここからはわからないが、平らな宮の屋根には穴が開いていて、内部に下りる階段が開いているのだろう。

　ほどなくして仮面を外したベラフォードが神殿の入り口に姿を現した。

　その瞬間だった。

　すさまじい響きが空気を揺らし、地面を揺らした。

　湖の周囲を埋め尽くした人々の間から熱狂的な大歓声が上がったのだ。

　キャサリンは座ったまま飛び上がった。抑えに抑えていたものが一気にあふれ出したような、怒ど濤とうのような熱気の渦に放り込まれた感すら覚えた。

　骨まで響く人々の叫びはすべてベラフォード一人に捧ささげられている。

　両手を突き上げ、羽を広げ、爆発した歓喜と生エネ命ルギ力ーが空と大地を震わせている。

　人々がどれほどこの時を待ち焦がれていたか、神代にどれほど深い畏い敬けいの念を抱いているか、この光景が充分に物語っていた。手を合わせてベラフォードの姿を拝んでいる老人もいる。

　大歓声の中、台形の建造物の下に控えていた人たちがおもむろに進み出した。

　裸の上半身は人肌のまま、背中に真っ黒な翼を生やしている。

　黒羽衆の男たちだ。

　先頭に老人が二人、後ろに若い六人が続く。

　六人は大きな台を持っていた。屋形のある輿こしではなく、上に人が立つことを想定して手て摺すりをつけただけの一枚板のような台座だが、台座の下には捧げ持つための長い足が六本ついており、その足にも手摺にも華麗な螺ら鈿でん細工が施されている。

　この台座そのものが立派な宝物だ。

　老人二人が先に階段を上り、若者六人が台の足を捧げ持って階段を上がっていく。

　キャサリンは興味深げに祭りの手順を見守っていたが、これには呆あきれた。

　つまり、神代は自分の足で階段を下りることもないらしい。

　大地を揺るがす歓声に遮られて、もうとても会話はできなかったので、隣のケイティを眼で窺うと、彼女も大いに呆れた表情でキャサリンを見つめ返してきた。

　階段を上ったところで若者たちは跪ひざまずき、ベラフォードの足下に螺鈿細工の台を差し出した。

　ベラフォードが翼を見せたまま台に乗り、左手で台の手摺を摑つかむと、若者たちは前列、中列、後列で足を持つ長さを変え、台上が常に水平を保つようにしながら階段を下りてきた。

　その状態で用意の船に乗り、しずしずと湖を渡る。

　彩湖の上を飛べるのは神代だけ。他の者には決して許されない。

　その強固な掟おきてを感じさせる光景だった。いっそのこと、神代が自分で岸まで飛べば早そうなものだが、それでは儀式としての重みが出ないのだろう。

　岸辺には特大の輿が控えていた。

　高い椅子に腰掛ける形なので、たたんだ翼も邪魔にならない。

　輿の周りには、藍あい色いろの腰布を巻いた男の人たちが恭しく膝ひざをついている。

　これから神代は各地の里を回る。

　まずは叢むら雲くもの里だ。藍色の腰布はその証あかしである。

　ベラフォードが輿に乗り込み、玉座のような椅子に座ると、男の人たちが担ぎ棒をそれぞれ肩に乗せて、ベラフォードの乗った輿ごと空に舞い上がった。

　圧巻だったのは次の瞬間である。

　輿の後を追って、一万の群衆がいっせいに飛び立ったのだ。

　こんな光景をキャサリンは生まれて初めて見た。

　悠々と雲の流れる空一面に広がったのは深紅、薔ば薇ら色、薄紅色、黄色、桃色、オレンジなど、およそ考え得る限りのすべての薔薇の色、色づく前の紫陽花あじさいの薄緑、色づいた後の水色や紫色、リラの淡紫、露草の青、菖しよう蒲ぶの群青、薄はつ荷かの薄緑、野の薊あざみの赤紫、ダリアの赤茶、丁字の葉の緑、小麦の薄茶色、野草の銀灰色に秋の紅葉、朽くち葉ば色まで、ありとあらゆる色彩が揃っている。

　壮観と言う他なかった。

　ニーナはぽかんと開けた口を閉じることも忘れて空を見上げている。

　キャサリンも同様で、身動きもできなかった。ただひたすら息を吞のみ、生きた羽翼を使って大空いっぱいに描かれた極彩色の演舞を見つめるのみだ。

　ケイティとダムーは素直に感心している。

「こりゃまた派手だねえ」

「とても同じ種族には見えないな」

　レドヴィーンが興奮を隠せない口調で言ってきた。

「さ、わたしたちも参りましょう」

　その後は慌ただしく時間が過ぎた。

　叢雲の里では、里に残っていた村人が総出で神代の輿を出迎えた。

　まずは盛大な歓迎の儀を催し、その後は下の宮に入ってお召し替えである。

　ご神器はそのまま、腰に巻いた布だけを叢雲の里の女性たちが仕上げたものに取り替えて、ベラフォードは今度は山車だしに乗せられ、里の中を行進パレードした。

　その行進が時々止まる。歌や舞や軽業などが奉納されるからだ。

　キャサリンたちも別の山車に乗せられ、すぐ後ろからその様子を眺めていた。

　事情を知らない叢雲の里人の中にはキャサリンたちの乗った山車に頭を下げる人までいて、ダムーは山車の上で呆れ、ケイティは気まずそうに首をすくめている。

「あたしらまで神さま？」

「やってらんねえな……」

　不満そうな口調だが、どちらも小さな声だった。

　さすがにこの厳かな雰囲気の中で大声を張り上げるほど、彼らも強心臓ではない。

　ヴィンセントもきょろきょろと見物衆を見下ろして、小声で囁ささやいた。

「ぼくたち、ベラのおまけなんでしょ？　いいのかな」

「何か勘違いされているようですけど、一種の行事と思うしかないでしょうね」

　キャサリンが達観した意見を述べ、ニーナが深々とため息をついた。

「わたしはベラフォードさんに同情しますよ。これがあと十日も続くんですか……」

　その点はみんな同感だった。

　夜は饗きよう応おうである。

　下の宮での飲食は禁止と聞いたが、神代に選ばれれば別らしい。

　叢雲の里の下の宮にはキャサリンたちも招かれ、丁重なもてなしを受けた。この宮も紫雲の里に負けず劣らず壮麗なつくりであって、およそ思いつく限りの贅ぜい沢たくに飾られていた。

　基本的に一人の人間のための住すみ処かだから、どの部屋もあまり広くはない。

　もっとも大きな部屋に宴うたげの席が用意されて、上座にベラフォード、両脇に里の長老、下座にキャサリンたちが着いた。

　ここでも楽士たちが弦や琴を爪つま弾びき、笛が奏され、若い女性たちが優雅な舞を披露する中、豪華な料理がずらりと並べられた。

　給仕係の女性が流りゆう暢ちような共通語で一つ一つ丁寧に料理の説明をしてくれたが、名前を聞いてもどんなものかさっぱりわからない。

　獣肉にせよ魚肉にせよ、野菜までもが初めて聞く名前で、当然、見るのも初めてだ。

　紫雲の里でこんな料理を食べたことはないので、そう言うと、これらは特別な祭事の時のみつくられる料理で、一般の里の人間が口にすることは許されないものでございますと返された。

「里ごとに得意とする料理も異なっておりますので、この後、他の里に行かれた時は恐らく、ご覧になったことのない料理が出てくることと存じます」

「まあ、それは楽しみですわ」

　笑顔で答えて口をつけてみた。調味料もソースもキャサリンの知っている料理とはまったく違う味わいだが、何を食べてもとびきり美お味いしい。

　ニーナもケイティもヴィンセントも相好を崩して、この山海の珍味に挑んでいる。

　特にダムーは大喜びで次から次へと料理を平らげていた。

　場の雰囲気には少々そぐわない、主賓のベラフォードをさしおいての食べっぷりだったが、ダムーがいてくれたのはちょうどよかったかもしれない。

　部屋中に並べられた料理は、全員が満腹するまで食べても食べきれない量だったからだ。

　お酒も振る舞われた。何でもカラフルなものが大好きな《南天極楽鳥》の里では、出てくるお酒までびっくりするほど色鮮やかである。

　キャサリンは飲めないが、ちょっと味を見るくらいはしてみた。新鮮な果物を使ってあって、酸味があって甘く、これまた美味しい。

　耳に快い極上の音楽が奏でられ、眼の前では天女のように美しい女性たちが華やかな装いで舞を披露してくれる。この雰囲気だけでも充分に人を酔わせてくれる。

　ニーナは夕陽の色のお酒が気に入ったらしい。潤んだ眼で、うっとりと言った。

「お嬢さま、美味しいですねえ」

　ベラフォードだけはあまり食が進んではいないようだった。里の実力者と思われる人たちが次から次へと挨あい拶さつにやって来るので、応対に追われて食べるどころではなかったのである。

　その人たちの行動はおもしろいくらい（見飽きるくらい）同じだった。

　頭を床にすりつけんばかりにしてベラフォードの前に進み出て、長々と歓迎の口上を述べて（南天極楽鳥語はわからないが恐らくそんなところだろう）傍に控えさせていたお供の人から覆いを掛けた衝つい重がさねを受け取り、覆いをのけて、恭しく差し出すのだ。

　ベラフォードが彼らの神であるなら、さまざまな品物を奉納するのは当然と言える。

　彼らにしてみれば、普段は入れない下の宮に特別に出入りを許され、神代に拝謁を許され、ありがたいお言葉をいただくのだ。身に余る誉れと感じているのは間違いない。

　その意気込みを象徴するように、また派手好みの《南天極楽鳥》の性質を表すかのように、奉納される品は極めて豪華なものばかりだった。紅玉ルビーや青サフア玉イア、翠エメ緑ラル玉ド、黄水晶トパーズなど色鮮やかな宝石をふんだんにちりばめた腕輪や首飾り、黄金こがねづくりの太刀、螺ら鈿でんの香炉、金銀細工の燭しよく台だい、花筒、見事な彩色の絵皿や陶器の壺つぼなど。

　中にはもっと直接的に金貨の山を奉納した人もいる。

　捧ささげられる品物のおびただしさに圧倒されながらも、キャサリンは食事を楽しんでいたが、少し食べ過ぎたらしい。場の熱気も相まって、息苦しくなってしまった。

　人間社会では晩ばん餐さんの途中で席を立つのは失礼なことだが、食事と宴が一緒になったこの席はいつまで続くかわからない。気分が悪くなるまで座っているのも逆に迷惑をかけてしまう。

　思い切って言うべきかと迷っていると、上座のベラフォードが助け船を出してくれた。

「お嬢さま。人いきれにあたったんじゃない？　外の空気を吸ってくるといいわ」

　これは別の意味で鶴の一声になった。ベラフォードの傍に控えていた従者たちが血相を変え、宮中の窓を開けに走ろうとしたのを、ベラフォードは煩わずらわしげに手を振ってやめさせた。

「よしなさいよ、アタシは平気よ。この格好で暑いわけないでしょ」

　今のベラフォードは形態変化を解いて、上半身裸である。

「だけど若い女の子はデリケートなの。そのくらい気を遣いなさい」

　叢雲の里の長老たちが小さくなる中、キャサリンは微笑して席を立った。

「それではお言葉に甘えて、少し下がらせていただきます」

　部屋を出ると、隣接した控えの間で、神代のお付きの人たちがささやかな宴席を開いていた。

　キャサリンの姿を見て、すかさずレドヴィーンが立ち上がって寄ってくる。

「お供しましょう」

「おかまいなく。夜風に当たりたいだけですから」

　下の宮の入り口には護衛が立っている。こちらはキャサリンを見ても微動だにしなかったが、キャサリンは軽く会釈して外に出た。

　蒸れた室内とは打って変わって空気がすがすがしい。胸いっぱいに新鮮な空気を吸い込むと身体の中が洗われるようだった。ふと下に眼を向けると、人里の明かりが見えた。

　かすかに音楽や歌声が聞こえてくる。かしこまった宮と違って、里は賑にぎやかに盛り上がっているようだった。叢雲の里でも下の宮は里の一番高いところにあるから、近そうに見えても、あそこまで降りるには空を飛んで行くしかない。

　ここではつくづく翼がないと何もできないと実感していると、その里から誰かが飛んできて、キャサリンのすぐ近くに着地した。

　ディータである。

　羽をしまって、彼はちょっとどぎまぎした様子で頭を下げた。

「キャサリンさま。どうしてお外に。宴はまだ途中では……？」

「恥ずかしいお話ですけど、食べ過ぎで苦しくなってしまって。見たこともないご馳ち走そうばかり出てくるんですもの。ディータさんは宴には参加されなかったのですか？」

「いいえ、先程まで席におりました。宿の確認のために下に降りたのです。キャサリンさまとお友達の方も、今夜は里の有力者の屋敷に泊まっていただく手て筈はずになっております」

（それはどうかしら……？）

　口にはしなかったが、キャサリンは懐疑的だった。

　しかし、それはひとまず後回しにする。

　ディータと二人になれたのはちょうどいい機会だったから、声を低めて話しかけた。

「後でわたしの部屋を訪ねてくれませんか」

「えっ？」

「お話ししたいことがあります。あなたとミリアムさんについての話です」

　ディータの顔色が変わった。

　咄とつ嗟さに何か言おうとしたのを抑えて、キャサリンは念を押した。

「わたしも他の人たちもその方のお屋敷には行きません。下の宮に泊まることになるはずです。誰にも気づかれないように、そっといらしてください。普段なら見つかってしまうでしょうが、今夜はお祭り騒ぎですから、そう難しいことではないはずです」

　ディータは今度こそ絶句してキャサリンを見つめていた。意味が理解できないようだったが、キャサリンは安心させるように頷うなずいて、何食わぬ顔で席に戻った。

　やがて宴もたけなわとなり、お開きとなった。

　叢雲の里の長老がベラフォードの傍に跪ひざまずいて、恭しく言う。

「主上おかみ。ご寝所を用意させましたので、どうぞあちらへ……」

「あら、アタシだけ？　みんなは？」

「皆さまには下の里にそれぞれお部屋を用意しました。そちらへご案内致します」

　もちろんベラフォードは自分だけ下の宮に取り残される気はなかった。

　宴席に侍っていた美女たちは舞を終えても誰も退席しようとせず、その場に控えて、婉えん然ぜんと微笑んでいるのである。その微笑の意味など考えてみるまでもない。

　明らかに（ベラフォードにとっては）貞操の危機である。

「じゃあ、アタシもみんなと一緒にそっちで寝るわ。ひとりぼっちは寂しいもの」

「と、とんでもないことでございます。主上が下の宮を離れるなど……」

「それならこの人たちの寝床も用意してちょうだい。こんなにたくさん部屋があるんだもの。簡単でしょ」

　叢雲の里の長老は絶句していた。神代以外の人間が下の宮に宿泊するなど異例中の異例だが、ベラフォードは降臨飛ひ翔しよう祭史上初の、里育ちではない神代だ。

　こんな突拍子もないことを言い出しても仕方がないと思ったのか、慌ただしく用意がなされ、大量の寝具が運び込まれる騒ぎになったのである。

　キャサリンも用心棒たちも野宿には慣れている。

　床に簡単な寝床をつくってくれればそれで充分だったが、仮にも下の宮に泊める客人を床に寝かせるのは、彼らのほうが許せなかったらしい。寝台を五台も人の手だけで運びあげるのは大変な手間だろうに、空を飛べるというのは便利重宝なもので、ほどなく支度が調った。

　ニーナとキャサリン、ケイティに一部屋、ダムーたちに一部屋があてがわれる。

　口寂しくないようにとの配慮だろう、室内には寝具の他に、果物やチョコレート、クッキー、お茶の支度に数種類の酒瓶、胡桃くるみやアーモンド、干し棗なつめなどが並べられている。

　寝室に引き上げても、キャサリンは寝間着には着替えなかった。

　何かが起きるのを待っていると、すぐに召使いが戸惑い顔でやってきた。

「主上がお呼びでございます。お話し相手を務めていただきたいのだそうでございます」

「わかりました。ニーナ、ケイティさん。行きましょうか」

「いえ、お呼びしているのはキャサリンさまだけなのでございますが……」

「それではわたしが困ります。男の人の寝室を一人で訪ねるなど、とんでもないことですわ」

　すかさずニーナが主人に同意する。

「お嬢さまのおっしゃるとおりです。わたしは召使いとして同行する義務があります」

　もちろんケイティも置いて行かれるつもりはない。

「あたしはこのお二人の用心棒だからね。傍を離れるわけにはいかないの。そうだ、お嬢さま、どうせなら男連中も呼ぼうよ」

「それはいい考えですわね」

　三人に結託されて、召使いはおろおろするしかない。

　部屋を出る前、ニーナが備えつけの布巾ナプキンにありったけのチョコレートと果物をくるんだので、キャサリンは不思議そうに問いかけた。

「ニーナ、そんなにお腹空すいてるの？」

「いいえ。ベラフォードさんにです。あまり召し上がっていなかったようですし、もしかしてあちらのお部屋にはこういうご用意はないんじゃないかと思って」

　キャサリンとケイティも得たりと頷いた。キャサリンは自分の手巾ハンカチに胡桃や干し棗を包み、ケイティは酒瓶を両手に鷲わし摑づかみにした。

　合流したダムーもヴィンセントも同じことを考えたようで、食べ物を抱えていた。

　ベラフォードの寝室へ行ってみると、予想通りだった。宴席に侍はべっていた女性のうち十人が廊下で順番を待つという事態になっていたのである。

　みんな化粧と衣裳をなおしてとびきり美しかったが、揃って途方に暮れたような表情だ。

「はい、ごめんなさいよ。ちょっと通してね」

　ケイティが無造作にその女性たちを押しのけて進み出、キャサリンは親切心から彼女たちに言っておいた。

「お話が長くなりそうですから、皆さんは戻ってお休みくださいな」

　ぞろぞろと連れだって中に入ると、短い通路が現れた。

　人気がなくなったのを幸い、何事にも率直なダムーは極めて平淡に感想を述べたものだ。

「一度に十人かよ。ほんとに種馬だな」

「けどさ、《鳥》ってそこまで精力旺おう盛せいだっけ？」

「無理だろう。ずらっと並べておいて好みの女を何人か選ばせるつもりじゃないか」

「お二人とも──」

　どすの利いたニーナの声にその先まで言わせる愚を、ダムーもケイティも犯しはしなかった。

　ぴたりと口をつぐんだ。

　通路の先へ行ってもベラフォードの姿はない。

　そこは控えの間になっており、中年の女性が三人おろおろと顔を見合わせていた。

　神代付きの召使いだという彼女たちも困惑しきった様子で、こちらが何も言わないうちに、いっせいに事情を説明し出した。

「我らは本来なら主上のお傍を離れるわけにはいかないのですが……」

「寄るなと厳しく仰せられて奥のお部屋にお籠こもりに……」

「決してお邪魔は致しませぬ、我らの務めでございますと申したのですが……」

　彼女たちは取りすがらんばかりにして傍を離れまいとしたらしいが、ベラフォードの機嫌は悪化するばかりなので、やむなく引き上げてきたという。

「主上は何故あれほどご気色を損ねられているのでございましょう？」

「我らは誠心誠意おもてなしに努めて参りました」

「何かご不快に思われたのでしょうか？」

　自分たちに手抜かりがあったのなら、頼むから遠慮なく指摘してくれと彼女たちは迫ったが、ベラフォードが不機嫌な理由を説明したところで彼女たちには理解はできまい。

　後は自分たちに任せてくれとキャサリンは言って、奥の部屋に入った。

　ここでやっと寝台が見えた。

　一人で眠るには広すぎる。二人で寝てもまだ余る。六、七人が優に並んで横になれる特大の、天てん蓋がい付きの寝台の上で、ベラフォードはクッションを抱えて座り込んでいた。

　人間の中に放り込まれた野生の獣のような警戒態勢である。油断なく眼を光らせていた彼は、仲間たちの顔を見て、やっと安あん堵どの表情を浮かべて見せた。

「まったくもう……参るわよ。あんたたちが来てくれなかったらと思うとぞっとするわ」

「お疲れさん」

　仲間たちが持ってきた食べ物や酒瓶を見せると、ベラフォードは相好を崩した。

　ニーナの予想通り、お腹を空かせていたらしい。

　寝台の上に布巾を広げて、さっそく果物をかじり始める。

「手足の飾りは邪魔で重いわ、次から次へとアタシを拝みに人が来るわ、とてもじゃないけどお食事を楽しむどころじゃなかったわよ」

　他のみんなも遠慮なく寝台に上がり込んだ。

　何しろ広いので、全員が座ってもまだ余裕がある。

　ヴィンセントがさっそくチョコレートをほおばりながら言った。

「でもさ、神殿のベラはすごく立派だった。本物の神さまみたいに見えたよ」

「でしょうね。あの大歓声を聞けばアタシにもわかるわ。耳がおかしくなるかと思ったもの。謝礼をもらう都合もあるから、できるだけ神さまらしく見える努力はするわ。譲歩もするけど、夜くらいはゆっくり休みたいのよね」

　キャサリンはおもむろに頷うなずいて言った。

「そういうことでしたら、しばらくわたしがベラフォードさんの用心棒を引き受けます」

「ただ働きはだめだよ、お嬢さん。ベラの用心棒をやるなら報酬をもらわないと」

　金勘定に厳しいケイティが笑いながら口を挟んでくる。

　冗談だとわかっていたので、キャサリンも笑って頷いた。

「そうですわね。どのくらい支払っていただきましょうか？」

「それなら先払い分としてそこの燭しよく台だいをあげるわ。銀製だし、細工も上等よ」

「いけませんわ。それはこのお宮のものでしょう」

「だけど、今はアタシのものみたいよ。ここにあるもの全部」

　室内に眼をやった用心棒たちは揃って呆あきれ顔になった。

　壁紙には金きん箔ぱくが使われ、天蓋には豪ごう奢しやな刺し繡しゆうを施した紗うすぎぬの垂れ幕が掛かり、枕元の香炉も、ベラフォードが指した燭台も、贅ぜいを尽つくした芸術品である。宝物倉の中にいるようなものだが、つい最近まで誰かがこの部屋を使っていたのは明らかだった。

　言うまでもなく、叢雲の里の尊である。

　キャサリンは眉まゆをひそめた。

「ここに住んでいた人はどうしてしまったんでしょう？」

「お役御免みたいね。アタシも訊きいてみたけど『今は里で暮らしております』って言われたわ。あの言い方だと元気にしてるんじゃないかしら。エルディアと同じことにはならないはずよ」

「ベラフォードさんも、それを考えたんですのね？」

「そりゃあね」

　エルディアで遭そう遇ぐうした王位継承争いはひどいものだった。皇太子に選ばれなかった候補者は残りの長い一生を別荘に軟禁されて過ごし、子孫を残すことも許されないのだ。

　しかし、ここでは事情が違う。

「神さまにはなれなくても、ここでは多色の羽は王侯貴族だもの。扱いは悪くないと思うわ。血筋にしても、一人でも多く残してもらいたいところなんじゃない？」

　キャサリンは首を振った。

「それもありますけど、わたしが知りたかったことは他にもあるんです。ここの尊だった人は神代になれなかったことをどう感じたのかと。ベラフォードさんの伯お父じさまのように責任から解放されて喜んだのか、それとも……悔しがったのかと」

「間違いなく後のほうでしょうね。伯父さんみたいな人は珍めずらしい例外みたいだから。まったく、こんなの、やりたいって人にやらせりゃいいのに……」

　苛いら立だたしげに言って、ベラフォードは話を変えた。

「──そうそう、昨日、中の宮でちょっとおもしろい子に会ったのよ」

　ベラフォードは昨日のうちに一人で中の宮に移っていた。今日の支度をするためだ。

　迎えの輿こしに乗せられて中の宮につくと、長老以下、黒羽衆全員がベラフォードを出迎えた。

　長老のローダはかなり高齢の老婆だったが、未いまだ眼光鋭く、矍かく鑠しやくとしており、威厳に満ちた長として黒羽衆をしっかり束ねている。

　黒羽衆は全部で五十人ほどだった。形態変化してくれというのでベラフォードがそうすると、全員が驚きよう愕がくに息を吞のんだ。ローダを先頭にただちに跪ひざまずき、額を地につけんばかりにする。

　またかとうんざりしながら無表情を保っていたベラフォードは、一人の少年に気がついた。

　他の黒羽衆はみんな成人だが、一人だけ、十三、四歳に見える少年が最後列にいる。

　ベラフォードがなぜその少年に興味を持ったかと言えば（可愛い男の子だったのは確かだが、それ以上に）その少年が一番頭を上げるのが早かったからだ。

　が、周りの大人たちがまだ平伏しているのに気づいて、慌てて叩こう頭とうした。まだ頭を上げてはいけないのかなと上目遣いに周囲を窺うかがい、平伏した姿も何となくそわそわしている。

　他のものはそれどころではない。一糸乱れずとはこのことねとベラフォードが感心したほど、ひれ伏した彼らの姿は緊張に満ちており、しばらく微動だにしなかった。

　ローダがやっと頭を上げると、他のものもそれに続いたが、彼らの顔は一様に激しい驚嘆と賞賛に染まっており、その眼は奇跡を見るようにベラフォードの羽翼に注がれている。

　最後列の少年もあらためて見直す余裕が生まれたのか、今さらながらに眼をまん丸にして、ぽかんとベラフォードを見つめていた。《虹にじの羽》の見事さにびっくりしているのは確かだが、他の大人たちのように感極まっている様子はない。恐れ敬う気配もない。

　他の黒羽衆がベラフォードの羽翼を『侵害すべからざる聖なるもの』と捉とらえているのに対し、少年は純粋に華やかな色彩に感動して驚いている。

　言い換えれば、それ以上の感情は持っていないらしい。

　ローダがこの後の手順を説明した。

　まずは潔斎のために湯ゆ殿どので沐もく浴よくをしていただきますので、世話をするものをおつけしますという言葉を聞いて、ベラフォードは少年を示した。

「それならあの子がいいわ」

　少年が飛び上がり、ローダはちらりと後ろを振り返って苦笑した。

「あれは新参でございます。全員でお目見えつかまつるのがしきたりですので並べましたが、到底、主上のお側仕えが務まるようなものではございませぬ」

「そうなの？　アタシはかまわないわ。いらっしゃいよ」

　笑いながら手招きする。森厳な宮の様子とは不似合いな、まことに軽い調子である。

　少年は明らかに面食らっていた。おどおどしながら周りの大人たちの顔色を窺うが、みんな厳しい表情である。いっせいの無言の非難を浴びて、少年は気まずそうに縮こまっている。

　ベラフォードは猛特訓した《南天極楽鳥》の言葉で話しかけてみた。

「あなたはどこの里の人？」

　何気ない問いかけだったのに、この言葉は少年の表情を一変させた。さっと血の気が引き、身体をこわばらせてうつむいてしまう。

　その態度と、仲間たちから聞かされた話が、ベラフォードの頭の中でかちりと嚙かみ合った。

「ひょっとしてご両親は白い羽なの？　アタシもよ」

　少年がぱっと顔を上げた。激しい驚きを浮かべてベラフォードの顔を見つめ、それが非礼にあたることに気づいたのか、慌てて平伏した。

「恐がらないでよ。アタシのお母さんも白い羽だったんですって。だから仲良くしましょ」

　ローダがやや険しい顔になり、声にも厳しさを乗せて諫かん言げんしてきた。

「主上、恐れながら申し上げます。この老婆も含め、ここにおるものたちは皆、主上の手足に過ぎぬのです。特定のものにお情けをかけるのは、なにとぞお控えくださいますよう」

「大げさねえ。ちょっと世間話しようと思っただけじゃない。──またね」

　笑顔で少年に手を振って、ベラフォードは他の黒羽衆の案内で湯殿に向かった。

　世話係についてくれたのは二十代後半の若者二人だった。

　あの少年を別にすれば黒羽衆の中でも若いほうである。二人とも見目のいい若者だったので、ベラフォードとしてはこれはこれで充分楽しかったが、態度のほうは大違いだった。

　二人ともひどく畏かしこまり、決して眼を合わせようとしないのだ。

　そもそも必要以上に口をきかない。ベラフォードを憚はばかっているのは明らかで、やむなく何か話しかける時もあくまで眼を伏せている。人と話す時はちゃんと人の顔を見て話しなさいよと諭しても、それはあまりに畏おそれ多いことでございますと言って譲らない。

　尋ねてみると、一人は狐雲の里、もう一人は旗雲の里の出身だという。

　あの少年は一瞬とはいえ、正面からベラフォードの顔を見た。

　すぐにひれ伏したのも周りの大人たちに怒られるのを恐れたからだ。つまり人目がなければ、あの少年はベラフォードと眼を合わせて話すのも躊ちゆう躇ちよしなかったのではないだろうか。

「もう一度あの子とちゃんと話したかったんだけど、その後は会わせてもらえなかったのよ。アタシの想像だけど、あの様子を見ると東の村落で生まれて育った子って、里の連中と違ってわりとまともなんじゃないかしらね」

　ベラフォードの話はキャサリンにとっても意外だった。

　ライガスの説明では、村落生まれの子どもは強制的に里の教師が教える学問所に入れられて、里への忠誠心や、多色の羽に対する畏い敬けいの念を植えつけられるはずだからだ。

「黒羽衆の子どもはその少年一人だけなんですか？」

「ええ。黒い羽も滅多に生まれないみたい。他は一番若くても二十代の半ばくらいよ」

「それなら、その子はわたしが森の中で会った少年かもしれません」

　一人で泣いていたとキャサリンが話すと、ダムーとケイティが首を捻ひねった。

「村落の出身ってことで他のやつからいじめられてるのか？」

「家族や友達と強引に引き離されたせいかもしれないよ。一応神さまに仕える仕事なんだから、そう頻繁に里帰りできるとも思えないしね」

　ベラフォードがため息をつく。

「かわいそうよね。たいていの《鳥》の子どもって初のフアース形態ト・ト変化ランスをとても楽しみにしてるのに。これで自分も一人前だって誇らしく思って、最初はちょっとよたよたしてるけど、早く上手に飛べるようにって、みんな一生懸命練習するのよ。それなのに、はい、おまえは黒い羽だからこの村を出て行かなきゃいけない。両親とも友達とも別れて、今日から神殿に入って死ぬまで独身で過ごせだなんて──」

　しみじみと語りながらも、彼は緑の眼を光らせている。

「そんなことを他人に決められるなんてどう考えてもおかしいわ。上の宮を跡形もなく壊してやったら、あの子も故郷に帰れるかしらね」

　ベラフォードの中ではそれは既に決定事項らしい。

　ヴィンセントがすがりつくような眼をダムーに向ける。

（やらないよね……？）

　ありありと助けを求める顔だったが、ダムーは賢明にも言及は避けた。

　彼は元来、頭の中で予定を立てて動く男ではない。物事はすべてその時になってみなければわからないと思っている。要するに出たとこ勝負だ。

　あれをぶっ壊すのはさすがにやりすぎだし、正直言ってまずいとも思う。

　しかし、《南天極楽鳥》──特に里の人間の考え方、有無を言わさずベラフォードを攫さらったやり方、何より降臨飛ひ翔しよう祭なるものに反へ吐どが出るのも確かである。

　どうしたものかと彼は彼なりに思案していた。
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「いけない！」

　ディータのことを思い出して、キャサリンは慌てて立ち上がった。

　きょとんとする用心棒たちに手短に事情を説明すると、ケイティが即座に言った。

「部屋に戻ったほうがいい。ここまではとても入ってこられないよ」

　この寝室に窓はない。それも当然で、羽のある人たちにとって、人が出入りできる大きさの窓というものは家の外に通じる扉と何ら変わりはない。

　貴い人の寝室をそんな無防備なつくりにするわけがないのだ。

「うっかりしていましたわ。ちょっと行ってきます」

「お嬢さま。わたしも……」

「いいえ、ニーナはここにいてちょうだい」

　立ち上がりかけたニーナを制して、キャサリンは言った。

「わたしがいない時は、代わりにベラフォードさんの用心棒をお願いするわ」

　その言葉にベラフォードが楽しげに笑った。

「両手に花ね、アタシ」

　居間に戻ると、三人の女性たちが不安そうな顔でキャサリンを出迎えた。

　どうしてもこの場を離れるわけにはいかないらしい。会釈して前を通り過ぎ、廊下に出ると、そこにも着飾った女性たちがまだ残っていた。

　キャサリンを見て、みんな表情を明るくする。やっと自分たちの出番が来たと思ったのかもしれないが、キャサリンはここでも申し訳なさそうに会釈した。

「お話がまだ途中なんです。中には入らないでくださいね」

　急いで自分にあてがわれた部屋に戻る。

　無人の室内は真っ暗で、キャサリンは慎重な足取りで窓まで進んだ。

　この部屋には出入り口を兼ねたテラスはない。腰から上の高さに大きな窓があるだけだ。

　開け放つと、月の光と人家の灯が反射して外のほうが遥はるかに明るかった。

　同時に、月の光は室内を明るく照らし出した。キャサリンが窓際から離れてしばらくすると、羽ばたきとともに、真っ白な翼が舞い降りてきた。

　その翼も、胸元の羽毛も、月明かりに照らされて、眩まぶしいくらいに光っている。

　天使の羽のようだと感嘆しながら、キャサリンは微笑みかけた。

「すみません。お待たせしましたか？」

「いいえ。お話を伺います」

　ディータは形態変化を解こうとはしなかった。

　話が終わり次第、すぐにまた飛び立つからだろう。

　その表情も口調もひどく固い。覚悟しているようにも見えた。

　キャサリンも前置きはいっさい抜きにして、単刀直入に切り出した。

「まずお詫わびします。あなたとミリアムさんのことを知っていたら、ミリアムさんを『姫』に選んだりはしなかったのに。お二人は将来を誓った間柄なのでしょう？」

　ディータは答えなかった。答えられなかったのだ。

　キャサリンも最初から答えは期待していない。きつく拳こぶしを握って立ちつくすディータに一歩近づくと、若々しい顔を見上げながら囁ささやくように話しかけた。

「ベラフォードさんは《渡らずの山》を越えませんよ」

　彼が受けた衝撃は先程の比ではなかったらしい。

　完全に度肝を抜かれた顔つきで、穴の開くほどキャサリンの顔を見つめてくる。

　何を言っているのか理解できないと言いたげなディータに、キャサリンは頷うなずいて、もう一度はっきりと言った。

「ベラフォードさんは《渡らずの山》を越えません。あの人にその気はありません。ですから、お二人がお別れする必要などないのです。それだけお話ししておこうと思いました」

　ディータは傍はた目めにも大混乱を起こしていた。完全に顔色を失っている。

　どんな思いが心中をよぎったのか、彼は呆ぼう然ぜんと天を仰ぎ、寄る辺のない風ふ情ぜいになり、ついにのろのろと首を振った。

「いけません。そんなことは……許されません」

「本当にそう思いますか？」

　少女らしからぬ鋭い声にディータが眼を丸くする。

「あなたは里のお生まれではないのでしょう。それはすばらしいことですわ。羽の色なんかにこだわる里の人たちのやり方は正気の沙さ汰たではありませんもの。里のご出身ではないあなたはその呪じゆ縛ばくとは無関係のはずです。それでも神かみ代しろや降臨祭をそこまで尊重なさいますか？」

　ディータは息を吞のんでキャサリンの言葉を聞いていた。

　年下のこの少女が、里の姿勢や降臨祭をはっきり非難したことが信じられない様子だったが、やがて複雑に表情を歪ゆがめて質問してきた。

「──キャサリンさまは、俺の羽を見てどう思いますか？」

「美しいと思います。心から」

　大きくて堂々として、ほの暗い中で見ても、粉雪をまぶしたように真っ白に輝いている。

　風切羽の先だけが淡い緑なので、ちょうどムラトの翼の先を緑に変えたように見える。

　その羽先もみずみずしい薄ペパー荷ミントの若葉のような、他に類のない美しい緑色だ。

　熱心な賛美の言葉を受けて、ディータは苦渋の顔で首を振った。

「俺にはそうは思えません。どうしても……」

「わたしが噓をついているとおっしゃる？」

「とんでもない！　俺はただ……」

　ディータは慌てて、言葉を選ぶのに苦労しながらも、自分の気持ちを率直に述べた。

「あなたの言う呪縛は──これが呪縛だとするなら、立派に作用していると思ったのです」

　広げれば身体をすっぽり覆える白い羽の片方を少し前に出し、薄緑の羽先に寂しげな視線を落として、彼は自じ嘲ちようするような、それこそ運命を呪うかのような口調で言った。

「多色の羽に生まれたかったとは言いません。これが俺ですから。──ただ、できることなら、あなたのようにこの羽が美しく見える眼が欲しかった」

「あなたが信じなくても、わたしは何度でも言います。白い羽は美しいって」

「決して疑っているわけでは──本心から言ってくださっているのはわかっています」

「いいえ。わかっていらっしゃらない。人にはそれぞれ好みがあります。あなたが白い羽より《虹にじの羽》のほうが美しいと思うのはあなたの好みがそう判断しているのです。それは自然にできあがったものですから今になって変えるのは難しいでしょうし、第一、何かをきれいだと思う自分の気持ちを無理に変えたりする必要はありません。ですけど、白い羽が《虹の羽》に劣っているなんて、取るに足らないものだなんて、そんなことを考えてはいけません、絶対に。なぜならその考えは間違っているからです」

　これこそキャサリンが本当に言いたかったことだった。

「あなたの羽も《虹の羽》もそれぞれ美しいものです。そもそも美しさに優劣などつけられるものでしょうか。白い羽より《虹の羽》が好きだという人もいれば、白い羽のほうが好きだという人もいます──里にはいないかもしれませんけど、そう思う人も間違いなくいるのですわ。どちらが優れているかなんて一概に決められるはずがありません。そんなことを無理に決めて従わせようとするほうがおかしいのです」

　里の呪縛に支配されたディータに自分の言葉がどこまで届くかはわからない。

　それでも言わずにいられなかった。真しん摯しに話しかけるキャサリンの表情に何を感じたのか、ディータは初めて微笑を浮かべた。

「父が同じことを言います」

「ライガスさんが？」

　意外だった。

　内心では批判的な考えを持っているかもしれないが、彼は少なくとも表向きは、里の支配を従順に受け入れて、自分を多色の羽の下に位置づけているように見えるからだ。

「キャサリンさまは、グレンフィールド大学というのをご存じですか？」

「もちろんです。バナディスでも最高峰の名門大学ですわ」

「父はその法学部を卒業しているんです」

　啞あ然ぜんとしたキャサリンだった。

　グレンフィールド大学は入学するだけでも大変なところだが、卒業するのはもっと難しい。

　単位の取れない学生は容赦なく切り捨てるからだ。ましてや法学部となると、よほど必死に勉強しない限り、晴れて卒業証書授与の栄誉には与あずかれないはずである。

「もしかして、ミリアムさんの部屋にあった本は……」

「父の蔵書です」

　キャサリンが既に聞いたように、ライガスは先代の神代コクランの幼なじみだった。

　初のフアース形態ト・ト変化ランス後は二人の立場はまったく変わったが、その変化を悲しんだのはライガスよりコクランのほうだった。ライガスが白い羽を嘆く以上に、コクランは自分の多色の羽を嘆いた。

　というより、多色の羽を得たが故に友人や妹と引き離されたことをだ。

　それが掟おきてだから仕方がないと、むしろライガスがコクランを慰める役だったらしい。

　神代に選ばれたコクランが《渡らずの山》に旅立った後、ライガスは意を決して外の世界を見聞に出ることにした。

　嘆く友人を慰めながら、納得していなかったのはライガスも同じだからだ。

　なぜ自分たちの社会は多色と無色に──里と村落に分かれているのか。

　こうした習慣は他の社会にもあることなのか。

　とは言っても、他の種族と関わってはならないという掟は若いライガスの中ではまだ強固な支配力を持っていたので、彼の翼は必然的に人間社会に向かった。

　伝え聞いただけでも、無形種は成熟した大きな社会を築いている。身分制度もある。それは里と雪雲の関係と同質のものなのか、似て非なるものか、無形種がどんな法律と秩序によって自分たちの社会をまとめ、維持しているのか、詳しく調べてみようと思い立ったという。

　まさかその時から勉強を始めてグレンフィールド大学の入学試験に合格してしまったのかと、キャサリンは別の意味で呆あきれ返ったが、とにかくそんなふうにして、大学在学中のライガスは法律学だけでなく、人間や人間社会について貪どん欲よくに学び、幼いディータにその話をしてくれた。

「あなたたちの考え方は俺たちとは違います。父も不思議がっていましたが、無形種は白鳥を美しいと無条件に賞賛して、烏を不吉だと忌み嫌う。普通は逆だろうと言っていました」

　それを不思議がられてもこっちが困るが、里で信じられている常識は普遍の常識にあらずと、ライガスが強く感じたのは間違いない。

「無色の羽を卑下するなと父には言われました。それは俺だけでなく父や母をも蔑さげすむことだと、自分自身を否定することだと……その通りです。頭ではわかっているんです。でも……」

「ミリアムさんの姿を思い浮かべると自信がなくなりますか？」

　ディータは力無くうなだれ、唇を嚙かんだ。やるせない顔つきだった。

　自分が恋人に似つかわしい男でないとは思いたくないのだろう。ディータはそれほど覇気に欠ける若者ではないからなおさらだ。

　その彼の前に無情な現実が立ちはだかっている。

「俺は……無色です。比べて彼女は──」

「ディータさん。それは関係ありません。たいせつなのはお二人の気持ちでしょう」

「キャサリンさま。本当にそれだけですむのなら、すべての物事がそれだけで許されるのなら──俺は心からミリアムを愛しています。ミリアムも俺を愛しています。しかし……」

　それだけではどうしようもないことがあると言いたそうなディータを制して、キャサリンは別のことを尋ねた。

「紫雲のお宮の岩場でミリアムさんはなんとおっしゃいました？」

「務めは果たさなくてはならないと……」

　反射的に答えたディータは訝いぶかしげな顔になり、キャサリンは軽く頭を下げた。

「すみませんでした。お二人の話を盗み聞きしたのです。《南天極楽鳥》語はわかりませんが、その言葉がミリアムさんの本心ではないことはわかっています」

　ディータは複雑な顔になって、彼女の気持ちを代弁した。

「ミリアムは他の候補者を裏切れないと考えているんです。選ばれなかった彼女たちの分まで責任を果たさなくてはならないと……これは自分に課せられた義務だからと。──それなのに、神代が《渡らずの山》を越えないなんて……」

　恋人を失わずに済むという喜びや安あん堵どにはほど遠い、恐怖さえ滲にじむ声だった。

「このことは、ミリアムには？」

「まだお話ししていません。話せばミリアムさんの態度にはどうしても変化が出るでしょうし、その変化を訝いぶかしむ人も出るでしょう。勝手なことを言うようですが、わたしたちはできるだけ波風を立てずに里を離れたいのです。里の人たちには祭りが成功したと思わせたいのですわ。──協力してもらえますか？」

「もちろんです。どのみち、俺はもうミリアムには会えません」

「会えない？」

　ディータは神代の正式な随行で、明日以降も神代と一緒に各地を回る予定になっている。

　特別な理由がない限り、途中で役目を放棄して紫雲の里に帰ったりはできないという。

「それに、姫に選ばれた女性は降臨祭が始まると潔斎に入ります。ミリアムはもう家族以外の男と会うことは許されないはずです」

「それではあなたは紫雲の里を発つ前にミリアムさんとお別れしてきたのですか？」

　ディータはちょっと言葉に詰まったが、はにかんだように笑った。

「ミリアムはそう言いました。自分のことは忘れてくれと。──俺には無理です」

　そしてたぶん、ミリアムにも。

　姫たちが《渡らずの山》を目差して飛び立つのを待って、後をつけていってミリアムと話し、何としてでも連れ帰るつもりだったとディータは言った。

「そのお覚悟はミリアムさんもご存じのことですか？」

　ディータは首を振ったが、仕草とは裏腹に顔には強い決意があった。

「これは俺のわがままです。そんなことをしたら俺もミリアムも罪人です。ミリアムは二度と里には戻れなくなりますが……」

　彼女の心が自分にあると知りながら、手の届かないところへ飛んでいってしまうのを黙って見ていることはできないと、ディータは真剣な表情で続け、キャサリンは微笑して言った。

「それなら話は簡単ですわ。里を捨てておしまいになれば済むことです」

　既に覚悟していたのだろう。ディータは無言で頷うなずき、キャサリンも頷きを返した。

　駆け落ちをけしかけるつもりはないが、白い羽のディータと六色のミリアムは紫雲の里では祝福されることはない。二人の気持ちさえ確かなら、そんな掟おきてに縛られる必要はないのだ。

「ライガスさんのように大学に入学して、卒業したら人間社会で暮らすという手段もあります。当面の生活費が問題ですけど、幸いこの辺りでは金銀や宝石がたくさん取れると聞きました」

「ええ。父もそうして学費を工面したそうです」

「それなら、他に必要なのはお二人の覚悟と努力だけです」

　キャサリンは力強く頷いて、いたずらっぽく笑った。

「ライガスさんは卒業後はこちらに帰省なさったのでしょうが、ずいぶんもったいないことをされたと思います。グレンフィールド大学法学部の卒業証書をお持ちなのでしょう。それならバナディスのどんな一等地でも法律事務所が開けますわ」




　翌日から神代の里巡りが始まった。

　その手順はいつも同じだった。早朝、里の人々に盛大に見送られる中、飛び立って他の里に移動する。到着の式典が催されて、休息した後、ベラフォードは輿こしに乗せられて里を行進し、神代の姿を里の人々に見せつける。

　音楽、舞、軽業などが奉納されるのも同じだが、内容はだいぶ違う。

　それぞれの里の特色を出し、他の里より抜きん出ようと趣向を凝らしている。

　夜は下の宮での饗きよう応おうで、ベラフォードがキャサリンたちを下の宮に泊めるように命じるのも毎日のことになった。美女たちの猛攻をキャサリンが防波堤となって凌しのぐのも毎度のことだ。

　そして翌朝は次の里に移動するのだから、かなりの強行軍である。

　ベラフォードはのちのちの大胆な報復を思い描いて、忍の一字で神み輿こしを務めていたが、先に音を上げたのが用心棒たちとキャサリンだった。

　とにかく熟睡できないのが参る。ちょっとでも油断すると、薄物しか着ていない美女たちが忍んでくるのだから、他のみんなと交代で仮眠を取るのが精いっぱいである。

「またメイドさんに怒られそうだけど……」

　明け方近くなった下の宮で、ケイティがニーナを憚はばかりながら、その疑問を口にした。

「これが降臨祭の恒例だっていうなら、前の時も同じことがあったわけだよね。それならさ、あっちこっちの里にベラの従兄弟いとこが山ほど生まれてるんじゃない？」

「アタシもそれは考えた」

　生あくびをしながらベラフォードが答える。

「でもね、それはないみたい。二代続いてこれじゃあ困るって噂してるのをちらっと聞いたの。ちょっと安心したわ」

　ねぼけ眼でダムーが尋ねた。

「おまえの伯お父じさんも据え膳ぜんは口に合わなかったってことか？」

「でしょうね。会ったことないから、わからないけど……」

　ベラフォードの答えも語尾は半分寝ている。

　キャサリンも眠い眼をこすっていた。

「これでは本当に報酬をもらわないと割が合いませんわ」

　用心棒たちも同意して、午後からの行進につきあうのは免除してもらうことにした。

　その代わり二時間ほど昼寝して、里を見学しに行った。

　ベラフォードには申し訳ないが、こちらのほうがずっとおもしろかった。

　他の里から大勢やってくる観光客に向けて、屋台や出店がたくさん出ている。

　食べ物や飲み物、手て妻づまなどの見せ物、もちろん《南天極楽鳥》お得意の装飾品もある。

　一般の女性たちが腕を振るった刺し繡しゆうや衣裳、小物の展示会が開かれ、専門の職人たちによる金銀細工の装飾品の品評会も至るところで見かけた。どれも他の里に、うちではこんなものがつくれるんだぞと示すものだから、恐ろしく力が入っている。

　目の当たりにしたケイティなどはよだれを垂らしそうな顔つきだった。

　結婚式もたくさん見た。どこの里へ行っても必ず結婚式や披露宴に出くわした。

　大きな家は、門戸を開放して庭を披露し、訪れる人に分け隔てなくご馳ち走そうを振る舞っている。

　賑にぎやかな音楽が奏でられ、親類や友人たちが歌い踊り、幸せな二人を祝福している。

　微笑ましい光景だが、キャサリンが驚いたのは新婦の花嫁衣い裳しようだった。

　ここの人たちが色鮮やかなものを好むのはわかっていたが、それにしても度が過ぎる。

　虹にじの十色の生地をたっぷりと重ねたひらひらする衣裳もあれば、襟首から裾すそまでびっしりと、きらきら光るビーズで覆った花嫁衣裳もあった。

　極彩色の刺繡で、全身に緋ひ色いろの牡ぼ丹たんと、羽を広げた孔く雀じやくを縫取った衣裳も見た。

　もうこうなるとキャサリンの眼には舞台か仮装の衣裳にしか見えない。

　しかも、ほとんどの花嫁は、その派手な衣裳の上に宝石をちりばめた首飾りや大きな腕輪を塡はめている。髪もしかりで、白いヴェールをかぶっている花嫁など一人もいない。

　ここでは白は忌み嫌われる色だから、それを避けるのはまだしも、金か黒のレースに多彩な冠を乗せている。そのレースも銀ぎん箔ぱくやラメを貼って光らせたり、赤やピンクの造花で飾ったり、金銀の刺繡を施したりと、これでもかとばかりに装飾を凝らしている。

　要するに、色や光りものをたくさん使ってあることが立派な花嫁衣裳だという証明らしいが、キャサリンの感覚ではやりすぎの感は否めない。

　ニーナも同様の感想を抱いたようで、そっと囁ささやいてきた。

「ここの女性たちには『清せい楚そ』とか『品よく』とかいう観念はないんでしょうか？」

「──ないみたいね。どうしてかしら」

　キャサリンは妙な違和感を感じていた。

　里の様子や調度品を見る限り《南天極楽鳥》は非常に美的感覚の優れた種族である。

　かなりの派手好みだし、お金のかかった豪華な品を好む傾向があるのも確かだが、基本的な趣味の良さは感じ取れる。

　ところが、人生の晴れ舞台であるはずの花嫁衣裳は『趣味がいい』どころではない。

　明らかに悪趣味の部類に入るのに、彼らはこれをよしとしている。

　不思議だった。まるで色を乗せないことに何かの強迫観念でもあるようだ。

　言い換えれば、そのくらい自分たちの色鮮やかな羽を誇りに思っている証明かもしれないが、これだけはどうも感心しないとキャサリンは思った。

　そんなふうにして次々に里を巡めぐり、夕雲の里に行った時のことだ。

　キャサリンは意外な再会をした。

　ここにもたくさん出店が出ている。道は色とりどりの服を着た人であふれ、音楽が鳴なり響ひびき、人々の歓かん声せいが絶えることはない。大変な賑にぎわいである。

　ニーナは同どう僚りようのメイドたちへのみやげを物色し、キャサリンは軽かる業わざや手妻を見物していたが、雑ざつ踏とうの中に知った顔を見み出いだしたのである。

　彩湖の森で見た少年だった。

　少年は薔ば薇ら色の服を着ていた。夕雲の里の証だが、この少年の羽が黒いことはキャサリンが自分の眼で確かめている。

　少年は一人ではなかった。やはり薔薇色の服を着た同年代の少年と真しん剣けんな様子で話しながら、人混みの中に消えて行く。

　キャサリンは咄とつ嗟さに、人波をかき分けて二人の後を追った。

　出店が並ぶ通りの終わりまで来ると、人の流れも少し緩ゆるくなる。

　その街角で少年たちは二手に分かれ、黒羽衆の少年は来た道を戻もどろうとして急に振ふり返り、キャサリンと正面から顔を合わせることになった。

　避よける間も隠かくれる間もなかった。少年はさっと顔色を変えたので、相手が行動を起こす前に、キャサリンは急いで言ったのである。

「森で会ったでしょう。わたしはキャサリン・ウィンスロウ。ベラフォードさんのお友達なの。──わたしの言葉、わかるかしら？」

　逃にげ出そうとした少年が、ぴたりと足を止めた。眼が丸く見開かれ、ぽかんとキャサリンを見つめてくる。ぎこちなくはあるが、共通語で問い返してきた。

「……友達？」

「ええ。あなたのこと、聞いたわ。ご両親が白い羽で、自分と同じだって。もう少しあなたとお話ししたかったのにって残念がっていらしたわよ」

　耳を疑う顔つきで聞いていた少年は、急に我に返ったようだった。

　慌あわてて、家と家との隙すき間まの路地にキャサリンを誘さそった。表通りと違ちがって煉れん瓦がの壁かべの間は狭せまく、人がやっとすれ違えるだけの幅はばしかない。

　二人きりで向き合うと、少年は不思議そうにキャサリンを見て尋たずねてきた。

「ほんとに……無ノン形フオー種マー？」

「わたし？　ええ、あなたたちの言葉で言えばそうよ。今の子はあなたのお友達？」

　少年は頷うなずいて、東の村で仲良くしていたと小さく答えた。

「あいつ、二色だったから……」

　キャサリンは納得して頷うなずいた。

「里に連れて来られたのね。あなたたちは夕雲の里の出身だったから。でも、二色なら里には住めないと聞いたけど、お友達は今、どうしているの？」

「崖がけの途と中ちゆうの家に住んで、里に働きに来てる。とても名めい誉よなことで、特別なことなんだって、里の人は言ってた。──こうして、祭りにも来られたし」

「ちょっと、待って。まさか白い羽の人は──このお祭りに来られないの？」

　少年は再び頷いた。複雑な顔だった。

　そんな馬ば鹿かなと言おうとして、キャサリンは思い出した。

　彩湖の畔ほとりで見たあの色しき彩さいの演えん舞ぶの中に唯ゆい一いつ、白がなかったことを。

　絶句した。降臨飛ひ翔しよう祭は《南天極楽鳥》という種族全体にとって重要な祭りのはずだ。

　それなのに、白い羽の人たちだけは除外されていると、この少年は言うのである。

「……おかしいわ。わたしの知っている白い羽の人はちゃんとお祭りに参加しているのに」

「誰？」

「ライガスさんとその息子のディータさん。ライガスさんはもともとは紫し雲うんの里の人よ」

　反射的に答えた。個人名を言ったところでわかるはずがないと考える余よ裕ゆうはなかったのだが、意外にも少年の知る名前だったらしい。納得して頷いた。

「あの二人は特別」

「どうして？」

　少年は今度は困った顔になった。

　共通語ではうまく言えないようだが、その点は強調した。

「どうしても。ライガスは特別。他にも何人かいるけど、そんなの、ほんとに数人だけだよ。普ふ通つうの無色は祭りには近寄れない」

　少年の両親も含ふくめてだ。

　里の人間は、おまえたちは違うのだからありがたく思うようにと言ったらしい。

　自分は黒い羽だったから黒羽衆に送られて、二色の友達は里に行くことになって、それ以来ずっと離はなればなれだったと、少年はとつとつと語った。

「黒羽衆の生活はお友達と自由に会うことも許されないの？」

　三み度たび頷いて、少年はちょっと緊きん張ちようした面持ちでキャサリンに尋たずねてきた。

「ほんとに……主上おかみの友達？」

「ええ。今は臨時の用心棒でもあるのよ」

　冗じよう談だんめかした言葉は無視して、少年は考え込んだ。何やら思おもい悩なやんでいるような、ますます緊張を漲みなぎらせているような表情で、思い切ったように顔を上げた。

「訊きいてもいい？」

「ええ、どうぞ。何かしら」

「主上のご生母はほんとに……雪雲？」

「本当よ。どうして訊くの？　ベラフォードさんが自分でそう言うのを聞いたでしょう」

　少年は苦しそうな顔になり、うつむいて、ぽつりと呟つぶやいた。

「……噓うそだって」

　意味の摑つかみにくい言葉だが、キャサリンは持ち前の頭の回転の速さで少年の言いたいことを補った。

「他の黒羽衆の人たちがそう言ったの？　ベラフォードさんの言葉は噓だって」

　少年はまた複雑な顔になった。察するに、神かみ代しろのご生母が無色の羽なんかであるはずがない、おまえを気き遣づかってあのような噓をおっしゃったのだとでも言われたのだろう。

　キャサリンは大いに呆あきれた顔になった。

「その人たちがどうしてそんな噓をついたのか、それこそわからないわ。ベラフォードさんのお母さまは白い羽でした。わたし、紫し雲うんの里の分村でお母さまと同じ羽だという人を見たもの。真っ白な羽毛と翼で、風切羽の先だけは薄うす桃もも色いろなの。とってもきれいな羽だった」

　少年は啞あ然ぜんとして、疑わしげに問い返した。

「きれい？」

　キャサリンはやや表情を厳しくして、きっぱりと言った。

「そうよ。白い羽はとてもきれいだわ。あなたの黒い羽と同じくらいにね」

　少年は今度こそ驚おどろきに眼を見張る。キャサリンはさらにたたみかけた。

「あなたはどうなの？」

「ど、どうって？」

「ご両親の羽の色を美しいとは思わないの？」

　少年は何か言いたげに口を開いたが、言葉になることはなく、唐とう突とつに足を引いた。

「俺……もう行かなきゃ」

「その前に、あなたのお名前は？」

「クランシー」

　短く言い残して、少年は小走りに走り去った。
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　最後に訪れたのは神代の出身地である紫雲の里である。

　ベラフォードは内心の憤ふん懣まんを押し隠して、依然として形態変化した姿で輿こしに乗り、輝かしいご神器を身につけ、黄金の錫しやくを片手に鎮座していた。

　ティタニアたちが腕を振るった前垂れは中央に大きな円メダリ盤オンを描いた最高のできばえで、彼の《虹の羽》を絶妙に引き立てている。

　これが最後の行進とあって、他の里からもとりわけ大勢の見物が来ていた。

　彼を前にした人は揃って言葉を失い、地上に舞い降りた神と言うにふさわしい神々しい姿に眼を奪われ、心を奪われ、一様に頭こうべを垂れて、吐息とともに輿を見送った。

　その頃、ケイティは里の長老たちを相手に謝礼の交渉に入っていた。

　ここまで苦労させられたのだから、礼金はたっぷり払ってもらいたいと強気の態度に出たが、長老たちは一も二もなく応じた。祭りは大成功、紫雲の里は大いに面目を施したのだ。

「金銀は重いからね。軽くて値打ちのある宝石がありがたいんだけど？」

　ケイティの露骨なおねだりにも愛想よく頷うなずいている。

　一方、キャサリンはミリアムに会いに行った。

　下の宮には『姫』のための特別な離れがあり、ミリアムは祭りが始まってからずっとそこに籠こもっているという。男子禁制なのはもちろん、人に会うこともなるべく慎み、祈りの日々を送っている。それが心身を清めることになるのだと、取り次いだ召使いが話してくれた。

「滅多なことでは姫さまの元にお通しするわけには参らぬのですが、ミス・ウィンスロウなら、もちろん話は別ですとも。姫さまもお喜びになるでしょう」

　大仰な口調で媚こびるように言ってくる召使いに、キャサリンは完かん璧ぺきな笑顔を返した。

「お気遣いに感謝しますわ。ミリアムさんと二人でお話ししたいので外してくださいな」

　現れたミリアムは笑顔でキャサリンを迎えてくれたが、よくよく見れば、やつれは隠せない。

　顔の微笑も無理に張りつけたもののようで、悲壮感が漂っている。

　その様子には気づかぬふりをして、召使いが出て行った後、キャサリンは明るく尋ねた。

「お祭りも明日で終わりですけど、ミリアムさんのご予定はどうなっているのですか？」

「はい。わたしたちは明日の夜、上の宮に入れていただくそうです。そこで一晩祈りを捧ささげて、翌朝、主上おかみの後を追って出発すると伺いました」

「他の皆さんとご一緒にですか？」

「はい」

「それなら、その時がいいかもしれませんね」

　キャサリンが声を低めて、ベラフォードが《渡らずの山》を越えないことを打ち明けると、ミリアムの顔色は一瞬で蒼そう白はくになった。

　気を失って倒れるのではと心配になったくらいだ。

「そんな……そんなことは……許されるはずがありません」

「ディータさんも同じことを言いました」

　ミリアムの顔色がさっと変化する。知られていることを悟ったのだろう。眼に見えて狼ろう狽ばいし、罪悪感をありありと示した表情でうつむいてしまった。

「わたしはお二人の味方です。ですから、ミリアムさんにもわたしの味方をしてほしいのです。まずは聞いてください」

　そうしてキャサリンはすべてを話した。

　今回の件ではそもそも《南天極楽鳥》とベラフォードの間に大きな認識の隔たりがあること、ベラフォードは自分の羽に特別な値打ちは何も認めておらず、長老たちに半ば脅される格好で（そしてある意味、報酬が目当てで）神代役を引き受けていただけであること。

　ミリアムの動揺と驚きよう愕がくはますますひどくなった。

　胸が大きく上下して、信じられない様子で呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「まさか……あれほど立派な《虹にじの羽》をお持ちの方が……」

「ですから、そこがそもそも違います。ベラフォードさんは空を飛べさえすれば何色の羽でもかまわないと思っています。茶色の羽でも白い羽でもね。神代の義務というものにはまったく無縁の人なのですから、《渡らずの山》を目差せるはずなどないのです。降臨祭が終わったら、あの人はまたダムーさんたちと一緒に用心棒として生きていくでしょう」

　ミリアムは激しい不安に駆られたようで、まるで泣きそうな顔で尋ねてきた。

「ですけど、キャサリンさま。それは……主上がわたしたちをお見捨てになるということです。わたしたちはいったいどうすればよいのでしょう」

「それを伺いに参りました」

　キャサリンは姿勢を正して、まっすぐ問いかけた。

「ミリアムさんはどうなさいますか。──いいえ、あなたはどうしたいですか？」

「わたし……ですか？」

「そうです。ベラフォードさんに《渡らずの山》を越えてほしいと懇願して一緒に行くことを選ぶのか、それとも本当にご自分のしたいことをなさるのか。それをお聞きしたいのです」

　ミリアムは悄しよう然ぜんと視線を落とした。

　肩を落として小さくうなだれ、沈黙の後、ぽつりと呟いた。

「わたしは──本当にしたいと思うことは……口にしてはならないと教わりました」

「どうしてでしょう？」

「里の掟おきてに反することだからです」

「ミリアムさん。今はそれは忘れてください。ご自分の人生を無駄にしたくなければ」

　それでもまだ躊躇ためらっているミリアムを、キャサリンは懸命に説得し、何度も励ました。

　その甲か斐いあってミリアムはようやく、ぽつりぽつりと自分の気持ちを話し始めたのである。

　ディータを思っていること、しかし、里の掟は自分たちの恋を許してくれないこと、だから、いざとなったら自分が里を捨てるしかあるまいと覚悟はしていたつもりだったこと。

　それなのに、思いがけず姫に選ばれてしまったのだ。

　ベラフォードは誰が見てもすばらしい羽翼を持っている。それがなおさらミリアムの葛かつ藤とうに拍車をかけた。幼い頃から骨身に染みるほど叩たたき込まれた神代と降臨祭を尊ぶべしとする心と、ディータを恋しく思う気持ちと、その両方が同じくらいの強さでミリアムに襲いかかった。

　ミリアムの心は今でもディータにある。疑いようもない。自分でもわかっている。

　それでも、姫役を辞退したいとはどうしても言えなかったのだ。それに選ばれることが里の女性たちにとってどんな意味と重みを持つのか、知り抜いていたからだ。

　その結果、ディータを傷つけた。自分の心も裏切った。

　キャサリンは苦い息を吐いて頭を下げた。

「知らなかったとはいえ、申し訳ないことをしてしまいました。許してください」

「いいえ、いいえ。わたしのほうこそ……勇気がなくて、どうしても言えなくて……」

「埋め合わせをさせてください。もっとも、そのためにはお二人の気持ちが揃っていることが肝心ですけど。──あらためてお尋ねしますが、ディータさんをお好きですか？」

　ミリアムは今度は怯ひるまなかった。

　キャサリンの顔を見つめて、しっかり頷うなずいた。

「両親が許してくれなくても、里が認めてくれなくても、あの人が好きです。ディータはもう、わたしのことなど嫌いになったかもしれませんけど……」

「そんなことがあるものですか」

　キャサリンがディータの決意を話すと、ミリアムの顔はみるみる赤く染まった。

　嬉うれしさと、愛いとしさと、まだ恋人に見捨てられていなかったと知った大きな喜びからだ。

　キャサリンも微笑み返して、いたずらっぽい口調で言ったのである。

「厚かましいお願いをしなければなりませんが、このことはまだ誰にも言わないでください。逃げる時間をいただきたいのです」

「キャサリンさま……」

「明後日あさつての朝まで黙っていてもらえますか。その時になったら他の皆さんに話してください。ベラフォードさんは《渡らずの山》には向かわなかったと。後を追っても無駄だから、みんな自分の里に帰るようにと」

　ミリアムは苦しげな表情で首を振った。

「ですけど、話したところで……そんなことは誰も信じません」

「信じようと信じまいと、それが事実です。そしてミリアムさんは紫雲の里に戻るのではなく、東の村落まで飛んで行ってディータさんと結婚式を挙げればいいと思いますわ。──それとも、白い羽の人たちの中で暮らすのは気が進みませんか？」

　意外にも（と言っては失礼かもしれないが）ミリアムは再び首を振って微笑した。

「わたしは、里の友達からは変わり者のミリアムと呼ばれています。その理由はみんなの前で、無色の羽はそんなに悪いものとは思えないと言ったことがあるからです」

「里の方たちにとっては『どうかしてるんじゃないの？』というわけですね」

「はい。ですけど、わたしは無色の羽の人たちに同情して言ったわけではありません。多色の羽の美しさを否定するつもりもありません。特に主上の《虹の羽》の見事さは──」

　後は言葉にならない。ただ感嘆の吐息を洩もらして首を振るのみだ。

　キャサリンも笑って頷いた。

「わかりますわ。ベラフォードさんの羽はびっくりするくらいきれいですものね。初めて見た時はわたしも驚きましたけど、わたしはあの《虹の羽》に勝るとも劣らない、美しい白い羽の人を知っているんです」

　すると、ミリアムは恥ずかしそうに頰を染めて言った。

「わたしにとってはディータの羽がそうです。比べたりするのは主上に失礼なことですけど、それとはまったく別の意味で、彼の無色の羽はとても美しいと思うんです」

　ディータを愛するようになったから偏見がなくなったのか。

　もともと偏見がなかったからディータを愛するようになったのか。

　どちらにせよ、二人にとっては願ってもないことだ。

「今度それをディータさんに言ってあげてくださいな。ディータさんにはその言葉が必要です。ですけど、ミリアムさん。一つだけ申し上げますが、無色はいけませんわ。白い羽です」

　ミリアムは驚いたようにキャサリンを見返して、恥ずかしそうに頷いた。




　翌朝、キャサリンは久しぶりに晴れやかな気分で目を覚ました。

　今夜は里の中でもっとも東にある東雲しののめの里に泊めてもらい、明朝、再びレドヴィーンたちが人間社会まで送ってくれる手て筈はずになっている。

　ケイティも上機嫌だった。

　交渉の結果、謝礼をたんまりせしめることに成功したのである。

　ダムーもヴィンセントも、ここまで出向いてきたことが無駄足にならず、《南天極楽鳥》と戦争などという物騒な事態にもならずに済んだので、まずは一安心というところだ。

　残る問題は未いまだに（というより日が経つごとに）不機嫌になっているベラフォードである。

　昨夜の段階でも、祭りが終わって仲間たちと合流したら、即行で彩湖に引き返して上の宮を破壊してやると息巻いていた。大変な剣幕だったが、ケイティは掌てのひらに乗るくらいの革の小袋をキャサリンに見せて、自信ありげに言ったものだ。

「大丈夫。その時はこれでなだめるよ」

　中身は色とりどりの宝石だった。紅玉ルビー、青サフア玉イア、翠エメ緑ラル玉ド、翡ひ翠すい、瑪め瑙のう、ざらりと音がするほど詰まっている。石の質にもよるが、これ一つで王様の身代金にもなりそうな小袋である。

「他にも葛籠つづらにいっぱい宝物を詰めて持たせてくれるってさ。他の下の宮でさんざん見たのと同じようなやつ。それでたぶんベラも気が変わると思うよ。あれで結構、単純なんだから」

　笑いながら言って、ケイティは袋から小指の先くらいの紅玉ルビーと青サフア玉イアを一つずつ取り出すと、キャサリンとニーナにくれた。紅玉はキャサリンに、青玉はニーナにだ。

　吝りん嗇しよく家かのケイティにしては珍しい大盤振る舞いである。

　ダムーが眼を丸くして「天変地異の前触れか？」と言ったくらいだ。

　キャサリンも驚いて、急いで辞退した。

「ケイティさん。何もこんなことをしてくださらなくても……ここの人たちはわたしたちにもきっと何かくださると思いますから」

「わかってるけど、これはあたしがあげたいの。あんたたちにも世話になったからさ。正当な報酬と思って受け取ってよ」

　迷ったものの、キャサリンはケイティの気持ちを受けておくことにした。

　光にかざすと真っ赤に輝いて美しい。きれいなものはキャサリンも決して嫌いではないので、こうして眺めるのは楽しかった。

　普段、宝石など身につける機会がないニーナは特に嬉うれしそうだった。大事そうに、掌てのひらの中の青い石を眺めている。

「きれいですねえ、お嬢さま」

「ニーナ。帰ったら、これ、おそろいのペンダントにつくりましょうよ」

「ほんとですか！」

　キャサリンの思いつきをニーナはことのほか喜んだ。

　彼女のようなメイドがこんな宝石を指輪にして指に嵌はめることはできない。目立って仕方がないからだが、ペンダントならブラウスの中に隠しておける。

　朝食が済むと、もっとも荘厳にして盛大な、最後の神事が始まった。

　今日は祭りの最終日なので、他の里の長老は全員、昨夜のうちに紫雲の里に集まっており、各地の里の主立った実力者も顔を揃えている。

　ベラフォードは依然として見事な羽を見せながら中心に鎮座しているが、キャサリンも他のみんなも早々に神事を抜け出して、思い思いに祭りの最終日を楽しんだ。

　午後になると、輿こしに乗せられた神代は人々に盛大に見送られて、紫雲の里を後にした。

　キャサリンたちも出発した。荷物は朝のうちにすっかりまとめてあったので、世話になった館やかたの人たちに礼を言って、用意の籠かごに乗り込むだけだ。

　その直前、ヨランダを先頭に長老たちがわざわざやってきて、両手に乗るくらいの小振りの木箱をキャサリンに差し出した。

「我らの感謝の気持ちでございます。ささやかなものですが、どうぞお納めくださいませ」

　木箱を開けると、真綿が現れた。それものけると、黒くつややかな宝石箱が現れた。

　漆黒の地に、虹にじ色いろに輝く螺ら鈿でん細工で草花と蝶ちようが描かれ、金粉を散らしてある。

「まあ、なんてきれいなんでしょう」

　キャサリンは笑顔で宝石箱を取り出して、美しい細工を眺め、何気なく蓋ふたを開けてみた。

　内側には深紅の天鵞絨びろうどが張りつめられており、その上に、ふんだんに宝石を使った金細工のブローチがそっと置かれていた。

　こんな豪華なものを持って帰ったらエリオット卿きようが驚くだろうが、キャサリンは遠慮せずに受け取っておくことにした。

「ありがとうございます。とてもすてきですわ」

　笑顔で答えると、長老たちも満足そうに頷いた。

「お気に召していただけたようで何よりでございます」

　ブローチは傷つかないようにしっかり真綿にくるまれ、宝石箱ともども再び木箱に収まって、キャサリンの荷物の中に加えられた。

　ヨランダも式典に参加するため、これから彩湖に向かうという。

《南天極楽鳥》の里では、身分の高い老人でも乗り物などは使わない。身の回りの世話をする者たちが荷物を抱えて先に出発し、その後、ヨランダが翼を広げて飛び立った。

　キャサリンはこの時、初めてヨランダの羽を見た。

　翼の表は濃い緑と黄緑、裏が黄色とオレンジ、胴体は藍あい色いろ、青、水色、腕は真っ赤だ。

　眼に眩まぶしいくらい鮮やかな八色である。年が若ければ、満場一致で尊に選ばれるだろうにとキャサリンは思い、途中で休憩を取った時にレドヴィーンにその旨を尋ねてみた。

「はい。ヨランダさまは三代前の紫雲の尊でいらっしゃいました。その時は青雲の尊が十色であったので、その方が神代に選ばれたと聞いています」

　ヨランダはあれだけの羽に恵まれながら、神代の栄誉には与あずかれなかったわけだ。

　美しい羽に固執するのはそのせいもあるのかもしれない。

「他の里の長老たちも昔は尊だったのですか？」

「はい。全員ではありませんが、ほとんどがそうだと聞いています」

　キャサリンたちが彩湖についたのは、太陽が西の空に傾きかけた頃だった。

　しかし、先に発たったはずのベラフォードはまだ到着していない。

　式典の支度が調ってから降りてくる予定だという。

　十日前と同じように大勢の人が湖を取り巻いていたが、今回は高見櫓やぐらはなかった。

　最後の式典は湖の畔ほとりで行われる。神代を見下ろす不敬は犯せないという理由からだ。

　従って、前回は立っていた見物も皆、草の上に腰を下ろしている。

　キャサリンたちもしつらえられた場所に並んで座り、神代の到着を待った。

　数千人が集まっているとは思えないほど、辺りは静まりかえっている。

　やがて、真っ黒な羽の人たちが担ぐ輿が空から舞い降りてきた。

　ベラフォードは祭りの初日に見た時と同じく、金細工のご神器をつけて冠をかぶり、錫しやく杖じようを手にした美々しい姿である。腰に巻く前垂れは毎日違う意匠デザインだったが、最後を飾る今日は紅色、桃色、赤紫、緑、さらには金糸が美しい、華やかな牡ぼ丹たんを縫取った図柄だった。

　神代が用意の席に着くと、最後の式典が始まった。

　荘厳な音楽が奏でられた後、各里の代表が一人ずつ進み出て、何やら言上し始める。

　キャサリンには意味のわからない《南天極楽鳥》語である。神代への別れの挨あい拶さつか、祝詞のりとか、さっぱりだったが、ずらりと居並ぶ人々は真剣そのものの表情で聞き入っている。

　この式典だけは逃げるわけにはいかないので、キャサリンも用心棒たちも辛抱してその場に座っていたが、十カ所の里の代表や実力者が入れ替わり立ち替わり、色しき代たいしながら進み出て、長々と口上を述べるものだから、時間が経つのが果てしなく長かった。

　最後に再び一曲が奏されて、神代はやっと立ち上がった。

　黒羽衆に付き添われて船着き場から船に乗り、夕陽に照らされて赤く染まった彩湖を渡り、島で待っていた黒羽衆の出迎えを受け、用意の輿に乗せられて、上の宮の階段を上る。

　神殿の入口に立ったベラフォードは岸辺を振り返り、初めて言葉を発した。

　もちろん《南天極楽鳥》語だ。恐らく里の人々のもてなしに対する言葉だろう。

　距離があるにもかかわらず、朗々とした声は湖の畔まで届き、人々はいっせいにひれ伏して、ベラフォードの言葉に聞き入っていた。

　口上を終えると、ベラフォードは神殿の中に入って行った。

　いったんその姿が人々の視界から消え、ややあって屋上に姿を見せる。

　こちらを振り返った時、彼は最初に上の宮に舞い降りた時と同じ仮面をつけていた。

　見物の人々に見せつけるように、一度、高々と錫を掲げ、美しい羽を広げて背を向けると、赤い陽射しの中、黄金の装身具を纏まとった神代は大きく羽ばたいて、上の宮を飛び立った。

　金属質の翼が夕陽に照り映えて光る。高く上昇して、夕陽の中に消えていく。

　神は舞い降り、そして飛び立つ。《南天極楽鳥》の神話の通りである。

　湖の畔に跪ひざまずいた人々は感嘆のまなざしでその姿を見送った。

　キャサリンとニーナもほれぼれと見入っていた。

　この後、神代は中の宮に降りてご神器を返納し、身軽な姿になって《渡らずの山》を目差す予定になっている（もっとも、ベラフォードは西へ行くふりをするだけだが）。これですべての手順が済み、長かった降臨飛ひ翔しよう祭はようやく終わりを迎えたのである。

　キャサリンが安あん堵どの息を吐くのと、ヴィンセントが不思議そうに呟つぶやいたのは同時だった。

「ねえ、今の……」

　ケイティが「しっ！」と小声で叱りつける。

　不思議に思ってそちらを見ると、ケイティは猫の眼を鋭く光らせていた。

　ただごとではない。その向こうのダムーに眼をやると、彼は平然と話しかけてきた。

「お嬢さん。東雲の里へ行くのはやめにして、今夜はここの森で野宿にしないか？」

　すかさずケイティが同意する。

「そうだよ。よく晴れそうだからね。森の中で星を眺めながら寝るのもおつなもんでしょ」

　ヴィンセントが二人の表情をきょとんと見比べて、急いで手を叩たたいて言った。

「うん！　ぼく、野宿がいいな」

　キャサリンは驚いた。明らかな異常事態だ。理由を問い質ただそうとしたのをすんでのところで思いとどまる。自分たちの傍には共通語のわかる人が何人もいる。

　持ち前の反射神経を発揮して、喉のど元もとまでこみ上げた疑問の言葉を飲み込むと、キャサリンはにっこり笑って手を打ってみせた。

「まあ！　すてきな考えですわ。ここで過ごす最後の夜ですもの。森での一夜はきっと思い出深いものになるはずです。──かまいませんか、レドヴィーンさん？」

　突然こんなことを言われたレドヴィーンは戸惑い顔になった。

「野宿自体は、彩湖の岸辺でなければ問題ないと思います。今夜はここで夜明かしするものが大勢いるはずですから」

「あら、そうなんですか？」

「祭りの名残を惜しみ、神代を偲しのぶためです。しかし、いきなり野宿と言われても食料も何も用意がありません。紫雲の分村まで行ってそれらを借りてくることは可能ですが、今からではとても充分な用意はできないでしょうし……」

　ライガスに眼で確認を取ると、彼も頷うなずいた。

「提供できるのは毛布と、日常の食料くらいだ」

「あなたの最後の夜をそんな粗末なものにするのは気が進みません。東雲の里に行ったほうがよくはありませんか？　あちらなら快適なお部屋とお食事が手配できますよ」

「お気遣いありがとうございます。ですけど、東雲の里には先日もお邪魔しましたし、今夜はここに泊まってみたいんですわ。これが最後のわがままですから、どうかお願い致します」

　熱心なキャサリンの言葉に、最後にはレドヴィーンが折れた。

　なるべく急いで戻るからと言い置いて、仲間たちと一緒に飛び立った。華やかな翼の乱舞を笑顔で見送り、傍にいるのが用心棒たちだけになってから、キャサリンは真顔で訊きいた。

「ダムーさん、いったい何事です？」

「あれはベラじゃねえよ」

「えっ？」

　黒髪を束ねた若者の表情は厳しかった。

　彩湖にそびえる上の宮を見ながら低い声で言う。

「何事かってのはこっちが訊きたい。神殿に入ったところまでは確かに本人だった。ところが、屋上から飛んでったのはベラじゃないんだ。──あの中でいったい何が起きた？」

　キャサリンは耳を疑ったが、ケイティも真顔で頷いている。

「神殿の中は岸からは見えないし、屋上に出てきた時には仮面をつけてた。だったら、答えは一つしかないよ。誰かがベラとすり替わったんだ」

　キャサリンは驚いた。

「まさか！　だってあの羽は……」

「黒羽衆って上半身は裸だろう。羽毛を貼りつけた上着か何か着てたんじゃない？　《鳥》の眼はあたしなんかよりよっぽど利くけど、それでも遠目だったからね。おまけに金の首飾りや腕輪やらをじゃらじゃらつけて、西日を背にして立ってた。あれならごまかせるよ」

　その西日を受けて鋭くなった猫の眼で、ケイティも上の宮を見ている。

「翼にしたって同じことだよ。何しろ距離があった。黒い翼の上に濃い青や緑の染料を乗せて、油を塗って光らせれば、ちょっと見にはわからない。あたしだって最初は気がつかなかった。ただし、飛べば話は別。翼の形も使い方も姿勢もね。ベラとは似ても似つかない」

　ヴィンセントも頼りなげな様子ながら、ケイティに同意した。

「ぼくもそう思った。飛んでるのを見て、なんか……変だなって。知らない人だったよね？」

　ダムーがもう一度言う。

「いくら羽を似せたって、絶対に違う。あいつが飛ぶところを何度見たと思ってる」

　揺るぎのない口調にキャサリンは息を吞のんだ。自分にはまったく見分けがつかなかったが、彼らは三人とも西の空に飛んで行ったのはベラフォードではないと確信している。

「ですけど、それならベラフォードさんは……？」

　ダムーは顎あごをしゃくって上の宮を指した。

「まだあの中ってことになる」

　思ってもみなかった事態にキャサリンは顔色を変えた。

　ニーナも青くなって誰にともなく問いかける。

「ど、どうするんですか？」

　ダムーは彩湖の周辺に眼をやった。

　畔ほとりを埋め尽くした人たちは次々に飛び立っているが、全部ではない。

　レドヴィーンが言ったように、この場に残って野宿の支度をする人も大勢いる。

　彼らの眼の前で、彼らの聖域である上の宮に乗り込むのはあまりにも無謀だった。

　飛んで行くのはもちろん、桟橋の船を借りただけでも大騒ぎになってしまうだろう。
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　何より、島の上にはまだ黒羽衆が残って後片づけをしている。

　暗くなるのを待つしかなかった。




　二時間ほど経ってレドヴィーンたちが戻ってきた。

　森の中に竈かまどをつくって火を起こし、ハムと卵を焼き、淹いれたての珈琲コーヒーと黒パンで食事にする。

　この頃は贅ぜい沢たくの限りを尽くした豪勢な食事ばかり口にしていたので、こうした野趣あふれる食事は却かえって新鮮でおいしかった。

　その頃にはとっぷりと陽ひも暮れていた。焚たき火びがなければ何も見えない暗闇が迫ってくるが、木々の隙間から彩湖のほうに眼をやってみると、高いところに明かりが見えた。

　上の宮に篝かがり火びが灯ともされている。

　あの火はこれから湖を渡る姫のための目印でもあり、飛び立った神代を見送る意味を込めて黒羽衆が灯しているのだと、レドヴィーンが教えてくれた。

「深夜になると、あの明かりも消されるはずです」

　この言葉で行動開始時間が決まったようなものだった。

　キャサリンも用心棒たちも、ベラフォードのことはおくびにも出さなかった。ニーナだけはちょっとおどおどしていたが、彼女なら暗い森を恐がっていると思われるから問題ない。

　彼らの食事に同席したのはレドヴィーンとライガスだけだった。

　ライガスは無口だったが、レドヴィーンはよくしゃべった。その言葉の端々から、西の空に飛んで行ったのはベラフォード本人であると、彼が信じ切っている様子が伝わってきた。

「何も知らない里の人間にはすまないことですが、祭りが無事に終わってほっとしています」

　笑顔でそんなことを言い、キャサリンに向かって心配そうに告げてきた。

「ベラフォードには本当に感謝していると伝えてください。ここには戻らないでほしいという我々の身勝手な願いをどうか許してほしいとも」

　キャサリンは笑顔で話を合わせ、和やかに夕食をすませて、毛布にくるまって仮眠を取った。

　肩を揺すられて眼を覚ますと、焚き火のほのかな明かりに照らされて、眼の前にケイティの顔があった。人差し指をそっと唇に当てて見せる。

　キャサリンは無言で起き上がった。

　音を立てないように気をつけながら、四十四口径とガンベルトを取り出して腰に巻く。

　まさかここにきて銃これが必要になるとは思わなかった。

　それからニーナを起こした。非戦闘員の彼女だが、この場に一人残してはいけないからだ。

　眼を覚ましたニーナは簡単に身支度を整えると、荷物の中から預かっていたベラフォードの服と黒くろ蛇へび鞭むちを取り出して、包みにまとめた。

　視線だけで『持って行ったほうがいいでしょう？』と確認してくる。

　実に優秀なメイドである。

　ダムーはとっくに眼を覚ましていて、ヴィンセントはねぼけ眼で眼をこすっている。

　灯りを使うわけにはいかなかったが、ダムーとケイティは夜でも眼が見える。二人の案内で湖まで歩くと、上の宮の明かりは既に消えていた。

　代わりに湖の上をゆっくりと移動する松たい明まつが見えた。船が湖面に出ているのだ。

　松明の明かりに照らされて、大勢の女性たちの顔が何となくわかる。

　キャサリンは小声で囁ささやいた。

「きっとミリアムさんたちですわ」

「ちょうどいい。あの船が戻ってきたら拝借しよう」

　ところが、島に着いた船は女性たちを降ろすと、漕こぎ手まで降りて島に上がってしまった。

　ダムーは舌打ちして腰の短刀を外し、足にくくりつけた履き物を解いて服を脱いだ。

　形態変化のためではない。この夜更けにダムーの強い羽ばたきはいやでも響く。

　半裸になって水に入ろうとする彼に、ケイティが念を押した。

「あたしらを置いて一人で勝手に乗り込むんじゃないよ。ちゃんと船で戻ってくるんだよ」

「わかってらあ」

　泳ぎは得意なダムーだが、距離が少々問題だった。船着き場まで音を立てずに泳ぎ切るのは正直きついが、他に方法がない。

　──その時、水に飛び込もうとしたダムーと、ケイティが揃って振り返った。

「何をしているのかと訊きいてもいいか？」

　暗がりから現れたライガスはまったくいつもの口調である。

　敵意が感じられないのを見て取り、キャサリンは思わず前に出ていた。

「見逃してください。さっき飛び立ったのは別人で、ベラフォードさんはまだあの中なんです。あそこで何が起きているのか確かめなくてはなりません」

　突拍子もない主張だろうに、ライガスは驚かなかった。

　微み塵じんも表情を変えずに尋ねてきた。

「別人だという確信があるのか？」

「あるぜ」

　半裸のダムーが答え、ケイティも言葉を添えた。

「飛んでるところを見れば一目でわかるよ。どんなに羽の色を似せたってね」

「それなら、俺たちは互いに協力できるな」

　不思議なことを言って、ライガスは背後を振り返った。

　その視線を追ったキャサリンは、暗い森の中から妙なものが出てくるのを見た。

　白っぽい人の足だけが近づいてくる。首から上が見えない。ぎょっとしたが、眼を凝らせばそれはひっくり返したボートだった。二人の人間が頭の上にボートをかぶって支えている。

　岸辺にボートを降ろすと、中から現れたのはディータとエルトンだった。

　二人とも戸惑い顔である。むしろ途方に暮れた様子で父親とキャサリンたちを見ているが、あまりにも都合よく水を渡る手段を提供された一同はもっと驚いた。

　何事にも直接的なケイティが眼を丸くして尋ねる。

「どうしたのさ、これ？」

「前もって用意しておいた」

「なんでさ？」

「仕方がない。この上は飛べないからな」

　ダムーが呆あきれ顔で指摘する。

「それじゃ答えになってないぜ。あんたにとってはこの湖に漕ぎ出すのだって禁止事項のうちなんじゃないのか？」

「そうだ。正直なところ、自分でもうまく櫂かいを使える自信はなかった。羽が動かないのと同様、手も思うようには動かせない。だから、手を貸してもらいたい」

　そのくらい重大な禁忌を犯すことになるというのに、ライガスは真剣だった。

　息子たちのほうが青くなって父親を見つめている。そんなことをして大丈夫なのかと表情で訴えているが、ダムーにとっては願ったりかなったりだ。ありがたく借りることにした。

　キャサリン、ニーナ、ケイティ、ヴィンセント、ダムーが素早くボートに乗り込み、最後にライガスが慎重にボートに乗り込んだ。

「父さん。俺も行く。ミリアムがあそこにいるんだ」

　ディータが一大決心をして身を乗り出すと、エルトンも一人で残されるのはいやだったのか慌てて乗り込んでくる。

　少々定員オーバー気味だったが、何とか沈まずに浮かんでいる。

　櫂かいはダムーが握り、ぎゅうぎゅう詰めのボートは静かに湖面に滑り出していった。
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　ベラフォードはぼんやりと眼を開けた。

　いつもの目覚めと違って、どうも頭がすっきりしない。

　最初に眼に映ったのは、大蠟ろう燭そくの火に照らされた石造りの天井である。

　壁も同じ石造りで、光の加減からすると窓のない部屋だ。なぜこんなところに寝ているのか、訝いぶかしみながらも起き上がろうとして、身体が自由にならないことに気づいた。

　眼を瞬しばたたいて自分の状態を確認して、思わず呟つぶやいた。

「……何よ、これ？」

　まだ頭がぼうっとしているが、かろうじて持ち上がるのはその頭だけだった。

　彼は石の台座に寝かされていた。両腕は大きく広げられ、手首のところでがっちりと台座に固定されている。何とか頭を起こしてみると足首も同様に繫つなぎ止められている。視界に入った手足の拘束具は台座に結合した金製の金具で、どんなにもがいてもびくともしない。

　ご神器は既に身につけていなかった。

　形態変化も解いているので、上半身は裸だ。

　腰から下に身につけている前垂れも最後に見た時のものとは違っている。

　ベラフォードが覚えているのは上の宮の階段を上って、岸辺の人々に向けて口上を述べた後、神殿の入り口をくぐったところまでだ。

　そこには黒羽衆が待っていて、仮面を渡してくれる手はずになっていた。

　ところが、実際には入り口を入った後の記憶がない。ぷっつりと途切れている。

　この感じ──横になっていても感じる妙な脱力感は何か薬を使われたとしか考えられない。

「お目覚めでございますかな」

　ひっそりと声がして、ベラフォードは自由になる首だけをそちらに向けた。

　黒羽衆を数人従えて、ローダが立っているのが見えた。

「あのね、一応訊きくけど、これ、何の真似？」

　ローダは初めて会った時と変わらぬ恭しい態度で一礼すると、《南天極楽鳥》語で言った。

「尊たつとき主上おかみに申し上げます。此こ度たびの降臨祭で、あなたさまは立派にお務めを果たされました。あなたさまは我らの神にふさわしく、まことに美々しく、凜り々りしく、煌きら々きらしく、歴代の神かみ代しろに勝るとも劣らぬご立派な神代でございました。よって、我らはあなたさまへの敬意の証あかしとして、これよりあなたさまを神の世にお送り致します」

「……何言ってんの？」

　吐き捨てるように言ったベラフォードだが、恐ろしくいやな予感がする。石の台座に接した背中に冷や汗が滲にじむのがわかった。

　逆にローダは少しも動じず、悪びれる様子もなく、淡々と説明した。

《南天極楽鳥》の神は天よりこの地に降り立って、再び天へと昇るものである。従って、その神に扮ふんした神代も天へ帰ってもらわなくてはならない。『あの世』という天上の世界に本当に旅立ってもらわなくては祭りが成立しなくなると言うのである。

「……どういう理屈よ、それ」

　ベラフォードの言葉などローダは聞いていなかった。

「これが最後のご奉公にございます。《虹にじの羽》は何よりも尊とうとい神聖なものでありますゆえ、至上の敬意の証として、我らの手で神の許もとへとお帰し申し上げるのです。ご安心くだされませ。主上お一人でのお寂しい道行きになど決して致しませぬ。そのために選ばれた女たちもすぐにお側にお送り致しますゆえ」

　ベラフォードは歯ぎしりして不自由な拳こぶしを握りしめた。

　どんなに力を込めたところで、自分の力ではこの拘束はちぎれない、それはわかっているが、おとなしく送られるなど断じて御免だった。何かせずにはいられなかった。

　黒装束のローダの後ろから進み出た人々がいる。

　赤、薔ば薇ら色、橙だいだい、黄色、黄緑、緑、水色、青、藍あい、紫。

　それぞれの衣い裳しようを着た里の長老たちだった。

　彼らはローダに負けず劣らず丁重な仕草で進み出、拘束されたベラフォードの前に跪ひざまずいて、それぞれに口上を述べたのである。

「主上。此こ度たびのお務め、まことにお見事でございました」

「混血の尊みことと聞いて、どうなることかと案じた愚かな我らを、どうかお許しくださいませ」

「ご立派でございました。選任した絵師は既にあなたさまの肖像画の制作にかかっております。あなたさまの《虹の羽》、あのすばらしいお姿は後々まで燦さん然ぜんと光り輝くことでしょう」

　本当に意味がわかっているのかと無駄は承知で問い質ただしたくなった。

　間違ってもこれから眼の前で『処刑』されようという人間に向かって言うことではないが、皮肉でも何でもない。彼らは本心から言っている。

　その『御礼言上』がヨランダの番になった時、ベラフォードはたまりかねて叫んでいた。

「あんたたち、伯お父じさんも殺したの？」

　ヨランダはことさら恭しく一礼して言った。

「主上。あなたさまにはやはり、おわかりではないのですな。上の宮で神の御み許もとに旅立てる。それがどれほどの栄誉であることか、少しはお察しくださいませ」

「ふざけないでよね！　そんなに殺されたいなら代わってやるわよ！」

　紫雲の里の長老は捕らわれのベラフォードを見つめて、哀れむように笑って見せた。

「できることなら代わっていただきたかったと心から思います。残念ながらかつてのわたしは神代に選ばれず、その栄誉に与あずかることもなく、こうして主上をお見送りする側に回りました。無論、今のこのお役目も光栄なものであると心得ておりますが、あれほど見事な《虹の羽》をお持ちのあなたさまが、そのようなことをおっしゃってはなりません」

　ベラフォードはこみ上げる激情に顔を歪ゆがめ、辛しん辣らつな言葉を吐き捨てた。

「……やっとわかったわ。あんたたち、つまり《虹の羽》が嫌いなのね？」

「それは違いますぞ」

　ローダが大真面目に言い返してくる。

「我らがどれほど《虹の羽》を尊んでいることか、二つとない高貴なものと崇あがめ奉っているか、これよりそれを証明致します」

　老婆の視線を受けて、二人の黒羽衆が進み出た。

　二人がかりで、口を縛った大きな革袋を持っている。

　ふくらんだ革袋が盛んに蠢うごめいている。中に入っているのは間違いなく生き物だ。

　いやな予感がますます強まり、背中がますます冷や汗に濡ぬれる。

　ベラフォードの眼の前で、二人は手袋を塡はめた手で袋を探った。中から取り出したのは予想通り、二メートルを超える蛇だった。

　一人が胴体を持ち、一人が鎌首をしっかり摑つかんで牙きばを剝むき出しにする。

　そこにローダの声が重なった。

「黒くろ斑まだらは神の御み使い。これこそが高貴な方をお送りする昔ながらの作法でございます。歴代の神代も黒斑に導かれ、お心安らかに旅立たれました」

　ベラフォードは盛大な呪いの言葉を吐いた。

　だめだ。匙さじを投げるしかない。この連中は心底いかれている。

　この連中が《虹の羽》に焦がれているのも、狂信的に崇拝しているのも間違いない。

　しかし、どんなに焦がれても憧あこがれてもどうしても並び立つことがかなわず、手が届かないと思い知らされた時、過ぎた思慕は憎しみと妬ねたみに変わるものだ。

　そんなつまらない見栄のとばっちりを食って死ぬのはまっぴら御ご免めんだったが、現実に自分は手も足も出ない状況に追い込まれている。

　別の二人が腰をかがめてベラフォードに近づいた。一礼した後、一人は彼の頭を少し傾けて押さえつけ、もう一人が首筋に張り付いた黒い髪を慎重に払いのけていく。

　いやになるほど丁重な仕草だった。そして蛇を摑んだ二人がこれまた一礼して進み出ると、黒くのたうつ蛇の牙が容赦なく首筋に近づけられる。

　その牙から少しでも逃れようと必死にもがきながら、ベラフォードは金切り声で叫んだ。

「アタシが戻らなかったら他のみんなが黙ってないわよ！」

　ヨランダがやんわりと微笑しながら答えた。

「ご案じなさいますな。お友達には高価な宝石をどっさり持たせて帰しましたので、たいそうお喜びでございました。あれならば、あなたさまが戻らなくても不満には思わぬでしょう」

「ずいぶん見くびってくれるじゃないのさ」

　黒羽衆と長老たちが驚いて振り返る。

　ナイフを構えたケイティと、四十四口径を構えたキャサリンが入口から入ってきた。

　ヴィンセントとニーナもその後ろから怖々と顔をのぞかせている。

　ベラフォードは安あん堵どよりも怒りをあらわにして叫んだ。

「遅いじゃないのよ！　もっと早く来られなかったの!?」

　ローダも侵入者に向かって声を荒らげていた。

「控えよ！　誰の許しを得てこの神聖な宮に入って来た!?」

「そう言うあんたは誰の許しを得てベラを捕まえてるのさ」

　蠟ろう燭そくの明かりの中で丸く大きな猫の眼が爛らん々らんと光っている。

「祭りは終わった。神さまごっこも終わりのはずだ。そんな変態でもいなくなると困るんでね。返してもらうよ」

　用心棒たちもキャサリンも上の宮に対する畏おそれなどは感じていない。ここまで乗り込むのに躊躇ためらいはなかった。一方の黒羽衆は上の宮に侵入を試みる者などいるはずがないと思いこんで、見張りも立てず、姫たちを建物の中に入れた扉の鍵かぎも掛けていなかったのだ。

　後はダムーの鼻を道案内にこの部屋までたどり着くのは容易なことだったが、そのダムーが顔を見せないのは、二人の黒羽衆が抱えている蛇のせいである。

　彼は極度の爬は虫ちゆう類るい嫌いで、臭いや気配を感じただけでも近づけなくなるのだ。

　その代わり、キャサリンの四十四口径が抜群の威力を発揮していた。

「ベラフォードさんから離れて。その物騒なものをしまいなさい」

　銃口を向けながら厳しい口調で言い、キャサリンは室内の様子を素早く見て取っていた。

　正面に石の台座がある。ベラフォードはその上に頭を右側に寝かされている。

　彼の頭の近くに長老たちと黒羽衆が固まっている。ほとんどが老人の長老たちはともかく、黒羽衆は長の老婆を別にすれば屈強な男たちだ。

　この状況でダムーの協力が得られないのは少々きつい。

　まずはベラフォードを解放しなくてはならなかった。銃を構えながら、キャサリンは果敢に前に出ようとしたが、そのキャサリンを押しのけるようにして進み出た人がいる。

　ライガスだった。

　異邦人のキャサリンやケイティと違って、彼はれっきとした《南天極楽鳥》である。

　いてはならないはずのその姿を見て、黒羽衆の老婆が血相を変えた。

「こ、この罰当たりが！　なぜここにおる！」

　老婆だけではない。里の長老たちも口々に怒号を発した。

「どうやって彩湖を渡った!?」

「無色の分際で何と畏れ多いことを！」

「下がらぬか！　ここをどこだと心得おるか！」

　普通の《南天極楽鳥》なら足が震えて動かなくなるはずだが、今のライガスにはそんな声は耳に入っていなかった。

　石の台座に磔はりつけにされたベラフォードの姿を見て、信じられないように眼を見張り、無造作に近寄った。

　ベラフォードの頭を押さえていた二人が慌てて立ちふさがってその前進を阻もうとしたのを、キャサリンが素早く銃口を向けることで下がらせた。他の黒羽衆も長老たちも同様に怯ひるませ、石の台座から引き離して、ライガスに話しかける。

「ベラフォードさんをお願いします」

　しかし、今の彼にはその声も耳に入っていなかった。彼の視線はベラフォードが身につけた前垂れに注がれていた。

　赤と黄色を基調にした見事な刺し繡しゆうで、羽を広げた不死鳥を縫取った図柄のそれを手に取り、食い入るように見つめると、ライガスは顔を強こわ張ばらせて、仰向けのベラフォードに問い質ただした。

「これは──どうした？」

「知らないわ。寝てる間に着せられてたのよ。そんなことより早く助けてってば！」

　じりじりしながらベラフォードが叫ぶが、ライガスはそれも聞いていなかった。

　不死鳥の縫取りに再び眼を落とし、押し殺した声で呟つぶやいた。

「コクランが最後に身につけていたものに間違いない……」

　それから彼は恐ろしいような顔になり、ひとかたまりになっている黒羽衆と長老たちを振り返ったのである。

「なぜこれがここにある？　コクランとともに《渡らずの山》を越えたはずだぞ」

　答えはない。ライガスも返答など期待していなかった。ベラフォードの姿と、この前垂れを見た時からわかっていたのだろう。絶望と悲嘆と憤激を乗せた声を張り上げた。

「もしやと思った。まさかとも思っていた。おまえたちはコクランを殺したのか!?」

　この期に及んでも黒羽衆の長は動じなかった。

　もったいぶった口調で言い諭した。

「言葉を慎まぬか。我らはあの方を神の国へお送り申し上げたのだ」

「人殺しの言いわけにそんな詭き弁べんを弄ろうすか！」

　ライガスは激しい怒りに大きな身体を震わせていた。

　キャサリンは知らなかったが、仮にも《南天極楽鳥》の一員が黒羽衆の長に向かってこんな乱暴なものの言い方をするのはあり得ないことなのだ。

　それを知っている他の黒羽衆や里の長老たちは驚きに眼を剝むいている。

　ライガスは惑乱に陥ろうとする自分自身を懸命に自制していた。大きく胸を波打たせながら、無理やり冷静な言葉をつくった。

「俺はかつて無形種の社会で暮らした。あそこには種類を問わず多くの異種人類がやってくる。そこで大陸西部の《鳥》と親しくなり、彼らの間に伝わる伝承を聞いた。今では正確に語れる者もほとんどいないという古い話だ。──千年の昔、多くの鳥類が混在して住む中に色つきの翼の《鳥》がいた。色つきの《鳥》は心の驕おごった者たちで、自分たちこそがすべての《鳥》の中でもっとも優れた種族だと主張して、その地に住む猛もう禽きん類るいや候こう鳥ちようを劣等な種族と決めつけ、これを排斥せんとして、ついに争いを起こした。しかし、結局は自ら起こしたその争いに敗れ、傲ごう慢まんの罰として住すみ処かを追われたというものだ。この無様に驕り高ぶった色つきの《鳥》が我ら《南天極楽鳥》でなくて何だ！」

　キャサリンは驚いた。ケイティも大きな眼をさらに丸くした。

　拘束されているベラフォードも現在の状況を忘れ、自分の頭の上で激げつ昂こうするライガスの顔を呆ぼう然ぜんと見上げていた。

「我らの祖先は争いに敗れてこの地に逃げてきた敗残者にすぎん！　それを選ばれた種族だと、神の子だと、おまえたちは何百年もの間言い続けて仲間を欺いてきた。何のためにだ!?」

「自分たちを負け犬だと思いたくなかったんでしょうよ」

　ベラフォードは初めて身体の力を抜いて、ライガスに話しかけた。

　仰向けに固定された姿勢では話しにくいが、今、言っておこうと思った。

「その話、知ってるわ。──思い出した。賢者さまが話してくれたの。アタシも教えてあげる。あなたたちが《渡らずの山》って呼んでるグランエルバ山脈は西大陸の果てなんかじゃないし、その向こうに《南天極楽鳥》の約束の地なんかないのよ」

　ライガスは黙ってベラフォードの顔を見下ろしてきた。

「アタシの想像だけど、降臨祭の最初の意義って、山の向こうの偵察だったんじゃないかしら。ほとぼりが冷めたかどうか、もう戻っても大丈夫かどうかって。だから最初のうちは、神代は本当に西を目差して飛んでいたんだと思う。その人たちがどうしたかは知らないけど、一人も戻って来なかったのは確かでしょうね。ところが、そうするうちに別の問題が起きたんだわ。他種族と一緒に住んでいる時は一致団結して、自分たちこそ一番優れた種族だと主張したけど、こんなところに孤立していたら張り合う相手がいない。捌け口が必要になったのよ。それには仲間内で優劣をつけるしかない」

「…………」

「順位づけは群れをつくる種族の習性とも言えるけど、《南天極楽鳥》のそれはどう考えても自然にできたものじゃないわ。神代を送り出すうちに、黒羽衆と一握りの多色が里の人たちの上に立つ構図ができあがった──もしくは意図的にこしらえたのだとしたら、次に必要なのはその人たちを都合よく支配できる神いい話つたえよ。第一に他の種族と接触させないように、自分たちは選ばれた神の子だ、特別な種族なんだって言い含める。色数の多い羽が高貴だっていうのも、白い羽をとりわけ低く設定したのも、すごくわかりやすい階ヒエ層ラル性ヒーじゃない。ひょっとしたら、戦争に負けた腹いせかもね。白い羽や暗い羽は敵対した《白鳥》や《鷹》を思い出させるから。そして里のみんながその神話を信じるようになったら、今度は素直に神代を送り出すわけにはいかなくなった。だってそうでしょ。実際に西に行かせて、一人でもグランエルバの向こうにたどり着いて事実を知ったら、その人はそのことを話しに戻ってくるかもしれないじゃない。それじゃあまずいのよ。せっかくつくった新しい神話と矛盾する」

　無論これはベラフォードの推測に過ぎない。

　しかし、ライガスには腑ふに落ちるところが多々あったのだろう。呻うめくように呟いた。

「だから、殺したか……」

　そうしてベラフォードの手首を拘束している金具を外してやった。

　上半身が自由になったベラフォードは自分で足の金具を外して飛び降りたのである。

「ああ、やっとすっきりした。ありがと」

　ライガスは再び黒羽衆と里の長老たちを見て、厳然たる調子で告げた。

「今日これより東の村落は完全に里から独立して動く。我ら紫雲の里出身の村ばかりではない。すべての村の学問所を即刻撤去し、講師を追放する。分村に関しても口出しは無用だ。我々は今後いっさい里の指示には従わない」

　長老たちは──特に紫雲の里のヨランダはこの言い分を嘲ちよう弄ろうした。

「愚か者め。無色の分際で思い上がるでないぞ。そのような権利はおまえたちにはない」

「我々に命令する権利こそないと知れ。コクランを殺した貴様らなどにはな」

　静かな口調だが、干渉を寄せつけない強さと冷ややかさを持った声だった。

「西部の《鳥》の伝承を知り、降臨祭に疑問を抱いた後も、それを口にしなかったのは、この話を明らかにすれば、里の掟おきてに準じたコクランの意志を踏みにじることになると思ったからだ。だからこそ今日まで沈黙を守り、里の支配を許してきた。だが、貴様らはコクランを殺した。それがわかった以上、憚はばかることは何もない。貴様らに従う理由もない」

　決別を宣言して踵きびすを返す。

　後に続きながら、ケイティはヨランダを見てにんまりと笑った。

「特別に違約金は取らないでおいてやるよ」

　キャサリンも素早く入り口に引き返した。

　蛇が恐いダムーはその陰にずっと隠れていたが、この出入り口には扉がない。

　後を追われることを懸念した一同が振り返る。まさにその時、二メートルの毒蛇がこちらに向かって放り投げられた。

「きゃ────っ!!」

　ニーナが盛大な悲鳴を上げたが、ダムーも「ぎゃっ！」と叫んで飛びすさった。

　爬は虫ちゆう類るい嫌いの彼にとってこれほど恐ろしい凶器はないが、《猫》のケイティにとってこんな長虫は玩具おもちやも同然だ。すかさずナイフを放ち、見事に頭を捕らえて仕留めた。

　キャサリンも部屋の中に銃口を向けて足止めする。

「動かないで！」

　叫んだ時、石の通路の向こうからディータとエルトンが走ってきた。

「父さん！」

　兄弟は別行動でミリアムを探していた。二人がこの上の宮へ侵入するのはかなりの禁を犯す覚悟が必要だったが、兄は愛の奇跡でそれを可能にし、弟はひたすら兄について行ったのだ。

　慌ただしい説明によると、ミリアムたちがこの先の部屋に閉じこめられているという。

　扉には鉄格子が塡はまっていて、敷物さえない冷たい床に十人まとめて座らされて、どう見ても穏やかでない雰囲気なのだが、彼女たちは明朝の出発を信じきっていて騒ぐ様子もない。

　ミリアムは鉄格子を挟みながらもディータの顔を見て喜び、彼が上の宮にいるという事実に震え上がった。見つかったらディータもエルトンも厳しい咎とがめを受けるからと、そればかりを心配して、早く逃げてくれと訴えたが、危険なのは明らかにミリアムのほうだ。

　しかし、ずっしりと重い鉄の錠前は兄弟の力ではどうしようもない。

　そこまで聞いてキャサリンは言った。

「ダムーさん。代わってください。わたしが鍵かぎを壊します」

　それをベラフォードが遮った。

「待って。アタシの服ある？」

「どうぞ」

　ニーナが差し出した服を着ている余裕はなかった。ベストの内ポケットを探り、錠前外しの道具を取り出して、彼は兄弟と一緒に女性たちのいる部屋に走った。

《蜥蜴とかげ》のベラフォードは実は錠前外しの達人でもある。

《渡らずの山》に旅立ったはずの神代が突如として姿を見せたものだから、室内の女性たちは仰天して飛び上がった。絶句する彼女たちに、ベラフォードは敢あえて《南天極楽鳥》の言葉で言い聞かせたのである。

「アタシは《渡らずの山》には行かないわ。あんたたちも自分の里に帰りなさい」

「主上おかみ！」

「な、なぜでございますか？」

「お願いでございます。我らもお連れくださいませ」

　必死になって口々に訴えたが、ベラフォードはかたくなに首を振った。

「いいから逃げるのよ。ここにいたら殺されちゃうんだから。ミリアム、あんたはディータと一緒に行きなさい。里へはもう戻っちゃだめよ。あんなところにいたら頭がおかしくなるわ」

　女性たちはわけがわからない様子だったが、神代の言葉は絶対である。

　転がるように鉄格子の部屋から出て、ディータとエルトンの案内で出口に向かった。

　ベラフォードも通路を戻って仲間たちと合流しようとした。

　その背中に不気味な声がかかる。

「お戻りくださいませ、主上」

　ローダだった。ヨランダもいる。

　台座のある部屋に足止めしたはずなのに、いつの間にか背後の通路に現れている。

　この上の宮はいわば黒羽衆の根城だ。あちこちに便利な通路があるのだろう。

「どうあがかれようと、定めから逃れることはできませんぞ。我らの神はあなたさまの神でもあるのです」

　振り返ったベラフォードは二人を見つめて、侮ぶ蔑べつの口調で言った。

「殺されるために？　まっぴらよ。前にも言ったけど、アタシは《蜥蜴》なの。あんたたちの仲間なんかじゃないわ」

「致し方ありませぬ。ご無礼を働きますが、お許しください」

　二人の後ろから黒羽衆の男たちが現れたが、むざむざと捕らえられるつもりはない。

　男たちの接近を許す前にベラフォードは走り出し、石の通路を駆け戻った。

「ベラ！　こっち！」

　ヴィンセントが通路の先で呼んでいる。彼が示した横手には上に続く階段があった。

　ニーナとヴィンセントが階段に飛び込むのが見えた。やや遅れてケイティと、その後ろから走ってきたキャサリンも続く。

　ダムーは上がり口に残った。いつの間に手に入れたのか、棒を握ったライガスもだ。

　ベラフォードはその二人を追い抜く形で階段を駆け上がった。

　こんなに曲がりくねった狭い階段ではケイティのナイフもキャサリンの銃も、効果はあまり期待できない。ベラフォード自身が使う黒くろ蛇へび鞭むちに至っては言うを待たずだ。

　接近戦でもっとも頼りになるのがダムーの使う短刀である。

　その短刀を一いつ閃せんさせて追っ手を怯ひるませると、ダムーも階段を駆け上がった。

　ライガスもダムーを助けて棒を振るった。階段を上りながらも戦い、何人か突き落としたが、黒羽衆はしぶとかった。

　一人や二人が階段を転がり落ちたくらいでは諦あきらめない。次から次へと迫ってくる。

　ダムーは戦闘意欲を削そぐことを目的に短刀を使っているだけだが、黒羽衆は違う。明らかに殺す勢いで真剣を使っている。その上で数にものを言わせて怒ど濤とうのように押してくる。

　ライガスが手を貸してくれているとはいえ、ダムーは舌打ちしていた。

　上の宮は高層建築の十階建てに相当する高さがある。ビラミッド型だから、面積をいうならもっと広い。ヴィンセントの首輪を取ってしまえば簡単にけりがつくのだが、こんな石造りの建物でそれをやったら、自分たちまで崩れ落ちる瓦が礫れきの下敷きになってしまう。

　今は上に逃げるのが最善の策だった。

　先頭に立ったニーナとヴィンセントは夢中で階段を駆け上がっていたが、ニーナはともかくヴィンセントは致命的に体力がない。七、八階分くらい上がったところでぜいぜい息を切らし、一息入れようと立ち止まった時、突如、物陰から伸びた手に腕を摑まれた。

「わあっ！」

「ヴィンセントさん!?　きゃあっ！」

「ニーナ！　ヴィンセントさん！」

　すぐ下の階にいたキャサリンは階段を駆け上がった。この階段にもそれぞれの階にも掛かけ燭しよくが灯ともしてあるので、石壁に囲まれた夜中でも不自由はしない。

　駆け上がったその階は、がらんとした広間のように見えた。やはり窓はない。

　掛燭に照らされた室内で、二人の黒羽衆がニーナとヴィンセントを羽交い締めにしている。

　それぞれの首に刃物を突きつけて引きずりながら、階段からじりじり離れている。

「二人を放しなさい！」

　銃口を向けてキャサリンが叫ぶと、一人が抑揚のない声で言ってきた。

「主上と引き替えです」

「あなたたちは！　まだベラフォードさんにそんな役目を押しつけるつもりですか!?」

「お願いでございます。どうか主上をお返しくださいませ」

　その『主上』が階段を駆け上がってきた。ダムーとライガスもだ。

　黒羽衆が追いすがって来る。ダムーとライガスはキャサリンとケイティと背中合わせの形で追っ手に備えたが、前方では人質を取られ、後方から数十人の武装集団が迫ってくる。

　その武装集団が二手に分かれ、ローダが現れた。

　後ろには里の長老たちの姿も見える。

「主上。お戻りください。無色の者の戯ざれ言などお耳に入れてはなりませぬ」

　ベラフォードの返事は顔をしかめて距離を取ることだった。前後の状況を素早く見比べて、キャサリンに言った。

「お嬢さま、ヴィンスを撃って」

「えっ？」

　驚いたキャサリンだが、意図は理解した。《役立たず》と言われているヴィンセントだが、この少年には身の危険が迫った時限定で使える念動という能力がある。しかし──。

「無茶です！　四十四口径の銃弾ですよ!?」

　そんなものを念動で止められるのかとキャサリンは案じたが、ケイティも頷うなずいて見せた。

「大丈夫。あんたを人殺しになんかさせないから。──だよね、ヴィンス」

　と言われても、当のヴィンセントは黒羽衆の男の腕の中でじたばたともがいているだけだ。

　代わりにベラフォードが請け負った。

「そうよ。アタシたちを信じて。かまわないから、ずどんとやってちょうだい」

「……ずいぶん難しいご注文です」

　真剣な顔で呻うめいたキャサリンだった。

　射撃を習うようになって真っ先に習ったのは、人間に銃口を向けてはいけないということだ。

　もっとも最近では、その教えを守れているかは大いに怪しくなっている。現に今もニーナとヴィンセントを捕まえた男たちを牽けん制せいしているが、これはあくまで威嚇でしていることだ。

　実際に人間を狙って引き金を引くとなると、覚悟の持ちようがまるで違ってくる。

　この銃弾が相手を傷つけることはないとわかっていても、指が震えてくる。

　しかし、ここで自分がやらなければ、ベラフォードが殺される。

　キャサリンは大きく息を吸って、少年に狙いを定めた。

「すみません。ヴィンセントさん。──行きますよ」

　心の中で『神さま、お許しください』と懺ざん悔げを唱えた。思わず眼を閉じたような気がするが、それでもこの距離ならキャサリンの射撃は外れようがない。

　石造りの広間に、ぞっとするような銃声が響いた。

　ヴィンセント少年が小さく叫んで、ぎゅっと眼を閉じる。

　それと同時にケイティがナイフを放ち、ダムーが飛び出した。

　銃弾は少年の顔面寸前で止まっていた。その余波を受けてヴィンセントを捕まえていた男も動けなくなったが、ケイティの投げたナイフは男の腕に正確に突き刺さった。
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　ライガスが素早く飛び出して、ヴィンセントの身体を奪い取る。

　ニーナを捕まえていた男は、キャサリンが本当に引き金を引いたことに驚いて一瞬我を忘れ、ダムーにとってはその一瞬で充分だった。

　それこそ旋風のように迫って一撃で男を昏こん倒とうさせ、ニーナを取り戻した。

　キャサリンも彼らのところに駆け寄った。

　しかし、突然の銃声が恐怖心を誘ったのか、もしくは止めようとしたのか、この時、階段を昇ってきた黒羽衆の一人がものも言わずにキャサリンの背中に真剣を投じたのである。

「お嬢さま！」

　ニーナが悲鳴を上げた。

　背中を向けていたキャサリンは避けられない。

　そのままだったら鋭い刃物はキャサリンの身体に深々と突き刺さっていただろうが、寸前、ベラフォードが一瞬で駆け戻り、空を切って襲いかかった剣とキャサリンの間に割って入るや、自分の身体でその刃物を受け止めたのである。

「ベラフォードさん！」

　裸の胴体にぐさりと突き刺さった剣を見て悲鳴を上げたのはキャサリンだけではない。

「馬鹿者！　主上に何をする！」

　ローダが絶叫した。剣を投じた本人は真っ青な顔で震えている。

　他の顔ぶれも同様だった。恐れ戦おののいて後ずさっている。

「な、なんという……」

「主上の血を流させるとは……！」

　殺そうとしていたくせにずいぶんおかしなことを言うものである。

　もしかしたら殺し方にも厳格な規定があって、血を流させるのは禁忌タブーなのかもしれないが、瀕ひん死しの重傷を負ったはずのベラフォードは倒れなかった。

　痛みに顔を歪ゆがめはしたが、それだけだ。立ったまま忌々しげに舌打ちすると、自分の腹から突き出した剣の柄つかを自分で握り、べっとり血に濡ぬれた刃を悠然と引き抜いたのである。

「あんたたちねえ、こんなもので女の子の背中を狙うってどういうことよ？」

　普通なら大出血を起こして倒れるところだが、そんな様子はまるで見られない。傷の深さをほとんど感じていないとしか思えない、ちょっと指を切った程度の口調だった。

　抉えぐられた腹の傷が見る間にふさがり、なめらかな肌に戻っていくのを見て、ローダが喘あえぐ。

「こ、これはどうしたことじゃ……」

「どうしたもこうしたもあるもんですか。言ったはずよ。アタシは《蜥蜴とかげ》だって」

　ライガスが眼を見張っている。

「そんな能力はスタンリーにはなかったはずだぞ」

「そうよ。お父さんは普通の混血だった。でも、アタシのこの能力は間違いなくお父さんから受け継いだものだわ」

　銃弾を止めたヴィンセントはくたくたと倒れ、その場にひっくり返ってしまっている。

　ダムーが気を失った少年の首から宝石の飾りの付いたチョーカーをむしり取った。ここまで上ってきたならもう大丈夫と判断したのだ。いよいよ来るかとキャサリンも事態に身構えたが、少年が意識を失っているせいか、起きるはずの変化がいつまで待っても起きない。

「こんな時に限って正真正銘の《役立たず》かよ!?」

　ダムーが盛大にぼやいた。

　人質は取り戻したが、その代わり、一同は完全に追いつめられてしまった。

　黒羽衆は気を取り直して、じりっと迫ってくる。キャサリンの銃を恐れて一気には来ないが、いかんせん数に差がありすぎる。今度こそ本当に撃たなければならないかと冷や汗が滲にじんだ時、広間の反対側から張りつめた声がした。

「こっち！」

「クランシー!?」

　壁に見えていた石板が動いて、その隙間からあの少年が手招きしている。

　ダムーが咄とつ嗟さにヴィンセントの身体を抱えた。ニーナもキャサリンもケイティも、もちろんライガスもベラフォードも、ぱっくりと口を開けた壁に向かって走った。

　黒羽衆が血相を変えて追いすがるが、ここでキャサリンの四十四口径が火を噴いた。

　あくまで威嚇射撃だが、腕に覚えのあるキャサリンは天井や床を撃ったりしない。男たちの身体のすぐ近くを狙って立て続けに凄すさまじい轟ごう音おんを響かせ、黒羽衆は蜘く蛛もの子を散らすように逃げ惑った。

　その隙に一同は石の壁の向こうに飛び込んだ。そこは外壁との間の通路のようで、隙間風が吹き込み、明るくなりつつある外の気配が感じ取れる。

　クランシーは力いっぱい石の扉を押し、ライガスがそれに手を貸した。

　迫り来る黒羽衆の眼の前で扉が閉められる。閉めてしまえば広間からは開けられないようで、向こう側で激しく板を叩たたく音がする。

「アタシを助けてくれるの？」

　ベラフォードの問いに少年は頷うなずき、共通語ではうまく言えなかったのか、《南天極楽鳥》の言葉で何か言った。

「ありがとう」

　ベラフォードは笑って、キャサリンに通訳してくれた。

「人殺しになるのはいやなんですって。特にアタシやあなたを殺したくはないそうよ」

「ありがとう、クランシー」

　弾を込めなおしたキャサリンも笑顔でお礼を言った。

　少年は手て燭しよくを持って一同を案内した。しばらく進むと通路が終わり、ほの明るい出口の外は台形の壁面だった。下はまったく足がかりがない石の斜面で、とても降りられそうにないが、横を見れば、人一人が歩けるくらいの石の梁はりが続いている。

　梁の先を指して、少年が共通語で言った。

「あそこを曲がると正面の階段に出られる」

　彼はここで一行と別れるつもりだったらしいが、キャサリンにはその気はなかった。

「クランシー。あなたはここにいちゃいけないわ。わたしたちと一緒に来て。あなたの育ったお家に帰りましょう」

　少年はびっくりした顔になって、しどろもどろに言ってきた。

「でも……俺、黒い羽で」

　今度はベラフォードが共通語で言い諭す。

「だから何？　そんなのどうでもいいことよ。第一、アタシたちを助けたのに残ったりしたら、今度はあなたがただじゃすまなくなるわ。いいから一緒に来なさい」

　クランシーはへどもどと頷き、先に立って石の梁を歩き出そうとしたが、ダムーが言った。

「ちょっと待ってくれ」

　抱えたヴィンセントの身体をいったん下に下ろし、急に服を脱ぎだしたので、クランシーが眼を丸くした。

　ライガスにとっても意味不明の行動である。呆あきれたような顔だったが、何の真似かと理由を尋ねる暇はなかった。

「そこまでじゃ」

　しわがれた声は上から降ってきた。

　全員、反射的にそちらを見た。

　彼らが今いる場所は地上より遥はるかに神殿に近く、すぐそこに見える。

　その神殿の敷地にローダが立っていた。ローダの両脇には黒羽衆が並んでいる。どこまでも神出鬼没だが、ずらりと並んでいるのは黒羽衆だけではない。

　五丁ものライフル銃の銃口が、いっせいにこちらを狙っていたのである。

　キャサリンは覚えず腰の銃に手を掛けたが、一対五では話にならない。そもそも銃身の長いライフル銃とリボルバーでは射程距離が段違いだ。

　加えて、下から上を狙っての射撃は命中精度が著しく落ちる。

　動けなくなった一行──特に黒羽衆の少年の顔を忌々しげに見つめて、ローダは氷のように冷ややかな声で言った。

「新参の身で、ようも勝手な真似をしおったな」

　少年が青くなった。すくみ上がって震えている。

「さあ、主上おかみ。お帰りくだされ」

　ベラフォードはうんざりと言い返した。

「しつこい男も大概だけど、しつこい女はもっと嫌われるわよ！」

　ふざけた言葉とは裏腹に絶体絶命だったが、この時、ダムーは足下で気を失っている少年に変化が起きたのを感じ取った。

　待ちに待った、ある意味とても忌々しい、何度も見てきた前兆を見間違うはずはない。

　それは他の仲間たちにも、キャサリンにもおなじみのものだった。

　ダムーが身構えながら言う。

「飛べるか、ベラ？」

「ちょっと無理。そろそろ倒れそうなのよ。飛び移るのが精いっぱいだわ」

「もう少しふんばれ。おまえまで何とかする自信はないからな。ケイティ、おまえもだ」

「あいよ。──この子はどうする？」

　ケイティが尋ねたのはクランシーのことである。

「死にたくなかったら自前の羽を使え。──あんたもだ」

　ダムーは無情に言って、ライガスに問いかけた。

「あんた、今ならここを飛べるんじゃないのか？」

　彩湖の美しい水面を見下ろしながら、ライガスは真顔で首を振った。

「難しいな。そう簡単に切り替えることはできん。俺を縛っていたものはもうなくなったから、いずれは飛べるようになるかもしれんが……」

「だったら、今試せ。ちょうどいい機会だぜ」

　ダムーが言ったまさにその時、気絶した少年を取り巻くように旋風が巻き起こった。

　キャサリンもニーナも咄とつ嗟さに石壁にしがみついて身体を支えた。さもなくば風にあおられて薙なぎ倒されていたかもしれない。それほどの強風が発生した。

　旋風の中心にあった少年の身体が消え失うせ、代わりに彩湖に濃い影を落とす巨大な生き物が上空に出現した。

「おお!!」

　神殿の黒羽衆がいっせいに悲鳴を上げる。

　空一面を埋め尽くしたように見えたのは白い竜の胴体だった。全長は百メートルを優に超す、突如として出現した白い竜は長大な身体をのたうたせ、まっすぐに降下してきた。

　それを見たローダが狼ろう狽ばいして叫ぶ。

「う、撃て！　撃ち落とせ！」

　無茶を言うものである。ライフル銃五丁でどうにかなる相手ではない。何発か命中したが、それが却かえって竜の興奮を煽あおる結果になった。

　大きな口を開けて吠ほえ、仲間たちを目差して、上の宮の壁をえぐるように急接近する。

　そこでは既にダムーが形態変化を終えていた。

　白い毛皮に淡いブルーの縞しま模様、真っ白なたてがみ、真珠光沢を放つ真っ白な翼を持つ獣はキャサリンとニーナを両手に抱え、急降下した竜の背中に飛び乗った。

　ケイティもそれに続いた。身の軽い《猫》のケイティにとってこのくらいは朝飯前だ。

　ベラフォードも残った力を振り絞って形態変化し、鮮やかな翼を出現させると、一つ大きく羽ばたいて竜の背中に飛び移った。

　もちろんライガスもクランシーも慌ててそれに倣ったのである。

「──これは白い島の住人か!?」

　竜のたてがみを摑つかんだライガスが叫んだが、ベラフォードは答えなかった。

　今の形態変化で力を使い果たしたようで、その変化を解いた後はたてがみを握りしめながら、動く丸太の上にぐったりと倒れている。

《蜥蜴とかげ》の血を引くベラフォードは傷を負ってもすぐに治る便利な体質だが、この治癒能力は便利なだけのものではない。傷を治した後はしばらく動けなくなるという弱点がある。

「岸に着いたら……起こして……」

　ずり落ちそうになる彼の身体をライガスが慌てて支え、ケイティが悲鳴を上げた。

「ちょっとベラ！　こんなところで寝ないでよ！」

　キャサリンとニーナも揺れる背中の上で必死に竜のたてがみを摑んでいたが、形態変化したヴィンセントが方向を変えた。

　キャサリンたちを乗せたまま、再び上の宮に突進したのである。

「ヴィンス！　よせ！」

　ダムーが吠えた。ところが、白い竜は方向を変えない。このまま突っ込んだらキャサリンもニーナもケイティも、今は身動きできないベラフォードも無事ではすまない。

　ダムーが抱えていけるのは二人が限界である。

　足下の鱗うろこに鋭い爪を食い込ませながら、ダムーは叫んだ。

「よせってんだ！　せめて頭からは突っ込むな！」

　今のヴィンセントに人間の意識はない。ダムーの言葉を正確に理解しているわけではないが、同じ白い島の血を引く者だからか、鎖を解除してくれたからか、かろうじてその言葉に従った。

　頭は避けて、蛇のようにうねる胴体と尾を上の宮の石壁に叩たたきつけた。

　当然、竜の上に乗っている乗客たちはただではすまない。

「きゃ──────────っ!!　もうやめて──────っ!!」

　ニーナの悲鳴が朝焼けの彩湖に響き渡る。

　キャサリンも同感だった。襲いかかった衝撃は凄すさまじいもので、手を放さずにいられたのは単に運がよかったからに過ぎない。

　それなのに、白い竜は再び高度を上げて攻撃態勢に入っている。

　ライガスもクランシーも蒼そう白はくになって竜のたてがみにしがみついていた。

　空を恐れる彼らではないが、この湖の上では自分たちの翼は役に立たない。

　しかし、このままじっとしていたら、みんな確実に死ぬ。

　意を決したのは少年のほうが早かった。

　恐ろしく悲壮な顔つきながらも黒い翼を出現させて、たてがみを摑んだ手を放した。

　飛んだというよりは落ちたと表現するほうが適切な拙つたなさだったが、とにもかくにも彼は竜の背を離れることに成功したのである。

　そしていったん空に放たれれば、翼を持つ彼らにとって、後は本能がものを言う。

　ライガスは意識を失ったベラフォードの身体を片手で支えていたが、少年の飛ひ翔しようを見下ろし、ベラフォードの身体をダムーに預けて叫んだ。

「もうしばらく辛抱しろ！」

　そうして自身も少年の後を追った。

　キャサリンはろくに眼も開けられない状態だったが、それでも、黒と黄色に縁取られた白い翼が出現するのを確かに見た。

　他のどんな鳥類とも違う翼が力強く羽ばたいて、湖の上を突っ切っていく。

　なんてきれいな──と思ったところに二度目の衝撃が来た。

「きゃあっ!!」

　キャサリンは大きく体勢を崩した。立て直す間もなく、もう一度、さらにまた一度。巨大な胴体をくねらせる竜に激しく翻ほん弄ろうされて、とうとう竜の背中から放り出された。

　手は何とかたてがみを放さなかったが、身体も足も完全に宙に浮いている。

　崖がけの途中に生えた木の根を摑んで、かろうじてぶらさがっているようなものだ。その状態で激しく振り回される。

「お嬢さまあ！」

　ニーナが悲鳴を上げたが、彼女も振り落とされそうだった。ベラフォードを支えたダムーが慌てて飛んでいく。その間にもキャサリンの手は痺しびれ、たてがみから滑り落ちる。

　もうだめかと悲鳴を上げそうになった時、大きな羽ばたきが聞こえた。

「キャサリンさま！　手をこちらに！」

　ディータの声だった。差し出された手を咄とつ嗟さに摑むと、キャサリンの身体は何かやわらかい、しっかりしたものの上に転がり落ちた。すぐ傍にニーナとケイティが放り込まれる。

　それはキャサリンたちをここまで運んできた気球の籠かごだった。

　驚いて上を見上げれば、ライガスの翼が見えた。ディータの白い翼、クランシーの黒い翼、それにパステルカラーのあの羽はミリアムだ。

　そしてもう一人──五色以上の鮮やかな羽が見える。

　眼を凝らしたキャサリンに、その人はこっちを見下ろした。

「エルトン!?」

　驚いた。ライガスの次男は見事な多色の羽をしていた。

「おい、こいつも乗せてくれ」

　最後にダムーがベラフォードの身体を籠に放り込み、彼自身はディータたちを助けて、籠を運ぶロープを握って飛び始めたのである。

　狭苦しい籠の中でキャサリンはやっと安あん堵どの息を吐いたが、背後から聞こえた轟ごう音おんに思わず振り返った。

　邪魔な荷物のなくなった白い竜が、今度こそ全力で上の宮に体当たりを掛けていた。

　一度や二度ではない。何かおもしろい遊びに興じているように、何度も頭から突っ込んでは、石壁を存分に砕いて再び空に舞い上がる。

　その徹底ぶりはもしかしたら、上の宮をぶっ壊せというベラフォードの言葉が意識の片隅に残っているのかもしれなかった。

　頑丈な神殿がまるで積み木のように崩れ落ちていく。

　容赦のないその攻撃は立派な神殿が無惨な廃はい墟きよに変わるまで、手て応ごたえがなくなった上の宮に白い竜が興味を失うまで、巨体の重量にものを言わせて続けられたのである。
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　これだけの惨劇にもかかわらず、黒羽衆も里の長老たちも全員無事だった。

　高いところに集まっていたのが幸いして、難を逃れることができたのである。水に落ちて、必死に岸まで泳ぎ着いたが、彼らの誰も翼を使おうとしなかったのはひどく暗示的だった。

　結局、つくりあげた神話に一番捕らわれていたのは彼ら自身ということになる。

　ローダもその一人だった。這ほう々ほうの体で岸までたどり着き、ずぶぬれになって這はい上がったが、背後を振り返り、壊滅した上の宮を目の当たりにすると、へなへなとその場に頽くずおれた。

「な、なんということじゃ……」

　その頃には岸辺に大勢の人が集まっていた。いくら彩湖の近くに野宿は許されないとはいえ、この大騒ぎで様子を見に来ないほうがおかしい。

　駆けつけた人々は自分の眼が到底信じられない様子だった。

　愕がく然ぜんとしながら白い竜に木っ端微み塵じんに砕かれた彼らの聖域を見つめ、説明を求めてローダにすがるような眼を向けたが、ローダが何か言う必要はなかった。

　誰も飛べないはずの湖彩の上空から羽音が響いたかと思うと、形態変化したベラフォードが朝日に輝く見事な翼とともに舞い降りてきたからである。

「主上おかみ！」

「ど、どうしてここに……!?」

　西に旅立ったはずの神代が姿を見せたことで、人々の衝撃と驚愕は頂点に達した。

　黒羽衆の老婆だけが恐怖に喘あえぐ中、神代はさらに驚くべき言葉を口にした。

「殺されるのいやだから、アタシ、帰るわね」

　身体が休息を要求しているのに無理に起きているものだから、ベラフォードはまだちょっとふらふらしていたが、彼にしては最大限の根性を発揮して、ざわめいている里の人々と蒼そう白はくになっている黒羽衆に《南天極楽鳥》語で言った。

「《渡らずの山》も、神代が約束の土地に向かうって話もみんな噓よ。今までの神代はみんなこの人たちに殺されたの。噓だと思うなら湖の底を攫さらってみなさい。伯お父じさんも含めて神代の遺体が何体も出てくるから。もうちょっとでその仲間入りをさせられるところだったわよ」

　人々の顔に浮かんだのは驚きではない。

　主上はいったい何をおっしゃっているのかという困惑だった。

　予想外の言葉の連続に理解が追いついていないのだ。その中にはイザークの顔も、彼に従う紫雲の里の警備隊の顔ぶれもあった。

　今すぐ信じてもらおうとはベラフォードも思っていない。そんな要求は無理だということもわかっている。ただし、これだけは言っておかなくてはならなかった。

「降臨飛翔祭は今回でおしまいよ。全部の里の下の宮を即刻閉鎖して、尊選びもやめなさい。馬鹿らしいったらありゃしない。神代に選ばれても殺されるだけなんだから」

「主上!!」

　人々が今度こそ悲鳴を上げたが、ベラフォードは構わなかった。

　打ちひしがれている老婆と黒羽衆の面々を冷たい眼で見据え、日頃は柔和な彼がめいっぱい厳しい口調で宣告した。

「二度とこんなくだらない祭りをやろうなんて考えないことね。いいえ、命が惜しくないなら二十年後に試してみるといいわ。その時はまたあの白い竜と一緒にぶっ潰つぶしに来てやるわよ」

　岸辺に集まった人々の中にはレドヴィーンとその仲間たちもいた。

　皆、固かた唾ずを吞のんでベラフォードの言葉を聞いていたが、用事を片づけたベラフォードは肩をすくめて、レドヴィーンに向かって至って気楽な口調で頼んだ。

「お嬢さまたちの荷物を運んできてくれるかしら。その前に何か食べるものがあると嬉うれしいわ。彼女たちもアタシもお腹ぺこぺこなのよ」




　キャサリンたちは彩湖から少し離れたところで地上に降ろしてもらい、レドヴィーンたちが用意してくれた食材で朝食を摂とり、休息を取っていた。

　実を言うと、こんなところで休憩して大丈夫かと少し心配でもあった。

　上の宮を破壊した竜の正体がキャサリンの仲間の少年だと知れたら、ちょっと厄介なことになるのではと案じていたのだが、追っ手の掛かる気配はない。

　上の宮崩壊の衝撃が強すぎて、それどころではないのだろう。

　レドヴィーンには朝食に加わってもらって、その崩壊の顚てん末まつを詳しく語ったが、彼には到底受け入れがたい話だったらしい。食事の手も止まりがちで、終始、愕然としていた。

　ケイティがしみじみと言う。

「ほんとはね、他種族の事情にここまで首を突っ込むのはあんまりいいことじゃないんだよ。だけど、今度ばかりはしょうがないよね。先にちょっかいを出したのはそっちのほうだ。あの飛びカマ蜥蜴とかげを引っ張り込んだりしなかったら、こんなことにはならなかった」

　彼女の言わんとするのはつまり、『あたしらを恨んじゃいけないよ、お門違いだからね』ということである。現金な《猫》らしい言い分だが、レドヴィーンは固い顔ながらも頷うなずいた。

「それどころか、むしろ……我々は皆さまに礼を言わなければなりますまい……」

　真実を明らかにしてくださったのですから──と続けた彼に、ケイティは苦笑した。

「里の人間もあんたと同じことを思ってくれりゃいいんだけどねえ」

　キャサリンも気がかりそうに尋ねた。

「レドヴィーンさんはこれからどうなさいます？」

「と、おっしゃいますと……？」

「ライガスさんは既に里との決別を宣言していらっしゃいます。もう隷属するつもりはないと。あなたは東の村落の出身と伺いましたが、これまで通り里の一員として紫雲の里で暮らすのか、それとも、生まれ故郷である東の村落にお帰りになるのか……」

　難しい問題だったようで、レドヴィーンは途方に暮れた様子で首を振った。

「わかりません。とても……今すぐには決められそうにありません」

　これまで信じていたものが一瞬で瓦が解かいしてしまったのだ。

　混乱するのも当然だったが、その反面、彼は里と村落の両方の実情を知る者として、今後の両者のあり方については、極めて達観した意見を述べた。

「里は無色の人々を、自分たちが導いてやらなければならない下層階級と位置づけていますが、実際には今の里は無色の協力がなければ何もできません。里の人間はまだ気づいていませんが、無色の中にも優れた指導者が存在するんです。ライガスは間違いなくその一人で、人望も厚い実力者ですから、その彼が里と決別すると表明した以上、ほとんどの無色が彼に倣うでしょう。そうなれば、里には何もできません。すぐに戦力でも行動力でも、結束力でも、東の村落には到底及ばないと思い知らされるはずです」

　ケイティが声を立てて笑った。

「そりゃあ結構だ。やっと革命──いや、ちょっとはまともな関係になるってことだね」




　ベラフォードはそのライガスと二人で話していた。

　顔も覚えていない母と、存在も知らなかった伯父について聞くためだ。ライガスがもっとも詳しいと仲間たちから聞かされながら、これまで二人きりで話す機会がなかったのである。

　一休みしたベラフォードはニーナから返してもらった服を着ていた（あの嵐のような状況で服の包みを落とさないニーナはメイドの鑑かがみと言うしかない）。

　二人の視線の先では、ちょうどエルトンが空から降りてくるところだった。

　キャサリンたちの荷物を手分けして運んでくれているのである。その見事な五色の羽を見て、ベラフォードは苦笑しながらライガスに問い質ただした。

「多色の羽の子どもは里に連れて行かれるんじゃなかったの？」

「検分役が来た時には白く塗ってごまかした」

　悪びれない父親である。

「西部の伝承を聞いた後では、掟おきてに従って息子を差し出す気にはなれなかった。里のやり方を快く思わぬものは少なくないからな。村落にはエルトンの他にも多色の子どもが何人もいる。その一方で、昔からのやり方を重んじて子どもを差し出す親がいるのも確かだが、これからはどんな羽の色の子どもでも自由に空を飛べるようになるだろう」

「あなたが今まで黙っていたのは──確証がなかったから？」

「そうだ」

　ライガスは精せい悍かんな顔に、かすかに悲痛な表情を浮かべた。

「おまえの仲間は一目で上の宮から飛び立ったのがおまえではないと見抜いた。俺はそこまで確信は持てなかったが、二十年前の降臨祭で西へ飛び立った神代を見送った後、ふと思った。──あれは本当にコクランだったのかと」

「…………」

「どうしてそんなことを考えたのか自分でも説明はできない。だが、この二十年、ずっとその疑惑が心に引っかかっていた」

　ベラフォードはため息を吐いた。

「尊さまをほとんど飛ばさないわけがわかったわ。しょっちゅう飛んでたら、《鳥》なら普通、それが誰なのか見分けられるようになるわよ」

「そういうことだ。俺がコクランが飛ぶところを見たのは、最初に形態変化した時の一度きり。それでも微妙な違和感を感じたのだからな」

　同じ後悔はしたくなかった、確かめなければならないと思ったと彼は言った。

「まして今回、神代に選ばれたのはコクランの甥おいのおまえだった。おまえまで見過ごしたら、今度こそコクランに顔向けができなくなる」

　ベラフォードは丁寧にたたんだ布地をライガスに差し出した。

　眠っている間に身につけさせられた、あの前垂れだった。

「これは伯お父じさんの形見みたいなものでしょ。あなたが持っているのがいいと思う」

　ライガスは黙ってそれを受け取り、ベラフォードの顔を見た。

「二十年前、俺はコクランを救えなかった。疑問を抱きながらも、黙って見送るしかなかった。一生負うべき枷かせだが、今回はおまえを救うことができた。感謝している」

「アタシの台詞せりふよ。ほんとにありがとう。ただ、ずいぶん派手なことになっちゃったけど」

　上の宮は廃はい墟きよと化し、美しかった彩湖の水はまるで泥水のようになっている。

　何も知らない里の人々が半狂乱になることは必至だが、ライガスは平然としていた。

「かまわんさ。おまえが手を下したわけではないだろう。あれは一種の天災のようなものだ。白い島の住人にはさすがに驚いたがな」

　その住人はといえば、元の姿でひっくり返っている。

　ベラフォードが思うように動くことができなかったので、ケイティとダムーで元通り封印のチョーカーを止めたのだ。

　その横には史上初めて彩湖の上空を飛んだ『歴史的人物』たちが揃っている。

　ディータとミリアムは、いくら必死だったとはいえ、あんな大胆なことが自分にできるとは思わなかったと震え上がりながらも、至って幸せそうだった。

　エルトンとクランシーは年齢が近いせいか、仲良く話している。

　クランシーは本当に故郷へ帰れるのか、二色の羽だから里に送られた友達はどうなるのかと案じているが、キャサリンがきっぱりと、そんな掟は守る必要がないと言い聞かせている。

　ここでケイティが多色のエルトンに白い羽をどう思っているのかと尋ねた。

　すると、エルトンはもじもじしながら、

「本当はぼくも白い羽がよかったんですけど……」

　と小さな声で答えたものだ。

　父や兄と同じ羽の色に憧あこがれていたらしい。

　それなのに、こんな派手派手しい羽だったので、最初はがっかりしたと率直に心境を述べ、ダムーが猛然と食べ物を口に運びながら、呆あきれたように言い聞かせている。

「羽の色なんか気にしたって始まらないだろう。俺みたいなつまんない無地の羽でも、ベラのけばけばしい羽でも、ちゃんと空を飛べればそれで充分なんだよ」

《南天極楽鳥》四人とキャサリンがいっせいにダムーを見つめて、真剣に反論した。

「とんでもないことをおっしゃいます。つまらなくなんかありませんわ」

「そうです。あの羽──すごくきれいでした。普通の無色とちょっと違いますよね。白いのに虹にじ色いろに輝いていて……無色の羽を美しいと思ったのは初めてです」

「ディータさん。無色はいけません。白い羽です」

「いいなあ……。ああいう羽がよかったのに……」

「エルトン。そんなことを言ってはいけないわ。あなたの羽もとてもすてきなんだから」

　パステルカラーの羽のミリアムも黒い羽のクランシーも、初めて見た鳥類以外の生物の持つ真珠光沢の翼に強い感銘を受けたようで、口々にダムーの翼を褒め称たたえている。

「わたしにとってはディータの羽が一番ですけど……それでも、すばらしい羽だと思いました。夢のように美しくて……思い出してもため息が出ます」

「白い羽はみっともないって。俺は違うんだから神さまに感謝しなきゃいけないって言われた。でも、噓だよね？　あの羽は白いけど、白くても、とってもきれいだったから」

「そうよ、クランシー。ダムーさんの羽をみっともないなんて言える人はどこにもいないし、もちろんあなたのご両親の白い羽だって美しいのよ。そんな教えを無理に押しつける神さまは贋にせ物ものに決まっているわ」

　絶賛されている本人だけは自分の翼に何の感慨もないので、不思議そうな顔でいる。

　ベラフォードはライガスに視線を戻して、いたずらっぽく笑ってみせた。

「あなたもさんざん抵抗していた割には彩湖の上を飛べたじゃない」

「ああ。やってみれば何とかなるものだな。俺も驚いた」

　それからベラフォードは真面目な顔になって、あらためてライガスに話しかけた。

「アタシはね、大勢の《南天極楽鳥》を見てきたけど、あなたの羽が一番きれいだと思うわ。他の人と比べてあなたの羽が特別に優れているとかそういうことを言ってるんじゃないのよ。あの羽はあなたにとても似合っていて、きれいだって、本当にそう思うの。──信じる？」

「信じよう。──ヴァーサがスタンリーの言葉を信じたようにな」

　同じくらい真面目な口調で答えたライガスの顔に微笑が広がった。

　ベラフォードが初めて見る、楽しげな彼の笑顔だった。







　あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしております──と、ご挨あい拶さつするのも冷ひや汗あせが出ます。

　初めましての方のほうが圧あつ倒とう的に多いかもしれません。この話はシリーズものの一冊ですが、この本だけで完結している話ですので、よろしかったら、手にとってご覧ください。

　そして、こんな亀かめのような歩みのシリーズを待っていてくださった皆みなさま。

　ありがとうございます。本当に心から感謝です。

　まさかこんなに時間が空いてしまうとは思ってもみませんでした。

　この事実に一番驚おどろいているのは作者本人だったりします。前の本から二年は経っていないと本気で思っていました。脱だつ稿こう後、何気なく前作のあとがきを確認して、思わず絶句です。

　三年ですか。マジですか？

　これはひどいと我ながら思いましたね。

　このシリーズを楽しみにしてくれている奇き特とくな知人からは、

「あれはまだ出ないの？」

　と折に触ふれて催さい促そくされていました。そのたびに、

「書いてるんだけど、なかなか終わらなくて」

　と言い訳してきましたが、ここまで来ると怠たい慢まんと言われても仕方がありません。

　最近、時間が経つのが非常に早いと感じるのも、とみに忘れっぽくなっているのも、遅おくれた一因かもしれません。年が明けたと思ったら、あっという間に桜が散っている感じです。

　それでも、往おう生じよう際ぎわの悪い作者はまだこのシリーズを続けたいと思っています。

　今回、嬉うれしかったのはなんと言っても『賢けん者じやさま』でしょう。いやもう、最高です。

　すてきなイラストと美しい表紙を描かいてくれた草河さん、どうもありがとうございました。

　当面の目標は、今度こそこんなに間をあけずに次巻を出すことですね。

　その前に、雑誌に番外編を掲けい載さいできればと考えています。以前に書いた短編の続きですが、次があるかどうかは本当に読者の皆さま次第です。

　とにかく時間を使うのが下手すぎるのと、書く手が追いついてくれないのが悲しいですが、構想も書きたい気持ちも充じゆう分ぶんあります。

　待っていてくださいとは恐おそろしくて言えませんが、忘れた頃ころに戻もどってくるつもりですので、どこかで見かけましたら、その時はまたよろしくお願い致いたします。
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